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調　査　の　概　要

　 1.　 調 査 の 経 緯

(1)国 際 経 済 が大 き く変 動 す るな か に あ って、 わ が 国 の産 業 は、 適確 なる情 報 の

　 収 集 利 用 が必須 の もの と な って い る。 一方 、 コ ン ピ ュー タを道 具 と した情 報 処

　 理 の進 展 とと もに、 デ ー タベー スの 整備 と利 用 の ため の ネ ッ トワー ク形 成 の 方

　 向 に あ る。

(2)　 この よ うな情 勢 か ら、 産 業 情 報 の デ ー タベー ス化 を推 進 す る た め には 、 産 業

　 情 報拠 点 の 育成 が急務 と考 え、 そ の 中核 と して、産 業 団体 に お け る情報 処 理 機

　 能 の 育 成 強化 を 目的 に、 昭 和53年 度 よ り調 査研 究 に着手 した。

　 　 調査 研 究 は、 初年 度 が産 業 団体 にお け る情 報 ニー ズ調 査 お よび マスター プラン

　 作 成 の た め の基 礎 調 査 を、第2年 度 は 、 パ イ ・ ッ トシステ ムの研 究 開発 と海 外

　 情 報 に 関す る基 礎 調 査 お よび制 度 的 諸 問題 の検 討 、 第3年 度 は 、 第2年 度 調 査

　 研 究 の継 続 とと もに、 国 内 お よび海 外 ネ ッ トワー ク形成 の た め の基 本 構 想 を取

　 りま とめ る こ と とな って い る 。

③ 　 情 報 ニー ズ調 査 は 、10業 種 を と りあ げ、 その 中 核団体 に つ い て調 査 した。

　 産 業 団 体 の主 要 な事 業 と して 情 報 活動 が あ るが、 と くに総 合 的 見 地 か ら産 業 活

　 動 に関 す る情 報 に つ い て、 効 率 的 に収 集 作 成 を行 うと ともに、 会 員 企 業 に 対 し、

　 共通 的 な情 報 を提供 してい る 。

　 　 今 後 は、さ ら に 正 確 で 豊 富 な 情 報 を コ ンピ ュー タ利用 可 能 な デー タベ ー ス

　 に整備 し、会員 ニー ズに応 えて分析加工 を行 い、情報 を提供す ることが必要 となろ う。

　 ま た、 産 業情 報 の うち、 政 府 や 公 共機 関、 産業 団 体 、海 外 情 報機 関等 が収 集提

　 供 す る情 報 の ウエ イ トが高 く、 多元 的 な情 報 ネ ッ トワー クの 形 成 が 不可 欠 で あ

　 る との結 論 を得 た。

(4)本 年度 に おい ては、 前 年 度 ニー ズ調 査 の成果 お よび団体 の体 制 準 備 状 況 等 を

　 勘案 して、 日本機 械 輸 出組 合(プ ラ ン ト輸 出)、 日本 電子 機 械 工 業 会(電 子 機
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　器)、 日本 繊 維協 議 会(繊 維 製 品)の3団 体 を選 定 し、 当該産 業 に おけ る デー

　 タベ ー ス の整 備 、 デー タベー ス利 用 シス テ ムの 開発 を行 う と ともに 、 日本 鉄鋼

　 連盟 に ご協 力 を頂 き、 海外 情 報 の 収集 利 用 に関 す る基 礎 調査 を実 施 した。併 せ

　 て情 報 拠 点 に お け る デー タベー ス構 築 及 び提 供 に関 す る制 度 問題 につ い て も検

　 討 した。

(5)本 書 は、 海 外 情報 に関す る調 査 結 果 を ま とめ た もの で あ る。

　 　 調査 は 、 上記4団 体 か ら調 査 員 を海 外 に派 遣 して 、各 国 の業 界 団 体 、 政府 公

　 共機 関、 デー タベ ー ス サー ビス機 関 等 々 との意 見 交換 、資 料 収集 な どに よ り実

　 施 した 。

∀

2.調 　 査 　事 　 項

(1)産 業情 報 のデ ー タベ ー ス化 と流通 状 況

　 ・　 産 業 界 に おけ る情報 の利 用 ・流通 状 況

　 ・　 デー タベー ス の所有 ・サー ビス状 況 と将 来 計 画

　 ・　 磁 気 テー プ化 の現 況 と今 後 の方 針

(2)　 デー タベ ー ス提 供 の現 状 と問題 点

　 .　 デー タベー ス の利 用 方法 、 ルー ル と利 用上 の制限(特 に産業 団体 が利 用 す

　 　 る場 合)'

　 ・　 デ ー タ交 換 の実 情 と諸 条件

　 ・　 提 供 可 能性 と タ イ ミ ング

(3)産 業 情 報 の 整備 に関 す る施策

　 ・　 産 業 界 に おけ る情 報 化 の推進 と政 府 の助 成

　 ・　 産 業 界 に おけ る デー タベー ス振興 策

　 ・　 コ ン ピ ュー タ化 の方 針

　 ・　 産 業 団体 の情 報 整備 と提供 上 の諸 問 題
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5.　 調 　 査　 時　 期

ヨ ー ロ ソ バ 班

ア メ リ カ 班

昭和54年11月 　 3日(土)

昭 和54年11月16日(金)

昭 和54年11月24日(土)

昭 和54年12月 　 7日(金)

4.調 　 査　 機　 開

発

国

発

国

出

帰

出

帰

〈 ヨー ロ ッパ 班 〉

　 プ ラ'ン ト関 連 の 調 査 先

　　　　 Overseas　 Project　 Group　 of　 Department　 of　 Trade　 (イ ギ リス)

　　　　 British　 Overseas　 Trade　 Board(イ ギ リス)

　　　　 Process　 Plant　 Association　 　 (イ ギ リス)

　　　　 Federation　 des　 Industries　 Mecaniques　 et　 Transformatrices

　　　　 des　 Metaux=FIMTM　 (フ ラ ンス)

　　　　 Technip　 　　　　　　　　 (フ ランス)

　　　　 Creusot-Loire　 Entreprises　 (フ ラ ンス)

　　　　 Export　 CreditGaUanty　 Department=E.C.G.D　 (イ ギ リス)

　　　　 Devy　 International　 Ltd(イ ギ リス)

　　　　 Verein　 Deutsihe　 Maschinenbau　 Austalten=VDMA(-西 ド ィ ッ)

　　　　 K16ckner　 Industrie-Anlagen　 g.m.(西 ドイツ)

　 電 子 機 器 関 連 の 調 査 先

　　　[
　 　 　　 E.R.C.　 Statistics　 International　 Ltd.(イ ギ リス)

　 　 　　 Soci6te　 d'Etudes　 de　 la　 Comsomrnation

　 　 　　 Distribution　 et　 Publicit6　 (SECODIP)　 (フ ラ ン ス)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 鉄鋼関連 の調査先

　 　 　 「1・ ・nand　 Stee1　 St・ti・tics　 Bureau(イ ギ リ ス)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -3一



　　　　 Ch・mpre　 Sy・di・a1・p・1・Sid6・u・gi"・ang・i・(・.ラ ン ス)

　　　　 Wirtsch　 Aspsvereinig　 ung　 Eisen　 und　 Stahlind　 ustris(西 ド イ ソ)

　　　　　International　 I'ron　 and　 Steel　 Institute　 二=　IISI(西 ド イ ツ)

　 業 界 共 通 の 調 査 先'

　　　　 Department　 of　 Industry(イ ギ リ ス)

　　　　　O.rganization　 for　 Economic　 Co-operation　 and　 Development

　　　　　 =OECD(フ ラ ン ス)

　　　　　E…pean　 C・ ㎜ ・nities=EC(ベ ル ギ ー ・ ・レク セ ン ブ ・レの

　　　 r・G・ ・sell・ ・h・tt　 f6・1・f・rm・ti・n　 u・d.D・k・m・nt・ti・n=GID晒 ドィ ・)

<ア メ リ カ班 》

　　プ ラ ン ト関 連 の 調 査 先

　　　　　C-E　 Lummus　 Co.

　　　　 Wheelabrator-Frye　 Inc・

　　　　　The　 World　 Bank

　 電 子 機 器 関 連 の 調 査 先

　　　[
　　　　　Electronic　 Industries　 Association=EIA

　　　　　G.E.　 Information　 Services　 Co.

　 鉄 鋼 関 連 の 調 査 先

　　　　　America　 Iron　 and　 Steel　 Institute=AISI

　　　　　Economic　 Informa'tion　 Systems=EIS

　　　　　 International　 Monetary　 Fund=IMF

　　繊 維 関 連 の 調 査 先

　　　　　 Sears　 Roebuck&Co.

　　　　　Market　 Research　 of.　 Corporation　 of　 America=MRCA

　　　　　 The　 May　 Depa、rtment　 Store　 Co..
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　　　　　 Federsted　 Department　 Stores.

　　　　　 Eastman　 Kodak　 Co.
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　 　 Kayser　 Roth

　 　 Bokkie　 Brooks

　 　 N.P.D.　 Research

　 　 SpringMills　 Inc・

　 　 Burlington　 Industries　 Inc.

　 　 　 　 ド

　 　 MacyS　 New　 York

　 　 Levi　 Strauss　 &Co.

業 界 共 通 の 調 査 先

　 　 System　 Development　 Corp.(S・D・C)

　 　 Lockheed　 Palo　 Alto　 Research　 Laboratory

　 　 Statistica10ffice,　 United　 Nations

　 　 Chase　 EconometricAssociates　 Inc.

　 　 Bureau　 of　 the　 Census,　 Department　 of　 Co㎜erce

　 　 　 　 　 　 員　 5.調 　 査

ヨー ロ ッパ 班

ア メ リ カ 班
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第1章 　 総 論

1.1　 ヨー ロ ッパ に お け る 産 業 情 報 拠 点

●

■

1.　 調 査 先 の選 定 とそ の 目的

　 ヨー ロッパに おけ る デー タベー ス産 業 の現 状 等 につ い て は、 当 財 団 の 他の 調査

等 にお い て詳 し く報 告 され てい る と ころで あ るが、 本 調査 は、'特 に産 業 、経 営 情

報 に焦 点 を しぼ り、 そ の 蓄積 、 流 通 状 況 を中心 と して、 政 府 機 関 と産 業 団体 の両

側 面 か ら調 査 した。 こ う した こ とか ら、 本 調 査 は各 産業 界 が共 通 に 関連 す る政府

公 共 機 関に 対す る共 通訪 問 調 査 と各産 業 界 ご との調査 との二 つ の形 態 で行 わ れ た。

政 府 公 共 機 関 に 対 す る共 通 訪 問 調 査 で は 産 業 界 の 情 報 化 へ の 支 援 施 策 及

び政 府 作 成 デー タの整 備 蓄 積 状 況 とその 提 供 条件等 に つい て調 査 の主 眼 をお き、

また、各産業界 ごとの調査につ いては、
.産 業 界 の情 報 流通 、 情報 処 理 体 制、 わ が国 の

産業 団 体 との間 で の情 報 ネ ッ トワー ク交 流 の可 能性 等 に つ い て調 査 を行 った。 ま

た各参 加団 体 の さ しせ まっ た 目的 か ら見 れ ば 、 日本 機 械 輸 出組 合 は今 年 度 開発 を

進 め て ら るパ イ ・ッ トシス テ ムに使 用 す る先 進 国 の プ ラ ン ト関 連 貿 易統 計 の磁 気

テー プに よる入 手 につ い て、 日本 電 子機 械 工 業 会 は需 給統 計 の整 備 状 況 及 びそ れ

らの デー タ入手 の 可 能性 につ い て、 そ して 日本鉄 鋼 連 盟 は各 国 の鉄 鋼 関 連 貿 易 統

計 デー タの 入手 可 能性 につ い て調 査 ・交 渉 を行 うな ど、 そ れ ぞ れ の 使命 を持 って

行 わ れ た 。そ こ で本 節 にお い ては、 共 通 訪 問調 査 の内容 を中心 に して ヨー ロ ッ

パ に おけ る産 業 情 報 の蓄 積 、 流 通状 況 を概 論 的 に述 べ るこ と と し、 各 産 業 界 毎 の

詳 細 な状 況 につ い て は、 第2章 に お い て詳 述 す る。

2.産 業情 報 の デ ー タベ ー ス化 と 流 通 状 況

　 ヨー ロ ッパ に お け る産 業 情 報 の デ ー タ ベ ー ス 化 の 状 況 は 、 ア メ リ カ と 比 較 す る

と た ち お くれ て い る と言 っ て 良 い 。 特 に オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス に つ い て は 、 ア

ー7一



メリカの ような コマーシャルベースのデータベースディス トリビュー タも少 な く、現在稼働中の

デー タベー ス につ いて もア メ リカか らの輸 入 が 多 い。 実際EC委 員会 の調 査 に よ

れば、 デ ー タベー ス流 通 に関す るECの 貿 易 収支 は現 在20億 ドルの赤 字 で あ り、

これ は米 国 か らの一 方 的 デー タ流 入 に よる もの で ある との こ とで あ る。 こ う した

こ とか らEC諸 国 で は現 在政 府 主 導 型 でデ ー タベ ー ス の開 発 に 力 を注 い で い る と

ころで あ る が ユー ロネ ッ ト計 画 や ドイツのIuD計 画(情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ン計 画)の 遅 れ等 に見 られ る よ うに、 そ の 効果 は ま だ充分 に は浸 透 して い ない。

また、内容 か ら見る と科学、技術、法 律 等 の文 献 情報 が 中心 で あ り、 数 値情 報 の整備 、

蓄積 は少 量 で あ る。

　 こ う した状 況 を'まず、 政 府機 関、 国際 機 関 に つ い て述 べ る と、 第1に 統 計 分 野

に つい て は 現在 表1-1に 示 す各 種 デー タにつ い て、 そ の 整備 、 蓄 積、 提 供 が 図

られ てい る。 提 供 方 法、 媒 体、 条 件 、 価格 等 に関 しては 今 回訪 問機 関 の 間 で もか

な り差 が あ るが、 域 内関 税 交 渉 の基 礎 デー タ と しての貿 易 統 計 に つ いて は最 も提

供体 制 の整 備 が 進 ん でい る。 しか し全 般 的 に言 っ て ミク ロの産 業 別統 計、 生 産統

計 等 に つ い て は わ が国 の 状況 と比 べ る と著 し く立 ち遅 れ て お り・ 産業 統計 に 関す

る整 備 体 制 の 差 が歴 然 と反映 して い る こ とを うか が わ せた 。

　 第2に 文 献 情 報 分 野 に つ い て は 、 イ ギ リス 産 業 省 のResearch　 Technology　 and

Space　 Division、 西 ドイ ツの情報 ドキ ュメ ンテー シ ョン協 会 をは じめ と して

科 学 技 術情 報 の提 供 に力 を入 れ て い る と ころが 多 く、 またDurwent社 の よ

うな民 間 デー タベー ス プ ロデ ュー サー も い くつ か あ る もの の米 国 に おけ る状 況 と

比 べ る とま だ数 段 の格 差 が あ る よ うで あ る。　 (注1)

　　 (注1)

　　 現 在 西 ドイ ツにお い ては年 間3億2,000万 マル クが 科学 技 術 に関 す る2次

　 情報 の購 入 に 費 や され てい るが、 そ の 大 部分 は 印 刷物 の形 態 で の情 報 購 入 に充

　 て られ、 磁 気 テ ー プ購入 が310万 マ ル ク、 オ ン ライ ンサー ビスが190万 マ

　 ル ク と推 定 され て い るo

　　 (「欧米における情報産業の動 向調査報告書」情報産業昭和53年7月 付掲 載)
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　 また、 イギ リス 貿 易省 で は60年 代 に お け る ボ ン ド危機 以 降 、 国 際収 支 改善 の

た めの重 要 戦 略 の1つ と して、 貿 易振 興 、 プ ラ ン ト輸 出振 興 に関 す る海 外情 報 の

整 備 に力 が注 が れ、 現 在British　 Overseas　 Trade　 Board　 (BOTB)
　 　 　 　 　 　 　 　 ぼ

傘 下 の輸 出 デー タ局 を中心 に、 海外 市 場情 報、 関 税 等輸 出入 関連 法 規、 金融 制 度、

安 全 基 準 に関す る法 規 等 の文 献 情報 が デー タベー ス化 されて い る。

　 西 ドイツ では情 報 ドキ ュメ ンテー シ ョ ン協会 が法 令 関係 の デ ー タベー ス化 を重

要 な柱 と して進 め て い る。

　 一方 、産 業 団 体 に おけ る情 報 整 備、 蓄 積 状 況 をみ る と米 国 の場 合 と比 べ て 産業

団体 の性 格 は 比較 的 わ が 国 のそ れ と類似 して お り、独禁法 等 の法 制上 の団 体 活 動

の制 約 も米 国 程 厳 し くな いた め に多 くの 情報 活動 を 行 って い る よ うに思 われ る。

しか し、 や は り業 界 間 の格 差 は 相 当 に あb、EDPS化 の側 面 か ら言 うな らば、

今 回調 査 した3業 界 の 中 では わ が 国 と同 じ く鉄 鋼 業 界 が最 も進 ん で お り、10年

前 か ら コ ンピ ュー タ を利 用 した情 報処 理 を行 っ て い る。 扱 って い る情 報 の 内容 面

か ら見 る と、 わ が 国 に比べ 業 界 自主 統計 は あま り実 施 され てい ない。 しか し政 府

統 計 の再 編利 用 ・加 工 ・分 析 等 は か な り行 わ れ て お り、 こ の点 では政 府 統 計等

の整 備 がわ が国 に 比 べ て遅 れ て い る にもかか わ らず 、 他 に補 完す る もの が ない た

め に利 用 され て い る とい った状 況 で あ る。 一方 会 員 へ の提 供 は 印 刷物 の形 態 を と

って お り、磁 気 テー プ等 の媒 体 で情 報提 供 を行 って い るケー ス は ない。 また、 産

業 団 体 間 の情報 交 流 はEC諸 国 の鉄鋼 業 団体 が 貿 易統 計 の交 換 を行 って い るが 、

他 の産 業 団体 間 で は極 く一 般 的 な意 見交 換 等 を除 け ば 定期 的 な デー タ交 換 は 見 ら

れ な いo

5.デ ー タ提 供 の 現状 と諸 条 件

　政 府 、 国 際機 関 にお け る デー タ提供 は 、報 告 書 の形 態が 多 く磁気 テー プに よ る

デー タ提 供 の現 状 は 表1-1に 示 す 通bで ある。
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表1-1印 刷物 以'外の 媒 体 に よる各種 政 府 統 計 デ ー タの提 供 状況

主な提供 提 供 の 範 囲　及　び 条 件
機関名 デ　一 夕

提供形態
政 府 内 企.業 商用〔 ごス 産業 団体

イ　ギ リ　ス ・工 業セ ン ・磁 気 テ ー 英国政府内 ビ ュ ー デ ー 未 明 ビ ュ ー デ ー

産　業　 省 サス
プ

のみ磁気 テ タ及び有料 タ及び有料

・ ビ ユ ー デ
一 プで提 供

プ リン トサ プ リン トサ

一 夕 一 ビ ス 一 ビ ス

・有 料 プ リ

ン トサ ー

ビス

OECD ・国民所得 ・磁 気 テー 有料 で提供 有料で提供 有料で提供 有料で提供

統計
o

フ 政府内の再 再譲渡を行 特別契約を 会員への再
　 　 　 '

・主 要 国経 譲渡 も可 う場合は通 行 う 譲渡 も可能

済指標 常価格の4 であるが料

・労働 力雇 倍 金は未検討

用統計

・貿 易 統計

(国別 ・商

品別 ・市場

別)

EC ・貿易統計 ・磁気テー 有料で提供 有料 で提供 提供不可 有料で提供

プ 政府内の再 再譲渡は不 会員への再

・ マ イ ク ロ 譲渡も可 可 譲渡も可能
　 　 、
フ イ シ ュ
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　 これ らの デー タ提 供 の範 囲、 条 件 の特 徴 点 及 び デー タ提供 につい て の考 え 方 を

述 べ て み る。

　 OECD、ECの 各 国際 機 関 にお け る磁 気 テー プデー タは い ずれ も有 料 で提 供

を行 って お り、 両 者 と も購 入 者 が 政 府機 関 で あれ ば同 国政 府機 関 内 の再 譲 渡 も認

め て い る。 最 近 、 日本 の 政 府 関連 機 関 とEC間 で貿易 統計 の デー タ交換 が 開始 さ

れた提 供 条 件は政 府 機 関の場 合 と企 業 、デー タベー ス サー ビス業 者 、 産 業 団 体 が 購

入 す る場 合 とでは異 なってい る。 特 にECが デー タベー スサー ビス業 者 に提 供 しな

い とい う方針 を掲 げ てい るが、 これ は 各 国 か らの報 告 デー タは、 直接 営 利 目的 に

使 用 す る場 合に は、 提 供 しない とい う基 本 的 な原 則 を有 す る か らで あ る。

　 OECDの 場 合 は、 営 利 目的 使 用 の場 合 や購 入 者 が再譲 渡 を行 う場 合に は提 供

価格 を通 常 価 格 よ り高 くす る こ とに よ って、 デー タ ソー ス提 供 者 と して 窓 口を拡

大 して い く方 向に あ り、 そ れに 対 応 した 組織 的 な整 備 も行 っ て いる。 また、 イギ

リス産 業 省 は 国 際機 関 と機 関そ の も のの性 格 を異 にす るが、 デー タが磁 気 テー プ

化 され てい るに もかか わ らず、 企 業 、 産 業 団体 に対 す る提 供 は有 料 の コ ピー サー

ビスか ビ ュー デ ー タを通 して の提 供 で充 分 で あ る とい う見 解 を と って お り、 磁 気

テー プでの サー ビスは行 っ て い な い 。

'

4.産 業情報 の整備 に関す る施策

　 産 業 情 報 の整備 に関 す る施策 と しては、 大 き く言 え ば2つ の方 向 が 考 え られ る。

第1は 、 政 府 自 らが情 報 の 整備 、 蓄 積 を行 い、 これ を産業 界に 提 供 す る体 制 を整

え る とい う方 向 で あb、 第2は 、 資 金 的 援 助等 を通 じて産業 界 自身 が必 要 情報 の

整 備、 蓄 積 を行 うこ とを支 援 す る もの で ある。

　 第1の 方 向 に沿 っだ もの と しては 、 産 業 活動 の基 礎 情報 と しての 各 種 産業 統 計

の提 供 体制 の整 備 や、BOTB傘 下 の 輸 出 デー タ局 にお け る海 外 市 場 情 報 サ ー ビ

ス等 が 良 い 例 であ る。 第2の 方 向に 沿 った もの としては、 西 ドイ ソの 情 報 ドキ ュ

メンテー ション協 会 を中 心 に進 め られ て い るIuD計 画 や、　 EC委 員 会 の進 め よ う

と して い るデ ー タベー ス プ ロデ ュー サ ー振 興 施 策 がそ の例 で あ る。 これ らの計 画
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は、 い ず れ も各専 門分 野 毎 に 開 発能 力 の あ る機 関 に デ ー タベー ス 開発 の プ ロポー

ザ ル を提 出 させ、 そ の内 容 を一定 の機 関(工uD計 画 の場 合 は研 究技 術 省)が 審

査 し、 開発 の 重 複 を排 除 す る と共 に有 効 性 、実 現 性 の あ る もの に資金 援 助 を行 う

とい う方 式 を とっ てい る。 資 金 援 助 の比 率 は様 々で あ るが、EC委 員 会 の場 合 は

開 発 コス トの25%を 共 同体 資 金 か ら拠 出 して いる。 ま たIuD計 画 の場 合 は、

デー タベ ー ス作 成 の初期 段 階 で は政府 援 助 の比 率 を高 くし、 そ の商 業 活 動 が順 調

にな る に従 って援 助 比 率 を下 げ てい くと い う方 式 が と られ てい る。 しか し、IuD

計 画 の 実 施 を担 当す る情報 ドキ ュ メ ンテー シ ョン協 会 で の調 査 に よれ ば、現在 、開

発段 階 におけ る予 想 外 の 出費増 と、 ユー ロネ ッ トとの競 合 等 の事 情 か ら当初 の開

発計 画 が予 定 通 り進 ん で い な い とい う状況 にあ り、 今 後 と も相 当 の困 難 が 予 想 さ

れ て い る。

　 最 後 に、 この 問題 に 関 連 した所 見 を い くつ か整 理 して み る こと とす る。

　 今 回 調 査 した 英、 仏 、 西 独 の3カ 国 を比較 す るな らば 、現 在 にお い て は、 相 対

的 には 西 ドイ ツの 施 策 が最 も積 極 的 で あb、 「IuD計 画 」等 に より政 府 の積 極

的 関 与 による産 業 情 報 の 蓄積、 提 供体 制 の確 立 が 図 られ て い る。また・つい最近で

は、 フ ランス1(お いて も産業 省 の外 部 機関 と してMIDIST(Mission

Interministerielle　 de　 lnformation　 Scientifique　 et

Technique)を 設 立 し、 デー タベ ー ス育成 策 に 力 を注 い で い る との こ とで あ る

が、 ま だ発 足 ま もない た め、 実質 的 な仕 事 は行 っ て い ない 。 イギ リスで は、 一 部

の 分野 にお い て同様 の積 極 策 が と られ て い る もの の、 各 産 業 界 の独 自の 努 力 に ま

か せ る とい う方 向 が と られ て い る。 西 ドイ ツの積極 的 な施 策 の背景 には、 英、 仏

に比 べ、 遅 れ て産 業 化 の道 を とった とい う歴 史的 背 景 が あ る もの と見 られ、 そ の

意 味 では 、 西 ドイ ツの状 況 は わが 国 の場 合 に最 も近 広 よ うに思 われ る。

　 しか し、 今 後 にお いて はEC内 の各 国 は ヨー ロッパ対米 国 とい う対 立 図 式 の 中

で一段 と結 束 を 固 め、EC等 を通 じて産 業 情 報 の デー タベ ー ス 化 におけ る プロデュ

ー サ ー の 育成 策 を強 め、 これ らをユ ー ロネ ッ トを通 じて サー ビスす る とい う方 向

に進 む もの と予 想 され る。(注2)、 この ような流れの中では、 各 国 の 姿勢 の差 は、
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次第 に収 敏 し、 共 通 の方 向 を歩 む こ と となろ う。

　 (注2)

　　本 調査 以 降 の動 きと して、 最 近 ヨー ロッパの デ一 夕ベー ス プ ・デ ュー サ 一働
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

　会 と も言 うべ きEAIP(European　 Association　 of　 Information

　 Providens)　 の 設 立 準 備 が 進 め られ 、　 EC委 員 会 もそ の 設 立を 支 援 して い る

　 との 報 道 が あ る 。(rPICO」1980年1月7日 号)

5.ネ ッ トワー ク交 換 に 関 す る折 衝 成 果

　 1に 述 べた 通b、 各参 加 団 体 の さ しせ まっ た 目的 か ら本調 査 を振b返 って見 る

と、 第1に 日本 機 械 輸 出組 合 にお い ては、 本 年度 開 発 を進 め て い るパ イ ロッ トシ

ス テ ム に使 用す るOECD貿 易 統計 の購 入 が決 定 した。 そ の提 供 条 件 は 会 員企i業

へ のサ ー ビス は プ リン トで行 う もの で、 通常 料 金 に よ り提 供 す る と い うこ とで あ

る。 第2は 日本 鉄鋼 連 盟 と イギ リス鉄 鋼 統 計局 の間 で貿易統 計 デー タの磁 気 テー

プに よる デー タ交 換 の 話 が具 体 化 し、 た だ ちに デー タ内容 の チ ェ ック作 業 を進 め

てい る。以 一上の2点 が、 具 体 的 な成 果 と して 挙げ られ る。

■

'
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1.2　 ア メ リカ合衆 国 に お け る産 業 情 報拠点

1.調 査先 の 選 定 とそ の 目的

　 ア メ リカ合 衆国(以 下 ア メ リカ とい う)に お け る産 業 情 報拠 点 調査 の対 象 と し

た 産業 は、 調 査 に参 加頂 い た産 業 団 体 の 目的 か ら、 プ ラ ン ト関連 、 電 子機 器、 繊

維、 鉄 鋼 の4業 種 と した。 した が って 調査 先 も、 この4業 種 に共通 す る機 関 と各

産 業 固有 の機 関 にわ け て選定 した。

a.プ ラ ン ト関連 の調 査先 は、C-Eラ マス社 及 び フ ィー ル ア ブ レ一 夕社 の2社

　 につ い て は、 エ ン ジニ ア リン グ企 業 にお け る情 報 処理 の状 況 と関連 団体 か らの

　 情 報 入手 状 況 を、 ま た、世 界銀 行 では 、 発展 途 上 国 の 債務 に関 す る情 報(プ ラ

　 ン ト業 界 に とって 重要 な デー タ と なる)の 収集 とコ ン ピ ュー タ利 用状 況 に つ い

　 て、 把握 す る こ とと した。

b.電 子 機器 関 係 の調 査 先 は 、 ア メ リカ電 子 工 業会(EIA)と ジー イ ーインフォ

　 メー シ ョ ンサー ビス(GE/ISC)を 対 象 と した 。

　　 EIAは 、 ア メ リカ におけ る電 子 機器 製 造業 者 の団 体 で あ る が、 ここで は、

　 会 員企 業 に 関 す る情報 収 集 とそ の デー タベー ス化 の状 況 、 また、GE/ISC

　 で は、 情 報 サー ビス会 社 と して、 電 子機 器 関係 の デー タベー ス整備 状 況 とサ ー

　 ビス条 件 につ い て調 査 した。

c.繊 維 関係 では、 消費者 情報 の提 供 サー ビス及 び利 用状 況 に つ い て重 点 をお く

　 こと と して、 シアー ズ ・ロー バ ック社 とバ ー リン トン社 の2社 を選 定 した。

d.鉄 鋼 関連 では、 鉄鋼 情 報 の磁 気 テー プに よ るデー タ交 換 の可 能 性 πつ い て 、

　 ア メ リカ鉄鋼 協 会、 エ コ ノ ミック ・イ ン フォ メー シ ョ ン ・システ ムズ(EIS)

　 及 び国 際 通 貨基 金(IMF)と 意 見 交換 を行 った。

e　 共 通 の調 査先 と して5機 関選 択 した。 政 府 公 共機 関 と しては、 国 連統 計 局 、

　 商務 省 統 計 局 を対 象 と し、 オ リジナ ル ・デー タに基 づ くデー タベー ス作 成 状 況

　 を中心 と して、'国連 統計 局 にお い て は、磁 気 テー プに よ る提 供 サー ビス を行 っ

　 て い る世 界 各 国 の 貿 易 統 計 につ い て の詳細 及 び国 連 発 表 の各 種 統 計 の磁 気 テ

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 ー14－
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一 プ化 の方 針 を調 査 した
。 また、 商 務 省統 計 局 にお いては、 ア メ リカの 産 業 経

済 デー タ の磁 気 テー プ化 及 び マ イク ロ ・フ ィ ッシ ュ化 の状況 に つ いて 調 査 した。

　 民 間 機 関 と し て は 、 シ ス テ ムデ ィベ ・ップ社(SDC)、 ・ ッ キ ー ド社 、 チ ェ

ー ス ・エ コ ノメ トリック社 の3機 関 で ある
。SDC、 ロ ッキー ド社 にお い て は、

文 献 デー タ を外 部 か ら購 入 し自社 の コ ンピ ュー タを 用い て デー タベ ー ス化 を行

いユ ー ザに 対 して オ ン ラ イ ン又 は バ ッチ で検 索サ ー ビス を行 って お り、 そ の サ

ー ビス形 態 を中 心 に調 査 した
。 チ ェ イス ・エ コノ メ トリック社 は、 上 述 の政 府 ・/

公共 機 関 で 作 成 した オ リジナ ル ・デー タ を磁 気 テー プ媒 体 で購 入 し、 自社 で再

加工 を行 い 、 ユー ザ に対 してデ ー タサー ビ スを行 って お り、 特 に産 業 経 済 デー

タの広範 囲 な デー タベー ス化 を行 って い る点 に注 目 して、 デー タの収 集 か ら利

用 迄 含 め た シス テ ム と して今 回調査 の 対象 と した 。

●

2.産 業 情 報 の デ ー タベ ー ス化 と流通 状 況

　 ア メ リカ にお け る産 業 情 報 の デー タベー ス化 は、 政府 ・公 共機 関 に お い て、 網

羅 的 に進 め られてお り、産 業 団 体 にお い て は独 禁法 等 と㎏ 関係 か らあま り進 ん で い

ない。 また 、 デ ー タベー ス ・サー ビス 会 社 か数 多 く存 在 し、 そ こで、 体 系的 に産

業 情 報 の デー タベ ー ス化 を行 って い る。

　 政 府 ・公共 機 関 で あ る国 連統 計局 及 び商 務 省 統 計局 にお いて は共 に産 業 経 済 統

計 の デー タベー ス化 が進 ん で い る。 国 連 統計 局 では 、 発行 す る出版物 の ほ とん ど

は 磁 気 テ ー プ化 な い しは マ イ ク ロ ・フ ィ ッ シ ュ化 を行 って お り、 外 部 に 対 しで

有 償 で 提 供 を 行 っ て い る 。 デ 一 夕ベ'一 ス ・ シ ス テ ム と して 　 UNSIS

(United　 Nations　 Statistical　 Information　 System)か 現 在 開 発 中 で

あ り、 完 成 した 後 に は よ り 一 層 の デ ー タ ベ ー ス化 が 進 む と思 わ れ る 。 ま た 、 商 務

省 統 計 局 で は 税 金 に よ っ て 民 間 か ら集 め た デー タは 極 力国 民 に 還 元 し よ う と い う

姿 勢 が あ り、 デ ー タ ・ユ ー ザ ・サ ー ビス 課(Data　 User　 Service　 Division)

を 局 内 に設 置 し、.外 部 に 対 して の デ ー タ提 供 を 積 極 的 に行 っ て い る 。 磁 気 テ ー プ

の 販 売 もで き る 限 り原 価 で 提 供 す る 体 制 を と っ て い る。
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　 デ ー タベー スの 内容 と しては、 ア メ リカにお い ては、 日本 と比 較 して マ ク ロな

経 済 統 計(例 え ば 品 目分 類 の 粗 い 産 業 経 済 デ ー タ)は 進 ん で い る が 、 ミク

ロな経 済統 計(例 え ば 品 目分類 の きめ細 か な産 業経 済 デー タ)の デー タベー ス化

の進 み ぐあい は、 大 差 が な い と思 われ る。

　 一般 的 に民 間 デ ー タベー ス ・サー ビ ス会 社 の多 くが ミク ロな経 済 統 計 の デー タ

ベー ス化 を行 っ てい な いの は、 デニ タ ソー スが政 府 ・公 共機 関 に あ り・ こ こで は

プ ライバ シー保 護 の 立場 か ら、 マ ク ロ統 計 の み を提供 して い る こ とに起 因 してい

る と思 われ る。 ま た、 デー タベ ー ス化 に伴 うコス トがか か る割 には 、 ユー ザ数 が

少 ない とい うこ とも ある 。

　 例 外 的 には、 特 筆 す べ き企 業 と してEISを 挙 げ る こ とが で き る。 こ こでは、

政 府統 計の ト一 夕ノレ数 値 を事 業 所 別 に展 開 し てお り、 この方 法 は 同社 独 自の 開 発

に よる もの で あ る。

　 各 産 業 界 にお いて、 ミク ロな産 業 情 報 の ニー ズが ない わ け で は な く、 そ の ニー

ズに応 え る よ う業 界団 体 か 情報 提供 を行 って いる が、 独 禁法 等 の制 約 もあ り、 業

界団 体 にお け る産業 情 報 の デー タベ ー ス化 等 の活動 は十 分 に行 え ない状 況 に ある。

こ う した こ とか ら、 産 業 界 にお け る情 報 収集 活 動 は 一 層 民 間 デー タベ ー ス ・サー

ビス会社 に依 存す る傾 向 とな り、 サ ー ビス会 社 が今 後 益 々発 展 す る もの と思 われ

るo

　 今 回調 査 の1つ で あ る、 繊 維 業 界 を例 に挙 げ る と、 日本 と比 べ て、 ア メ リカの

繊 維 産 業 の 市 場 指 向性 の 発 達 には め ざま しい もの が あ り、 業 界 の エ ン ド・ユー ザ

で あ る消 費者 に関 す る情 報 調 査 が活 発 で あ る。 こ うした マー ケ ッ ト情報 の収 集 に

つ い て も、 民 間調 査会 社 の デー タ利 用 に負 うと ころ が多 く、 例 え ば、 マー ケ ッ ト・

　リサ ー チ社(MRCA)の 情 報(繊 維 品消 費者調 査 の全 国 パ ネ ル(約7.500世

帯)の デー タベー ス化 を実 現)な ど、 大 手 企業 各 社 の 高 い評 価 を うけ てい る。

　 産 業 情 報 の デー タベー ス化 の 概要 につ い て述 べ て きた が、 次 にデ ー タベー スの

流 通 状 況 につ いて 少 しふ れ て み た い。 デ ー タベー ス化 の 進み 具 合 と流 通状 況 の関

係 は、 裏 腹 の 関係 にあ る こ とは 今 さ ら申す まで もな い が、 マ ク ロ産業 経 済 デ ー タ
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の デー タベー ス化 は 非 常 に 発 達 してお り、 従 っ てデ ー タベー スの 流通 状 況 は活 況

を呈 して い る。 例 え ば、 商 務 省統 計 局 の デー タ別 販 売実 績(4.5節 参 照)を み る

と過 去6年 間 に磁 気 テー プが19,　 000本 販 売 され て い ることがわかる。また、そ の

ユ ー ザの シェ アは、1979年 代 に おい て約50%が 産業 界 で あ る こ とが今 回 の

我 々の調 査 で明 らか に な っ てい る。

　 二 次 加 工 業者 で あ る民 間 の デー タベー ス ・サー ビス会社 では、 利 用 して い る ユ

ニ ザ数 の 明確 な解 答 が得 られ なか った が 日本 と比 べ て ア メ リカに おい ては か な り

情 報 流 通 が行 わ れ てい る と思 われ る。(「 公 共 的 デー タベー スの形 成 に 関 す る調

査 研 究 報告 書 」(財)日 本 情 報 処 理 開発 協 会 昭和54年3月)

　 情 報 の処 理 とい う点 か らは、 日本 は ア メ リカに追 いつい た感 さ え ある が、 情 報

の利 用 とい う側 面 か らは 日本 は まだ ま だ立 ち遅 れ て い る よ うで あ る。 これ は、 情

報 の提供 体 制 だけ では な く、 ユー ザ の利 用 体制 につ い て も言 え る こ とで あ り、 ユ

ー ザの 利用 体 制 とは 、外 部 の ソ フ トウエア を積 極 的 に利用 して い こ うとい う姿 勢

の ことで あ る。

'

■

5.デ ー タ提 供 の 現状 と諸 条 件

　 デ ー タベー スの利 用形 態 をみ た場 合、 バ ッチの 利 用 形態 とオ ン ライ ンの利 用 形

態が あ り、調 査 会社Frost&Sullivan(F&S)に よれ ば、 デー タベー ス の

市場 規 模 はバ ッチ型/オ ン ライ ン型 両 方 で7億4,000万 ドル(1976年 末 現

在)と 推定 され て い る。

　 政 府 ・公 共 機 関 で作 成 す るデー タベー スは、 オ リ ジナルデ ー タで あ り提 供 媒 体

は マ シ ン リー ダ ブル な磁 気 テー プで、 バ ッチ ・サ ー ビスの形 態 で ある。

　 国連 の貿 易統 計 磁 気 テー プの提 供販 売 にお け る問題 点 は、 提 供 の タ イ ミン グで

あ る。 原 則 的 に2年 遅 れ で あ り、 そ の原 因は 報 告 国 側 の遅 れ で あ るが、 今 後 発 展

途上 国 の コ ン ピ ュー タ化 が進 め ば、 自ず と提 供 時 期 が早 まる と思 わ れ る。

　 民 間企 業 に よるデ ー タベー ス ・サー ビスは 、 バ ッチ形 態 とオ ン ライ ン形 態 が あ

るo

　 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロデ ュー サ ー で あ る チ ェ ー ス は 、 自社 に お い て は 出 版 物 又 は
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磁 気 テ ー プ媒 体 に よ リ バ ッチ ・サ ー ビス を 行 っ て い る 。 ま た 、 チ ェ ー ス の デ ー タ

ベー ス は 、IDC(lnteractive　 Data　 Corp.)及 びADP(Antomatic

Data　 Ptocessing,Inc.)を 通 じて オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を行 っ て い る。

この オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス は 、 時 系 列 デー タ の 検 索 だ け で な く、 計 量 経 済 モ デ ル

の 作 成 及 び シ ミ ュ レー シ ョ ンが で き る こ と に特 徴 が あ る。

　 文 献 デ ー タ ベ ー ス の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス 会 社 と し て は 、SDC及 び ロ ッ キ ー

ド社 が 非 常 に 有 名 で あ り、 日本 に も代 理 店 が あ る 。 文 献 情 報 サ ー ビ ス に 関 し て は 、

オ リ ジ ナ ル ・ ドキ ュ メ ン トの 入 手 、 特 に そ の所 在 と迅 速 な入 手 が 問 題 と して 指摘

さ れ る 。 ロ ッ キー ド社 で は 、 近 い 将 来 、DIALOGシ ス テ ム で 検 索 した 文 献 の

オ リ ジ ナ ル を、 ユ ー ザ の 要 求 が あ れ ば コ ピ ー ・サ ー ビ ス を 行 う予 定 で あ る。

　 日本 の 産 業 団 体 が 利 用 す る 場 合 の 制 約 は 、 購 入 し た 磁 気 テ ー プ の コ ピー ・ラ イ

トの 問 題 で あ る。 こ の こ と は 、 ユ ー ザ す べ て に共 通 す る 問 題 で あ る が 、 何 らか の

加 工 処 理 を行 っ た形 で会員 企業に提供する限 りにおいては特 に問題はない と思

われ る。 日本 の 産業 団体 とア メ リカの デー タベ ー ス ・サ ー ビス会 社 との デー タ交

換 は、 今 回 の調 査 で は チ ェー スで しか調 査 結果 が明 らか に さ れ なか った が、 この

会 社 は 非 常 に積 極 的 で あった 。 外 部 にデー タ交換 に見 合 う デー タが 存 在 す れ ば、

いつ で も商 談 に応 じる との こ とで あ った。

4.産 業情報の整備における政府の役割

　 ア メ リカの 政 府機 関 は、 デ ー タベ ー ス ・サー ビスの 発 展 に多 大 の貢 献 を果 して

い る。 現在 の流通 機 構 を支 え る基 礎 技 術 と して の ネ ッ トワー ク とか ソフ トウ ェア

は 、 い ず れ も政 府 プ ロ ジ ェク トを通 じて開 発 され た。

　 ア メ リカの政 府 機関 は、 政 府 が 国 民 の税 金 で収 集 した デー タを広 く国 民 に提 供

す る とい う発 想の 下 に、 各 種 の ドキ ュメ ン トある いは 統計 デ ー タを民 間 に提供 レ

てい る。 しか も アメ リカの特 色 は、 エ ン ド・ユー ザ で あれ サー ビス業 者 で あれ、

さ らに ま た、政 府 ・公 共機 関 と民 間企 業 の 区別 な く、 平 等(同 一料 金)で 提 供 し

て い る こ とで あ る。 しか も、 デー タは磁 気 テー プベ ー ス で提 供 され るた め、 デー

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 -18一
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タベ ー ス を作 成 す る機 関 に とっ ては、 極 めて有 効 な もの に な って い る
。

　 民 間 に産 業情 報 を提 供 してい る政 府 機 関 には、 商 務 省統 計 局(Bureau

of　 the　 Census)、,労 働 省(DOL)等 が あ る。 この うち、 商 務省 統 計局 に

お い て は、 民 間 に おけ る磁 気 テー プ利 用促 進 の た め に、 以 下ρ 通 り様 々な方 法 を

と ってい る。

　 　 　 ①　 デー タ ・ユーザ ・サー ビス課(Data　 User　 Service　 Divi.sion),の 設置

　 　 　 ② 　分析 ツー ルや 利 用手 引に 関 す るパ ン フ レ ッ トの 配 布

　 　 　 ③　 連絡 先 や問合 せ先 の決 定

　 　 　 ④ 　ユー ザの 注 文 に応 じた 統 計処 理

　 　 　 ⑤ 　新 しい流 通機 構 の検 討

　 新 しい流 通機 構 とい うの は、 州政 府 あ るいは 州 立大 学 の 中 に特 別 の 機 関 を新 設

し、 この機 関 に対 して統 計 局 か ら無 料 で デー タ を提 供 し、 州 単位 での統 計 デー タ

の効 率 的利 用 を促 進 し よ うとす る もの で ある。

　 政 府機 関 に よ る情 報 提 供 活 動 の 問題 は、 デー タの カバー 範 囲及 び料 金 の点 で、

民 間 分 野 との 競合 に な る点 で あ る。 デー タの カバー範 囲 は、1次 デ ー タのデ ー タ

ベ ー ス化 及 び上 記 ① 、 ④ の理 由か ら広範 囲 な もの に なる で あ ろ うし、 提 供 料 金 は

低 価格 で あ る。

　 政 府機 関 の情 報提 供 活動 に関 して は、 ア メ リカで もま だ明 確 な政 策 が 打 ち出 さ

れ て レ、な い 。
■
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第2章 　産業別海外情報の現状と将来動向

2.1　 プ ラ ン ト産 業 情 報

2.1.1　 ヨ ー ロ ッパ に お け る プ ラ ン ト産 業 情 報

■

■

1.　 全 　 体　 所　 感

(1)　 プ ラ ン ト関連 業 界 に お け る情 報 の 流通 状 況

　 　 西 欧 に お い て も プ ラン ト輸 出産業 は 、 きわめ て情 報集 約 的 な産 業 で あ る こ と

　 には 変 りは ない。 今 回調 査 した プ ラン ト関 連 企業 は い ずれ も、 企業 化 調 査 サ イ

　 トの選定 、 デ ザ イ ン、機 器 供 給 、調 達 、 建 設、 運 転 、技 術 者訓 練 を二 益 して 受

　 注 し うる ゼネ ラル ・コ ン トラク ター で、 そ の業 務 範 囲は 石 油 化学 、 鉄 鋼 、 パ ル

　 プ、 繊維 、 プ ラ ン トな ど と幅 広 く、 い わ ゆ る総 合 プ ラン ト企業 で あ る。プ ラ ン

　 ト商 談 で は、 輸 出市場 の工 業 化計 画 に初 期 段階 か らア ブ ・一 チ し、 計 画 に参 画

　 す る必要 が あ り、 また プ ラ ン ト受注 の た め には価 格競 争 力 の ある優 秀 な機 器 、

　 ノ ウハ ウの ワー ル ド ・ワイ ドな調 達 や輸 出信 用 を顧 客 に供 与 す るた め に多 角 的

　 な資金 調 達 が求 め られ る 。従 って、 プ ラ ン ト企 業 は 、輸 出 市場 、 金 融 市 場 、機

　 器 メー カに関 す る最 新 か つ正 確 な情 報 の収 集網 を独 自で開 発 し、 コ ンピ ュー タ

　 ー シス テ ムを完 成 させ て い るの が、 通 常 の形 態 で あ る。 しか し プ ラ ン ト関 連産

　 業 の裾 野 は広 く、 中小 プ ラ ン ト ・メー カー や周 辺機 器 製造 業者 に と って は 、 海

　 外 の情 報 を収 集 し得 る に十 分 な体 制 を持 た ない企 業 も多 い 。

　 　対 外 貿 易 を促 進 す る ため には 、 海 外 市場 、輸 出 入 関連法 規 、 関 税 等 に関 す る

　情 報 収 集 が 不 可 欠 で あ り、各 国政 府 は 、 海外 情 報提 供 の必 要 性 を強 く認識 して
LX
、

　 因 る。 欧 州 プ ラ ン ト業 界 もま た、 輸 出 にか か わ る政 策 的支 援 を得 る た め、 業 界

　 の動 向 を把 握 し、 かつ そ の問 題 点 を明 らか にす るデー タの 整 備 に 努 め る と と

　 もに、 各 種 統計 の作 成 、 出版 を行 って い る。
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(2)西 欧 主 要 国 に お け る プ ラ ン ト関連 情 報 の 流通 状 況

　 　 プ ラ ン ト輸 出関連 情 報 の提 供 体 制 強 化 に対 す る政府 の力 の 入 れ 方は 国 に より

　 異 って い る。特 に、 英 、仏 、 西 独 に おけ る プ ラ ン ト関連 情 報 の流通 状 況 に、 そ

　 の 相違 点 を 明確 に み る ことが で きる。

　 　 イギ リス の場 合 に は、 国際 収 支 均 衡 の た め の輸 出振 興 策 に伴 い 、政 府 主 導 型

　 で、 輸 出情 報 の提 供 体 制 を強 化 して きた。

　 　 一方 、 フ ラ ンス、 西 独 で は、 海 外 情 報 の 収 集 ・分析 ・提 供 は 、 各 業界 団体 に

　 まかせ られ、 海 外 の駐 在 員事 務 所 を通 じて 収 集 され た デー タ を団 体 内 で分 析 、

　 整理 し会 報 又 は メ ンバー との 直 接 的 な接 触 を通 じて配 布 さ れ て い る。

　 (a)イ ギ リ ス

　 　 　 イギ リス にお け る プ ラ ン ト関連 情 報 収 集 、 処理 体 制 の 強化 は、 政 府 の 強 力

　 　 な イ ニ シ ャチ ブの も とに行 わ れ て い る。 イ ギ リスは70年 代 前 半 の 極 端 な 国

　 　 際 収 支 の悪 化 を改 善 す るた めに 、輸 出拡 大 に努 め、 輸 出金融 、 保 険 を改善 す

　 　 る と ともに 、海外 の イギ リス大 使 館 の商 業 活 動 、輸 出振興 機 関 の創 設 や 活動

　 　 の強 化 を行 った。

　 　 　 海 外 の 輸 出関 連 情 報収 集 、 処 理 、提 供 体 制 も大 い に強 化 され 、特 に海 外 大

　 　 型 プ ・ ジ ェク トに関 す る情 報 、 輸 出に 関す る引 合情 報 の収 集 に つ とめ、 イ ギ

　 　 リス輸 出 業 者 の輸 出意 欲 を高 め て い る。 海外 の政府 機 関 を利 用 した強 力 な情

　 　 報 収 集 網 と、 コ ン ピュー タ ・シス テ ム を活 用 した総合 的 な情報 処理 、提 供 体

　 　 制 は、 政 府 指 導型 とと もに、 イギ リス プ ラ ン ト輸 出産 業 情 報 の特 徴 と言 え よ

　 　 う。

　 　 　 ま た、 プ ラ ン ト関係 団 体 の情 報 収 集 、処 理 は、 主 として業 界 の 動 向 把握 、

　 　 議 会工 作 用 の資料 と して用 い られ て い る。

　 (b)　 フ　 ラ　 ン　 ス

　 　 　 フ ラ ンス にお け る プ ラ ン ト企 業 は、 国際 入 札 を有 利 に導 くた め、 輸 出市場

　 　 に関 す る強 力 な情 報網 を持 ち、 また 、 資金 、 機 器調 達 に関 して も広 範 な情 報

　 　 網 を有 して い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -22一
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夕

⑳

　 　 　 一方 、 産 業 団 体 は 政府 施 策 の実 施 に対 して、 助 言 と援 助 を行 って お り、 業

　 　 界 の実情 を把 握 す る上 で、金 融、 財 務、 法務 の み な らず、 原料 、 エネ ル ギー、

　 　 輸 送 に い た る ま での 情 報 を 日常的 に収 集 し、 分析 を行 ってい る。 ま た、 海 外

　 　 情 報 の収 集 、 処 理、 提 供 に関 して も重 要 な役 割 を もって泊 り、 海 外 の駐 在 員

　 　 か らは 輸入 国 の法 制度 や輸 入 手続 競 合 国 企業 の動 向、 現 地 政府 の 投 資計 画 に

　 　 関す る情 報 が常 時 送 られ てお り、 上 記 の 統計 類 と と もに、 会 報 や 各種 の直 接

　 　 的 サー ビスが、 会 員 企 業 に提 供 され てい る。

　 　 　 フランスの産業団体は、系統 だ った情報処理体制 を もっている と言え よう。 しか し、

　 　 外部公 表 に対 しては、閉鎖的で原則 として、会員企業以外への情報提供は行わ ない。

　 (c)西 　 ド　 イ　 ツ

　 　 　 西 独 の プ ラ ン ト関連 企業 は ワー ル ド ・ワイ ドな情報 収 集網 を も ち、 輸 出 市

　 　 場 お よび金 融 に 関す る情 報 を独 自に収 集 す る能 力 が あ る。 しか し、 西 独 の産

　 　 業 団体 は、輸 出業 者 に対 す る情 報 の提 供 を主 要 業 務 の1つ と して強 力 に推 進

　 　 して お り、 充分 な情 報 収集 能 力 を持 た な い中小 の 輸 出業者 向け に市場 情 報 の

　 　 提 供 を行 って い る。

　 　 　 ま た、 西独 の産 業 団 体 と政 府 の 間 には 強 力 な コ ミュニ ケー シ ョンの パ イ プ

　 　 が通 じてお り、産 業 界 の実 況 を把握 す る ため の統 計 資 料 が、 良 く整 備 さ れ て

　 　 い る。

　 　 　 さ'らに 、 これ らの基礎 デー タ を も とに、 国際 経 済 、 金融 、 市 場 に関 す る分

　 　 析 が 団体 内 で な されてお り、1統 計 資料 、 各種 情 報 の有 効 活 用 が進 ん でい る 。

　 　 た だ し、情 報 処 理 の コン ピ ュー タ化 お よび、 画期 的 な収 集 、 処 理 体制 は い ま

　 　 の ところ な い。 西 独 の工 業 会 は 、情 報 の外 部 公 表 に対 しては 、 閉 鎖的 で あ り、

　 　 互 い の メ リッ トが ない 限 りは 、入 手 す る こ とは 難 しい 。

(3)産 業 団体 にお け る情 報 処 理体 制

　 　西 欧 の産 業 団体 に お け る情 報処 理 体制 は 、比 較 的 良 くま とま って お り、 太 き

　 く分 け て3つ に分類 す る こ とが で き る。 第1に 海 外ID市 場 情 報 及 び 関 税 そ の
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　他 の、 輸 出入 関 連法 規 、 金 融 制 度 、安 全 基 準 に関 す る法 規 を収 集 し、 輸 出業 者

　 に伝 達 す る機 能 、第2に 国 際 経 済 、 輸 出入 動 向、 相手 国側 の非 関税 障壁 に 関す

　 る情 報 を収 集 し、産 業 団 体 内 で分析 ・論 評 した 上 で 、輸 出振 興 及 び対策 と して

　政 府 に 要望 す る機能 、 第3に 業界 の 生産 、 出荷 、在 庫 、輸 出動 向 を掌握 す る統

　計 デー タを作 成 し、政 府 及 び メ ンバ ー に配 布す る機 能 で あ る 。特 に西 欧 の場 合

　産 業 界 の要 望 を各種 デー タを利 用 して 良 くま とめ、 業 界 の実 態 を政 策 に 反映 す

　 る システ ムが伝 統的 に確 立 してい る こ とで情 報 の活 用 が 良 くなさ れ てい る。

　　 今1つ の特 徴 は 、各 種 統 計 デ ー タ をほぼ 必要 項 目を カバ ー す る形 で当 該業 種

　 用 に再 加工 し、 出版 して、 広 く業 界 に配 布 され てい る こ とが あ る。一 般 的 に産

　業 団体 では、 コ ンピ ュー タ等 の情 報 機器 を利 用 した画 期 的 な情 報 収集 、 処理 シ

　 ステ ムは確 立 さ れて い な い が、 情 報 は 良 く整備 さ れ輸 出 業 者 及 び政 府 に伝 達 さ

　 れ て い る。

(4)産 業 団 体 間 の情 報交 換 の 可能 性 につ い て

　　 西欧 の産 業 団体 は 原 則 的 に団 体 内 で 収集 、 作 成 され た情 報 に関 して は メ ンバ

　 ー 以 外 には 公 表 して い ない 。 た だ し団 体及 び メ ンバ ー に何 らか の メ リ ッ トを生

　 ず る場 合 には 、 情報 の 提供 及 び交 換 は可 能 で あ る。

　　 西欧の統計資料は官庁統計 を加工 した ものが殆ん どで独 自に作 成 した統 計は少 ない。

2.個 別 訪 問 機 関

(1)イ ギ リス対 外 貿易 会 議(British　 Overseas　 Trade　 Board)

　 　 同国 にお け る最 大 の プ ラ ン ト関 連情 報 機 関 と しては 、 イ ギ リス貿 易省 下 の

　 BOTB(British　 Overseas　 Trade　 Board)を 挙 げ る こ と がで きる。

　 BOTBは1972年 に イギ リス輸 出業 者 を援 助す る た め に、 政 府 に よって創 設

　 され た機 関 で、 同会 議 は、 政 府 及 び産 業 界 の代表 か ら構 成 さ れ、 会 長 は 貿易 大

　 臣 が 、議 長 は 、産 業 界 の代 表 が務 め る こ とに な って い る。 組 織 概 要 及 び情 報 収

　 集 、 処理 体 制 は 以下 の通 りで ある 。
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■

(a)　 目的 及 び事 業 内容

　 　 同会 議 の主 要 目的 は、 対 外 貿 易 に関 す る戦 略 を研 究 し政 府 に助言 を行 う と

　 と もに、 対 外 貿 易大 臣 に代 って、 政府 関 係 機 関 の援 助 を得 て、 輸 出促 進 の た

　 めの サ ー ビス を提 供 す る こ とに あ る。

　 　 ま た、 政府 と産 業 界 との意 見交換 の場 となる だけ で な く、 問題 の具 体 的 な

　 解 決 をは か るた め に、 調査 を行 い さ ま ざま な手 段 を講 じてい る。 同 会 議 が提

　 供 して い る具 体 的 なサ ー ビスの 内容 は、 次 の通 りで あ るが 、 主 に海 外 市 場情

　 報 の収集 、 蓄 積 、提 供 と輸 出促 進 団体 及 び企 業 へ の助 言 と指導 、 そ して輸 出

　 促 進 の た め の体 制 の組 織 化 に あ る。

　 　 ① 　輸 出市 場 調査

　 　 ② 関 税 、 非関 税 交 渉

　 　 ③ 輸 出情 報 サー ビス

　 　 ④ 　市 場 開拓 保 証条 項 の適 用

　 　 ⑤ 貿 易博 覧 会 参加 者 へ の援 助

　 　 ⑥ 海外 セ ミナー、 シ ンポ ジウ ムへ の参加 補 助

　 　 ⑦ 海 外 調 査 団派 遣 へ の補 助

　 　 ⑧ 海 外 プ ロジ ェク ト・グ ルー プに よる援 助

　 　 ⑨ 日本 市 場輸 入 促 進

　 　 ⑩ 輸 出広 告 サー ビス

　 　 ⑪ 　 出　 版 　 業 　務

(b)　 プ ラ ン ト関連 情 報収 集 、処 理 、 提供 体 制

　 　 BOTBの 機 能 の1つ に、 輸 出情 報 サー ビス が あb、 世 界 各 地 に配 置 され

　 た 在 外 貿 易事 務所 か ら輸 出関 連情 報 を収 集 し、 引 合い 及 び入 札 案 内、 海 外 の

　代 理店 紹 介 、 海外 大 型 プ ロ ジェ ク ト情 報 な どを処理 した 上 で、 コ ン ピ ュー タ

　 に 内蔵 し、 国 内輸 出業 者 の 各種 の要 求 に応 えて い る。

　 　輸 出業 者 は 、知 りた い 情報 の内 容及 び対 象 国 を 明記 して 、BOTBの 輸出情

　報 サー ビス(EIS)に 申し込 めば 、 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムに よ って業 者 の

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 一25一
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　 ニー ズに 対応 した 情 報 が選 別 され 、提 供 を受 け る こ とが で きる 。

　　 　また、B・TB傘 下 の輸 出 デー ・局 で は・外 国 の 輸 入 醐 及 び 擁 規 制

　 措置 に関 す る情 報 を収 集 、整 備 し、 輸 出業者 の要 求 に応 え て い る。利 用 料 金

　 は150項 目につ き45ポ ン ド、1情 報 項 目 につ き30ペ ンス で あ る。

　　 提 供 情報 は以 下 の通 りで あ る。

　 ① 関税 法 、 関 税率 、 間 接 税

'② 危険 指 定 品 目
、原 産 地 証 明

　　③ 　 為　 替 　 管 　 理

　　④ 輸 出 入 規 制

　　⑤ 代理 店 規 制 、会 社 設 立 規 則 、 製造 ラ イセ ンス、海 外 投 資規 則

　　⑥ 独 占禁 止法 、価 格統 制 、安 全 規 則 な ど

　　 　 そ の他 の 政府 関係 情 報 サー ビス機 関 と しては 、 統 計 、 市場 情 報 、 図書 館 が

　　 あ り、 外 国統 計 、 外 国 企業 の カ タ ログ、 各 国 の開発 計 画 情 報 が 収集 、 整 備 さ

　　 れ 、 イ ンデ ック ス ・サー ビ スや マイ ク ・フ ィ ッシ ュ ・サ ー ビス を行 って い る。

　　 　 情 報 提 供 手 段 と して は、 産 業 、 貿易 省 に よる国 内生 産 及 び 貿 易 に関 す る定

　　 期 刊 行 物(Trade　 and　 Industry)が あ り、 そ の 内容 は、① 産 業 、貿 易情

　　 報 、② 技 術 情報 、③ 新 製 品情 報 、④ 議 会情 報 、⑤EC情 報 、⑥ 海 外 貿 易情 報 、

　 　 博 覧 会 、 ⑦ 各 国 別 資 料 、 ⑧ 統 計 集 か らな って い る 。

(2)プ 。 セ ス ・プ ラ ン ト協 会(P・ ・cess　 Pl・nt　 Ass・ ・i・ti・ ・)

　　 PPAは 、 プ ロセ ス ・プ ラン トの製 造 業 者 及 び設 計 業 者(デ ザ イナー)を 代

　 表 す る プ ラ ン ト ・エ ンジ ニ ア リング業 界 団体 で、 イ ギ リス内 にお け る関連 団 体

　 の プ ラ ン ト情 報 の収 集 、 処 理 、提 供 体 制 を調 べ る た め に、 と りあげ た・

　　 な拾 、 こ こで言 う プロセ ス産 業 とは、 化 学 、 石 油 、 ガス、 電 力 、製 鉄 、 鉱物 、

　 食 品加 工 、畜 産 加 工 、飲料 、 包装 、 廃 棄物 処 理 産 業 を指 してい る。

　 (a)活 　 動 　 内　 容

　　 ① プロセス ・プラン ト業界 の活動状況、将来予測 を政府、各研究機関 に知

　　　 らせる。各委 員会 の公式見解 を政府及び関係機関 に伝達する。



　② 博 覧会 へ の参 加 、 貿 易 ミ ッシ ョンの派 遣 、市 場 調査

　③ECの 各 種 政策 、 関税 政 策 に対 す る助言

　④ 製 品及 び サー ビス能 力 の紹 介

　 ⑤ 統計 の作 成 ・提 供

(b)　情 報収 集 、 処理 、提 供 体 制 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 、

　　 イギ リス プ ・セス ・プ ラ ン ト業 界 の意 向及 び 見解 を政府 に伝 達 し、 貿 易政

　 策 に反 映 して行 くた め に、PPAで は、 会 員 各社 へ の ア ン ケー トに よってデ

　 一 夕を収 集 し、 当該 産 業 の生 産 輸 出動 向 の 分析 を行 って い る。

(3)一 般 機 械 工 業 連 盟(Federation　 des　 Industries　 Mecaniques　 et

　 Transfor　 matrices　 des　 Metaux)

　 　 フ ラ ン ス に お け る プ ラ ン ト関 連 情 報 は 、 政 府 と強 い 結 び つ き を もつ 産 業 団 体

　 が 収 集 、 提 供 を行 っ て い る が 、 そ の 中 心 と な る の がFIMTMで あ る 。

　 (a)　組 織 及 び活 動 内容

　 　　 FIMTMは 、傘 下 に66の 機種 別工 業 会 を持 ち、 仏 機 械 業 界 の ほ とん ど

　 　 の 企業 を網羅 して い る。 同連 盟 は 機種 別 の セク シ ・ン と して、 設 備機 械 部 、

　 　 精 密機 械 部 、 プ ラス チ ック加 工 部 、技 術 部 を持 ち、 また専 門機 関 と して、 金

　 　 融 、 財務 、法務 部 及 び国 際経 済 部 、国 内経 済 部、 資 料 部 を もって い る。 そ の

　 　 他 付 属 機 関 と してMECAFORMを 持 ち、 エ ン ジニア、 金 属 加工 技術 者 な ど

　 　 の専 門家 の 養成 を行 って い る。

　 (b)　 プ ラ ン ト関連 情 報 収集 、 処 理 、 提 供体制

　 　　 FIMTMに お い ては、 金 融 、 財 務、 法 務 部 が、 そ れ ぞ れ の専 門 分野 に 関

　 　 す る情 報 の収 集 を行 ってお り、 国 内経済 部 は価 格 、 原材 料 、 エ ネル ギー、 輸

　 　 送 、 工 業規 格 に関す る情 報 の収 集 、 分析 を行 って い る。

　 　　 ま た、 海外 の情 報 を収 集 す るた めに、 フ ラ ン圏 に駐 在 員 を置 き、 ① 現 地 政

　 　 府 か らの投 資計 画 そ の 他 の情 報 の 入 手、 ② 当該 国 の輸 入 に 関 す る法制 や手 続

　 　 の 調 査 、 ③ 当 該 国 に お け る 競 合 国 企 業 に 関 す る情報 の 入 手 、 ④仏 企 業 の
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当該 国向 け 輸 出 及 び投 資 に関 す る情 報 提 供、⑤ 仏 業 界等 のPR、 等を行っている。

　 国 際経 済 部 では、 これ らの情 報 を分析 し会 員 に提 供 して お り、 資料 部 で は

経済 資料 の収 集 を行 い、 国 際、 国 内経 済 部 の 資料 と ともに 編集 し、 対 外的 な

出版 活動 を行 っ てい る。 出版 物 と して は、 以 下 の ものが あ る。

①　 機 械 工 業 年 鑑

　 　仏 機 械 工 業 の概 観 、 連盟 の沿 革 、定 款 、 組織 構 成 ・

　 　傘 下 工 業 会 の概 要 、 機種 別 ダ イ レク トリー

② 　 　「機 械 工 業 」(Les　 Industries　 Mecaniques)週 刊

　 　連 盟 、 傘 下工 業 会 の活動 状 況

　 　傘 下 機 械 メー カの活 動 状 況

　 　財 政 、 税 制 、経 済 関 連情 報 の提 供

　 　 輸 出 関連 情報 、 技 術 情 報

③ 　 　rFrench　 Engineering　 Industries」 英 仏語 、4半 期 刊

　 国外 に フ ラン ス機械 工 業 のPRを 行 う。

　 た だ し会 報 は 原 則 と して、 機 械工 業 連盟 に所 属 す る企 業 で な けれ ば 、 購1

入 で きず、 公 表 したが らな い。

(4)西 ドイ ツ機 械 工業 会(VDMA)

　 　 西独 に おけ る プ ラ ン ト情 報 は、 プ ラ ン ト関係 企 業 の ほ とん どを総括 したVD

　 MAを 通 じて組織 的 に流通 して い る。

　 (a)組 織 及 び活 動 内容

　 　 　会 員 企 業数 は約3,000社 で、全 機 械 産 業 の90%を 傘 下 にお さめ て い る。

　 　 会員 企 業 の 内 容 は 、機 械 及 び部 品 の 製造 業 者 又 は 、 機械 設 計 事 務所 で ある 。

　 　 　対 外 的 には 、① 行 政 官 庁 に対 して業 界 の実 情 を知 らせ 、業 界 発 展 の た め の

　 　要 望 、 政 策 提 言 を行 う。② 輸 出業者 に対 す る情 報 の提供 、③ 発 展 途 上 国援 助

　 　 の推 進 を行 う。対 内的 に は 、税 金 、 金融 、問 題 の研 究 や規 格 の統 一 、 統計 の

　 　作 成 を行 う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -28一
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(b)　 プ ラ ン ト関 連情 報 収 集 、処 理 、提 供体 制

　　 VDMAで は、 輸 出業 者 に対 す る情 報 提供 を主 要業 務 の1つ に掲 げ て い る

　 ほか、 税 金 、 金 融 、保 険問 題 に つ いて は、 専 門 研 究部 会 を置 き情 報 の 分析 を

　 行 って い る。

　　 また、 特 に統計 的作 業 が重視 され 、統 計 的 資 料 が定期 的 に会 員 及 び政 府 に

　 配 布 さ れ て い る。 同工 業 会 が行 う情 報提 供 方 法 と して は、3週 に一 度 配 布 さ

　 れ る会 報"Mashinenbaunai　 brichten"と 統 計 資料 の 提供 が あ り、 メ ン

　 バ ー に対 して一般 的 か つ特殊 問題 の伝達 を行 ってい る 。

　　 VDMAの 加盟 企業 以 外 へ の情 報提 供 に つ い ては 、一 般 的 に は工 業 会 の収

　 集 した情 報 や 統計 は 、外 部 に は公表 しない事 を建 前 と してお り、工 業会 の 内

　 部組 織 、 活 動 状況 に つ い て も入手 し難 い状 況 に あ る。工 業 会 の作 成 す る統 計

　 資料 の ほ とん どは 、 官庁 統計 を利 用 した もの で あ り、 プ ラ ン ト輸 出 に関 す る

　 自主 統 計 は ない 。

2.1.2　 ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る フ.ラ ン ト産 業 情 報

1.　 全　 体 　 所 　 感

(1)　 プ ラ ン ト関 連 情 報 の 流通 状 況

　 　 ア メ リカにお け る プ ラ ン ト輸 出情 報 の収 集 、 整 備 は、西 欧 に比 してか な り遅

　 れ て い る と言 える 。 そ の理 由 と しては 、① 官庁 に よる プ ラ ン ト輸 出資 料 の 集 計 、

　作 成 が行 われ て い ない こ と。② プ ラ ン ト輸 出 は、 ハー ド(機 器)よ り も、 ソフ

　 ト(コ ンサ ル テ ィ ング、 マネ ジメ ン ト等)、 換 言 す れ ば、 公 表 デ ー タ と して一

　般 化 しに くい 部 門 に 重点 が おか れ てい る こ と。③ 情 報産 業 が発 達 して い るた め 、

　 多種 多様 の デー タベ ー ス が デー タベー ス業 者 に よ り作成 され 、 ネ ッ トワー ク業

　 者 を通 じて、 これ が販 売 され て い る こ と、 な どが あげ られ る。

　 　 ちなみ に、 ア メ リカ政 府 は 、伝 統 的 に 自由競 争 原 理 を重 ん じて い るた め 、 企

　業 育成保 護 に は余 り活 発 では な く、 従 って、 プ ラ ン ト輸 出 に対 す る金 融 、保 険

　等 の制 度 面 で の支 援 体 制 も、西 欧 に比 して相 対 的 に遅 れ てい る。 他 方 、 プ ラン
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ト輸 出企 業 と して も大 企 業 が 多 い こ とか ら、 政府 の 助成 策 を特 に必要 と しなか

った と言 え よ う。

　 ア メ リカ プラ ン ト業 界 は、 コ ン ピ ュー タ利 用 に よ り情 報 処 理 ・管 理 体制 を

確 立 し、国 際 競争 で の優 位 を保 持 してい るだ け に、 個 々の企 業 と して は プラ ン

ト関 連 デー タの収 集 、 整 備 には 力 を入 れて い る。

　 ア メ リカに おけ る プ ラン ト企 業 を形 態別 にみ る と次 の3つ に 大別 で きる。

す なわ ち、 プ ラン トの エ ン ジニア リング、 設計 及 び施 行 を、 ① 専 業 と して実 施

す る。② 親 会 社 に帰 属 し、 そ の 子 会社 又 は 独 立 した事 業部 と して実 施 す る。

③ 特 定 産 業(例 、製 鉄 、石 油 化 学 、 鉱 山)が 関連 業 務 として 実施 す る。 の3形

態 で ある。

　 プ ラ ン ト企 業 が提 供 す る サー ビス は、 企業 規 模 や形 態 に よ り差 異 は ある が、

卓 抜 した資金 力 、技 術 力、 情 報収 集 力 を持 つ 大手 企 業 は 、 フ ィ ジ ビ リテ ィ ・ス

タデ ィか ら資 金 の斡 旋 、 プ ラ ン トの エ ンジ ニア リング、 詳 細 設 計 、 資材 ・機 器

の 調 達 、建 設 、要 員 の訓 練 、 施設 の管 理 に至 る まで 広範 に わ た って い る。 これ

に対 して 、小 企業 や製 品 メー カー の事 業 部 は 、 この うちの一 部 の サー ビ スをそ

の専 門分 野 と してい る。

　 プ ラ ン ト輸 出 に と り大 事 な こ とは、　 「工 期 内に 、 予算 の範 囲 内 で、仕 様 書 ど

論 りに」 完成 させ る こ とで あ る が、 この大 前提 に た って、 企 業 は 、綿 密 で 正確

なス ケ ジ ュー ル を組 む こ とが必 要 不 可 欠 とな って い る。 米 国 の プ ラン ト企 業 が

国際 競 争 で優位 に あ り、 受 注 した プ ロ ジ ェク トを成 功裏 に完 成 で きた 背景 には 、

資 金 力 、技 術 力 もさ る こ と な が ら、 情報 の収集 、 処 理 体 制 が 確 立 され てい る こ

とが あげ られ る。 す なわ ち、 ① 大 手 プラ ン ト企業 は 、世 界 の主 要 各 地 の拠 点

　(支 店 、事 務所)を 通 じて 、 資機 材 や在 庫 に 関 す る情 報 を収集 、 分 析 し、 効 率

並 び に 最 適 価 格 に よる 採 算 をは か る こ とが で きる こ と。 ② コ ン ピ ュ ー タに

プ ログ ラム化 され た デー タバ ンク を駆 使 して詳細 設 計 か ら仕 入 管 理 まで を行 う

　こ とが で きる こ とな どが あげ られ る 。

　 　しか しなが ら、業 界 全 体 と しての プ ラ ン ト輸 出 に関 す る一 元 化 され た デー タ
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　 は 、極 め て 少 な いの が 実 情 で あ る。

(2)情 報 交 換 の可 能性

　 　 米 国 で は 、 プ ラ ン ト輸 出 関連 デー タは 、 ハー ドよ り も ソ フ ト、業 界全 体 よ り

　 も個 々の 企業 に関 す る もの が収 集 、整 備 さ れ てい る。

　 　 他 方 、 わ が 国 では 、 機 器 輸 出が 先行 した た め、 ハ ー ドに 関す る統 計 デー タは

　 整 備 され て い るが 、 ソ フ トに関 しては必 ず しも充 分 では な い 。

　 　 この よ うに彼 我 の プ ラ ン ト輸 出 に対 す る姿 勢 の違 いか ら現 状 では 、 日米 間 で

　 プ ラ ン ト輸 出情 報 を 「等 価 交換 」 す るの は無 理 が あ る と言 わ ね ば な らない 。

　 　 今 後 、 プ ラ ン トの プ ロジ ェク トが大型 化 し、 複雑 化 す る傾 向 に あ る ことか ら、

　 わ が国 プ ラ ン ト業 界 と して も、 ア メ リカ企業 の よ うに ソ フ ト面 で の 幅広 い営 業

　 力 と情 報収 集 力 を要 求 され る こ とは 必至 で あ る。 従 って 、将 来 は 、 ソ フ ト面 で

　 の情 報 交換 の 可能 性 は あ ろ う。

　 　 む しろ、 現 状 で は、 わ が国 の ハー ド面 での技 術 、 品質 管理 の優 秀 さ、納 期 の

　 正 確 さ が ア メ リカの プ ラ ン ト業界 では 高 く評価 さ れ てい るの で 、 ソフ ト面 で進

　 ん でい る ア メ リカ業界 と相互 補完 関 係 、す なわ ち、 国際 コ ンソー シ ャム形 成 に

　 よる産 業 協 力 が活 発化 す る傾 向が強 ま る と思 わ れ る。

(3)　 プ ラ ン ト輸 出関係 情 報 機 関

　 　 ア メ リカに おけ る プ ラ ン ト輸 出関 係 の情報 入 手 先 としては 　 (a)政府 ・公共 機 関 、

　 (b)民間 デー タサ ー ビス機 関 、(c)業 界 関連 団 体 が あ るの で、 以 下 に そ の概 要 を の

　 べ る。

　 (a)政 府 ・公 共 機 関

　 　　 プ ラ ン ト輸 出 デー タの ベー ス とな るのは 、各 種 統 計 類 で あ るが、 これ を集

　 　 計 、作 成 して い るの は、 ア メ リカでは商 務 省 統計 局 で あ り、 国 際的 には 、 国

　 　 連 、OECD等 が あ げ られ る。

　 　　 こ ち らにつ い ては 、各 論 に て詳 述 した の で、 国 際機 関 の うち、 世界 銀 行 に

　 　 つ い て み る と以 下 の とお りで あ る。

　 　　 なお 、世 界 銀 行 が 作 成 して い るデー タに は、 ① 商 品 デー タ、 ② 債務 デ ー タ
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が あ るが、 とりわ げ、 債 務 デー タにつ い ては 、 プ ラ ン ト ・プ ロ ジェク トが 大

型 化 し、従 って 、輸 出金 額 も巨額 化 して きて い る こ とか ら、 プ ラ ン ト企 業 に

と っ ては、 カ ン トリー ・リス ク対策 を講 ず る上 で も当該 デ ー タは極 め て有 益

な もの とな って い る。

イ、 デー タ収 集 、 作成

　 　 デー タ収 集 は 、 当該 国 が有 す る開発 計 画 、世 銀 の援 助 方 法 、優 先 度 に よ

　 り異 な るが、① 商 品援 助 の観 点か ら商品データ(主 と して農 産物)と 、 ② 融

　 資 す る立場 か ら債 務 国 の信 用 状 況 に 関 す る デー タ に重点 を お い てお り、 ①

　 に つ いて は定 期 的 に、② に つ い ては 必要 に応 じて 随 時 そ れぞ れ収 集 して い

　 る。

　 　 そ の収 集 方法 は、 ① 加 盟 国 政府 か らの定 期 報 告 、 ②OECD、 　 IMF、

　 国 際 決済 銀行 、DAC(開 発委 員会)等 の 国際 機 関 との情 報 交換 を ベー ス

　 に して い る。

　 　 デー タの処 理 につ い ては 、 商 品 デー タ、 債 務 デー タい ずれ も刊行 物 に よ

　 るほか 、MT(磁 気 テー プ)化 もされ て い る。 た だ し、 商 品 デー タのMT

　 作 成 は年 次 で あ る。 な お、 情 報 処 理 はComputing　 Activities　 Dept.

　 (CAD)が 扱 ってfo　b、 コ ン ピュー タ処 理 は バ ロー ズ7800(IMFと

　 共 有)を 主 と して 使 用 して い る。

・、 デー タ提 供

　 　 刊 行 物 に よる ものは原 則 と して公表 して い る が、MTは 部 外 秘 とな って

　 い る。 な溢、 各 国 の 対 外 債務 デー タは、 公 的 債 務 に関 す る ものは 公表 して

　 い る が、 私 的債 務(民 間銀 行 か らの 債務)に つ い ては 秘扱 い で あ る。 なお

　 当 該 デ ー タの ユ ー ザ は、 海 外融 資 に関 心 の 深 い商 業 銀 行 が圧 倒 的 で、 以

　 下 、政 府 機 関 、 学 術 関係 機 関 、 調査 機 関 と な って い る 。

ハ、 作 成 デー タ利 用 上 の問 題 点

　 　 世銀 の作 成 デー タは 、 国連 、OECD等 のデ ー タを利 用 してい るが 、世

　 銀 と して は加 工 した デー タに は、 加 工者 に著 作 権 が あ る との建 前 か ら、 刊
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　 　 行 物 は無 料 の もの で あ って も全 て著 作権 を有 して い る 。基礎 的 な デー タ

　 　 (GNP等)に つ い て は無 制 限 に認 め てい る が、 開発 プ ロ ジ ェク トに　 す

　 　 る デー タに対 して は 、著 作 権 を きび し く管理 してい る 。

(b)民 間 デー タ ・サー ビス機 関

　 　 民 間 デー タ ・サー ビス機 関 にお い て は、 国連 、 商務 省 統 計 局、OECDな ど

　 政 府 公 共機 関 か ら、MTを 購 入 して デー タベー スを作成 す るほ か 、 独 自の デ

　 一 夕収 集 、 分析 を行 い 、 デ ー タベ ー ス を作 成 して い る。

　 　 作 成 して い るデー タベ ー スは 、科 学 、 技 術 、経 済、 企業 信 用 、 マー ケテ ィ

　 ン グ、 法律 等 、 多岐 の 分野 に わた って い るの で 、 多種 多様 の サー ビス を提 供

　 してい る プ ラン ト企 業 に広 範 に利 用 され てい る と推定 さ れ る。

　 　 例 えば 、Chase　 Econometrics　 Associates　 Inc.は マ ク ロ経 済等 の

　 計 量 分 析 、 予 測 を得 意 と して お り、経 済 デー タベ ー ス作 成 者 と して 知 られ て

　 い る。

　 　 この うち、 国際 経 済 予測 サー ビス で は、 ①主 要 工 業 国15カ 国 、 ② 発展 途

　 上 国 の経 済 予測 、 分析 を行 ってお り、 これ を10年 間 の長 期 見 通 し(四 半 期

　 毎)、 ②2年 間 の短 期 見通 し(同)に 分 け て発表 してい る。 また 、 発展 途 上

　 国 につ い て は 、LDC　 Debt　 Studyの 一 環 と して 主 要 国 の対 外 債務 状 況

　 を調査 し、年 数 回 にわ た り特 定 国 の カ ン トリー ・レポー トを発 表 して い る。

　 　 同 社 の 刊行 物 、 デー タベー スは大 変 に 利 用価 値 があ る と思 わ れ る。

(c)業 界 関連 団体

　 　 プ ラ ン ト産 業 は、提 供す る サー ビス が極 め て 多岐 に わ た ってい るだ け に関

　 連 す る業 界 団体 も多 い わ け で あ るが 、 プ ラ ン ト輸 出 デー タを作 成 、提 供 して

　 い る業 界 団体 は ほん の わず か で あ る 。

　 　 この理 由 と しては、 既 述 の理 由 の ほか に、 業 界 団体 が プ ラ ン ト輸 出 デー タ

　 ベニ スを作 成 す るに は、 時 間 と費用 がか か る上 に、 メ ンバー か らの ニー ズが

　 どの程 度 あ るか 明 らか で ない こ とが あげ られ る 。

　 　 ア メ リカでは 、政 府 、 業 界 団体 と も、 プ ラ ン ト輸 出に 関す る統 計 の作 成 を
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行 って い ない が、 最 も信 頼 で きる プラ ン ト統計 と しては 、McGraw-Hi　 11.

Inc.が 発行 して い るrENR　 500」rENR　 400」 が あげ られ る。

　 当該 デー タは 、 ア メ リカ エ ン ジ ニア リ ング企 業 に 関す る もの で、対 象 企 業

を2部 門 、す なわ ち、"Design　 Contractors"(プ ラ ン ト建 設 を行 う総

合 エ ン ジニ ア リング企 業)と 、"Construction　 Contractors"(建 設

企 業)と に 分け て統計 を発 表 して い る。

　 「ENR　 500」

　 　 デ ザ イ ン ・コ ン トラク ター上 位500社 につ い て の、 年 間 施工 事 業 の 見

　 積 額 及 び事 業 の種 類 並 びに総 契 約 高 に 占め る海 外 発注 契 約 高 を基 準 と して

　 順 位 リス トを毎年 作 成 して い る。

　 「ENR　 400」

　 　 コ ンス トラク シ ョン ・コ ン トラク ター上 位400社 につ い て の契 約 受 注

　 高及 び事 業 の種 類 並 び に総 契 約 高 に対 す る海 外契 約高 を基 準 と して順 位 リ

　 ス トを毎 年作 成 してい る。

卑

2.個 別訪 問 機 関

(1)C・-ELummus社

　 　 1907年 設 立 さ れ 、 約70年 間 に 約2,000件 以 上 の 大 規 模 プ ロ ジ ェ ク ト

　 を 受 注 して お り、 受 注 国 も50カ 国 に 及 ん で い る 。 ク ラ イ ア ン トは 、 石 油 精 製 、

　 石 油 化 学 、 薬 品 、 農 業 、 化 学 、 合 成 燃 料 、 鉱 業 の 分 野 に 多 い 。

　 　 ニ ュー ジ ャ ジ一 州 に本 部 の ほ か に 、 テ ク ニ カ ル ・セ ン ター(研 究 所)、 エ ン

　 ジ ニ ア リ ン グ ・デ ベ ・ ッ プ メ ン ト ・セ ン タ ー を 置 き、 海 外 に8ヵ 所 に 事 務 所

　 (カ ナ ダ2、 イ ギ リス 、 フ ラ ンス 、 オ ラ ン ダ 、 西 ドイ ツ 、 ブ ラ ジ ル 、 日本)を

　 有 す る 。

　 　 親 会 社(The　 Lu㎜us　 Company)は 、 コ ネ チ カ ッ ト州 スByフ ォ ー ドに 本

　 部 を置 き、 従 業 員 約45,000人 を 擁 し、 年 間 売 上 げ 高20億 ド ル を超 え る 大

　 企 業 で ある。

■
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　 財務 、技 術 関 係 に つ いて コ ン ピ ュー タ処理 を行 ってい るほ か 、 海外 プ ロ ジ ェ

ク トに取 組 む こ とが 多 い ことか ら(受 注額 の%は 米 国 内、 残 りは 中 近 東 を 中心

とす る海外 とな ってい る)、 調達 す る資 機材 価格 の 国際分 析 、 為 替 変動 分 析 を

コ ン ピ ュー タ処 理 に よ り国 際 比較 し、 国 内 の支 社 、子 会社 には オ ン ライ ンで 、

ヨー ロ ッパ に は通 信衛 星 を用 い て作 成 デー タを提供 してい る 。 な お、 同社 が使

用 してい る コ ン ピ ュー タは次 の とお りで あ る。

デー タ処 理 用=IBM3033、AMDAHL　 470　 Mode1V6

エ ン ジニ ア リン グ用=Control　 Data　 7600 sControl　 Data　 Cyber

172
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(2)Wheelabrator-F　 rye　 lnc.

　　 同社 は、 環 境保 全 とエ ネル ギー 関係 の各 種 高度 技 術 を用 い た製 品 や シス テ ム

　の 製 造 と、 デ ザ イ ン、 工 場 の建 設 、 化 学 そ の他 の特 殊 製 品 の製 造 、 販 売 を行 っ

　 てお り、 国 内35州 、 海 外15カ 国 に計160件 の施 設 を有 す る 。 ク ライア ン

　 トは100カ 国 を超 え て治 り、 約16,000人 の従 業 員 を擁 す る大 企 業 で ある 。

　　 同 社 は コ ン ピ ュー タを所 有 して い ない た め、技 術 関係 デー タに つ い ては 、

　 Litton　 Computer　 Service社 に関係先(国 内支社 及 び カ ナ ダ子 会 社)へ の デ

　一 夕提 供 を委 託 して い る。 さ らに財 務 デー タの作 成 に つい ては計 算 セ ンター に

　外 部委 託 してい る。

　　 プ ラ ン ト輸 出は 、既 述 の ご と くフ ィ ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィか ら施 設 の管 理 ま

　 で多 岐 に わ た る サー ビス を要 求 さ れ る ため 、工 期 も長 く、 従 って 、 プ ・ジ ェク

　 ト金 額 も大 きい。先のC-E　 Lummus社 の例 でみ る と、受 注 プ ロ ジ ェク トの工

　期 は平 均2～3年 、金 額 は 、平 均2,500～5,000万 ドル と言 う こ とで ある

　 が、 同社 で は今 後10年 間 に は、 そ れぞ れ平 均4～5年 、平 均1億 ドル とな る

　 と予 測 して お り、 そ の理 由 と して 、① イ ンフ レの高 進、② プ ロジ ェク トの大 型

　化 、 複雑 化、 ③ 遠 隔地 で の建 設 増 をあけ て い る。

　　 この こ とは、換 言 す れ ば、米 国 プ ラ ン ト輸 出業 界 は、 コンピュータ利用 に よ り、

　情 報 処理 、提 供 体制 を一 段 と強 化 、 拡 充 す る方 向 にあ る と言 え よ う。
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2.2電 子 機 器 産 業 情 報

2.2.1　 ヨー ロ ッパ に お け る 電子 機 器 産業 情 報

1.　 全　 体 　 所 　 感

　 電 子機 器 は用 途 に応 じて、 民生 用 、 産 業 用 、部 品の3分 野 に大 別 され て い る。'

過 去 の発 展経 過 を み る と、 日本 が ラ ジオ ・テ レ ビな どの民 生 用 を 中心 に して来 た

の に対 し、 ヨー ロ ッパは、 電 算 機 ・通 信 機 な どの産 業 用 を中心 に発 展 して来 たの

が特 徴 とい え る。統 計情 報 につ い て み れ ば、製 品 開発 の テ ン ポが速 いた め に遅 れ

を とる の が実 情 で ある。 これ は ヨー ロ ッパ に限 らず世 界 的 に 同様 で あ り、 特 に製

品普 及期 に おけ る正確 な情 報 把 握 には か な り困 難 な面 が多 い 。今 回、 訪 問 した イ

ギ リス産 業 省 にお い て も同 様 な意 見 が 出さ れ、 現 在 需要 が増 加 して い る とみ られ

る複 合型 テ レ ビの 統計 新 設 を検 討 中 で あ る との事 で あ った。 また、産 業省 で発表さ

れ てい る統計 は ビ ジネス モ ニ ター と呼 ば れ て い るが、 これは 四半 期 統計 が 中心 で

あ り、 各 月 の もの はほ とん どない 。

　 産 業 団体 の活 動 に おい て も情 報 処理 は 主 要 な業 務 で あ り、会 員へ の情 報 提供 以

外 に も、 共 同体 と しての意 識 か ら ヨー ・ッパの団 体 間 で の 情報 交 換 は活 発 で あ る。

電 子部 品 の欧 州 レベ ル での団 体(EECA:Europeun　 Electronic　 Component

Manufacturers　 Association)は 、 す で に活 動 して い る が、79年 には 民 生

機 器 関係 の各 国 産 業団 体 に よる 、欧 州 民生 用電 子機 器工 業 会(EACEM:Europeun

Association　 of　 Consumer　 Electronics　 Mamufacturers)も 創設 さ れ

て情 報 の 流通 は よ り密接 に な って い る。

　 今 回 調 査 は電 子 機 器 の ヨー ロ ッパ に お け る消 費者 情 報 の 入手 に 目標 を置 い た が 、

日本 と ヨー ロ ッパ の統計 上 製 品 区 分 の定 義 等 に相 違が'あ り、 出来 る限 り多 くの情

報 を入 手 して、 ク ロス チ ェ ソクをす る必 要 性 が あ り、 これ らは産 業 団体 作 成 に よ

る情 報 では必 ず しもわが国で使 える状 況 では ない ・ それ らの詳 細 な情 報 と しては 一

般 の調査 機 関 にお い て情 報 の収 集 蓄 積 が なさ れ て い る例 が あ り、 磁 気 テー プ化 の
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可 能性 につ い て は現 在検 討 中 で あ る。

2.個 別 訪 問機 関

個別 訪 問 した調 査 機 関 は 以下 の よ うな対 照的 な特 徴 を も って い る。

＼ E.R.C SECODIP

中心業務 デ ス ク サー ベ イに よる既存 情 報 フ ィニ ル ドサ ー ベ イ に よ る 情 報

の収 集　　(受 注 が 多 い.) の作 成 　 (自 社 企 画 が 多 い)・

対象情報 情報は産業活動関連が中心 情報は 消費動 向が中心

対象地域 ヨー ロ ッパ を 中 心 に 全 世 界 べ 一 フ ラ ン ス を、中 心 に ヨー ロ ッパ

ス

(1)　 E.R.　 C　 Statistics　 International　 Ltd.

　 (a)概 　 　要

　　 　 E.R.C社 の 主要 業 務 は、 各種 統 計 の収 集 ・分析 で あ り、毎 年50～

　　 100種 類 の レポー トを刊 行 して い る。対 象 と してい る製 品 は 、電 子 ・電 気

　　 機 器 を始 め と した 家庭 製 品 が中心 で あ る。

　　 　 顧 客 の70%は 大 手 多国 籍 企業 で あb、 レポー トの単 価 は 、5,000ス イ

　　 ス フ ラ ン前 後 で あ る。

　㈲ 　業務 内容

　　 イ、 情報 の収 集 につ い て

　　 　　 E.R.C社 の業 務 は 、 デス ク リサー チが 中 心 で あb、 統計 の収 集 ・編

　　 　 集 に 独 自の ノ ウハ ウを持 って い る。

　　 　　 情 報 は、 官 公庁 刊 行 物 、業 界 誌 、 各種 調査 機 関 レポー ト、 カ タ ログ、新

　　 　 聞 な どか ら、網 羅 的 に収 集 してい る他、 調査 チ ー ムを編 成 して ヨー ロ ッパ

　　 　 主要 国 の世 帯 調査 を経 常 的 に実 施 して い る。収 集 した情 報 は、 ク ロス チ ェ

　　 　 ック を して お り、 信 頼 性 に は特 に 自信 を持 って い る よ うで ある 。しか しなが

　　 　 ら、 東 欧 、 中進 国 、 あ るい は非 生 産 国 の情報 収 集 には 困 難 な面 が多 く、 苦

　　 　 労 して い る との事 で あ った 。
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　 　 　 また、単 発 的 な調 査 に も応 じられる、 小 回 りの き く体 制 に あ る事 も強調 し

　 　 てい た 。

　 　ロ、収 集 内容

　 　 　 調 査 は 、 ユー ロ ピア ン レポー トと イ ン ター ナ シ ョナ ル レポー トに分 け ら

　 　 れ て お り、 対 象製 品 の国 別 、 生産 、 輸 出入 、 小 売 り、普 及 率 、 ある いは 製

　 　 品 に よっては 、 価格 ・ブ ラン ド調査 も行 って い る。 併 せ て、GNP、 人 口、

　 　 消費 動 向 な どの 経 済 分析 も して お り、 そ れ らの統 計 、 分 析 、予 測 で調査 は

　 　 構成 さ れて い る。

　　　 民生用電子機器 に関 しては、全世界ベー スでほぼ全製 品を網羅 している。

　 　 ハ 　 コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス　 　 　 、

　 　 　 　 E.R.C社 では 、1975年 か らコ ンピ ュー タの活 用 を始 め て い るが 、

　 　 　予 測 の基 礎 作 業 や 、情 報 の信 頼性 の チ ェ ック が、 主 な利 用方 法 で あ り、 情

　 　 　報 の蓄 積 、 あるい は サ ー ビス のた め の利 用 は して い ない との事 で あ った 。

　 　 　また、 「国際需給 統 計」(EIAJ委 託)は ・ 膨 大 な資料 で送 られ て くる た め・

　 　 　 この テー プ化 も含 め て、 今後 の方 針 につ い て説 明 を受 け た と ころ、 現在 、

　 　 　検 討 を進 め て い る との 事 で あ った 。

(2)　 SECODIP(Soci6te　 dIEtudes　 de　 la　Consommation　 D　istribution

　 et　 Publicit6　 )

　 (a)概 　 　要

　 　 　 前 出 のE.R.C社 は 、情 報 の収集 が 中心 業 務 で あ る の に対 し、　SECO-

　 　 DIP社 は情 報 を 自社 で作 成 販 売 して い る な ど、 対 照 的k面 が多 い 。

　 　 　 調 査 の多 くは 、 自社 企 画に よる もの で あ り消 費実 態 に関 す る市場 調 査 や 、

　 　 顧 客(主 に製造 業 、販 売 業)が か か えてい る、 マー ケ ッテ ィ ング、広 告 活 動

　 　 上 の諸 問題 の分析 が 主 な業務 で あ る。

　 　 　 SECODIP社 は 、 フ ラ ンス最 大 の調 査 会 社 と言 われ てfo　b、 従 業 員 は

　 　 400名 、 他 に イ ン タ ビ ュー ア を300名 かか えて い る。
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(b)業 務 内容

　　 主 な調 査 は、以 下 の とお りで あ る。

　 イ、 ユー ロパ ネ ル

　　 　 ユー ロパ ネルは 、 ヨ一 口 ソバ にお け る家庭 用耐 久 消 費財 に関 す る調 査 で

　　 あ る。

　　 　 調 査 の対 象 は、8カ 国(西 ドイ ツ、 フ ラ ンス、 ベ ル ギー、 オ ラ ンダ、 オ

　　 ー ス トリア、 ス イス の6カ 国 は毎 年 、 スペ イ ン、 デ ンマー ク、 イ タ リア、

　　 ス ウ ェー デ ンは 交 互 に 隔年 、 現 在 、 イギ リスの追加 を準 備 中)で あ り、 各

　　 国 の調 査 会 社 と提 携 して、 毎 年1月 に調 査 を実施 して い る。

　　 　 対 象 と して い る製 品は 、56品 目でiらb、 品 目別 、 国別 の所 有 ・購 入実

　　 態 を調 査 し、 レポー トは 、 基礎 デ ー タ編 と分 析 編 に分 か れ て い る 。

　　 <対 象 品 目》

　　 ⑤ 家庭 用電 気 製 品

① 冷 　 蔵　 庫

⑤ 電 気 コ ンロ

⑨ オ ー ブ ン

⑬ ア イ ・ ン

⑰ ジュー サ ー

② 冷　 凍 　 庫

⑥ ガ ス コン ・

⑩ 換 　気 　 扇

⑭ トー ス ター

⑱ ・一 ス ター

⑳ ヨー グル ト製 造 機 ⑳ コー ヒー メー カー ⑳ コー ヒー ミル

　⑳ フー ドドライヤー ⑳ ヘヤーアイロン

　 ⑳電気 カ ミソリ　 ⑳ 電動ハ ブラシ

⑮ 　民 生 用 電 子機 器

　 ⑳ 白黒 テ レ ビ　 　 ⑫ カラー テ レビ

　 ⑮HiFiア ンプ　　 ⑯ ポ「タフジレラジオ

　 ⑲ カーステ レオ　 ⑳ レコー ドプレーヤ

　 ⑬HiFiス ピーカシステム

③ 食 品洗 浄 器　 　 ④ 洗 　 濯 　機

⑦そ の他 コンロ　 ⑧ レ 　 ン　 ジ

⑪掃 　 除 　機 　 　 ⑫ 電 気床 磨 き機

⑮ 恭一夕方レミキサー ⑯ 据置 ミキ サ ー

⑲ グリルトースター ⑳ フ ライヤ ー

　 　 　 　 　　 　 　 ⑳ ハンドドライヤー

⑳電 気 時 計　 　 ⑳ 電 気 ス トー ブ

⑬ ラジオ(モ ノラル)　 ⑭ ラジオ(ス テレオ)

⑰ ラジオ付テレコ　 ⑱ ポケ ッ トラジオ

⑪ テ レコ(オ ーブン)⑫ テ レコ(カ セット)
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⑥ 　光学器具

　 ⑭ カ　 メ　 ラ

　 ⑱ フラッシュ

⑧　そ の 他

　⑲電気 ドリル

　⑬ 圧　 力　釜

⑮ カメラ(ムービィ)⑯ スライ ド映 写 機 ⑰ 映 　写 　 機

⑳工作機械　 　 　⑪ 芝　 刈　機　　⇔裁　断　 器

⑭水 晶 ランプ 　 ⑮ ミ　シ ン 　 ⑯ ミ シ ン 台

　 　上 記4グ ル ー プ、56製 品 の120種 類 の レ ポー トを 個 別 に 販 売 して い

　 る 。

ロ、 コ ン シ ュ ー マ一 八 不 ル

　 　 フ ラ ンス国 内 に おけ る、消 費財 購 入実 態 調 査 で ある。

　 　調 査 は、4,500世 帯(独 身者 、 グ ルー プ除 く)と5,000人 の主 婦 を

　対 象 に し、 調査 票 を毎 週 回収 して集計 して い る。

　 　調 査 の 内容 は 、購 入 した 消 費財 の 品 名 、数 量 、 金額 、 ブ ラ ン ド、店 名 な

　 どで あ り、 集 計 結果 は毎 月 、 分析 は 四半 期毎 に 出 して い る 。

ハ
、 リテ ィ ラー パ ネ ル

　 　 フ ラ ンス 国 内 の 販 売 店 調 査 で あ る 。

　 　 対 象 は 、 小 売 店 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト、 百 貨 店 な ど約2,200店 で あ り、

　 年3回 の イ ン タ ビ ュー 調 査 で あ る 。

　 　 調 査 内 容 は 、 売 上 げ 、 在 庫 、 あ る い は 店 頭 の デ ィ ス プ レ イ状 況 な ど で あ

　 る 。

二、 コ ミ ュ ニ ィァ ィ ハ 不 ル

　 　 消費 者 の 屋外 で の 出費 動 向 に関 す る調 査 で あ る。

　 　対 象は 、学 校 、病 院 、 ホテ ル、 レス トラン、 喫 茶 店 な ど850ヵ 所 で あ

　 り、年3回 の イ ン タ ビ ュー 調査 で あ る。

ホ、 モ ニ ター リン グサー ビス

　 ① プ レス モ ニ ター サー ビス

　 　 　 新 聞 、雑 誌(約600種 類)で の広 告掲 載 状 況 の調 査 で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -40一
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　 　　 　 製 品別 、 ブ ラ ン ド別 に 、掲 載 の コ ス ト、 サ イ ズ、 位 置 、 回数 な ど、毎

　 　　 月 レポー トを出 してい る。

　 　 ② ラ ジオ モ ニ ター サー ビス

　 　　 　 ラ ジオ で の、CM放 送 状 況 の調 査 で あ る。

　 　　 　 製 品別 、 ブ ラ ン ド別 に 、放送 局 名、 放送 の 時 間 、 コス ト、 回数 な どを

　 　　 ま とめ て、 毎 月 レポー トを 出 して い る。 また、すべ てのCMを 録 音 し、1

　 　　 年 分 の テー プは い つ で も利 用可 能 で あ る。

　 　 ③ テ レビモ ニ ター サー ビス

　 　　 　 テ レビでの、CM放 送 状況 の調 査 で あ る。

　 　　 　 製 品 別 、 ブ ラ ン ド別 に、放 送 局 名、 放送 の時 間 、 コス ト、 回数 な ど を

　 　　 ま とめて 、毎 月 レポー トを出 して い る。録 画 テー プの 利 用は 、可 能 で あ

　 　 　 る 。

　 　 ④ ニ ュー ス モ ニ タ_サ ニ ビス

　 　　 　 ラ シオ、 テ レビで の、 政治 、 経 済 、 国際 問題 、 社 会 問 題 に関 す る 、 ニ

　 　　 ユー ス内 容 の調 査 で あ る。

　 　　 　 情 報 は 、電 話 、 テ レ ックス、 フ ァク シ ミリ、 テー プ、 印 刷物 の い ずれ

　 　　 の形 態 で も入 手 出来 る。

　 　 以 上 が経 常 的 な業務 活動 で あ り、 そ の他 、単 発 の受 注 調査 も請 け負 っ てい

　 る 。

　 　 特 に 市場 動 向 の分 析 に力 を入 れ て い る事 か ら、 コンサ ル タ ン ト業 務 に も進

　 出 して い る。

(C)　 コ ン ピ ュー タ ・サー ビス

　 　 集 計 が毎週 あ る事 か ら、 コ ンピ ュー タの利 用 は活発 で あ る。

　 　 コ ンピ ュー タ部 門 の79年 予 算 は、670万 フ ラン、 職 員 は42人(内20

　 人 キー パ ンチ ャー)で あ る。

　 　 現在 、 オ ン ライ ンあ るい は テ ー プで の販 売 には 踏み 切 って お らず 、検 討 中

　 で あ る と の 事 で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -41一



2.2.2　 ア メ リカ合 衆 国 に おけ る 電子 機 器 産業 情 報

1.　 全　 体 　 所　 感

　 ア メ リカが 世 界 一 の電 子 機 器 生産 国 で あ る のは論 をまた ない と ころ で あ る。 そ

の産 業構 造 をわ が 国 との 比較 でみ る と誠 に特 徴 的 で あ る。即 ち、 ア メ リカは膨 大

な軍 需 と コン ピ ュー タ産 業 の発 達 等 に よ り、産 業 用 電 子機 器 の 発 展 が著 し く・ 近

年 そ の シ。ア は 全生 産 の7割 に も及 ん でい るの で あ る.こ れ に対 し、 わ が 国 は民

生 用 、産 業 用 、 電 子 部 品 がほ ぼ3分 の1ず つ とい うバ ラ ンスの とれ た状 況 に な っ

て お り、民 生 用 電 子 だ け に つ いて い え ぱ世 界 一 の 生産 国 で あ る。(表2-1)

　 　 　 　 　 　 表2-1　 電子 工 業 の 国別 ・分 野 別 生 産 額 の推 移

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (単 位:百 万 ドル)

　　　　　 分 野

国 名　　 年

合　　計 民生用電子機器 産業用電子機器 電 子 部 品

構成比 構成比 構成比 構成比

1978年 64,944 (10α0) 9,303 (14.3) 44249 (681) 11β92 (176)

1977年 56,510 (100.0) 8,119 (144) 38406 (6&0) 9985 (17β)

ヨ一 口 ツ ノミ

8カ 国 計

1978年 41,587 (100.0)

1

11,413 (27.4) 21967 (528) 8207 (198)

1977年 37,615 (1000) 10,558 (2&1) 19502 (518) 7β55 (20、1)

日　　 本
1978年 30,063 (100.0)

1

10,445 (347) 10914 (363) 8,704 (290)

1977年 22,409 (10α0)

.

　 8,686 (3&8) 7ユ61 (320) 6562 (292)

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 (出典:(社)日 本電子機械工業会 資料)

　以下、 アメ リカの電子機器に関する産業情 報を統計 ・文献の両面か ら概感ず る。

(1)　統 計 デー タ

　 (a)オ リジナ ル情 報.(一 次情 報)

　 　 　 ア メ リカの電 子 機 器 産業 情 報 、 と りわ け統 計 デー タに つ い ては 、 日本 の 生

　 　 産 動 態 統計(通 産 省)に あた る よ うな総合 的 な統 計 が ない為 、全 米 レベ ル で

　 　 の機 器 別 生 産量 が よ くわか らな い とい う問 題 が あ る。例 えば 、商 務 省 の

　 　 「Business　 Statistics(1977年 版)」 に あ るデ ー タ も対 象 を民 生 用
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　 電 子 に 限 れ ば 、 わ ず か に 「ラ ジオ 」 と 「テ レ ビ」 の 二 品 目 しか な く、 しか も

　 こ れ は ア メ リカ 電 子 工 業 会(EIA=Electronic　 Industries　 Associa

　 -tion)が 作 成 した もの で あ る 。 また 、 これ らの デー タは 厳 密 な意 味 で の 生

　 産 で は な く、OEM(相 手 先 ブ ラ ン ド)等 に よ る 輸 入 も含 む 総 需 要 的 な も の

　 で あ る 為 、 使 用 に あ た っ て は や や 使 い に くい 面 が あ る 。

　 　 た だ 例 外 的 に は カ ラーTVに つ い て は 、 国 際 貿 易 委 員 会(USITC:Uni

-ted　 States　 International　 Trade　 Co㎜ission)の 生 産 を 始 め と

　 す る デ ー タ(「COLOR　 TELEVISION　 RECEIVERS:Import,

　 Employment,　 Man-Hours,　 U.　 S.　 Production,　 Ship-

　 ments,　 Inventories　 andPrices,Secondcalendar

　 Quarter　 1979)や 商 務 省 のrCOMMERCE　 NEWS」 中 の デ ー タ の

　 よ う な 公 け の デ ー タ が あ る が 、 こ れ ら は そ の 発 表 に つ き定 期 性 が な い 為 基 本

　 資 料 とす る に は や や 難 が あ る 。 従 っ で 電 子 機 器 に 関 す る輸 出 入 を 除 くデ ー タ

　 の 中 心 は や は り後 述 の ア メ リ カ電 子 工 業 会 の もの と な る 。

　 　 一 方 、輸 出 入 に関 す る統 計 デー タは わ が 国 同 様(大 蔵 省:通 関 統 計)、 基 本

　 的 に は 商 務 省 の 輸 出 入 統 計 が 全 て の よ う で あ り、 これ は 分 類 も細 か く信 頼 性

　 も高 い 。 な お 、 商 務 省 統 計 に つ い て は 現 在 殆 ん ど が磁 気 テ ー プ化 さ れ て い る

　 の で 、 利 用 に あ た って は そ の 対 応 が 課 題 と な ろ う。

(b)二 次 情 報

　 　 オ ン ラ イ ン に よる 数 値 情 報 の サ ー ビ ス を行 っ て い るの は 、 今 回 の 訪 問 機 関

　 の う ち 、　 GE　 Informaton　 Services　 Company　 だ け で あ っ た 。 詳 細 は

　 後 述 の 通 り で あ る が 、 結 論 的 に は"電 機"関 連 の デー タは 非 常 に 豊 富 で あ る

　 が 、 電 子 関 連 の デ ー タ(デ ー タ ベ ー ス)は 独 立 の もの が な く、 総 合 デ ー タ の

　 中 に 入 っ て し ま っ て い る の は 残 念 で あ る 。 ま た 、Lockheed　 Infomation

　 SystemsのDIALOGシ ス テ ムは い わ ゆ る 「文 献 検 索 型 」 の デ 一 夕 ペ ー ス シ

　 ス テ ム で あ る が 、 文 献 の 要 約 情 報(ア ブ ス ト ラ ク ト)の 付 加 と し て 、 一 部 統

　 計 デ ー タ の ア ウ トプ ッ ト も あ り、 今 後 数 値 情 報 サ ー ビ ス を拡 充 して い く
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　 　 方 向 にあ る 。

　 　 　 な お、世 界 各 国(76カ 国)の 政 府 統計 等 を元 に(社)日 本 電子機械 工 業 会 、

　 　 民 生 海外 調 査 委 員会 が作 成 した もの に 「民 生用 電子 機 器 国際 需 給 統計 」(昭

　 　和54年3月)が ある。 同書 に 収録 され て い る ア メ リカに 関す る品 目は カ ラ

　 　 ー テ レ ビ、 白黒 テ レビ、 一 般 ラ ジオ、 カー ラ ジオ、 テ ー プ レ コー ダ、電 蓄 、

　 　 ア ン プ、 プ レー ヤー 、 ス ピー カで あ り、 内容 的 には 生産 、輸 出入 、 仮 国 内需

　 　 要 、小 売販 売 額 等で ある。

(2)文 献 デー タ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ

　 (a)　 オ リジナ ル文 献(一 次 情 報)

　 　 　 電 子業 界 に 関す る文 献 は 数 多 い が 、そ の 中で 日常 よ く使 わ れ る 資料 を掲 げ

　 　 る と次 の通 りで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 '表2-2　 エ レク トロニ クス関 連 資料 例

資　　料　　名 発　行　所
　 　 　 .

発行頻度

oElectronics Mcgraw-hill　 Inc. 隔　週

oMerchandizing Agralla　 Publication 月.刊

oTV　 Digest TV　 Digest　 Inc 週　刊

oElectronic-News Fairchild 週　刊

oConsumer　 Report Consumer　 Report 月　 刊

oAmerican　 Import　 Export

　 　 Bulletin

North　 American　 Publishing 月　 刊

oHome　 Video　 Report Knowle .dge　 Industry

　Publication

旬　刊

oEIectronicMar]ketData

　 　Book

Electronic　 Industries

'Association

年　刊

OElectronicMarkes　 Trends 〃 月　 刊
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01979　 U。S.　 Industria1

　 0ut}・ ・k

U・S・Department　 of　 Co㎜erce 年　刊

oVideoPlayers　 and
　 　 『 一 一.,　 　 　 　 　 ,－A-一,

　 Recorders

Creative　 Strategies　 Ipc' シンクタン

ク報 告 書

　 　 な お ・ 一 般 文 献 は 非 常 に 多 い が 、 民 生 用 、 産 業 用 、 電 子 部 品 、 電 子 機 器 の.

　 トー タ ル別 等 の 総 合 的 な 資 料 一 覧 表 は な い 。

(b)　 二 次 情 報

　 　 二 次 文 献 情 報 に つ い て も調 査 す べ き範 囲 は 広 い が 、 今 回 訪 問 し たSystem

　 Develapment　 Corp.と 、　 Lockheed　 Infomation　 Systemsに つ い て の

　 概 要 は 次 の とお り で あ る 。 な お 、 両 社 と も い わ ゆ る 文 献 検 索 型 の デ 一 夕 ベ

　 ー ス・サー ビス を オ ン ラ イ ンで 行 っ て い る もの で あ る(ア ウ トプ ッ トは 文 献 の

　 要 約=ア ブ ス トラ ク トの み)。

　 　 SDCの シ ス テ ム 名 は 「ORBIT(Online　 Retrieval　 of　Bibliographic

　 Information　 System)」 で あb、 同 シ ス テ ム に は 現 在 約50種 の デ ー

　 タ ベ ー ス が あ る 。 しか し、 エ レク ト・ニクス 情 報 が 独 立 した も の は な く、ASI

　 デ ー タ ベ ー ス(産 業 経 済 情 報 、 作 成 機 関=Congressional　 Infomlation　 Se-

　 rvicesInc.)等 が 、 業 界 に 近 い デ ー タ ベ ー ス とい え る で あ ろ う。

　 　 一 方 、 ロ ッ キ ー ドに つ い て い え ぱ 同 社 の シ ス テ ムrDIALOG」 に は 現 在

　 約100種 の デ ー タベ ー ス が あb、 そ の う ち の 数 種 は 電 子 業 界 に 非 常 に 近

　 い もの で あ る 。 とbわ けPROMT(Predi　 casts　 Overview　 of　Markets　 and

　 Technology;作 成 機 関 はPredicasts　 I　nc.)デ ー タ ベ ー ス は 最 も業 界 に

近 し(も の で あ る 。 同 デ ー タベ ー ス を使 い・.対 象 機 器=Videodisk、 情 報 範 囲==

　 マ ー ケ ッテ ィ ン グ、 地 域 限 定=ア メ リ カで 検 索 し た と こ ろ 、10件 の 文 献 の

　あ る こ とが 判 明 した 。 しか し、 ロ ッ キ ー ド 「DIALOG」 に はSDC「OR-

　 BIT」 と 同 様 エ レ ク トロ ニ ク ス に 固 有 の 独 立 した デ ー タ ベ ー ス は 存 在 しな

いo
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2.個 別訪 問機 関

(1)　 GE'.Information　 S　ervi　 ces　 Company

　 (a)業 務 概 要

　 　 　 同社 は沿 革 的 に は い わ ゆ るTSS(Time　 Sharing　 System)サ ー ビス会 社

　 　 で 、 オ ンライ ンに より、 各種 の サー ビス を行 って きた が、 そ れ は あ くま で情

　 　 報 処理 を 目的 とす る もの で あ った 。 しか し近 年 は 各種 機 関の 作 成 した デー タ

　 　 ベー スMARK－ 皿 をそ の ネ ッ トワー クに乗 せ て一:一"般ユー ザへ の サー ビス も

　 　 行 ってお り、 い わ ゆ る数 値 型 デー タベ ー スの提 供業 も あ る。

　 　 　 しか しくGEは 現在 、　 SDC、 ロ ッキー ドとは 違 って文 献 検索 型 の サ ー ビ

　 　 スは 行 って い な い。

　 　 ・ ッキー ドとは違 って文 献検 索 型 の サー ビ スは行 っ てい ない 。

　 　 　 以下 は主 と して 同 社 の デー タベー スにつ い て の報 告 で あ る。

　 (b)デ ー タベ ー ス の 内容

　 　 　 MARK－ 皿の デー タベー ス で一般 に公 開 されて い る もの は、 現 在 約25

　 　 種 あ り、 そ の 内容 は マ ク ロ経 済 か ら始 ま って多 岐 に わ た る。 以 下は、 ア メ リ

　 　 カの電 子 業 界関連 情 報 の概 要 で ある。(注 一1)

　 　 イ、Citybank　 Economic　 Database(C、ITYBASE)

　 　 　 作 成(提 供)機 関:Citybank'

　 　 　 内容:米 国 の マク ロ経 済 、産 業 等 の デー タ及 び予 測 デー タを含 む約3,500

　 　 　 　 　 　 時 系 列 の デー タバ ンク であ り、 米 国 の経 済 ・産 業 を総 合的 に把 え る

　 　 　 　 　 　 こ と が で き る 。

　 　 　ロ、　 Federal　 Trade　 Commission　 and　 Security　 Exchange

　 　 　 　 　 Commissi-on　 Data`Banks　 　　　　　　 i
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　 　 作 成(提 供)機 関:GE　 Financial　 Management

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Services

　 　 　内 容':米 国 の42産 業 分 類 に お け る114項 目 の財 務 デ ー タ を時 系 列 デ ー

　 　 　 　 　 　タ と し て 提 供 す る 、 連 結 決 算 ベ ー ス の デ ー タ バ ン ク で あ る。

　 　ハ 、Association　 of　 Home　 APPliance　 Manufact

　 　 　 　 Urers　 Data　 Bank　 (AHAM)

　 　 　作 成(提 供)機 関:Association.of　 Home　 Appliance

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Manufacturers

　 　 　 内 容:米 国 の 家 庭 電 機 製 品 の 主 要9品 目の 出 荷 デ ー タ 。

　 　 　 　 　 　品 目 と し て は 冷 蔵 庫 、 電 子 レ ン ジ、 皿 洗 い機 、 デ ス ポ ー ザ 、 自動 洗

　 　 　 　 　 　濯 機 、 ド ラ イ ヤ ー 、 フ リー ザ ー、 空 調 機 、 除 湿 機 等 が あ る。

　 　 二 、National　 EIectrical　 Manufacturers　 Association(NEMA)

　 　 　 　 Data　 Bank

　 　 　 作 成(提 供)機 関:National　 Electrical　 Manufacturers

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Association

　　　 内容lNEMA作 成の電機 主要7品 目に関す る受注、 出荷、 未応諾注文 品

　　 　 　 　 　等 に 関 す る時 系 列 デー タ。

　　 　 NEMAは 日本 の(社)日 本 電機 工 業 会 に 相 当す る団体 で あ る。

　　 　 この デー タベー スはNEMAの ポ リシ イで あ り、 利用 がNEMAの 会 員 企

　　 業 に限 られ て い る点 に問題 が あ る。

　　 　 以 上 、GE　 MARK-Mの デー ・ベー スは 電 機 関連 の デー タは相 当鵠

　 　 で あ る が 、 電 子 関 連ρ デ ー タ と して 独 立 した も の は な い 。

(2)　 ア メ リ カ 電 子 工 業 会(Electronic　 Industries　 Association=EIA)

　 (a)組 　 　織

　　 　 ア メ リカ電 子工 業 会 は 当然 の こ となが ら、 わ が国 の(社)日 本 電 子機 械 工 業

　　 会 と基 本 的 に は殆 ん ど同 じで あ る。 た だ若 干違 う点 と しては 管 轄 品 目に い わ

　　 ゆ る有線 通信 機 器 を含 ん で い る点 で あるが 、 これ を除 け ば 日本 でい う民生 、
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　産 業 、 部 品 の ほぼ 全 て を対 象 と して い る と い う点 に おい ては 変 わ りが な い の

　 で あ る。EIAの 組織 は(図2-1)の 通 りで あb、 主要 品 目辞 別 に部 会 が

　 あ り、 そ の部 会 下 に数 多 くの委 員会 が あ る。

　 　部 会 の 編成 で特 徴 的 なの は ア メ リカに お け る膨 大 な軍 用 エ レク トロニ クス

市 場 を反映 して 「政府 部 会 」 が あ る こ と と、 同 じ くア メ リカにお け る流通 業

　界 の 力 の 強 さ を反 映 して の 「デ ィス トリビ ュー タ製 品部会 」 が あ る こ とで あ

　 ろ う。 一 方縦 割 りの品 目別 部 会 以 外 に技 術 部 とマ ー ケ テ ィ ング ・サ ー ビス 部

　 が あ り、 両者 はEIAの 最 も活 力 ある部 門 で ある とされ て い る 。 と りわ け 後

　者 の 統 計 は政 府 統 計 が十 分 で ない こ との結 果 と して政 府 や マス コ ミ等 か らの

　 信頼 が高 い とい われ てい る 。 なお技 術 部 の主 た る業 務 は 内 ・外 の規 格 の 作 成

　 で あ るが 、 そ の他 には各 種 の技 術 問題 に つ きEIAを 代 表 して政 府 等 と折 衝

　 す る こ とで あ る。 もちろ ん 両部 の下 に は各 種 の委 員会 が あ るわ け で あ る が、

　 と りわ け技 術 部 に は200以 上 の委 員 会 が あ る との こ とで あ る。EIAに は

　 この他 、 部 会 に属 さ ない各 種 の評議 会 や パ ネル、委 員会 等 が あ るが、 これ ら

　 は各 種 の部 会 に共 通 な問題 に対 処 す る為 の もの であ り、 産 業 環 境 評議 会 、 立

　法 問 題 評 議 会 、政 府 技 術 品 質 パ ネル、 法律 委 員 会 等 が あ る。

(b)業 　 　務

　 　 EIAの 各種 業 務 の うち、以 下 は主 と して 調 査 、統 計 、マー ケ テ ィング に

　 関 して の もので あ る。

　 イ、 統 　 　計

　 　　 前記 所 感 で述 べ た よ うに ア メ リカの 輸 出入 を 除 く公けの産 業 統計はやや組

　 　織 的 には 整備 さ れ てい な い面 が あ る。 そ の結 果EIAの 統 計 が重視 され る

　 　 わ け で あ るが、 そ れ らEIAの 統 計 も一 般 に公 表 され て い る もの は必 ず し

　 　 も多 くない 。 そ れは 一 方 で は 内部 扱 い す る必 要 が あ る もの が存 す るの と同

　 　時 に統 計 自体 は あ って もカバ レ ッジ他 の問 題 で発 表 す るほ どの 内容 とな っ

　 　 て い ない こ とに よる もの と想定 され るか らで あ る。EIAの 統 計 は 一般 に
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　は 「ElectronicMarket　 Data　 Book」 に載って い る もの が殆 ん ど全 て

で あ り、 デー タ的 には年 計ベース の ものが 民 生 ・産業 ・部 品 に わた って数10

表 あ る。 しか しこれ らにはOEMに よる輸 入分 や若 干 の輸 出等 を も含 む数

　値 で ある為 、生 産 とい う よ り噛もむ しろ需 要 に つい て の数 値 とい うべ きで あ

　ろ う(特 に民 生 用 の電 子 につ いて)。 なお 、 この他 にEIAの デー タにつ

　い て はTVDigest誌 に デ ィー ラー へ の販 売 に つ いて の週 別 デー タ等 が あ

　る。また、EIAの 統計 資料 と しては他 にrElectronieMarket　 Trends」

　が あ る。

　　そ して これ らの 資料 の 日本 で の使 用 に つ いて は 印刷物 に載 って い る範 囲

　の もの な ら、交 渉 に よ り使 用 が可 能 だ と思 わ れ る 。 ま た、EIAで は これ

　 らの デー タ を当分 磁 気 テ ー プで 出す 予 定は ない との こ とで あ った 。

ロ、一 般 資 料

　　 関連 す る外部 資 料 は極 力 購入 、利 用 して お り、特 に商 務 省 の デー タにつ

　い て は磁 気 テー プで購 入 して い る との こ とで あ った。 しか しEIAで は 現

　在 特 に資 料 室 の よ う・な もの は 設 け てい ない 。

ハ、 コ ン ピ ュー タ利 用

　　 コ ン ピ ュー タ専 門 の部 署 は ない が、 各 々の 部 門 が各 種 の利 用 を行 って お

　 り、特 に統 計 関係 で は相 当高 度 の利 用 を行 って い る との こ とで あ っ た。宛

　名 の コ ン ピ ュー タ処 理(資 料 郵 送 システ ム)が 進 ん で お り、本 件 は 誇 れ る

　 もの の一 つ で あ る との こ とで あ っ た(5年 前 よ り開 始)。 また、現 在、デー タ'

　 エ ン トリー は外 部 発 注 で は うま くい か ない 為 、 内部 で 行 って い る。

　　 なAロ ッキー ド、SDCの よ うな文 献検 索型 の サー ビスはEIAで は

　ま だ利 用 してい ない との事 で あ った。

　　 ま た、将 来 は各 セ ク シ ョンに ター ミナル を置 い て デー タ ・エ ン トリー を

　行 う予 定 との こ とで あ った。

　 (注 一1)　 ㈱ 電 通 国 際 情 報 サー ビス、　 「外 部環 境 デ一 夕バ ンク一 覧 」
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2.ろ 　鉄 鋼 産 業 情 報

　 現 在 日本 鉄鋼 連 盟 が開 発 ・運用 中 の 「鉄 鋼情 報 シス テ ム=SIS」 を一 層 拡 充

す るた め には 、 海外 情 報 の 早 期入 手 に よるデー タ面 の充実 が必 要 不 可欠 の条 件 の

1つ に な って い る 。

　 産業 別 の 情報 拠 点 と して 、 当連 盟 が今 回 の 「海 外 情 報拠 点 調 査 」 プ・ ジ ェク ト

へ の 参加 に あた って調査 の 目的 と した こ とは つ ぎの点 であ った 。

(1)当 連盟 と同様 の立 場 に あ る と思 わ れ る各 国 の鉄 鋼 団体 が、 情 報処 理 の分 野 に

　 お い て、 ① 会 員 会 社 との 協 力 関係、 ②政 府 諸機 関 との提 携 関係 が どの よ うな現

　 状 に あ るか を調査 す る。

(2)更 に、磁 気 テ ー プ等 の コ ン ピ ュー タ ・リー ダブ ル な媒 体 で の デー タ交 換 が鉄

　鋼 団体 と会 員 会 社 の 間 、鉄 鋼 団 体 と政 府 諸機 関 の 間 、 あ る い は団体 間 にお い て

　 どの程 度実 施 さ れ てい るか を調 査 し、 当連盟 との磁 気 テー プに よる デー タ交 換

　 の可 能 性 を打 診 す る。

　以 上の 目的 に よ って調 査 した結 果 を欧 米 と 日本 の 現状 につ い て、 コ ン ピ ュー タ

の利 用 状 況 と、 磁 気 テー プに よる デー タの流 通 状 況 をヰ心 に表2-3に とbま と

め た。

■
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項 目　　　　　　関 イギ リス鉄鋼 統計 局 フ ラ ン ス鉄 鋼 連盟 ドイ ツ 鉄 鋼 連 盟 国際鉄鋼協会 ア メ リ カ鉄 鋼 協 会 (参 考)日 本鉄鋼連盟

担 当部 門 統　計　局 C　PS 統　計　部
統計 担 当 ス タ ッフ

　 　 　 　 (12人)
情 報 シ ス テ ム部

43名 100名 35名 不　詳 不　詳 18名

プランナー ・グ ラマ　 　17名 プ ラ ンナ ー　 　　 　8名 管　理　職　　　　　4名

概 要　　　員 パンチャー(7ロ ッヒ㌔)60名 プ ロ グ ラマ　 　　 　8名 プランナー ・プログラマ　 　8名

オ ペ レー タ　 　　 18名 オ ペ レー タ　　 　 　6名 そ　 の　 他　　　　　2名

そ　 の　他　　　　5名 そ　 の　他　　　　8名 パ ンチ ャー　　　 　　2名

オ ペ レー タ　 　 　 　 2名

況

コ ンピ ュー タ

導 入 後 の 年 数
10年 以上 10年 以 上 10年 以上 必要に応じて外注 必要に応じて外注 約5年

設置機種 ICL　 1904S×2 IBM　 370/145 IBM　 370/138 導入計画な し 1980年 央 導入予定 IBM　 370/125

ICL　 2904
256KB 1,024KB 256KB

ICL　 2960

IBM　 370/168 CDC　 512KB(ア ト冴ン)

レンタル料(月額) 不　詳 不　詳 約800万 円 　 一 約400万 円

O受 注 ・生 産 ・出 荷 等 O受 注 ・生 産 ・出 荷 等 O受 注 ・出荷 等 の 自主 O鉄 鋼 情 報 シス テ ム の

自主統計の集計 ・分 自主統計の集計 ・分 統計の集計 ・分析 開 発 ・運 用

析 析 O貿 易 統 計 ・生 産 の 集 (統 計 集計 ・分析) (統 計集 計 ・分析) 。統計 集 計 ・'分析

主　要　業　務 O貿 易 統 計 の集 計 ・分 o貿 易 統 計 の 集計 ・分 計 ・分 析 O時 系 列 デー タの 整 備 ・

析 析 O原 価 計 算 サ ー ビス
　 　 　 　 　 　 .

分析

Oオ ン ラ イ ン ・デ ー タ検

索 ・解 析

oEC諸 国 の貿易統計 O受 注 ・出荷 デ ー タは O受 注 ・出荷 デ ー タは O受 注統計で9社 か ら受

受入れ 120事 業所中約半数 45社 中20社 が テ 入れ

磁気 テー プに よる が テ ー プで 報 告 一 プで 報 告
一 一

O各 種 統 計 の テ ー プサ ー

デ ー タの 受 入 れ oEC諸 国 の鉄鋼貿易 oEC諸 国 及 び 日 ・米 ビ ス

統計受入れ の貿易統計受入れ O時 系 列 デー タの テ ー プ

サ ー ビ ス

oひSPAR　 UPGRADE" 不　詳 O時 系 列 統 計 デ ー タは oSIS時 系列データベース

時系列データ保有 作 成 して い な い 。 (約29万 系列)

デ ー タ ベ ー ス
一 一 oSISマ クロ時 系列デー タ

ベ ー ス

(約5万 系列)

Oシ ェフ ィー ル ド(セ ン Oデ ー タ ・エ ン トリー o不 　 詳 O本 部(大 手町)と 分室

オ　ン　ラ　イ　 ン ター)と 統 計 局 間 で Oデ ー タ ・修 正 一 一 (九 段 ・セ ンター)間 で

実施 実施

表2-3　 鉄 鋼 団体k－ よび 国際 機 関 にお け る コ ン ピ ュー タ利 用 の概 要
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.2.5.1　 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 鉄 鋼 産 業 情 報

1.　 全　 体 　 所 　感

　 今 里訪問した機 関について、情報処理 の分野で各機 関の会員会社 との関係、政

府諸 機 関 との提 携 関 係 及 び磁 気 テー プに よる デー タ交換 に重 点 を置 い て ま とめ る

る とつ ぎの よ うで あ る。

(1)　会 員 会社 との協 力 関係

　 　 会 員 会社 と団 体 事務 局 が一 体 と な って、業 界 全体 の た め の情 報 シス テ ム、 デ

　 一 夕ベー ス を開 発 しよ うと して い る国 は な く、 団体 事務 局 が 、 自 らの ニー ズ に

　 よ り統 計集 計 の 迅速 化 、 省 力 化等 の統 計処 理 合理 化 の一 環 と して、 統計 処理 の

　 コン ピ ュー タ化 を推 進 して い る。

　 　 そ の こ とは 、情 報処 理 部 門(コ ンピ ュー タ部 門)が 統 計 部 門 の 中 に あ る こと

　 に よ って も示 され てお り、統 計 集計 が 中心 の運 用 と な って い る。

　 　 ま た、 団体 事 務 局 が業 界 と しての政 策立 案 の ため の デー タ ベー ス を整 備 し、

　 そ れ を運用 す る ことに対 して 、 消極 的 で あ る。 この理 由 と して挙 げ られ た もの

　 は 、① デー タ整 備 に時 間 と費 用 が か か りす ぎる。② 十分 な ス タ ・フがい ない。

　 ③ デー タの メ ンテ ナ ンス に 自信 が もて ない。 ④膨 大 な コス トと時 間 をか け た割

　 に 利 用度 が低 い と予 想 され る 。 な どで あ った。

　 　 た だ、 い ず れ の団体 に お い て も各 種統 計 毎 の デー タ フ ァ イル を長 期 間保 存 し

　 て お り、 デー タベー ス 化 の ニー ズが 出て くれ ば、応 じる こ とは 可能 との見解 で

　 あ った。

(2)　政 府諸 機 関 との提 携 関 係

　 　 鉄鋼 団 体 と政 府 諸 機 関 との 関係 で特 徴的 な こ とは 、 各 国 と も政 府 統 計 の うち

　鉄 鋼 部 門の 統計 の収 録 ・集 計 を鉄 鋼 団体 が 受 け持 つ な ど、 強力 ・密 接 な関係 に

　 あ る。

　 　例 えば 、西 ドイ ツに おい ては 、 生産 統計 は政 府 が 受 け持 ち、受 注統 計 は 西 ド

　 イ ソ鉄 鋼 連 盟 の 分担 に な って お り、集 計結 果 につ い ては双 方 デー タを提 供 し合
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　 うとい う密 接 不 可 分 の関 係 に あ る。

　 　 この他 、 鉄 鋼 貿 易 統計 につ い て は各 国鉄 鋼 団体 は 、 自国 の関 税 局 よ り磁 気 テ

　 ー プで デー タの提供 を受 け、鉄 鋼 品 目の貿 易 状況 を集 計 ・分 析 し、政 府 に リタ

　 ー ン してい る。

(3)磁 気 テー プに よる デー タ交換

　 　鉄 鋼 貿 易 統 計 に関 して は、政 府 機 関の 一 翼 を担 って い る関係 か らか 、各 国鉄

　 鋼 団体 間 で磁 気 テー プに よる デー タ交 換 は 、 非 常 に盛 ん で あ る。(当 連盟 も、

　 西 ドイ ソ鉄 鋼 連 盟 との 間 で、 鉄 鋼 貿 易統計 に つ い て磁 気 テー プに よる デー タ交

　 換 を毎 月行 って お り、 今 回訪 問 調 査 の際 イギ リス鉄 鋼 統計 局 よ り、 鉄 鋼 貿 易 統

　 計 につ い て磁 気 テー プに よる デー タ交換 の 申 し入 れ を受 け た。)

　 　 鉄 鋼 団 体 と会 員会 社 の関係 でみ る と、鉄 鋼 団体 が実 施 してい る各 種 の会 員会

　 社 か らの 統計 報 告 は 、大 部 分調 票 へ の 記入 方 式 で郵 送 して い るが 、一 部 の統計

　 (西 ドイ ツ、 フ ランス で の受 注統 計)で は、 一 部 の会 社 か ら調 票報 告 に か えて

　 磁 気 テー プでの 報告 が実 施 され て お り、鉄 鋼 団 体 と して は 、統計 集計 の迅 速 化 、

　 工 数 削減 等 の理 由で歓 迎 して い る。

　 　 しか し、 鉄 鋼 団 体 か ら集 計結 果 を磁 気 テー プで会 員 会社 ヘ リター ン して い る

　 例 は な く、 集 計 結果 の会 員 会 社 へ の リター ンは 従来 通 り印 刷物 のみ で あ る との

　 こ とで あ っ た。

2.　 個 別訪 問 機 関

(1)　 イギ リス 鉄 鋼 統 計局(Iron　 and　Steel　 Statistics　 Bureau)

　 　 イ ギ リス鉄 鋼 統 計 局 は 、 イ ギ リス鉄 鋼 連 盟 が 解散 した後 に、 イ ギ リス鉄 鋼連

　 盟 が 永年 に わ た って実 施 して きた統計 サ ー ビス を継 続 させ る ため に1967年

　 に設立 され た 。

　 　 こ この 主 た る機 能 は、 鉄鋼 各 社 か らの諸 統 計 の収 集 とそ の処 理 で あ り、収 集 ・

　処 理 して い る 統計 は 、 生産 、原 燃 料 お よび エ ネ ル ギー 消費 、 受 注 、 出荷 、労 働 、

　 生 産 能 力等 多 岐 に わ た って い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -54一



●

　 そ の他 に、 主 要 国 の鉄 鋼 貿 易 統計 の収 集 ・処 理 も実施 してい る。

(a)　統計 の処 理

　 　 デー タの 収集 は 、 会 員会 社 か らの報 告 は全 て調 査票 を基 準 と して お り、 磁

　 気テープでの報告 はない 。週 間 で報 告 の 出 て くる もの につ い てはTelexも 活用

　 され て い る が 、大 部 分 は郵 送 方式 で ある。

　 　 統計 局 で は 、会 員 会 社 か ら報告 され た各 種 統計 デー タの イ ンプ ッ トを中心

　 に行 って お り、 昼 間 統 計局 で イ ンプ ッ トした デ ー タを回線 で セ ン ター に送 り、

　 翌 朝 そ の結 果 が 回線 で 送信 さ れて くる シス テ ムに な って い る。

　 　 現 在 約20種 の 定 常 化 した統計 が処 理 され て い るが、 ア プ リケー シ ョン プ

　 ・グ ラムに つ い ては 、基 本 設 計 の み 統計 局 で行 い、 プ ・グ ラ ミングは外 注 し

　 てい る。

(b)　政 府 との 関係

　 　 集計 ・分析 の サー ビス は、 会 員会 社 を対 象 と してい るが、 個 別 企 業 情 報 で

　 は な く、集 計 結 果 を一 部政 府 の 必要 部局 には提 供 して い る。

　 　 外 部 へ の情 報 提供 は 、 統計 月報 、 統計 年 報 の形 で刊 行物 と して発表 して い

　 る。

　 　 貿 易 統計 は 、政 府 と密 接 な関 係 が あ り、鉄 鋼 貿易 に 関 して磁 気 テ ー プで デ

　 一 夕の 提供 を受 け 、集 計 ・分 析 を行 って、 そ の結 果 を政 府 ヘ リター ン して い

　 る。

　 　 また 、 貿 易統 計 に関 して は、EC諸 国 と磁 気 テー プに よる デー タ交 換 を実

　 施 して 論 り、 日本 と もデ ー タ交換 を行 い たい と考 えて い る。

(c)　 コ ンピ ュー タ設備

　 　 コ ン ピ ュー タセ ンター は、 シェ フ ィー ル ド(Sheffield)に あ って 、 ロ ン

　 ドン郊 外 ク ロ イ ドン(Croydon)に あ る 統 計 局 と 回線 で 連 絡 し て い る 。'

　 　 シ ェ フ ィー ル ドの コ ン ピ ュー タ セ ン ター の 機 器 構 成

　 　 　 　 コ ン ピ ュー タ 　 　 　 　 　 　 ICL　 2904

　　　　　　　　　　　　　　　 {ICL1904S×2
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 1CL　 2960

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 -55一



　 　 カー ド リー ダー

　 　 ア ィス ク

　 　 プ リ ン ター

　 　磁 気 テ ー プ

　 　 ドラ ム

コ ン ピ ュ ー タ 　 　 　IBM

　 　 カー ド リー,ダ ー

　 　 デ ィ ス ク

　 　 プ リ ン タ ー

　 　磁 気 テ ー プ

　 　　 　 　 　 デ ィス クの記 憶 容 量 トー タル　 　 　 　 　 　 　 　 　ト

(2)　 フラ ンス 鉄 鋼連 盟

　 (a)　統 計 の処 理

　 　　 フラ ンス鉄 鋼連 盟 は、 コン ピュー タ処理 の業 務 をC.P.S(Comptoir

　 　 Frangais　 des　 produits　 Sid6rurgiques)に 委 託 して い る。

　 　　 フ ラ ンス鉄 連 では 、 受 注 ・出荷 につ いて は一 件 ご との伝 票 を会 員 社 会 か ら

　 　収 集 し、 イ ンプ ッ ト、 集計 ・分 析 をC.P.　 Sで 行 い、 そ の詳細 を会 員会 社

　 　 へ報 告 し、そ の概 要 を、統 計 月 報 、 統計 年 報 の形 で刊 行 物 と して 公表 してい

　 　 る 。

　 　　 受 注 ・出荷 の デー タにつ いて は 、 会員 会 社120社 の うち約 半 分 の事 業 所

　 　 が、 磁 気 テ ー プで報告 して くる が、 会員 会 社 へ磁 気 テー プで集計 ・分 析 の 結

　 　果 を リター ンす る こ とは や って い ない。

　 　　 フ ラ ンス鉄 鋼 連 盟 内 に ミニ ・コ ン ピ ュー タ(C.P.S。 の コ ン ピ ュー タ と

　 　は接 続 して い ない)が あ り、 そ れ を利 用 して 簡単 な回 帰 等 の分 析 を行 って い

　 　 るが 、 近 い将来 に 、 デ ィス プ レー型 の端 末 を フ ラ ンス鉄鋼 連 盟 内 に設置 して 、

　 　 C.P.S.の コン ピ ュー タに 接続 し、 予 測等 の分 析 作 業 に役 立 て る計 画 も あ

　 　 る。

　 1台

30

　 3

17

　 1

　 370/168

　 1台

16

　 1

　 8
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　 　 貿 易統 計 につ い て は、 自国鉄 鋼 貿 易 デー タは 、勿 論 の こ とEC諸 国 の貿 易

　 デLタ も磁 気 テー プで入手 して、 集 計 ・分 析 を行 って い る。

(b)　 コ ン ピ ュー タ設 備

コ ン ピ ュー タ

　 　ア ドオ ン メ モ リ

　 　 カ ー ドリー ダ

　 　デ ィ ス ク

　 　 プ リ ン タ ー

　 磁 気 テ ー プ

IBM　 370/145

　 　 　 　CDC

　 　 　 　 　2台

　 　 　 　 　7

　 　 　 　 　3

　 　 　 　 　3

256KB

512KB

700MB

　 　 　 　 　 　 　 インプ ッ ト用デ ィスプ レー48

　 　 　 C.P.S.で は 、　 IBM　 3277型 デ ィス プレー を48台 導 入 して、 受

　 　 注 ・出荷 の 個票 デ ー タの イ ンプ ッ トお よび デー タの チ ェ ックに合理 化 を図 っ

　 　 てteり 、130人 い た キー パ ンチ ャー を半 分以 下の60人 に削 減 し、 更 に減

　 　 員 を考 えて い る。

(3)西 ドイ ツ鉄 鋼 連 盟

　 (a)　統 計 の 処理

　 　 　 統計 部 では 、 受 注 ・出荷 の デー タを各 社 の取 引 き一 件 ご とに 、受 注 伝 票 、

　 　 出荷 伝票 の報告 を 受 け て、 そ の集 計 ・分 析 を行 って い る。最 近 で は、 会 員 会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　 　 社 、 西 ドイ ツ鉄 連 双方 の人手 を省 き、 正 確、 迅 速 なデー タの報 告 を実 現 す る

　 　磁 気 テ ー プに よる デー タ報 告 も実 施 され て はい る もの の 、膨 大 な伝 票報 告 を

　 　処 理 す る ため に、IBM　 3277、 　MEMOREX　 1377を 計12台 稼 動 さ せ

　 　 て デー タエ ン トリー 処理 を行 ってい る。

　 　 　会 員会 社 か ら鉄 連 へ の磁 気 テー プ報 告 は 一部 で実施 さ れ始 めた が 、鉄 連 か

　 　 ら会 員会 社 へ の 集計 ・分 析 報 告 は 、磁 気 テ ー プで な く、 印 刷物 で行 われ て い

　 　 る。

　(b)磁 気 テー プに よる情 報 交換

　 　 　現在 は 、鉄 鋼 貿 易 統計 に つい て は 、 日本 、 フ ラ ンス、 イ ギ リス、 イ タ リー 、
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　 オ ラ ンダ と磁 気 テー プに よる デー タの交 換 を実 施 して い るが、 デー タ交 換 の

　 デ ー タ内容 、 交 換 の た め の諸 条 件 さえ折 りあ えば 、実 施 した い と考 えて い る。

(c)他 の機 関 との関 係

　　 出荷 統 計 の集 計 ・分析 の結 果 は 、 会 員会 社 へ 詳細 に報 告 され る と と もに、

　 そ の概 要 を 連 邦政 府 統計 局 へ報 告 す る こ とが法 的 に義 務 づけ られ て い る。

　　 一 方 、 生 産 及 び 原 料 統 計 は 、 連 邦 政府 の所 管 に属 して お り、西 ドイ ツ鉄

　 連 では 担 当 して い ない 。両 機 関 は 緊密 な関係 に あ り、 生産 ・原料 統 計 の詳 細

　 なデー タ を西 ドイ ツ鉄 連 は 、 デー タ利 用 者 の立 場 で政府 か ら入 手 して い る。

　 した が って 、 他機 関 との デー タ交 換 の対 象 デー タ とは な り得 ない よ うで ある。

　　 また、 国 内 の他 産業 界 との磁 気 テ ー プに よる デー タ交 換 は行 ってい ない 。

　　 必要 なデ ー タは、 統計 月報 の形 で公表 して お り、 ま た他産 業 の必 要 な デー

　 タは 、 同様 に公 表 され た デー タを利 用 して い る。 他産 業 界 との磁 気 テー プで

　 の デー タ交 換 の話 は 双 方 と も具 体 的 な ニー ズ を持 って お らず 、検 討 の 日程 に

　 は挙 って い ない 。

(d)　統 計 デー タ ベー ス

　　 統 計 別 の フ ァイ ル と しては 、各 統 計 毎 に10～15年 の デー タを保 存 して

　 あ る が、 これ を時 系 列 デー タベー ス等 の デー タベー ス に組 み替 え る こ とは や

　 って い な い。

　　 これ は、 時 系 列 に デー タ を組 み 替 え るた め には 、連 続 性 のチ ェ ック な ど、

　 時 間 と人手 を大 規 模 に投入 しなけ れ ば な らず、 そ の 投下 した もの に対'し て、

　 利 用頻 度 、利 用 の メ リッ トが現 時 点 では 、少 なす ぎ、 リス クが大 きす ぎる と

　 との判 断 が あ る。

(e)　 コ ン ピ ュー タ設 備

　　 　 　 コ ン ピ ュー タ　 　 　 　 IBM　 370/138　 　 　1024KB

　　 　 　 　 　 カー ドリー ダー 　 　 　 　 　 1台

　　 　 　 　 　 デ ィス ク　 　　　　 　　　 　　8　 　　　　 　　　 1820MB

　　 　 　 　 　 プ リン ター　　　　　　　　　　2

　　 　 　 　 　 磁 気 テー プ　 　 　 　 　 　 　 　 5

　　 　 　 　 　 インプット用ディスプレー　　　12

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 -58一



(4)国 際鉄 鋼協 会(International　 Iron　 and　Steel　 Institute=IISI)

　 　 国際 鉄 鋼 協 会 は 、本 部 を ブ ラ ッセル に持 つ 自由主 義経 済 圏 の製 鉄会 社 で組 織

　 して い る国際 機 関 で ある。 会 員 は 、1979年11月 現 在41カ 国、140の

　 製 鉄会 社 、33の 鉄 鋼 団 体 とな って い る。

　 　 IISIは 、 経 済調 査 委 員 会 、 統計 委 員 会等8つ の委 員 会 で構 成 され、 各 国

　 の製 鉄 会 社 か ら委 員 を派遣 して お り、事 務 局 も各 委 員 会 運営 を 円滑 に 実施 す る

　 た めに 委 員会 担 当 を決 め て 運営 され て い る。

　 　 デー タ処理 に関 して は 、IISIは コン ピ ュー タを保 有 して お らず 、 各 国 か

　 ら報 告 の あ った デー タ を手 集 計 して、 一 覧表 の形 に組 み か え て各 国 各 社 に リタ

　 ー ン してい るの が通 常 で あ る。

　 　 各 国 か らの デー タ報 告 は 、Telexを 利用する ケー ス が多 く、 デー タ量 の多 い

　 場合 に は郵 送 とな って い る。

　 　 委 員 会 業 務 と して、 大 量 の デー タを利 用 しての分 析 ・解 析作 業 が必 要 な プ ロ

　 ジェク トの 場 合 に は、 国 際機 関(国 連等)や 、 ヨー ロ ッパ各 国 鉄連 の コ ンピ ュ

　 一 夕を そ の都度 利 用 して い る。

　 　 IISI事 務局 には 、 コ ンビ=・一一 タの専 門要 員 は お らず 、 シス テ ム設 計 か ら

　 全 て を外 注 して い る 。

　 　 IISIが 将来 コ ン ピ ュー タ を保 有 し、 情報 処理 を実 施 す る可能 性 につ い て

　 は 、費 用 の面 お よび要 員 の 面 で 消極 的 で あ った。

　 2.5.2　 ア メ リカ 合衆 国 にお け る鉄 鋼産 業 情報

1.　 全 　体 　所 　 感

　 ア メ リカにお け る産 業 情 報 の活 用 に つ いて の特 徴 は 、経 済 活 動 ・市 場 動 向等 を

分 析 す る 上 で の基礎 的 デ ー タの 多 くが、 政 府 統計 の形 で収 集 さ れ、 そ れが早 期 に

一 般 に磁 気 テ ー プの形 で も公表 され る こ とに あ る。

　 デー タベ ー ス ・プ ロデ ュー サー 、 デー タベー ス サー ビス業 者 が非 常 に発 達 して

お り、企 業 は、 手軽 に利 用 で きる状 況 に あ る点 で、 ヨー ロ ッパ諸 国 あ るい は 日本
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とは 異 な った状 況 に あ る と いえ る。

　 す なわ ち、 デー タベ ー ス ・プ ロデ ュー サー は、 政 府 か ら磁 気 テー プで デー タ を

購入 し、 自社 の 得意 とす る分 野 ・産 業 等 につ い て、 独 自の手 法 で デ ー タを加 工 し、

新た な る価 値 を付 加 して販 売 して い る。 また、 自社 で再 加工 した デ ー タを用 い て、

企業 分 析 、 市 場 分析 等 の分析 手 法 を開 発 して 、企 業 か らの依 頼 に よ ってそ れ らを

駆使 して分 析 を行 うな どの活動 も活 発 に実施 してお り、 そ の数 も非 常 に多 い 。

　 産 業 界 もそ れ らの 発 達 した、 デー タ分析 業 者 を盛 ん に利 用 して お り、 自 らデ ー

タベー ス を保 有 し、 分 析 システ ムを開 発 す る よ り、外 部 の専 門業 者 に調査 分 析 作

業 を委 託 す る方 が有 利 で あ る との判 断 もある よ うで あ る。

　 これ は 、 デ ー タベー ス を保 有す る た めの コス ト(時 間 、投 下 資本 、要 員)と 、

これ を維 持 管理 す る た め の コス ト、及 び 分 析 シ ステ ム開 発 に 要 す る コ ス トを考

慮 す る と、 外部 の専 門 業 者 に委 託 した 方 が コス ト的 に有利 で あ る とい う、 コス ト

に重 点 を置 い た判 断 の よ うで あ る。

2.　 個 別 訪 問 機 関

(1)　 ア メ リカ 鉄 鋼協 会(America　 Iron　 and　Steel　 Institute=AISI)

　 　 AISIは 現 在 コ ンピ ュー タの導入 を検 討 中 で、早 けれ ば1980年 央 に は

　 導 入 出来 る予 定 で あ る。

　 　現在 は、 必 要 の 都 度 会員 会 社(67社 加 盟)の コ ンピュー タを利 用 して い る。

　 　 貿 易 統計 の集 計 ・分 析は 、 商 務 省 セ ンサ ス局 の コン ピ ュー タを料 金 を払 って

　 利 用 して い る が、 プ リ ン トア ウ トの み で磁 気 テー プ自体 は 購入 して い ない 。

　 (a)　 コ ン ピ ュー タ導 入 後 の業務

　 　 　 当 面 は、 現 在 発行 して い る統計 数 の集 計 ・分析 に利 用 す る こ とに な ろ う。

　 　 　 コ ン ピ ュー タ要 員 が い ない 現状 と、 ア メ リ カに は ソフ トウ ェア提 供会 社 が

　 　 多 く存 在 す る こ とか ら、 ソフ.ト ウ ェアに つ い て は全 面 的 に外 注 す る こ と も併

　 　 せ て検 討 して い る 。

　 　 　将 来 的 に、経 済 分析 、 予 測 、 コ マー シ ャル ・リサ ー チ等 に も利 用 した い と
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　 　 考 え て い る が、 デー タベー ス の管 理 に要 す る費 用 、時 間 を考 え る と、 現 在 あ

　 　 ま り積 極 的 には考 え られ ない 。

　 (b)磁 気 テ ー プ に よるデー タ交 換

　 　 　磁 気 テ ー プに よるデー タ交 換 に つ い ては、 具 体 的 な方針 が ない 。 現在 の デ

　 　 一 夕提供 方 式 は全 て 印刷 物 をベ ー ス と して お り、刊行 物 と して一 般 に 公表 さ

　 　 れ る もの と、 会 員 会社 限 りで配 布 して い る もの の2種 しか考 え てい ない 。

　 　 　 将来 、 独 自の コン ピ ュー タを保 有 して、軌 道 に乗 った 段 階 では 、 検討 す べ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぐ

　 　 き事 項 では あ るだ ろ う。

(2)　 EIS(Economic　 Infomation　 Systems)

　 　 EISは 、 デー タベー ス ・プ ロデ=一 サー で あ り、 ソフ トウ ェア ハ ウ スで も

　 あ り、 数 値情 報 を主 に取 扱 ってい る。

　 (a)収 録 デー タ

　 　 　 過 去10年 間 の年 間 売上 け50万 ドル以 上 の 企業 の全 事 業所 を網 羅 した、

　 　 生産 活 動 に関 連 した デー タを保 有 してい る。

　 　 　 そ の分 類 コー ドは、SIC　 Code(Standard　 Industrial　 Classification

　 　 Code)と な って お り、　 SICコ ー ドで分 類 され たデー タで あれ ば リンク は

　 　 可能 に な って い る。

　 　 　 収 録 デー タの うち、 事 業所 別 デー タは3ヵ 月毎 に更新 しておb、 製 品別 デ

　 　 一 夕(1,000以 上 の製 品 分類 で管理 して い る)は 年1産 め割 合 で デー タ更

　 　 新 を行 って い る。

　 (b)　 デー タサー ビス

　 　 　 非 常 に詳 細 な デー タサ ー ビスを受 け る場 合(全 業種40万 事 業 所 の データ)

　 　 基 本料 金 は75,000ド ル で あ り、 更 に1製 品付 加す る こ とに1,000ド ル

　 　 の料 金 が付 加 さ れ る。

　 　 　 これ は プ リン トで あれ、 マ シン リー ダ ブ ル な媒体 で あれ 、 い ずれ の サー ビ

　 　 ス も可能 に な って い る。

　 　 　 当 連 盟 の よ うな業 界 団体 が 利 用す る場 合 につ い ては 、 販 売 さえ しな け れ ば
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　 会 員会 社 の利 用 は さ しつ か え ない 。

　 　 事 業所 別 デー タで な く、 トー タルの数 値 につ い ては ・ ッキー ド社 コ ン トロ

　 ー ル デ一 夕社 に オ ン ライ ン ・サー ビス用 デTタ と して販 売 して い る。

(c)　 デー タ ソー ス

　 　 政 府 統計 が 全 て の デー タ ソー スに な って お り、 政府 統 計 の トー タル数 値 を

　 事 業 所別 に展 開 す る手 法 は 、 レオ ンチ ェ フ ・テ ー ブル を利 用Uた もの でEIS

　 　独 自 で開発 した もの で あ る。

　(d)ユ 　 ー 　 ザ

　 　 　大手 鉄 鋼 会 社 を始 め と して 、農 業 、 エ ネ ル ギー 、環 境 、 防 衛 な ど、 あ らゆ

　 　 る産 業 に わ た っ てお り、 大 学 、 政 府機 関 も含 め て、 約2,　000社 の=一　一 ザ が

　 　 あ る 。

　　　そ の他市場調査1企 業分 析等 コンサルタン ト的な業務 も数多 く依頼 されて

　 　 い る 。

(3)国 際 通 貨 基 金(International　 Monetary　 Fund=IMF)

　 　 IMFは 、 金 融 関 係 を 中 心 と し た デ ー タ を 各 国 の 中 央 銀 行 、 大 蔵 省 あ る い は

　 統 計 局 を 窓 口 と して 収 集 し、 発 表 し て い る 。

　 (a)発 表 統 計

　 　 　 発 表 統 計 は つ ぎの4種 に な っ て い る 。

　 　 (1)　 IFS(International　 Financial　 Statistics)

　 　 (2)　 BOP(Balance　 of　Payments)

　 　 (3)　 DOT(Direction　 of　Trade)

　 　 (4)　 GFS(Government　 Finance　 Statistics)

　 　 　 IMFで は 、 こ れ ら の 統 計 を 印 刷 物 及 び 磁 気 テ ー プ の"双 方 で 販 売 して い

　 　 る。 販 売 価 格 は 一 般 ユ ー ザ の 場 合 年 間1,　 000ド ル で あ る が 、TSSサ ー ビ

　 　 ス な ど再 販 売 を前 提 と した ユ ー ザ の 場 合 に は 年 間5,000ド ル と な っ て い る 。

　 　 　 現 在 、 世 界 各 国 に12,000の ユ ー ザ が い る が 、 ソー ス ・デ ー タの 提 供 者

　 　 で あ る 各 国 政 府 に は 、 無 料 で 提 供 し て い る 。
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(b)　デ ー タの各 国 か らの報 告

　　 各 国 か らの デー タの報 告 は、 殆 ん どの国 が政 府 の官 報類 を郵 送 して きて い

　 る が、最 近一 部 の 国(ア メ リカ、西 ドイ ツ、 オー ス トリア、 カナ ダ)が 磁 気

　 テー プで デー タを送 付 して くる よ うにな った 。

　　 日本 、 イギ リス に対 して磁 気 テ ー プに よるデ ー タ報告 を積 極 的 に働 きかけ

　 て い る段 階 で あ る。

(c)　 日本 鉄 鋼 連 盟 入手 のIFSデ ー タの会 員会 社利 用 につ い て

　　 当 連盟 の重 要 な業務 の一 つ に外 部情 報 の 会員 会 社 へ の ス ムー ズな伝 送 機能

　 が あ る こ と を理 解 して、再 販 売 を 目的 と したユニ ザで は な い こ と を認 め、 会

　 員 会 社 の利 用 に つ い ては制 限 しな い との 回答 を得 た。
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2.4　 ア メ リカ合 衆 国 に おけ る繊 維産業情報

　 繊 維産 業 は、 原 料 、 糸 、織 物 、繊 維 二 次 の4分 野 に大別 す る こ とが で き、 単 に

「繊 維産 業 」 と呼 ぶ場 合 は、 通 常 、 これ らの うち製 造 部 門 の み を指 す 。

　 しか し、 消 費財 分野 に お い ては 、 生 産 、流 通 機能 が複 雑 に影 響 し合 い 、混 然 一

体 とな って シス テ ム化 され つ つ あ り、 特 に繊 維 産 業 の場 合 は 、 そ の歴 史 的 、社 会

的 背景 を も とに 、流 通機 構 が 製造 部 門 と密接 な関 連性 を も ってい る。

　 現在 、 繊 維 産業 界は 輸 出の 不振 、 国 内需 要 の停 滞 、 輸入 の 増 加等 、厳 しい 内 外

環 境 に おか れ て お り、 そ の 対 応策 と して、 ① 消 費者 指 向 の明 確 化 、② 知 識 集 約 化

の推 進、 ③ 生 産 と流通 の協 調 的 発展 を課 題 と してい る。

　 こ う した状 況 か ら、的 確 な情 報収 集 、 分析 に基 づ く製 品 企 画 と効 率 的 生産 体 制

の構 築 に よ り、 販 売 力 を強 化 す る必 要 が あ り、 消 費者 の実 需 を把 らえ、 生産 者 に

情 報 を フ ィー ドバ ック させ る た め の情 報 シ ステ ム化 を組 織 的 に 進 め る こ とが 急務

で ある。

　 繊 維産 業 界 に お け る、 情 報 流 通 の全 体 構 想 は 図2-2の とお りで ある。
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図2-2　 繊 維 産業 情 報 シス テ ム図
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囲 　 A　 未 完 成 なが ら一 応 着 手 され て い る。

　 　 B　 不 満 の表 明 が 多 い。

　 　 C　 一 応 、双 方 向 シ ステ ムが と られて い る が、 協力 が不十 分 で余 り役立 た

　 　 　 ない。

　 　 D　 現 在 小 規 模 、 この システ ムが完 備 さ れ れ ばB、Cの 問 題 点 は解 決 され

　 　 　 る可 能 性 が強 くな る。

　繊 維 情報 拠 点 を 中心 と した、 情 報 シス テ ムの 中 で現 在最 もニー ズが高 い に も拘

わ らず 最 も整 備 が遅 れ て い るDの 消 費者 情 報 シス テ ムの確 立 が業 界 に おけ る こ こ

2～3年 の課 題 と考 え られ る。 そ の シス テ ム整 備 を促 進す る ため に、 この シス テ

ムで最 も先 行 して い るア メ リ カの繊維 産 業 につ い て そ の実 態 調査 を行 う こ とに し

た 。

　以 下 は 、 そ の調 査 報告 で あ る。

1.　 全 　体 　所 　感

(1)生 産要 素 と して の情 報 の生 産性'

　 　 米 国 の繊 維 産 業 で は 電マもの"を 生産 し販 売 す る場合 、 ター ゲ ッ トを絞 る とい

　 う ことは 当然 の前提 に な ってい る。 自分 の顧 客 層 を明確 に して そ の情 報 をい ろ

　 い ろ収 集 し分 析 して、 そ れ に対 処 して い くわ け で あ る。

　 　 この た め米 国 で は マー ケ ソ ト ・リサー チ とい う 日本 と同 じよ うな セ ク シ ョン

　 が あ って も、 彼 等 の リサー チは主 と して 消費 者 の リサー チ で あ り、 商 品 情報 で

　 あ って も消 費 者 と結 びつ い た商 品情 報 で ある。 日本 の よ うに縦 ・横 の同 業者 な

　 い し ユー ザ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドなマー ケ ソ ト・リサー チ とは か な り基 本 的 な性

　 格 の 相違 が 存在 す る。

　 　 日本 の 繊 維産 業 が市 場 指 向的 に な った の が1970年 頃 だ とす れ ば 、 ア メ リ

　 カのそ れ に 比較 してほ ぼ20年 の遅 れ が み られ る。 ア メ リカで は付 加 価値 の生

　産 要 素 と して 、労 働 者 、 資本(技 術 、設 備 を含 む)の ほ か に第3の 要 素 と して
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情 報 力 が組 み こま れ、 付 加価 値 の 向上 に寄 与 して い る もの に対 して、 日本 では

　ま だ この認 識 は浅 く実 効 も うす い 。 ア メ リカでは この情 報 力 の 向 上 に多額 の投

資 を伴 うこ とは 当然 の こ とと考 え られ てい る が、 日本 の企 業 の 情 報 に対 す る投

　資 は非 常 に 小 さ い 。

　 　日本 の産 業 では 、戦 後 す で に35年 を経 て 、か つ て格 段 の 格 差 が あ った人 的

生産 性 も機 械 生 産 性 も今 では 、 ア メ リカに並 び、 ア メ リカ を凌 駕 す るま で に至

　って い る。 しか しま だ認 識 の薄 い情 報生 産 性 に つ い ては格 段 の差 がみ られ る よ

　 うに思 わ れ る。

　 　 これ を裏 づ け る証 左 は 、 日米 の産 業 に厳 然 と して存 在 す る資本 利益 率 の格 差

　で あ る。 各産 業 と も同 じ よう な状 況 がみ られ るが 、繊 維 産 業 で もフ ァイバ ー メ

　 ー カ、 テ キ ス タ イル、 ア パ レ ル ・メー カお しなべ て 日米 の格 差 に2倍 の 開 きが

　み られ る。

　 　情 報 が付 加 価 値 に 寄与 す る生 産 性 もそ うで あ るが、 情報 を生 産 す る会社 の生

　産 性 につ い て も 日米 で は 、 か な り格 差 が ある と思 わ れ る。

　 　繊 維 品 消 費者 調 査 に全 国 パ ネル を もつMRCA(Market　 Research　 Corpora-

　 tion　 of　America－ 付 属 資料6参 照)が 繊 維 を手 が け た のが1961年 、 そ

　 の間 、 数 々の ノ ウハ ウの 蓄積 と改 善 に よ り生 産 性 を高 め て きてい るが、 日本 で

　 は ま だそ の よ うな調 査 は 実 現 して い ない。

　 　 MRCA　 JAPAN　 とい う ジ ョイ ン トベ ンチ ャー が 実 現 す る よ うな こ とに な

　 れ ば 、 日本 の数 多 くの シ ンク タ ンク、市 場調 査 会 社 は情 報 の質 と価 格 にお い て

　 競争 力 が な い こ とを 自覚 す る か も しれ ない 。

　 　 す でに開 発 途 上 国 との 国際 分 業 化 社会 の中 にお い て、 日本 の繊 維 産 業 に お け

　 る情 報 シス テ ムの欠 如 は 繊 維産 業 の 盛 衰 にか か わ る重 要 な問 題 に な って い る。

　 消 費者 情報 シス テ ムの早 急 な確立 と、 そ れ を基 盤 に した知 識 産 業 へ の移 行 を、

　 米 国 の実例 に つ い て調 査 す る こ とが今 回 の 目的 で あ った 。

(2)情 報 システ ムの 重層 構 造

　 　 ア メ リカに おけ る情 報 シス テ ムの 展望 は 世 界最 大 の小 売 業 者 で あ り通 信 販 売
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業 者 で あ るSears　 Roebuck&Co.に み られる。

　 シアー ズはGMSで あb、 ナ シ ョナ ルチ ェー ン と して の店 舗 展 開 を もつ だけ

に、全 国 消費者 パ ネ ル に よる情 報 が必要 で あ るが、商 品 内容 に応 じて情 報 作 成

機 関 を選 択 して い る。 ま た商 品 の 買物 頻度 を考 え て衣料 、 玩 具 、 靴 な どは ダ イ

ア リー の メー ルに よる1ヵ 月 ご との調 査、 家庭 用 品 は年 間 の購 入 状 況調 査 、 家

庭 用 の機 械 、 器具 、 テ レ ビ、洗 濯機 な どは年 間30万 世 帯 とい う電 話 調査 に よ

っ てい る。

　 シ アー ズ が定 期的 な 消費 者 情 報 を外 部機 関 に 支払 うの が約100万 ドル、 不

定 期 な種 々の調査 を入 れ、 コ ン シュー マー ・リサ ー チ ・デ ィ ビジ ョンが情 報 に

対 して支払 う額 は 合計600万 ドル の大 きさ で ある。

　 情 報 システ ムにおけ る情 報 コ ミュニ ケー シ ョ ンの典 型 も、 同 じよ うに シアー

ズ の組 織 に み られ る。 シ アー ズ には 副社 長 が統 括 す る コ ン シ ュー マー ・リサ ー

チ ・デ ィ ビジ ョンが あ り、 ア メ リカ で も こ の,よ う な組 織 は 少 な い。 こ こで各

部 内 に配置 さ れ てい る マー ケ ッ ト・ア ナ リス トは バ イヤー に対 す る情 報 コー デ

ィ ネー ター の役 割 をつ とめ る。 バ イ ヤーは プ ・で あ り、 責 任 と権 限 を も っ}亡商

品 を仕入れ る。多 くの情報がバ イヤーに集中する。マー ケッ ト・ア ナ リス トもバ イヤ

ーの経験 に対 し科学 的裏づけがある情報 をもち、予測力 を錬磨 した プ ロで なけ れ ば対

抗 で きない し、良 きコーデ ィネー ター となることはで きない。 日本では バ イヤー が 仕

入 れの片手間に情報 を集 める。 マーケ ッ トリサーチ とい うものは あ って もマー ケ ッ ト

・アナ リス トとい う名の消費者 とバ イヤーをつな ぐフィー ドバ ック回路が欠落 している。

　 　 　 　 　 　 　 　 ら

　 デ ュポ ンや モ ンサ ン トな どの フ ァ イバ ー メー カ、世 界最 大 の テ キ ス タイ ル'

メ ー カ で あ る バー リ ン トン も シ アー ズ と同様 にMRCAの パ ネ ル情 報 を高 く

評価 す る。 フ ァ イバー メー カは 多 額 の調 査 開 発 投 資 を して い るが 、そ の た め

に は 消費者 調 査 を先 行 させ て調 査 開 発 の効果 をあげ なけ れ ば な らな い とい う。

バ ー リン トンで は この 種 の 資料 の値 段 が高い とい うのは 活 用 の仕 方 が足 りない

の と、分 析 力 の差 が あ るか らだ と言 明すゐ 。

　 ま た、 フ ァ イ バ ー メ ー カ や バ ー リン トンはMRCAか ら この デ ー タを生 の
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　磁 気 テー プで 受 け と り、 自社 の プ ログ ラ ミング で コ ン ピュー タ処理 をす る。 そ

　の テー プ代 が年 間6万 ドルで あ る。 シアー ズ の よ うにMRCAの 分 析 資料 を も

　 らった り、追 加調 査 を依 頼 すれ ば11万 ドル とな る。

　 磁 気 テ ー プで 自家 処 理 す るのはMRCAと の契 約 で エ ク ス クルー ジブの条 件

　 があ るか らだ と も言 う'。そ の ま まMRCAの 資 料 は外 に 出せ ない の で形 をい ろ

　 いろ変 え て 、 関係 会 社 に販促 用 と して 流 して やれ ば喜 ば れ る とい う。 こ こに 大

　手 を中心 と した 重直 の情 報 ネ ッ トワー クが 出来 て い る こ とに な る。

　 　続 い て ア パ レル メー カや メ イ'メ ー シー 百貨 店 の よ うな伝 統 的百 貨 店 は 同 じ

　 消費者 情 報 で もそ のニーズが異 なる。 アパ レル メー カは 自分 た ちで ジ ョイ ン トベ

　 ンチ ャー を つ く り彼 等 の ニー ズに見 合 った 消 費者 調 査 の フ ォー マ ッ トを つ くっ

　 てい る 。CPP(Consumer　 Purchase　 Pannel)は ア パ レル と リテ ィ ラー20社

　 で構成 さ れ、1社 の磁 気 テー プデ ー タに対 して支 払 う費 用 は4～5万 ドル で あ

　 る。

　 　伝 統的 百貨 店 は全 米主 要 都 市 に拠 点 を もつ 店 舗 と して シカ ゴ、 セ ン トル イス

　 とい う各 都 市 消費 者 の 情報 が必 要 だ とし(う こ とで あ り、MRCAの よ うな全 国

　 的 パ ネ ルは 画 一的 で必 要 性 が薄 い とい う。そ して年1回 定 期 的 な消費 者調 査 を

　 やる とか 、 不 定期 に10～20件 の 消 費者 調 査 をや り、 これに要する 費用 は60

　 万 ドル(人 件 費 、 コ ン ピ ュー タ費 を除 く)を 超 え てい る と ころ もあ る

　 (Federated　 Dept.)。

　 　 情 報 ネ ッ トワー ク ・システ ムは異 質 の ニー ズ に応 じて重 層 的 な構 造 を当 然

　 必要 とす る。 有 効 な 中心 的情 報 シス テ ムが確 立 す れば 、情 報 システ ム全 体 と し

　 ては ます ます 分 化 し深 化 して い く性 格 の もの で あ る。

(3)　情 報 の フ ィー ドバ ック ・システ ム

　 　情 報 は 送 り手 が書 き、話 し、歌 って も、 受 け手 が知 覚 しない と きは 、 そ の コ

　 ミュニケー シ ョンは存 在 しない。 人 間は す べ て 見 る こ とを期 待 してい る もの を

　 見、聞 くこ と を期待 して い る もの を聞 くの で あ る。

　 　情 報 の作 成 機 関 は ユ ー ザ で あ るマー ケ ッ ト'ア ナ リス トが期 待 す る もの 、
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マー ケ ッ ト ・ア ナ リス トは バ イ ヤー ない しマー チ ャ ンダ イザー 、バ イ ヤー な い

し マー チ ャンダ イザ ー は 消費 者 が期 待 す る ニー ズに答 え な けれ ば 情 報 の フ ィー

ドバ ック シス テ ムは完 成 しない 。 ど こかの 回路 が狂 え ば情 報 シス テ ムの価 値 は

な くな り、情 報 は 宙 に浮 い て、最 後 は不 必要 な もの とさ れ て 消滅 す る運 命 に あ

る。 しか し今 ま での情 報 シス テ ムの 多 くがそ うで あ った か らとい?て 、 今後 も

そ うで あ る とは限 らない 。情 報 化社 会 の時代 に おい ては 、狂 った回 路 を修 正 し、

とに か くフ ィー ドバ ック ・シス テ ム を確 立 す る ことが必要 で あ る。

　 ア メ リカの繊 維 産業 で は直 接 衣 料 の生 産 、販 売 に関係 の ない川 上 、 川 中の メ

ー カが 消費 者調 査 に 多 くの人 材 を投 入 し、 情報 力 を高め るた め に多 額 の投 資 を

行 って い る。 そ して この情 報 の コ ミュ ニケー シ ョンのた め 、重 直 的 関係 企 業 へ

情 報 に基 づ くプ レゼ ンテ ィ シ ・ンを行 ってい る。 フィー ドバ ック 回路 が狂 わ な

い よ うにす るた めの 努 力 で あ る。

　 バー リン トンでは情 報 作 成 機 関 で あるMRCAの 情 報 を高 く評 価 す る。 そ れ

は社 内 の マー チ ャ ンダ イザー に評 価 され るか らで ある。 一 方 、 い ろ い ろ な不満

も も ってい る。 しか しこの種 の情 報 システ ムは一 挙 に完 成 され る もの で な く、

年 々試 行 錯誤 に よ って改 善 され る もの だ と強調 す る。

　 伝 統 的 百 貨店 は さ きに述 べ た よ うに全 国 的 パ ネ ルに よる画一 性 を嫌 って、 地

域 別 消費 情 報 を重 視 す る 。 マ ク ロ情報 に意 味 を見 出す こ とが 出来 ず 、直 接 的 に

反 応 しやす い ミク ロ情 報 に偏 る伝 統 的 な傾 向 で あ る。

　 しか し80年 代 、 す べ て の先 進 国 に お いて 従来 の百 貨 店 、 スー パ ー、 宝 石 店

とい った業 種分 類 に よって流通 業 界 の構 造 的変 化 をつか も うとす る傾 向 には 問

題 が生 じつ つ あ る。 これ ま で企 業 は 同業 種 の競 合 企業 の現 実 の業 績 と 自社 の業

績 を比 較 して方 針 をた て て きた 。 しか し70年 代 以来 、 異 なった販 売形態 を もつ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

企 業 間 の競 争 が激 化 して い る し、 無店 舗 の小 売販 売 も拡 大 してい る 。百 貨 店 も

ス ー パー も 自社 の位 置 を正 し く把握 す る ため には 、 トー タ ル ・マ ー ケ ッ ト(全

体 と して の 市場)を 正 し く掌握 し、 そ れ を マー ケ ッ ト・シ ェア政 策 の成 果 の監

視 に使 うこ とが 必要 とな る。 ジー ンズ衣 料 だ け で世界 一 の アパ レル メー カ とな
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った リー バ イ ・シ ュ トラウス は 「小 売店 の情 報 も入 れ る こ とは 入 れ る が、 結 局

は 消 費者 情 報 に落 着 く」 と言 う。情 報 フ ィー ドバ ック ・シス テ ムの原 点 は 消費

者情 報 とい う結 論 に な りそ うで あ る。

2.個 別訪 問機 関

(1)　 Burlington社

　 (a)組 織概 要

　 　　 バ ー リン トン社 は 、従業 員 数66,000人 、 年 間純 益7,000万 ドル とい

　 　 う、 米 国繊 維業 界最 大 の メー カで あ り、78年 の 売上 げ 高 は242,100万

　 　 ドル、 第2位 のJ.P　 Seevensの165,100万 ドル を大 き く離 して、 第1

　 　 位 で あ る。

　 　　 この う ち、 紡織 、衣 料 品 が58%、 不織 布 な どの工 業 用 品 が6%占 め る他、

　 　 今 後 、 成 長 性 の 高 い 、 イ ンテ リア ・家 具 分野 の積 極 的 な拡 大 方針 を反 映 して、

　 　 家 庭 用 品 が36%の 売上 げ 率 を 占めて い る。

　 　　 本 社 機 構 の調 査 部 門 と して 、 市場 調 査 部 門(Market　 Research　 DepDカ ミあ

　 　 り、全 事 業 部 門 に 対 して、 サー ビス を行 って い る。

　 　　 Greensboro(本 社)に お い て 、9名 の ス タ ッフ(Economist　 1名 他 、事

　 　 務 担 当者)に よる、 デー タ作成 業 務 を行 ってk・ り、 これ がNewYork　 Office

　 　 に送 られ 、 ア ナ リス ト(4名 、 他 デー タ ・資料 担 当1名)に よる検 討 を経 て

　 　 レ ポー トが作 成 され 、M.Dや 消 費者 等 外 部 へ の情 報 提 供 を行 ってい る。

　 (b)調 査部 門 の機 能

　 　　 市 場調 査 部 門の 主 な業 務 内 容 を挙 げ る と、 次 の とお りで ある 。

　 　 ① ドキ ュメ ン ト・統計 デー タの分 析

　 　　 　 (銀 行 、官 庁 な どの もの)

　 　 ② 顧 客(Marke　 t)調 査 の設 計 ・分析

　 　　 　 (特 別 な質 問 状 を作 り、 イ ン タビ ュー調 査 をや る な ど、 実 査 は外 部 調 査

　 　　 機 関 を使 用)
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　③ 　 MRCAと の契 約 、 デ ー タ分 析

　 　　 (1968年 以 来 、MRCAよb情 報 を購 入 して い る。 デー タベー ス で

　 　入 手 後 、 自社 内に て解析 を行 っ てい る。)

　 　 また、 他部 門 との 関 連 か ら市 場 調 査 部 門 の機 能 を挙 げ る と、 次 の とお りで

　 あ る。

　①MDへ の コ ンサ ル テー シ ・ン機 能

　⑧ トップマ ネ ジ メ ン トな ど、 各 事 業 部 門 への 経済 動 向 の説 明(4半 期 毎)

　 　 メー カに とって、 全 米 に如何 に上 手 く販 売 してい くか が大 きな問題 で あ る

　 が、① に 関連 して、 効 率 的 な営 業 活 動 が で きる よ うに"Telephone　 Survey"

　 (後 述)を 最 近実 施 し、 有 効 な提 案 が で きた と ころ で あ る。

　 　 また、 ② に関 して、Data　 ResourcesJnc・ の 会員別 システ ムに参 加 して お

　 り、 よ く整 理 され た、 経 済 関連 情報 を購入 してい る。

(c)情 報 の利 用

　 イ、MRCAデ ー タの利 用

　 　　 バー リン トン社 はMRCAの ク ラ イア ン トに な ってお り、MRCAの パ

　 　 ネル調 査 デー タを、 有 効 に利 用 してい る。

　 　　 MRCAデ ー タは、 テー プで入 手 し、 前 も って用 意 して い る プ ログ ラ ム

　 　 を用 い てGreensboroの チ ー ムが デー タを所 定 の形式 で 出 力す る。

　 　　 基 本 的 に は 、商 品別(ア イテ ム別)に と らえて、 市場 規 模 、 価 格 別 売行

　 　 き、 店 別 売行 きな どの動 向 を把 握 して お り、 素材 別 に も分 析 してい るが 、

　 　 中心 は ア イテ ム別 で あ る。 これ を年1回 主 要 ア イテ ム別 に、 傾 向、 実 数 な

　 　 どの レポー トに して、 関 係者 に提 出、市 場 開 拓 の計 画立 案 等 に極 め て重要

　 　 な情 報 と な ってい る。

　 　　 この他 、毎 月速 報 と して、 前年 同 月比 較 デー タを 中心 に トップマ ネ ジメ

　 　 ン トに報 告 、 さ らにMR部 門 の解 釈 を加 え て、 各MDに 提 出 して お リフ ィ

　 　ー ドバ ック もされ て い る。

　 　　 こ う した情 報 を き っか け と して 、新 た に特 別 なニー ズ が発 生 し、 単 独 の
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　 調 査 を実 施 す る 事 も あ る 。

　 　 MRCAデ ー タ に つ い て は 、 一 応 満 足 してfo　 b、 ほ ぼ 信 頼 で き る が 、 テ

　 キ ス タ イ ル 分 野 や 未 婚 者 の サ ン プ ル に 不 十 分 な と こ ろ が あ り、 高 額 所 得 者

　 の パ ネ ル が 少 な い 為 、 メ ン ズ ス ー ツ市 場 を過 少 評 価 した デ ー タ が 出 て き て

　 い る等 の 点 に 多 少 不 満 が 残 る よ うで あ る 。

ロ、　Telephone　 Survey

　 　 一 般 的 に 、 米 国 で は 、 か な り普 及 して い る調 査 法 の 一 つ で 、バー リン トン

　 社 で は 、 カー ペ ッ ト、 カー テ ン 、 くつ 下 、 メ ン ズ ソ ック ス な ど の 製 品 販 売

　 上 の 参 考 資 料 と して 用 い て い る 。

　 　専 門 機 関 のValley　 Forge　 lnformation　 Serviceに 委 託 して い る が 、この

　 会 社 はバー リ ン トン社 の1事 業 部 門 を独 立 さ せ た もの で 、20人 の 専 任 イ ン

　 タ ビ ュ ア ー と、125人 の パ ー トタ イ マ ー を 有 し て い る。

　 　 た だ し、 現 在 の=・.　一 ザ の90%は 、フォー ド社 等 他 業 種 の 企 業 で 、 バ ー

　 リ ン トン社 は 僅 か10%に 過 ぎ な い 。

　 　 WATS(Wide　 Area　 Telephone　 Service、 専 用 回 線 を 買 う)と 契 約 し、

　 コ ス トダ ウ ン も 図 って い る 。

ハ
、 消 費 者 情 報 の 活 用

　 　 基 本 的 に は 、 消 費 者 調 査 結 果 に 、 社 会 、 経 済 的 側 面 を も加 え て 、 分 析 し

　 た 情 報 の 社 内 活 用 が最 大 の 課 題 で 、 そ の 方 向 に む け 努 力 して い る 。

　 　 ま た 、 外 部 へ の 情 報 提 供 と し て 、 比 較 的 小 さ な小 売 店 に も部 分 的 に営 業

　 部 隊 が 情 報 を提 供 し、 役 立 っ て い る よ う で あ る が 、 契 約 上 、 情 報 を あ ま り

　 出 せ な い こ と も あ り、 メ イ ン で は な い 。

　 　 ま た 、 素 材 メ ー カー(Dupont　 Celanese　 Am　 Enka)と のlnformation

　 Meetingを 原 則 と し て 、 年2回 実 施 して 情 報 交 換 、 分 析 結 果 に 関 す る 意 見

　 交 換 な ど を 行 っ て い る 。

二 、 そ の 他 の 調 査 活 動

　 　 バー リ ン トン社 で は、Telephon　 Survey　 MRCAの パ ネ ル 調 査 以 外 に も、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -72一
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　　 　 次 の よ うな消費者 調査 を実 施 して い る。

　　 　　 家 具 ・イ ンテ リア デ ザ イ ンの た め の調査 、 小売 店 頭 、SCの モ_ル な ど

　　 　 の場 所 で来 店 客 に特 定 の コー ナー(部 屋)に 寄 って も らい 、簡 単 な イ ンタ

　　 　 ビ ュー をす る。

　　 　 ・宣伝 効果 測定 の た めの 調査

　　 　　 　 例 え ば、朝 の ラ ジオ で流 した 「ウー ステ ッ ドス ー ツ」 の宣 伝 等 につ き、

　　 　　 一 般 消費 者・ スー ツメー カ 及 び 小売 店 の人 に 対 して、 簡 単 な ア ンケ_ト

　　 　　 調奪 票 を送 り、 回収 集 計 して、 そ の効果 を調 べ る。

　 (d)　 コ　 ス　 ト

　　 　 他 業 種 に比 べて 費 用規 模 は 小 さい 。 しか し外 部 調 査 機 関 に 支払 う額 だ け

　　 で年 間250～300千 ドル と の こ とで、 日本 の企 業 とは桁 が違 う。'問題は、調

　　 査 費 が 高 くつ くとか安 い とか との バ ラ ンスで あ り、 高 い とは思 って い ない よ

　　 うで あ る。

　　 　 景気 の 後退 等 に よる、 予算 削限 は せ ず 、不 況 の時 こそ調 査 に費 用 をか け な

　　 け れ ば 、傷 は 一層 深 ま る との 見解 を もってい る。

(2)　　 Sears　 Roebuck　 &Co .

　 (a)組 織 概 要

　　 　 Sears社 にお いて は 、企 画 担 当 副部 長 の下 に,マー ケ ッテ ィ ング リサ ー チ部

　　 門 がお か れ、 そ の 中 に、 消 費 者 調査 部 門 が構 成 され て い る。(図2-3)

　　 　 消 費者 部 門 にお い ては 、 実 質5年 以 上 の調 査担 当経 験 を もつ、Assistant

　　 Divisional　 Managerの 下 に各 々次 の よ うに担 当範 囲 が決 ま って い る。

　　 1は 、家 庭 用 品

　　 Pは 、 フ ァ ッシ ョン(服 飾)、 ホー ム フ ァ ッシ ョン、 レ ク リェー シ ョン関係

　　 皿は 、1、llに 属 さな い商 品 及 び 、 消 費者 の需 要 分 析 と予 測 、 なお この部 門

　　 　　 　 は専 門 ア ナ リス トの グ ルー プで あ る。
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　 そ の他 は、 皿の グルー プの 専 門家 の 手 足 として、具 体的 に働 いて い る。例

えば 電話 で客 に イ ン タ ビ ュー を した り、 動 態調 査 を行 った りす る。但 し、 こ

の そ の他 の部 門 で処理 で きる仕 事 の量 は 、 全体 の1割 程度 で 、他 の9割 位 は

社外 の機 関 を利 用 して い る。

　 1、llの 担 当 者 も需 要 分析 や 予測 も行 うが、 自分 の担 当 してい る特 定 の商

品 に限 られ る。 広 く消費 者 を と らえた 需 要 予 測 や、50～6 .0種 に及 び 商 品

の場 合 は、 皿で 行 うが 、 常 に1、ll、1‖ は協 力 し合 って い る。

　 なお、 バ イヤー との対 応 は、Managerレ ベル で行 ってい る 。

　 ま た、BUYINGの 組織 は、 図2-4の とfo　bで 、全 米 で50の 部 門 に分

け られ てお り、 消 費者 調査 の担 当 者 は 、常 に バ イ ヤー との コ ミュニ ケー シ ョ

ンを密 に し、 バ イ ヤー の要 請 に よって調 査 を行 ってい る。

　 調 査 経 費 に つ い ては 、調 査 の実 費 は営 業 部 門が負 担(外 部 の調査 会社 を使.

う場 合 が多 い 。)し て お り、 調 査 担 当者 の人 件 費 は、 バ イヤー の 方 で全 部 負

担 で きない の で 、会 社 の経 費 と して別 の処 置 を講 じてい る。
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(b)　　'卜青幸艮活 動

　 　 定 期 的 に 入 手 し て い る情 報 は 、2種 類 で あ る 。

　 イ 、Descriptive　 Information　 　 　 　 指 数 や 指 標 で 表 わ す もの

　 　 　 例 え ば 、MRCAのNational　 Consumer　 Textil　 Pane1

　 　 が こ れ に 当 る。

　 　 　 こ れ は7,　 500世 帯 を パ ネ ラー と し、 調 査 ・集 計 さ れ て い る 。7,500

　 　 世 帯 を サ ンプル と して い る理 由は、 経 費 、 精度 の バ ランス が最 も よい ス ケ

　 　 ー ル で ある か らであ る。 この よ うな調 査 は 、継 続 して行 い 、時 系 列 に分 析

　 　 す る こどに意 義 が ある。

　 　 　情 報 の収 集 内容 は、 紳 士服 ユ ニ ッ ト、 婦 人 服 ユ ニ ッ ト、 子 供 服 ユ ニ ッ ト

　 　 等 に 分 け て集計 してお り、 さ らに 具 体 的 には 品 目(ズ ボ ン、 ベ ル トetc)

　 　 別 に 購入 日、 購入 店、 ブ ラ ン ド、 ギ フ トか 自家 用 か、 な どの 項 目に な って

　 　 い るo

　 　 　 商 品 の属 性 に つ い ては 、 色、 素 材 、繊 維、 衿 の 型 、 ス タ イル、 パ ー マネ

　 　 ン トプ レスか ど うか、 編 か織 か、 輸 入 か国 産 か 、 サ イズ な どが調査 され る。

　 　 また 一度 に買 った枚数 、 誰(年 令 、 性 別)が 買 った か も明 らか に され る。

　 ロ、 分析 資料

　 　 　 商 品 を どの価 格 で売 る べ きか、 どん な色 にす べ きか、 な どを予 測 す る た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一76一
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　 　 め の 情報 。

　 　 　 客 が なぜ シアー ズ で な く、Kマ ー トで 買 った か な どを調 べ る。

　 　 　 また 、 商 品担 当者 に対 して、 会 議 を開 き、 ス ラ イ ドを利 用 して 説 明 した

　 　 り、調 査 ・分 析 の結 果 に異 論 が 出た場 合 、 さ らに具 体 的 な話 し合 い の機 会

　 　 を もつ な ど して、 情 報 を伝達 してい る。

(c)全 国 消 費 者 パ ネル調 査

　 　 シアー ズの もつ 消 費者 パ ネ ルには 次 の よ うな もの が あ る。

　 ・MRCA　 7,500世 帯 　 　Wearing　 Apparel

　 ・NPD　 　　6,500　 '　 　　 Toys　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 郵 送

　 ・CPP　 　　8,200　 r　 　　 Shoese　 　　　　　　　　　'

　 ・SEARS　 DATABANK　 20,000世 帯　 Home　 Fashions

　 ・TRENDEX　 75,000世 帯　 AppliancesAutomotive　 Power

　 　 　 Tools　 電話(3ヵ 月 に一 回)

　 　 こ う して集 め られ た 情報 は 、 コ ン ピ ュー タ処理 に よ り集 計 され 、例 え ば 、

　 シアー ズ と、J.　 C.ペ ニー の比 較 を各 項 目につい て 分 析 し、 出力 す る な ど属

　 性 を組 合 せ た ク ロス分析 を行 って い る。

　 　 オ ム ニバ ス調 査 の 問題 点 は、 一般 的 、 総 括 的 な質 問 に な るの で、 知 りたい

　 内 容 と調 査 結 果 が、 必 ず しも一 致 しない こ とで これ をで きる限 り科 学 的 に集

　 約 して い る。

　 　 こ う した情 報 を マー チ ャ ン ダイ ジ ングに 活 用す るほ か 、 商 品 担 当 者 以 外 の

　 トソプ経 営 者 や部 門 長 に 定期 的 では ない が、 会議 の資 料 と して提 出 す る な ど

　 して利 用 して い る。

　 　 また 、店 舗 情 報 と消 費者 情 報 は バ イヤー の 段階 で、 ドッキ ング させ 利 用 し

　 てい る。(図2-5)

　 　 こ うした調 査 にか か る費用 は、 年 間社 内 実 費 で600万 ドル、 人 件 費 と して

　 200万 ドルで あb、 社 外機 関 へ の 支払 いは 約100万 ドル を要 して い る。

　 そ の 他 に も、 小規 模 で シ アー ズ の委 託 の み をや って い る会 社 、 約30社 と委

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一77一
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　 パ ネ ル調 査 の有 効性 に つ いて は 、 若 い 人 にそ の効 用 を認 め る傾 向 が 強 く、

今 の とこ ろ、 評価 で き るが、 も っ と質 を充 実 して 行 い たい と考 え て い る。

　 最 も よ く活 用 してい るの は 、 バ イヤー で あ り、 上 層部 の人 達 よ リバ イ ヤー

に 近 くな る程 よ く利 用 して い る。

　 ま た、

イ　 技術 的 な面 で 、組 織 の 中 の 人 が よ り正 確 な予 測 が で き なけ れば な らな い。

ロ　 調査 の結果 を経 営 者 が 経 営 の 中 で 、 どの ように活 用 して くれ るか 。 ま た

　 中間 か ら上 の管 理職 へ の 教 育 と彼 らと現 場 との ジ ョイ ン トをいか にす る か、

　 等 の問題 点 も残 され て い る。

●
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第3章 　 　ヨ ロ　ツ パ 編

5.1　 イ ギ リ ス 産 業 省(Departm∋nt　 of　 lndustry)

所　在　地

調 査 月 日

面 　接 　者

1.　 概

Abell　 House,　 John　 lslip　 street .

London　 SWIP　 4　LN,　 E　ngland

1979年11月6日(火)

Mr.　 A.　 C。 　Nicholas

Mr.　 A.　 J.　 Haines

Mr.　 J.　 E.　 M.　 Lilley

Miss.C.　 M.　 Collier

Miss.　 M.　 J.　 B　ryson

(RTS)

(RTS)

(ECS)

(ECS)

(ECS)

(:::1{:玉璽:iii:∵ll∵)
要

　 イ ギ リス政 府 に お い ては 数 次 に わ た り、 コン ピ ュー タ関連 の振 興 策 を打 ち出 し

て きて お り、1974年2月 以 降、 コ ン ピ ュー タ産業 の所 管 省庁 は、 再 び産 業 者

の担 当 とな って い る。

　 イ ギ リス産 業 省 の主 な業 務 は、 国 内 産業 の振興 、 発 展 を司 り、 規 約 規 定 類 を制

定 す る こ とに あ る。 この中 で産業 の健 全 な発 展 のた め の"情 報"の 重 要 性 は 国 家

的 な認 識 を され て い る。

産業省 に斯 る ・ンピ・一 ・関連の組織 繊 は多岐 にわた るが・ 相 の調査対

象 部 門 を中 心 に示 す と図3-1の 通 りで ある。 情報 処理 業務 に お い て は、77年

か ら本 格 的 に コン ピュー タの活 用 を始 め て い る。 しか し、磁 気 テー プ に よる情 報

の公 表 は して い ない。
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　情 報 の処 理 業 務 は ビ ジネ ス ・ス タテ ィ ステ ィ ック オ フ ィスで 集 中管理 して い る。

　 統計 は ビジ ネ スモ ニ ター と して印刷 物 で公 表 して い るが、 これは 国 内 の全 製造

業 を対 象に し、 生産は四半期 敏 、在庫 、 投 資、 労 働 な どは年1回 ・業 種 別 に ま と

めて公表 してい る が、 詳 細 な もの につ い ては 利 用 上 の 手続 きが 必要 とさ れ て い る。

また、 輸 出入 統 計 に関 しては、 毎 月 の政 府刊 行 物 に掲 載 さ れ てい る。

これ らの 統計 はUN,　 EC,　 OECD等 の公 的 機 関 に 報告 して い る。

　 現在の情報処理に関 して、特 に問題 としてい るのは機密保持のための監視体制

及 び技 術 開発 に伴 う新 製 品の プ ログ ラム改 正 で あ る。

●

●

2.詳 論

(1)民 間の情報収集 ・処理活動へ の支援

　 　 国 内の 情 報 処理 活 動 を支 援 す る代 表 的 な委 員 会 と してR&D　 Requirement

　 Boardが あ る 。

　 　 ここでは コンピュ_タ 化 の 促 進 を主 な 目的 と し・ コ ン ピュー タ利 用 に関 す る教

　 育 や応 用 の ため の プ ロ ジ ェク トを推 進 させ て い る。

　 　 また、英 国での科学、 技術 情 報 は、 そ の9割 を海 外 か ら収 集 して お り・ 円滑 な

　 提供体 制 を整 備 す るた めの情 報 収 集 ネ ッ トワー クの 形成 を検 討 して い る。一 方 、

　 民 間の情 報 収 集 ・提 供 業 者 に 対 す る補 助 も進 ん で い る。 そ の例 と してInfo-

　 Line及 びAslibが 挙 げ られ る。

　 Info-L　 ineは 、オ ンライン情 報 サ ー ビス会 社 で あ り、 産 業 省 は 運 用 資 金 の20%

　 を支援 して い る。

　 　 デ ー タ ベ ー ス は 、 科 学 ・技 術 関 係 が 中 心 で あ る。 現 在 、 英 国 の 他 、 西 ドイ ソ、

　 フ ラ ン ス に も独 自 の ネ ッ トワー ク を持 っ て い る が 、 将 来 は ユ ー ロ ネ ッ トに 接 続

　 してEC全 体 に 情 報 が 提 供 出 来 る予 定 で あ る。

　 また、郵 電 公 社 のInternational　 Packet　 Switched　 Serviceに リ ン ク さ せ 、

　 北 米 主 要 都 市 に も提 供 して い る。
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図3-1　 産業省情報関連部門組織図



　 　 デ ー タ ベ ー ス(計 画 も 含 む)、 は 以 下 の 通 り で あ る 。

　 oWP　 I(Derwent　 World　 Patents　 I　ndex)

　 oCA　 Search(Chemical　 Abstracts　 Service　 BibliographicDatabase)

　 oCA　 Registry(Chemical　 Abstracts　 S　ervice　 Compound　 Registry)

　 oINSPEC

　 OCBD(Derwent　 Chemical　 Business　 Database)

　 oBIOSIS

　 oCOMPENDEX(E　 ngineering　 Index)

　 oRINGDOC

　 　 Aslibは 情 報 の検 索 サ ー ビ ス を 中 心 に した(補 助 金 に よ つ て 形 成 さ れ て い

　 る)調 査 団 体 で あb、 産 業 省 は こ の メ ン バ ー に な って い る 。'Aslibは 技 術 、

　 市 場 に 関 す る 情 報 の 検 索 あ る い は 、 情 報 の 収 集 、 処 理 、 利 用 に つ い て の ア ドバ

　 イ ス や トレー ニ ン グ ・サ ー ビス を し て い る。

　 　 ま た、約2500万 件 の 情 報 を以 下 の シ ス テ ム か らオ ン ラ イ ン検 索 出 来 る。

　 OLockheed　 Information　 Systems　 (DIALOG)

　 oSystem　 Development　 Corporation　 Search　 Service　 (ORBIT)

　 oEuropean　 Space　 Agency(ESA-RECON)

　 oBritish　 Library　 Automated　 Information　 Service　 (BLAISE)

　 　 英 国 の 産 業 団 体 の 情 報 活 動 は 発 達 して い る が 、 中 小 企 業 の 情 報 活 動 へ の 援 助

　 .と して、 産 業 省 は 国 内 に11の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン ター を設 け、 主 に 技

　 術 関 係 の 情 報 を提 供 し て い る。

(2)産 業 省 に お け る外 部 情 報 の 利 用

　　 産 業省 の外 部 デー タベー ス利 用 と してはV'iew　 dataが 挙 げ られ る。　View

　 dataは 郵 電公 社 を 中心 に 各種 機 関 の協 力 に よ り開発 され た オ ン ラ イ ン画 像 情

　 報 サー ビス シス テ ムで あ り、79年3月 か ら稼動 して い る。

　　 View　 dataは 公衆 電 話 回 線 を利用 して、 コ ン ビ=一 夕に 接続 して情報 を取

　 り出 し、 テ レ ビを情 報端 末 機 器 と して利 用 す る システ ムで あ り、 産 業 省 内 に も
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タ ー ミナ ル が 設 置 さ れ て い る。

　 ア 一 夕 ベ ー ス は ビ ジ ネ ス統 計 、 ニ ュー ス 、 ス ポ ー ソ、 タ イ ム テ ー ブ ル、 消 費

者 ガ イ ドな ど数10万 頁 の 蓄 積 が あ る とい わ れ て い る
。

　 現 在 は ロ ン ドンに2ヵ 所 の セ ン ター が あb、 同 時 に400の ユ ー ザ が 利 用

可 能 な状 況 に あ る が、80年 に2ヵ 所 の セ ンター を増 設 し、 将 来 的 に は全 英 を

カバ ーす る構 想 で ある。

　 典 型 的 なView　 dataの 利 用 例 と しては、 株式 市 況 の伝 達 が 挙 げ られ る。 現

在 は テ レ ソクス の利 用 が中心 で あ るが、80年 後 半 には 利 用数 が 逆転 す る もの

と見 込 まれ て い る。

同様 な画 像 通 信 システ ムは 世 界的 に 注 目され て、 開 発が進 ん で い るが、 実 用段

階 に入 って い るの はView　 dataの み で あ る。
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　 　 ろ.2　 経 済 協 力 開 発 機 構

　 　 　 　 　 　 (Organization　 for　 Econamic　 Co-operation　 and　 Development=

　 　 　 　 　 　 OECD)

所 在 地:2Rue　 Andri-Pascal,75775Paris　 CEDEX16FRANCE

調 査 月 日　 :1979年11月7日(水)

面 接 者:Mr.M.　 G　igantes

　 　 　 　 　 　 　 (Director　 of　 processing)

　 　 　 　 　 　 　 Mr。 　AJ.Maines

　 　 　 　 　 　 　 (Statistics　 system)

1.　 概 要

　 OECDは 先 進 工業 国 の経 済 政策 の調 整 や 発 展途 上 国 との 相互 依 存 関 係 の 強化

をは か るた め に、 各国 の トップ ・レベ ルの話 し合 い に よる 意見 調整 や 具 体 的 な行

動 綱 領 の策 定 ・実施 を行 って きた。　各 国 が、 経 済 社会 環 境 を取 り巻 く情 況 に つ

い て 共 通 の 認 識 を 深 め 、 かつ、 将 来 の対 策 を大 胆 に打 ち出 して行 くた め に は、

OECDは 基 礎 デ ー タ 及 び 必 要 な情 報 を常 に 各国 に提 供 し、 かつ 問題 解 析 や将

来動向調査 を実施 し・その 成 果 を加盟 各 国 に知 らせ る こ とが 必要 で あ る。

　 OECDは 、 情報収集 ・加工処理 ・提 供 に つ い て重 要 な任 務 を持 って い るば かb

で な く、 先 進 各 国 を相 互 に比較 し うる統計 デー タ の作成 者 と して、 非 常 に重 要 な

役割 を果 た している。内部 で も共 通 情 報 の収 集 ・処理 ・提供機能 を重視 し、 情 報 処 理

体制 のDPSSへ の一 元化 をは か り、 さ らに 情 報 媒 体 と して磁 気 テー プ、 マ イク

ロ フ イ シュ な どの開 発 を進 め る な ど体制 の強 化 に 努 めて い るが 、収 集 さ れ る情 報

も膨 大 な量 に達 しEDP化 を 進 め る 上 での 障 害 も多 い。 現 在 は これ らの問 題 の

除去 のた め に研 究 に取 組 ん で い る段 階 に あ る。
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2.詳 論

(1)組 織 と 目的

　 　 OECDは 、 経済 、 社 会 問 題 に 関す る先 進 工業 国24カ 国 の政 府 間 の 協 力 機

　 構 であ る。 そ の 目的 の1つ は 加盟 国 の経済 成 長、 雇 用、 生活 水準 の 向上 とい っ

　 た健全 な経済 発 展 を援 助す る こ とで あ り、OECDは 、 経 済 効 果 を 高 め 、 摩

　 擦 を最小 限 に と どめ る た ぬ短 期的 な経済 政 策 の調 整 をはか って きた。 も う1つ

　 は、 発 展 途上 国 を援 助す るた め 資金 援 助、 先進 国 市 場 の開放 、 直接 投 資 の 拡大 、

　 技術 移 転、 人 的 交流 、 社 会 的 イ ンフ ラス トラク チ ュアー の改 善 を進 め て きた。

　 　 OECDの 組織 は問題 の 変化 に合 せ て、 柔 軟性 を持 た せ る必 要 が あ る。 組織

　 の 中心 は、24カ 国 の 外 相 ク ラスの代 表 か らな る会 議(Counci1)と 事 務 局 長

　 で あ り、 実 際行 動 は こ こで討 議 され る。 またOECDの 行 政 主 体 と して、 運 営'

　 を調 整 し、 行 動 日程 を承 認 し、 予算 を管 理 して お り年 に1回 、 大 臣級 の 会 議 が

　開 か れ、 差 し迫 った 問題 の検 討、 将 来 の政 策 を打 ち 出 してい る。

経 済 政 策 委 員 会

エネルギL政策委員会 一

開 発 援 助 委 員会

技 術 協 力 委 員会

貿　易 委 員 会

金融財政等委員会

労 働 社 会 委員 会

環 境 　委 員 会

科 学 技 術 委 員 会

農 業 委 員 会

　　　　議

執行委員会

国 際 エ ネル ギー 機 関運 営 会 議

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (IEA)

核 エ ネル ギー 機 関 運 営会 議

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (NEA)

教 育研 究 開発 セ ン ター 運 営 会 議

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (CERI)

開発 セ ンター

将 来 研 究 プ ロ ジ ェク ト

特 別 プ ログ ラ ム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図3-2　 0ECDの 組 織 図

　 また会 議 を準 備 す るた め に、14人 の メ ンバー か ら構成 され る各 国大 使 の執

行委 員 会 が設 置 さ れ る。 会議 は また、 図3-2に 示 す よ うな各種 委 員 会 に よっ
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て 援 助 され る。 各 種 委員 会 は 各国 の 省 庁 か ら派遣 され る上 級 職 員 か ら構成 され 、

年 に3～4回 集 ま り、 問題 点 の検 討 を行 う。

　 そ れ ぞ れ の 委 員 会 は 、 各 国 か ら派 遣 され た専 門 家 グルー プを もって い る。

　 OECDは 、 柔軟性 を持 たせ るために、 ある程 度 の 自主 性 を持 つ第3組 織 を作

り資 金 援 助 を 行 っ て い る 。 そ れ らが図3-2の 右 側 の機 関 で あ る。

事 務 局 は24カ 国 か ら選 ば れ た 経済 学 者 や専 門 家 か らな るが 、 各 国政 府 とは 独

立 した 国際 的 官 吏 で あ る。

　 OECDの 活動 は、 まず第1に 各 国政 府 の行 動 に 必要 な デー タ を提 供 す る こ

とに あ る。OECDの 事 務 局 は メ ンバ ー 国か ら情 報 を集 め、 利 用可 能 な形 に処

理 し、 各 国政 府 用、 又 は一 般 用 に提 供 してい る。

　 国民所得、貿易、経 済 指標 、 金 融 とい った マ ク ロ指標 の ほ か に、 多 くの特 種 な

デ ー タ も作 成 して きて い る。 この他 、経済 情 報 収 集 システ ムの 開発 に よる もの

として、発 展途 上国 へ の 経 済 援 助 や 海 外投 資に関 す る統計 また研 究 開 発 に 関す る

各 国 の支 出統計 は、 す べ て この シス テ ムに よる もの であ る。

　 現 在、 各 国 の社 会 経 済 の 目標 達 成 度 合 を監 視 す るた め の 指標 を作 る た め に、

新 た な プ ロジ ェク トを実 施 中 で ある。

　 第2の 作 業 と して、 作 成 した 各種 統計 を もとにOECD事 務 局 で は、 短 期

(12-18ヵ 月)の 各 国 経済 予 測 を行 い 、そ の 結果 を 「経 済 予 測 」

(Economic　 Outlook)と して発 行 し,てい る。 さ らに専 門 化 した 分野 で は、

「世 界 エ ネル ギー 予 測 」(The　 World　 Energy　 Outlook)が あ る。

　 統計 的 ・量的 デー タの他 に、OECDで は 各 国 が 直面 した問題 をい か に解 決

したかを記録す る工業政策、 原子 力 法 規、 労働法規 、商慣習、 消 費者 保 護 な どの デ

ー タを収 集整 理 して、 各 国 の比 較 研 究 のた め に提 供 してい る。

　 OECDの 経済 発 展 審 査 委 員 会 で は、 事 務局 が行 った各 国 の経 済情 勢 及 び経

済 政 策 に 関す る研 究 結 果 を報告 し、 自国の経 済 政 策 の立 案 に役 立 て て い る。 同

様 に開 発援 助委員 会(DAC)で は、 各 国 の援 助 計 画 に つ い て、 国 際 エ ネル ギ

ー機 関(IEA)で は、 各 国 の エ ネル ギー政 策 を分 析 報 告 して い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -86一
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　 　 広範 な情報交換 や事務局に よる研 究 に よってOECDで は様 々 の方 法 を提 示 し

　 てい る。 こ うす る こ とに よ って 参 加各 国 が事 態 の認 識 を深 め・ 共 通 の利 益 に関

　 す る認 識 を明 らか に す る こ とが で きる。

(2)　情 報 処 理 体 制

　 　 加盟 国 が経 済 ・社 会 問 題 に つ いて共 通 の認 識 を 持 つため に、当該 問 題 に関 連

　 す る基 礎 統計 の 作 成、 関連 情報 の収 集 ・分析 結 果 の公表 はOECD事 務 局 の 重

　 要 な任 務 とな って い る。 従来 、 経済 政 策 委 員 会、 開発援 助委 員 会 、 貿 易 委 員 会

　 な ど では、 委 員 会 へ 関 連 資料 及 び諸 情 報 を提 供 す る ために、 情 報 収 集 処 理 の た

　 めの委 員 会 を運 営 す る部局 の もとに独 自 の統計 ユ ニ ッ トを持 ってい た が、 情 報

　 処理 を効 率 的 に 実 施 し、 かつ委 員 会 に股 が る基 礎 的 デー タを整 備 す るた め に、

　 国 家経 済 統 計 局(DSCN)、 エ ネル ギー統 計 局 を統合 拡 張 して、 情 報処 理 統

　計 サー ビス局(DPSS)を 設 立 して、 情 報 収 集、 作成、 提 供 の 組 織 化 を 行

　 った。DPSSは1979年 に部局 に昇 格 し、 現 在職員 は 約100名 お り、 そ

　の 主 な任 務 は 、

① 情 報 処 理 ・蓄積 及び各部局 、一 般 へ の提 供、 ②1948年 以 降 の デー タの マ イ

　ク・フィルム化 ③ 各種 統 計 デー タの磁 気 テー プ化、に あるが、文 献情 報 に つ い て は

　ま だ手 をつ け て い ない。DPSSの 機構 につ い ては 図3-3の 通bで あ る。

■
匡　 行　 部1

デ ー タ 普 及

管 理 ユ ニ ッ ト

技 術 管 理
事 務 局

↓　　　　　　　　　　　 、 ↓

1繍 詣 分析部川 システ・開発部[1情 報 管 理 部1

図3-3　 情 報処 理 統計 サ ー ビス局 組織 図
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　 　 DPSS以 外 に も、特 殊 情 報 に つ い て は独 自に収 集 ・ 処 理・ 内外 部 提 供 を行

　 う機 関 が あ る。 国 際 エ ネル ギー 機 関(IEA)で は加 盟 各 国 とラ イ ンを結 び、

　オ イル、 エネ ル ギー 関 連情 報 を収 集 し基 礎 デー タを作成 して、 四 半 期 また は、

年 ベー スで情 報提 供 を行 って い る。

　原 子 力 エ ネ ル ギー機 関(NEA)も ま た 加盟 各 国 と ライ ンで 結 び 関連 情 報 の収

　集、 基礎 デー タの作 成 に努 め てい る。

　 　 DPSS、 　 IEA、NEAと も情 報 の プ ロデ=一 サ で あ9、 基礎 デ ー タ作 成

　 の た めの 情報 は、 加盟 国 か ら得 る 資料 を もとに、 加 工 処理 して求 め られ る。

　 そ の他IEAな どでは 加 盟 各 国 の 民 間 団体 に対 して も情 報収 集網 を築 い てお り、

　 これ か らも情 報 を入手 し うる立 場 に ある。

(3)　 システ ムの概 要 と将 来 計 画

　 (a)　 コン ピ ュー タ ・シス テ ムの概 要

　 　 イ.ハ ー ド ウ エ ア

　 　 　 　 バ ロー スB-6100、80年 に はB-6822を 導 入 す る 予 定 。

　 　 　 　 タ ー ミナ ル30(将 来 は60に 増 す)

　 　 　 　 デ ィス プ レ イ タ イ プAGE

　 　 　 　 リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー3台

　 　 ロ 。 ソ フ ト ウ ェ ア

　 　 　　 ソ フ トウ ェア は古 い の で、OSILISをOECDの エ ン ジニ アが 新 し く

　 　 　 開 発 中 で ある。1年 ～1年 半 後 に完 成 予定 で バ ロー スのMS2の 原 理 を取

　 　 　 り入 れ る。

　 　 　　 フ ァイル ・シス テ ムはOECD独 自の 開発 で ある。

　 　 ハ.タ ー ミナ ルの 分析 方 法

　 　 　　 IMFと か他 の 国 際機 関 の プ ログ ラムを利 用 した パ ッ ケー ジ ・シス テ ム

　 　 　 の ソフ トウェア を持 ち、 巾広 い利 用 方 法 が ある。

　 　 　 ① 計 算 シ ュ ミレー シ ョン 等 、 デー タの分 析 を行 う。

　 　 　 ② フ ァ イル管理

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一88一
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　 　 　 　 特 定 問題 に関 す る質 疑 応 答 が で きる。

　 　 ③ 　 言 語 は ユー ザの た めに、 特 別 に作 成 した。

　 　 ④ オ ン ラ イ ン で ア ク セ ス で き る デ ー タ は 少 な い 。

　 　 　 貿 易 統 計 デ ー タは ボ リ ュー ム が 大 き く、 各 製 品 別 に 分 割 す る な ど フ ァ イ

　 　 　ル 量 を 少 な く して 、 分 析 す る こ と に して い る 。

　 (a)DPSSの 将 来 計 画

　 　 　 DPSSの 基 本 方 針 と して は 、 磁 気 テ ー プ の 形 で 公 表 さ れ る 資 料 や 各 国 政

　 　 府 向 け 資料 以 外 に 、 特 別 に 各 国 とオ ン ラ イ ンで 接 続 さ せ る計 画 は 今 の ≒ こ ろ

　 　 な い が 、 中 期 計 画 で は 各 部 局 の デ ー タ を 導 入 して 、 広 範 な 統 計 資 料 を作 成 し

　 　 て い く予 定 で あ る。

(4)　 作 成 情 報 の 内 容

　 (a}磁 気 テ ー プ関 連 情 報

　 　 　 外 部 に一 般 公 表 さ れ て い る磁 気 テ ー プ と して は 、 以 下 の も の が あ る。

　 　 ('79年 現 在)

　 　 ①Main　 EconomicIndicators:the　 annual　 subscrlption　 feels

　 　 　 U。S.$3,000,£1,500,　 F.　 F.13,500

　 　 ②Statistics　 of　 Foreign　 Trade(SeriesA):

　 　 　 the　 annual　 subscription　 fee　 is　 U.　 S.$3,000,£1,500,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F。F.13,500

　 　 ③Quarterly　 National　 Accounts:

　 　 　 the　 annual　 subscription　 fee　 isU.　 S.$1,000,£500,　 F.　 F.'4,500

　 　 ④Annua1　 National　 Accounts:

　 　 　 the　 annual　 subscription　 fee　 isU.　 S.$1,000,£500,　 F.　F.4,500

　 　 ⑤Quarterly　 Labour　 Force　 Statistics:

　 　 　 the　 annual　 subscription　 fee　 isU.　 S.$1,000,£500,　 F.　F.4,500

　 　 ⑥Annua1　 Labour　 Force　 Statistics:

　 　 　 the　 annual　 subscription　 fee　 is　U.　S.$250,£125,　 F.　 F.1,125

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -89一



　 こ の 他 、 加 盟 各 国 の 貿 易 情 報 を、 早 急 に 提 供 す る た め に マ イ ク ロ フ ィ ル ム

・サ ー ビ ス を行 っ て い る 。 マ イ ク ロ フ ィ ル ム で は 、30 ,000ペ ー ジに 相 当

す る統 計 資 料 を120の マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ に 収 め る こ とが で き る ほ か 、 磁

気 テー プか ら直 接 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ を作 れ る た め 、 通 常 の 印 刷 物 よ り も数

ヵ月 早 く提 供 で き る メ リ ッ トが あ る 。 一 般 に 入 手 し得 る マ イ ク ロ フ ィル ムは

次 の 通 りで あ る 。

　 ①Import/Export　 Microtable　 for　 24C・ountries

　 　 　 　 lYear,　 F　 1,000,£120,000　 U.　 S.$250.00

　 ②ExPort　 Microtable　 for　 the　 24Countries

　 　 　 　 lYear,　 F　 600,£73.00　 U.　 S.$150.00

　 ③Import　 Microtable　 for　 the　 24Countries

　 　 　 　 lYear,　 F　 500,£60.00　 U.　 S.$125.00

　 ④by　 country　 and　 by　 nature

　 　 　 各 局 で は 産 業 連 関 表 に 関 す る新 しい 磁 気 テ ー プ の 作 成 に つ い て 、 興 味 を持

　 　 っ て い る が 、 積 極 的 な研 究 は 行 っ て い ない 。

　 　 　 EC諸 国 間 で は 分 類 の 標 準 化 を 考 慮 して い る が 技 術 的 に 難 し い た め 思 う

　 　 よ うに 進 ん で い な い 。

(b)印 刷 情 報

　 　 OECD事 務 局 の 統 計 資料 、 研 究 報 告 書 の 主 要 な 出版 物 は 次 の 通bで あ る 。

　 経 済 問 題

10.

11

12

ECONOMIC　 SURVEYS　 SERIES

加 盟 国別 年 次経 済 審 査 報告 書(経 済 開 発 検 討委 員 会)年18-22冊 。

経済 研 究 報告 書全 般 、(経 済 政 策委 員 会 、 短 期 予 測 ・成 長 ・収 支 ・

物価 賃 金 各WP)

OECD　 ECONOMI　 C　 OUTLOOK、 経済見通 し、(EPC、 　 EDRC

経済 統 計 局)年2回 。

　 　　 　 　 　 　　 　 -90一
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財 政 ・金 融 ・租税 ・貿易

　 20　 　 0ECD　 FINANCIAL　 STATISTICS、 財 政 金 融 統計(資 本

　 　　 　 　 市場 委 員 会)2巻 十5サ プルメン ト十月刊 国 際金 利 動 向速 報。

　 21-22財 政 問題 ・国 際収 支、(経 済 政 策 委員 会 、 支 払委 、 資本 市場 委 、 通

　 　　 　 　 貨 ・外 為委 ・国 際 投 資 ・多 国籍 企 業委 等)

3

4

ウ
ー

ワ
一

5

ρ0

7
・

ウ
臼

9
錫

ウ
匂

租税 関係。(脱 税、二重課税、租税収入、 多国籍企業課税各WP)。

貿易問題、競争政策(貿 易委、 貿易外取 引委、特恵、輸 出信用、制

限的商慣行、多国籍企業各WP、 消費者 政策委等)

保険

制 限的商慣行立法案 内、 年2回 改訂版

FINANCIAL　 MARKET　 TRENDS、 国際金融市場動 向、

(資 本 市場委員会)年5回

統 計(経 済統計局)

0

1

3

つ
」

2

3

4

5

3

3

つ
己

3

開　 発

　 40

　 41

　 42

　 43

NATIONAL　 ACCOUNTS、 国 民経 済 勘定 、 年 報 と季刊

MAIN　 ECONOMIC　 INDICATORS、 主 要 経 済 指 標、 月 刊

FOREIGN　 TRADE　 STATISTICS、 　 貿 易統 計

　 　 　 　 シ リー ズA、 国 別 　 月 刊

　 　 　 　シ リー ズB、 商 品別 　 　年6回

　 　 　 　 シ リー ズC、 市場 別 　 年2回

LABOUR　 FORCE　 STATISTICS、 労 働 力 雇 用 統計 、 季刊

(労 働 力社 会 問題 委 員会)

開発研究 ・研修機関活動 速報、年2回

開発 セン ター報告書、(LDC域 外農業 ・科学技術援助等)

技術援助(OECD域 内、技術協 力委員会一地中海地域)

DAC開 発援助委員会
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エ ネル ギ ー 問題

　 60　 　 石油 統 計、(国 際 エ ネ ル ギー 機 関、 エ ネル ギー 委)、 季刊

　 61　 　 　 1EA－ 国 際 エ ネル ギー 機 関報 告 書

　 66　 　 NEA－ 原 子 力 エ ネル ギー 機 関報 告 書

　 67　 　 原子 力法 公 報

産業 政 策 ・地域 政 策

　 70　 　 産 業 と地 域 振 興 政 策

　 71　 　 各 種産 業 別 統計 年 報(産 業 統 計WP等)。

　 72　 　 経 営、 労 使 関 係

　 73　 　 紙 ・パ ル プ統計 、(紙 ・パァ ドホ ックG)、 季刊。

労 働 力 ・社会 問題

　 81　 　 労 働 力 ・雇 用 政 策、(労 働 力 ・社 会 問 題委 員 会)。

　 82　 　 社会 問題(社 会 指 標、 移 民、 労 使 関係 、 所得 移転 、 雇 用 統計 各WP)。

　 83　 　 労 使 関係 、 労 働 組 合 セ ミ't－ リポー ト、(労 社 委工 業 委JWP)。

科学 技 術 ・情 報処 理 ・環 境 公 害

　 92　 　 科 学 技術 政策 委 員 会 報告 書

　 93　 　 情 報 ・コ ン ビ=一 夕処 理 ・通 信政 策

　 97　 　 環 境 公 害、(化 学 品 ・経 済専 門家,・廃 棄 物管 理 ・エ ネル ギ ー と環境 ・

　 　 　 　 　 越 境 汚 染 ・都 市 環境 ・大 気 管理 ・水 管 理 各 グルー プ)。

5.情 報 提 供 の方 針

　現在、OECD諸 国及 び域外諸国に対 して、磁気 テー プを予約制 で提供 してい

るo

　す べ て の収 集 情 報 を提 供 して行 く方 針 だ が、 ソフ トウ ェアの 開 発上 、OECD

部局 内部へ の提 供 が先 行 し、 外部 提 供 が 遅 れ る のは仕 方 が な い との 見解 を と って

い る。 刊行 物 に つ い ては 、 各 局 で デー タを収 集 、 作 成 し出版 す る が磁 気 テー プに

よる情 報 につ い て は、DPSSで 責任 を も って 編集 出版 す る こ とに な ってい る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -92一
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　 磁 気 テー プの使 用 条 件 に つ い ては 以 下 の通 りで あ る。

① 政 府 が 購 入 した場 合 は 原 則 と して そ の機 関 内 で 自由に コ ピー を と り、 使 用 で

　 きる。

② 　 民間が、購入 したオ リジナル テー プ を変 形 して 販売 す る場 合 は、 テー プ価 格 の

　 4倍 の料金 を支 払 わ なけれ ば な らな い。

　 　 ま た、 タ イム ・シ ェア リン グ ・サー ビス をす る場合 はOECDと 特 別 契 約 を

　 結 ば なけれ ば な らない。

③ 　 民 間団 体 は 、4倍 の料 金 を支 払え ば、 加 盟 企業 に テー プ を貸 す こ とが で きる。

　 (コ ピー も同様)

④ 磁 気 テ ー プを利 用 して 作成 した 資料 を出版 物 の型 で配 布 す る こ とは 問題 ない。

⑤ 　 産 業 団体 が購 入 し、 加工 処 理 して 加盟 企 業 に磁 気 テー プ で サー ビス す る場 合

　 は 、 通 常 の料 金 よ り高 くなる。

　 いず れ に して もOECDの オ リジナ ルテ ー プを加 工 ・変 形 して、 外部 に 提 供 す

る場 合 に つ い て は、 文 書 で照会 す る必 要 が ある。

●

一93一



　 　 5.3.

所 　在 　地

訪 問 月 日

面 　接 　者

1.概

(1)組 織

　 　 ヨー ロ ッパ共 同体 は、EC委 員 会 の下 に1～XXの 総 局(Directorate-

　 General)(DGXIは 欠)と 統 計 局(Statistics　 Office)を.は じめ とす る、

　 い くつ か の部 門 とで構 成 され て い る。

　 　 今 回 の訪 問 調査 に 関係 した部 門 は つ ぎの3部 門 で あ る。

　 ① 統 計 局 　 貿 易 統計 、CRONOSの 関 係

　 ②DGIV　 産 業情 報 関 係

　 ③DGX田 　 ユー ・ネ ッ ト関 係

　 　 組織 の詳 細 につ い て は図3-4を 参照 さ れ た い。

ヨ ー ロ ッ パ 共 同 体(European　 Communities=EC)

:　 Building　 R　ond,　 Point　 Sshuman/IZo.6

　 Rue　 de　 la　 Loi　 200,1049　 Bruxelles/

　 Gean　 Monnet　 Building　 rue　 Alcide　 de

　 Gasperi　 Ruxembourg-Kirchederg

:1979年11月8日(木)・9日(金)

:Mr.Arthur　 Hall

　 Mr.　 Charles　 Struxiano　 　 　 　 (DGm)

　 Mr.　 Andre　 Mauperon　 　 　 　 　 　 (DG皿)

　 Mr.　 Klaus　 Loning

　 Mr。 　BYK　 　 　 　(Statistics　 Office)

　 Mr。Wolfgang　 Huber　 　 　 　 　 (DGX皿)

　 要

概 　要
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c　Com　 rnission

Special.respOnsibilities　 of　the　Members　 ofthe　 Commission

Secretariat-General　 of　the　Comrnission

Legal　 Service

Statistical　 Of1『ce

Customs　 Union　 Service

Environment　 and　 Consumer　 Protection　 Service

DGI

DG　 II

DG　 III

　 　 　コ

DG　 IV

DGV

DG　 VI

DG　 VII

DG　 VnI

DG　 IX

DGX

DG　 XII

DG　 XHI

DG　 XIV

DG　 XV

DG　 XVI

　 －External　 Relations

　 -Economic　 and　 Finandial　 Affairs

　 -　lnternal　 Market　 and　 lndustrial　 Affairs

　 -　Competition

　 -　Emproyment　 and　 Social　 Affairs

-Agriculture

-Transport

　 -Development

　 -Personnel　 and　 Administration

　 -SpOkesman's　 Group　 and　 Directorate・G』neral　 fbr　lnfbrmation

・L-Research
,　Science　 and　 Education

-Scientific　 and　 Technical　 lnformation　 and　 In　f()rmation　 Management

　 -Fisher{es

　 -Financial　 Institutions　 and　 Taxation

　 -Regionat　 Po1icy

DG　 XVII-Energy

DG　 XVIII-Credit　 and　 Investments

DG　 XIX　 -Budgets

DG　 XX　 　-Financial　 Control

Joint　 Research　 Centre

Euratom　 SupPly　 Agency

Security　 OMce

Specia!Assignments

Offtce　 fbr　OMcial　 Publications　 or　the　European　 Communities

Commission　 Delegations　 to　ACP　 Countries

Commission　 delegations　 to　Southern　 Mediterranean　 countries

rndex　 ofnames

　　　　　　　　　　　　　　　図3-4　 ECの 機 構
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　 2.詳 　　 　 論

(1)　統計 処 理 の概 要

　　 加 盟9カ 国 の歩 調 を揃 え て コ ン ピュー タ化 す る こ とが最 大 の課 題 であ9、 運

　 用 管 理 の た めに 、 加 盟 国 間 で30に 及ぶ 協定 を締 結 してい る。

　　 デー タの収 集 分析 に 関 しては 、 加盟 国 各 々 の 方 法 で 行 っ て お り、 各国 の方

　 法 を尊重 して いる。 しか し、ECに 各国 の情 報 を迅 速 に集 め る こ とが重 要 な課

　 題 で あ り、 各 国 行政 レベ ル で の協 調 が ポ イ ン トとな る。

　　 EC内 各委 員 会 が収 集 して い る毎 月 の情 報 は、 そ の量 の 多 さ もあ って、 迅速

　 な る収集 が 目下 の と こ ろ分析 云 々の問題 よ り大 きな課 題 とな って い る。

　 (a)プ ラ ン ト輸 出 統計

　　 　 現 在、ECで は プ ラン ト輸 出統計 は 実 施 して い な い。 現行 の輸 出統計 で は、

　　 プ ラン ト輸 出の定 義 が不 明確 で ある た め、 プラン ト輸 出であるのか、 技術 輸 出

　　 であるのか不分明 である。 した が って プ ラン ト輸 出 の定 義 な ど プ ラ ン ト輸 出統

　　 計 の あ り方 に関 す る方 法論 を検 討 す る研 究会 を1980年 始 め に発 足 させ る

　　 予 定 に してい る。 これ は、 プ ラン ト輸 出統計 と して の研 究 を開始 す るの で あ

　　 って、 成 果 を得 た と して も直 ちに プ ラン ト輸 出統 計 と して、 作成 ・公表 す る

　　 か ど うか は決 ま っ てい な い。

　 (b)貿 易 統計

　　 　 EC内 の 統 計処 理 の 中 で最 も進 ん で い る統計 で、 加 盟 国 す べ て か ら磁 気 テ

　　 ー プでEC統 計局 に 報告 され てい る。(加 盟 国 は9カ 国で ある が、 ベ ル ギー

　　 とル ク セ ンブル グは統 合 さ れ て報告 して くるの で磁 気 テー プの本 数 は8本 で

　　 ある。)

　　 　 報告 され る品 目分類 は9桁 のNIMEXE分 類であb、 その うち6桁 まではBTN

　　 分類 に準 拠 して お り、 各 国 と も共 通 の 分類 とな って い るが、 細 分類 で あ る

　　 7～9桁 につ い て は、 各 国独 自の分類 体 系 とな って い る。

　　 　 各 国 か ら収 集 した磁 気 テ ー プか ら次 の統計 表 を作 成 してお り、 同時 に マ イ

　　 ク ロフ ィ ッシ ュを作 成 して い る。詳 細 に つ い ては 図3-5参 照 。

　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 -96-一一・
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図3-5 貿 易 統 計 の 処 理



　 　① 国 別 品 目表(四 半 期 報、 年 報)

　 　② 国 別、 品 目別6桁 表、4桁 表 、2桁 表

　 　③ 　 主要 品 目表

　 　④ 規 制 農 産 物 に 関す る特 別 表

　 　⑤ 産 業 別 分類表

　 　⑥SITC分 類 表 　　 等 々

　(c)産 業 連 関表

　 　　各 国 共通 分類(44部 門)の 産 業 連 関表 を各 国 で 作成 して い る。

　 　 この産 業 分類 は 、 製 造 業20部 門、 農 業1、部 門 、 エ ネル ギ ー関 係5部 門、 サ

　 　ー ビス業18部 門 とな って い る。

　 　　 この産 業 連 関表 は、 毎 年 各 国 か ら報告 され る もの で、ECと してffL　一"的 に

　 　実 施 して い る もの で は な い が、 同一 分類 で実施 して い るの で 各国 比 較 は一 応

　 　可 能 で ある。 また、EC各 国 統 合 した産 業 連 関 表 の作 成 を現 在検 討 中で あ る。

　 (d)そ の他 の統 計

　 　　 ECと しては 、 生 産 統 計 と国民 所 得 統計 につ い て収集 してい るが、 各 国 の

　 　 分類 が未 だ統 一 され た もの に な ってお らず、 各 国 を比 較 す る こ とは 出来 な い。

　 　　 一 般 へ の公 表 は、 報 告 書 の み で行 って い る。

(2)磁 気 テー プ公 表 に よる デー タ提 供

　 　 ECと しては、 貿 易統 計 に つ い ては磁 気 テー プに よる公 表 を実施 して いる。

　 公 表 して い る品 目分 類 はNIMEXE　 6桁 分類 で あ り、 ユー ザは 全 品 目 も しくは、

　 そ の一 部 につ いて 購 入 す る こ とが可 能 で あ る。(国 別、 品 目別 の 四半 期 デー タ、

　 年 デー タ)

　 　 ECの 政 策 と して は、 商 用 デ ー タベー ス ・サ ー ビス企 業へ の販 売 は しない が、

　 そ れ以 外の 企業 へ の 販 売 は実 施 して い る。産 業 団体 が購 入 した場 合 には 、 会 員

　 会 社 の利 用 も可 能 で ある。

　 　 購 入 手続 きは、EC統 計 局 へ 購 入 申 し込 み を行 うと、 購 入 条 件 等 の 記 載 さ

　 れ た書 類 が購 入 希 望 者 に 送付 さ れ、 そ の条 件 で契 約 が成立 すれ ば10,000ベ ル

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ー98一
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　 ギー ・フ ラン で約3ヵ 月 遅 れ で磁 気 テー プ を入 手 で きる。

(3)　統 計局"CRONOS"

　 　 統計 局 のDivision　 E3(短 期 の 工業 統計 担 当)で は、EC内 各部 局 と協 力 し

　 て{℃RONOS"(ク ロノス、　Chronological=時 系 列の 意味)と 呼 ば れ る時 系

　 列 デ ー タベー ス を 開発 ・運 用 して い る。

　 　 t℃RONOS"の 蓄積 デー タはVつ ぎの とおbと な ってい る。

　 ① 国 民所 得 統 計

　 ② 　貿 易 統計

　 ③ 　 労働 統計

　 ④ 　 工業 統 計 　 　等 の公 表 統計 が 中心 で一 部 部 外 秘 の デー タ も含 まれ てい る。

　 　 この シス テ ムはEC内 の経済 社 会 に 関す る時 系 列 デー タ ベー スの 高度 化 を 図

　 る こ とを 目的 と してte　b、　EC内 の デー タ セ ン ター の役割 を担 って い る。

　 　 現 在、30万 系 列 の デー タを蓄 積 してお り、 将 来 は 倍増 す る計 画 とな ってい

　 る。

　 　 "CRONOS"は 、 オ ン ラ イ ンに よる検 索 シス テ ムで利 用 で きる体 制 に な っ

　 てお り、 検 索 の ほ か に若 干 の 計算 結 果 お よび グ ラフ等 をオ ン ラ イ ン ・デ ィス プ

　 レー 上 に表 示 で きる。

　 　 なお、Cronosシ ス テ ムの概 要 お よびCronosデ ー タベースに つ いて は付 属 資

　 料2,3,を 参 照 して い た だ きたい。

(4)　 ユー ロネ ッ トの 現状.

　 　 ユー ・ネ ッ ト設立 の 目的 は 、Mr.MaUPeronに よれ ば、 つ ぎの ご と くで あ る。

　 ①EC域 内に は、 自前 の ネ ッ トワー クが な く

　 ② ア メ リカに対 して、 ネ ッ トワー ク利用 にお い て遅れ て お り、

　 ③ ネ、ッ トワー ク を介 しての情 報 の伝達 の方 法 が なか った。

　 ④ 自前の情報 ネ ッ トワー ク確立のための検討 を行 った結果、 各 国別 に ネ ッ トワー

　 　 ク を確立 して、 そ れ を連 結 す る よb・も、ECと して1本 化 した体 系 で開 発 し

　 　 た方 が総 費 用 で、 乃 で完 成 す る との予 測 の も とに ス ター トした。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -99一



　 セ ン ター を ロ ン ドン 、 パ リ、 ロー マ、 フ ラ ン ク フ ル トに 設 置 し て、 近 い 将 来

5ヵ 所 増 設 す る 計 画 に な って い る。

1980年 代 を 第2ス テ ッ プ と して 、 位 置 づ け、 シ ス テ ム の 拡 大 と利 用 に 重 点

を 置 きた い 。

　利用 に関 しては各 国 郵 政省 か ら、① 電話 回線 ラ ッシ ュ時 にお いて も3秒 以 内

の レスポ ンス可 能 の保 証 を得 た こ と、 ② 回線 使 用料 につ い ては、 現 行 利 用料 金

の 乃に す る との保 証 を得 た こ とに よ り(料 金 面 で は、 ア メ リカ と同等 の料 金 と

な る)距 離 に 関 係 な く、EC域 内で の利 用 が、 同 一 料金 で平 等 の情 報 を ア ク セ

スで きる体制 が 整 った わ け で あ る。

　 現 在 は テ ス ト期 間 中 とい う こ とで、 無 料 で サ ー ビス して い るが トラブ ルが 多

発 して、 本 格 稼 働 には 至 っ てい ない。

　 現 在 、23台 の コ ン ピ ュー タ を 連 結 して 、151の デ ー タ バ ン ク が 利 用 可 能

と な っ て い る。151の デ ー タ バ ン ク の う ち113がEC域 内 で 作 成 さ れ た も

の で、 残 りは ア メ リ カで 作 成 さ れ た も の で あ る。

　 デー タバ ンク の 内容 は科 学、 技 術、 化 学 、.製鉄、 経済 、 法 律 等 の文字 情 報 が

中心 とな って お り、 そ れ らの 分 野 では 大 き く貢 献 す る もの と期 待 して い る。

　 運 用上の問題 点 と しては、著作権の問題(各 国での著作権の法律上の解釈 が

統 一 さ れ てい ない)が あ り、 今後 調整 を要 す る問題 で あ る。

　 将 来計 画 と しては 、EC域 内 に止 ま らず 、 周 辺 諸 国 に拡 大 す る方 針 を持 っ て

お り、 現 在 の と ころ、ス イ ス、 ス ウ ェー デ ン、 ス ペ イ ン、 オ ー ス ト リ ア、 ユ ー ゴ

ス ラ ビア、 フ ィ ン ラ ン ドが 参 加 す る こ と に な っ て い る 。

　 また、AエCP(ロ メ協 定)加 盟 国、 中近 東、 ア ラ ブ等 に も参 加 を呼 びか け て

い く方 針 で あ る。

　 ユー ロ ネ ッ ト事 務 局 は、1983年 に発 展解 消 し、 そ の 後 の運 用 管理 は、 各

国 の郵 政 省 に 移 管 す る こ とに な って い る。
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ろ.4　 情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 協 会

　 　 　 (Gesellschaft　 fUr　 lnformation　 and

　 　 　 　 Dokumentation=GlD)

■

所　在　地

調 査 月 日

面 　接 　者

Arabella　 Center　 Lyoner　 Strasse　 44-48

6000　 F　rankfurt　 Ammain

West　 Germany

197・9年11月14日(水)

Dr.　 Shutzsach

(International　 Office)

Mr.　 Schmidt-Reindl

(Planning　 Section)

Mr.　 Cuno

(Project　 GrouP)

'

1.　 概 要

　 西 ドイ ソで は、 情 報 処理 の方 向性 を定 め た情 報 ドキ ュ メンテー シ ・ン計 画 に基

づ いて、 す べ て の情 報 、 ドキ ュ メ ンテー シ ョンを16の 専 門 分 野 に 分類 し、専 門

情 報 セ ン ター を確 立 す る こ とに よ って、情 報 の集 中化 、 組織 化 をは か って い る。

本 計 画 は、 情 報 の一 元 的 蓄 積 に よる 資本,・労働 力 の効 率 的 利 用 を狙 った もの で将

来 的 に は、 国 際的 な情 報交 換 シス テ ム も可 能 とな る予定 で あ る。 西 独 の情 報 処 理

政 策 の特 徴 は、 既存 の研 究 機 関 の 大 胆 な統 合 と産 業 界 か らの 強 力 な支 援 が ある こ

とで あ る。1&D計 画 は 予想 外 の 支 出増 に よる資金 不 足 か ら専 門情 報 セ ン ター の

設 立 は 思 うよ うに進 まず、 ま た、 ユー ロネ ッ トの 関係 か ら情 報 の重 複 問題 をい か

に 解決 す るか、 困難 な問題 も数 多 く抱 え てい るが、 西 ドイ ソの総 合 的 な情 報化 政

策 が今後 どの よ うな成 果 を もた らす か注 目され る ところ で あ る。

一101一



2.詳 論

(1)組 織 とEDP化 政 策 に果 たす 役 割

　　 GIDは1&D計 画 に基 づ く業務 の実 施 及 び 推 進母 体 と して、 既存 の4研 究

　 機 関 を統 合 して1978年1月1日 に 設立 され た政 府 出資 の非営利特殊法人であ

　 り、 現 在 職 員 は200人 で あ る。

　　 その 目的 は

　 ① 　情 報 お よび ドキ ュ メ ンテー シ ョン分野 の研 究 開 発、 政 府 施 策 に対 す る助 言

　 ② 政 府 プ ロジ ェク トの管 理

　 ③ 　 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンに 関 す る情 報 収 集

　 ④ 　 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの 機械 化 及 び 複 写技 術 の研 究 開発

　 ⑤　 1&Dプ ラ ンに 関す る技術 指導 並 び に サ ー ビス の提 供

　 ⑥'1&Dプ ラ ン分野 にお け る 国際協 力 の推 進

　 であ り、 活動 内容 と して次 の業 務 を挙 げ る こ とが で き る。

　 ① 　 GIDは1&D計 画 の 推 進、 調整 、 摂 動 のた め の機 関 では あ る が16の

　　 FIZ(Information　 Documentation　 Center)と は独立 した組 織 で あ り、

　　 これ を監督 す る立 場 に は な く、 主 に1&Dに 関 す る規準 規 格 の調 整、 基 本 方

　　 針 を作成 す る。

　　 　 しか し、 情 報 化 政 策 を決 定 す る立 場 には ない。

② 　 情 報化 を推 進 す る プ ロジ ェク トにつ いて は、 こ こを通 じて 資金 援 助 が な さ

　　 れ る。 資金 は 科 学 技 術省 か ら拠 出され る。(昨 年 度 の 予算 は、28百 万 ドイ

　　 ソ ・マル ク)

　③ 　 援 助 の決 定 に つ い て は、 新 聞 に その 旨 を通 知 し、 申請 を受 け付 け てい る。

　　 申請案件 については科学技 術 省 で 内容 審 査 し、援 助 す る か ど うか を決定 す る。

(2)西 ドイ ツにお け る情 報処 理 体 制 の推 進

　 (a)情 報処 理 の 進捗 状 況

　　 　 西 ドイ ツの 情 報処 理 を推 進 す る連 邦 政 府 の所 管省 庁 は 研 究 技 術 省 で あ り

一102一
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同省 は 、5つ の局 か ら構成 され 第1局 は 、 管理 、 計 画、 研 究所 間 の調 整、 第

2局 は・ 研 究政 策 の基本 問 題 の 検 討、 研 究 へ の 助成、 国 際 協 力 を 行 い 、 第

3局 は、 エ ネル ギー、 原材 料 、 完成 技 術 、 生 物学 、 生態 学、 医 学 の研 究 を所

管 し第4局 では、 情 報 処 理、 イ ン フ ォ メー シ ョン ・ ドキ ュメ ンテー シ ョン化

の 推 進、 第5局 で は宇 宙、 通 信 シス テ ムの 開発 を担 当 してい る。

　 西 ドイ ツの情報 処 理 体制 の 推 進は 、1&D計 画(イ ンフ ォ メー シ ョン ・ ド

キ ュ メ ンテー シ ョン プ ログ ラ ム1974～1977)が1975年 の閣 議 で 承認 さ

れ た こ とか ら本 格 化 した が、 これ 以 前 に1961年 にIDW(情 報 科学 研 究

所)、1964年 にZMD(ド キ ュメ ンテー シ ョン機械 化研 究 所)が 設 立 さ

れ、 情 報 処理 に関 す る基 礎 研 究 が なされ て いた。

　 1&D計 画 の 目的 は① 研 究、 開発 、 教 育 の 能率 の向上 ②企 業 の能 力の 向 上

③ 議 会、 政 府、 行政 、 裁 判 の プ ランニ ング ・デ シ ジ ョンへ の援 助④ 市 民 へ の

情 報 サ ー ビスで あ った。

具 体 的 には 個 々の イ ン フォ メー シ ョン ・ ドキ ュメ ンテー シ ョン活 動 を統合 す

る た め に、 科 学 技 術 分野 の み な らず全 知 識 分野 を16の 専 門 分 野 に 分 け、 各

分野 のた め に専 門情 報 シス テ ム を設 立 し、 そ の他 に横 の シス テ ム と して、 特

許 、 研 究 企画 、 環 境企 画、 規 格 に つ い て の情 報 シス テ ムを設 置 す る こ とで あ

ったo

表3-1は16の 専 門 情 報 シス テ ムFIZ(情 報 セ ン ター)の 内容 及 び主 管

省 庁 で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　表3-1　 FIZ及 び主 管 省 庁

公衆衛生、医学、生物学、 スポー ソに関する情報 システム………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 青年 家庭保健省

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 食糧農林省

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 研究技術省

エネルギー、物理学、
,数 学関係の技 術情 報 システム …　研究技術 省
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5.冶 金 学、材料学、金 属合成及び分解学 に関す る技術情報 システム……

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 経済省

　 原料の精製及 び地学に関す る技術情報 システ ム……　経済省戸0

7
・

8

交 通 に関 す る技 術 情 報 シス テ ム

空 間利 用、 建 築 学 、 都市 計 画 に関 す る情 報 シ ステ ム

交通省

9

0

1

2

3

4

5

6

　

1
⊥

-
1

1

1

1

1

1

消 費材 に関 す る情 報 システ ム

経 済 に関 す る情 報 シス テ ム

法律に関す る技術情報 システム

教 育 に 関す る情 報 シス テ ム

社 会 科 学 に関 す る情 報 シス テ ム

精神科学に関す る専用情報 システム

外国 文 化 に 関す る情 報 シス テ ム

国土利用 ・建設
都市計画省

経済省

経済省

法務省

教 育学術省

研 究技術省

研究技術省

外務省
経済協 力省

電子 工学、製鉄 学、機械工学 に関す る技術情報 システ ム………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 経済省

,

　 1&D計 画 の主 要 目的 は 次 の2点 に ま とめ る こ とが で き る。 ① 科 学 技 術 情報

　 を組 織 化 し、 系統 的 か つ 効率 的 な情 報収 集 、 処 理、 提 供 体 制 を作 る② 効 率 的

　 な単 一 組 織 を設立 して国 際的 情 報 シ ステ ム との接 続 を可 能 にす る と共 に、 技

　術 的 、人 的 、組 織 的 効 率 を高 め る。 また、 同計 画 を推 進す る た めに・IDW・

　 ZMDな どの情 報機 関 を統 合 し、GIDが 設 立 さ れた。

　 　現 在、 情 報 サー ビスを実 施 して い るFIZ(情 報 セ ン ター)は ・ 第3シ ス

　 テ ムの 化 学、 第4シ ステ ムの 物 理 ・エ ネル ギー、 第11シ ステ ムの法 律 ・憲

　 法、 第16シ ステ ムの 技術 で あ る。 第3の 化 学 と第16の 技 術 は大 部 分企 業

　 の 資金 で運 営 さ れ、 この 他 は ほ とん どが政 府 資 金 で運営 され る予 定 で あ る。

(b)将 　来 　 計　 画

　 　 第2段 階 と して は、16のFIZと ユー ロネ ッ トを接続 す る こ とで あ り、
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　 第3段 階 と して は 、 何 を 開 発 す べ き か 科 学 技 術 省(BMFT)に お い て 研 究

　 し て い る が

　 　 ま ず 、 ニ ュー ・メ デ ィ ア の 開 発 を 進 め 、 ① マ イク ロフ ィ ッシュ技 術 の 向 上 、

　 ② 書 籍 ・雑 誌 等 文 字 情 報 の 合 理 化 、 ③ ビデ オ カ セ ッ ト、 磁 気 テ ー プの 高 度 化

を 図 る 。Technical　 Co㎜unication及 び デ 一 夕 パ 〃 の 開 発 と し て テ レ コ

　 ピ ー 、 光 学 式 読 取 、 テ キ ス ト処 理 、Photo　 Compositionタ イ プ ラ イ ター の

　 開 発 を 考 え て い る。

(c)FIZ(情 報 セ ン タ ー)の 概 要

　 　 当 初 計 画 で は 、16のFIZ設 立 を 予 定 し てk・ ・b、 各 省 に はO　 rganization

　 Unitが あ っ て 各FIZの 設 立 を 強 力 に バ ッ ク ア ッ プ し て い る。 しか し、1

　 FIZの 運 営 資 金 は年 間 あ たb500～1500万 ド イ ツ ・マ ル ク 必 要 で あ り、

　 財 政 上 の 問 題 も あ って 、 現 在 、 設 立 さ れ た の は4FIZの み で あ る。

　 FIZ設 立上の問題 として、　 ① 設 立 資金 の不 足、 ②情 報 面 に おけ る ユー ロ

ネ ッ トとの 重 複 が挙 げ られ、 財 政 上 の 問題 を解 決 す るた め に、 医 学 と農業F

IZで1つ の コ ン ピュー タ を共 有 す る方 法 もあ るが、 組織 上 の制 約 が あ る。

　 こ う した こと か ら、1&D計 画 の概 念 は今 後 修 正 を余儀 な くされ る こ と も

考 え られ る。

　 FIZは 、 政 府 機 関 では な く特 殊 法 人 で あ る。 ヨー ロ ッパ内 に は、 政 府 は

そ う した 活動 に は部 分的 に しか 参 加 で きない取b決 め が あ り、FIZの 設 立

に 関 して も、 政 府 としては 全 面 的 に 参 加す る意 志 はな い。 イ ニ シ アル ・コス

トが かか るた め、 初 期 に お いて は 出 資 してい る が、FIZの 商 業 活動 が可 能

となれ ば、 政 府 負担 の 比重 を軽 く して い く意 向 で あ る。

　 ま た、FIZに は 関連 産 業 団 体 の 参 加 もあ9、FIZへ の 出 資 を 行 っ て

い る。 初 期 段階 では トー タル ・コス トの30～40%をFIZ収 入 で まか な

い、 残bを 産 業 界 と州政 府 が ほぼ50%ず つ 出 資 してい る。 出 資 してい る関

係 上 、 国 の利 用 に 関 して は、 料 金 上 の特 典 が あ る。
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　 　 　機 械 関係 を例 に とる と、FIZ　 Technicが あ り、 電子 、 機 械 技術 関 係 を カ

　 　 バ ー して い る が、 科 学技 術 庁 か らの 出 資の ほ か、 産 業 界 か らはVDMA(西

　 　 イ ソ機 械 工 業 界)が 出 資 を してい る。

　 (d)情 報 提 供 システ ムの概 要

　 　 　 ODINは 、16のFIZと4つ のIZか らな る総合 的 な1&Dシ ス テ ム

　 　 で あ り、 通 信 回線 と しては 郵 政省 の電 話 回線 を利 用 した ネ ッ トワー ク網 を完

　 　成 させ る予 定(完 成 年 度 は、3年 後 の1982年)で あ る。

　 　 　 ODINの 参 加 メ ンバー は、 各 図書 館、 図 書販 売 業者 、 出版業 者 そ の他 ユ

　 　 ー ザ、 情 報 ブ ロー カー で構 成 され て い る。

　 　 　 ODINは パ ソケー ジ交 換 シス テ ムを持 ち、 他 の シス テ ム とも接合 可 能 で

　 　 ある。 ダ イ ヤ ル化 が可 能 となれ ば、 将 来 は ユー ・ネ ッ トのDIANEを 接 続

　 　 す る予 定 で あ る。

　 　 　 ネ ッ トワー クの 使用 料 金 体 系 と しては

　 　 　 　 ・デー タベー ス ・ロー ヤ リテ ィー ・チ ャー ジ

　 　 　 　 ・ター ミナル 使用 料

　 　 　 　 ・CPU使 用料

　 　 　 　 ・通 信 回線 コス ト

　 　 　 　 ・デー タ使 用料

　 　等 が挙 げ られ る。 この うち問題 は、 ドイ ツの通 信 回線 コス トが非 常 に 高 い こ

　 　 とで あ り、 今 後、 利 用 面 か らも改 善 を図 る必要 が ある。

(3)デ ー タベー スの 内容

　 　 デー タベー スの収 集 ・作 成 は、 次 の4通bの 方 法 が と られ てい る。

　 ① 　購 　入

　 　 　最 も一 般 的 な方 法 で あ9、 ア メ リカ(Matras,　 I　nsPector)か ら購 入 して

　 　 い る デー タが 中核 とな る。

　 ② 　 多国 間 ベー スに よる デー タの交 換

　 　 　 INIS(International　 Nuclear　 Information　 System)、 　 AGRIS

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -　106　一
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(Agricultural　 I　nformation　 System)で は 、 国 際 的 に デ 三 夕 交 換 を 行 う

こ と に よ っ て 収 集 し て い る 。

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 一 一→ 顧客

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 →(20ヵ 所)

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 SIEMENS

③ 　二 国 間 ベー ス に よ るデー タ収集 システ ム

　 　 IFIS(1。ter。 。ti。na1F。 。d　 l。f。rm。ti。nSy、t・m)は 、 ア メ リ カ 、

　 イ ギ リス、 オ ラ ン ダ、 西 ドイ ツが ス ポ ン サ ー と な って 、 二 国 間 ベ ー ス で デ ー

　 タ を 収 集 し、 プ リ ン ト、 磁 気 テ ー プ を 作 成 配 布 す る。 こ の 他TITUS

　 (Textile　 Information　 System)が あ るo

④ 自主 開 発 デ ー タ

　 　 わ ず か の デ ー タ ベ ー ス しか な く、 入 力 コ ス トが大 き い の で 作 成 しに くい 。

デ ー タ 交 換 　 セ ン タ ー

(デ ー タ処 理)

プ リ ン ト
　 　 　 　 　 　 　 ,

入 力 デー タ収 集

　 　 　 　 ,
　 　 ト」

デー タベー ス

　 なお、 余 談 では あ るが デー タベ ー ス とデー タバ ンクの定 義 に ら い て従 来 で は 、

デー タベー ス は文 字 情 報、 デー タバ ンクは数 字情 報 と して いた が、 現 在 では、D

Bは 両方 をさ して る よ うで あ る。

　最 近 は イ ン フ ォ メー シ ョン ・バ ン ク とい う言葉 が あ って、 オ ン ライ ンに よる数

字 ・文 字 情 報 両方 を さ してい る。

■
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第4章　 ア メ リ カ 編

◆

4.1　 シ ス テ ム デ ィ ベ ロ ッ プ 社(S.D.　 C)

所 在 地

調査月 日

面 接 者

2500Coiorado,Avenue　 Sonta　 Monica,CA.90406

昭 和54年11月2　 ,6日(月)

Mr.　 R　 A　 Freeman

Director,Technical　 CommunicatioIIs,

　 　 　 　 　 International　 Division

1.概 　 　要

　 SDCの 設 立 は1956年 に 湖 る が 、1969年Rand社 の1デ ィ ビ ジ ョ ン

か らSDCは 別 会 社 と して 独 立 し 、 営 利 ベ ー ス の ソ フ ト ウ ェ ア会 社 とな っ た 。

NASA(N[ational　 Aeronautics　 and　 Space　 Administratio亘)・ と 組

ん で 仕 事 を して い る よ う に 、SDCは コ ン ピ ュ ー タ ・コ ミュ ニ ケー シ ョ ン ・ メ

デ ィ ア 及 び ソ フ トウ ェ ア を 結 合 した 高 度 の 知 識 集 約 的(Sophiscated)シ

ス テ ムで あ る各 種 情 報 シ ス テ ム の 研 究 開 発 を行 っ て い る企 業 で あ る。 そ の 組 織

は 米 国 に 幾 つ か の 子 会 社 、 主 要 施 設 を も つ ほ か 、国 際 企 業 と し て 、 日本 、 ス ペ

イ ン ・カ ナ ダ に も 子 会 社 、 ジ ョ イ ン トベ ン チ ャー を 有 し、 西 欧 ・大 平 洋 地 域 に

も幾 多 の オ フ ィ ス を 擁 す る。

　 ま た 設 立 当 初 よ り 、 会 話 型 検 索 、 シ ス テ ム の 開 発 に 力 を 入 れ 、1970年

National　 Library　 of　 Medicine(NI、M)の 文 献 検 索 オ ン ラ イ ン化 の 実

験 サ ー ビ ス を テ レ ッ ク ス網 を 利 用 して 行 う こ とに 成 功 、そ の シ ス テ ム をORB

IT－ 皿(On-Line　 Retrieval　 of　 Bibliographic　 Information　 Tト

me　 Shared)と し て 独 自の 検 索 サ ー ビ ス を 開 始 した。

　 ORBIT－ 皿 はTymnet及 びTelenetと 接 続 され て お り 、利 用 者 はSD

Cと 検 索 サ ー ビ ス の 契 約 が で きれ ば 、 自動 的 にTymnet(又 はTelenet)を
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利用 で き る0

　 15年 前 か ら日本 に関 心 を も って お り、電 話 回 線 の関 係 で遅 れ 、本来 な ら2

年 前 に開 始 す るは ずだ っ た サ ー ビス が ようや く今 日行 な わ れ る こと とな った。

　 SDC　 JAPAN(日 本 長期 信 用 銀行 、 日経 新 聞 とそ れ ぞれ3割 出 資 の ジ

ョイ ン トベ ン チ ャー)の コ ン ピ ュー タに 、 当面 世 界 的 にパ テ ン トされ た4～5

つ のデ ー タ ベ ー スが送 り込 まれ 日本SDCを 通 じて 販売 され る予 定で あ る。 す

で に 、DARWENT社 の特 許 情報 デ ー タが入 って い る。
●

2.詳 　 　論

　(1)　 デ ー クベ ー ス とサ ・一チ ・サー ビ ス

　 　 ORBITの デ ー タベ ー スの中 で特 に 、4団 体(繊 維 、鉄 鋼 、 プ ラ ン ト.

　電 子 機器)に 、関連 の深 い のは 、以 下 の デー タベ ー スで あ る。

　 　 1.　 CIS　 INDEX:ア メ リカ議 会 の 刊行 物 を集録 した もの 、公 聴 会

　 　 　資 料 、委 員会 報 告 書 、上院 下院 レ ポー トで 独 占禁 止 法 に関す る もの 、 ダ

　 　 　 ン ピン グ問題 、産 業 の育 成 強 化 の補 助 に関 す る も の。

　 　 2.　 CONPENDEX:機 械 、化 学 、電 気 な ど広 分 野 にわ た る工 学 関係

　 　 　の文 献 で

　 　 3.　 INFORM:ビ ジ ネス経営 管 理 の 分野 に関す る文献 。

　 　 4.MANAGEMENT:ア メ リカ の ビジ ネ ス情 報 の文 献 。

　 　 5.　 TITUS:繊 維 関 係 の文 献 。

　 　 これ につ い ては特 別 の説 明 は な く、検 索 関係 の仕 事 を してい る女 性 が 、マ

　 ニ ュ アル片 手 に若 干 の項 目 につ い て検 索 の 実演 をや って みせ て くれ た。

　 　 ANTITRUSTを 検 索 キ ーに す る と、検 索文 献数 が 多す ぎ るの でInt-

　 ernational又 はNationalで スペ シ ィフ ィー しな けれ ばな らな い こ とが

　わ か った。

　 また、Managementの 検 索 キ ーで は 、12,000文 献 も あ り、文献 数 が多

　す ぎ るの でTextile　 and　 Managementに した ら.39ほ ど の文献 が デ ィ
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ス プレ ー画面 に表 示 され た。

　 39で は 少 なす ぎ る と思 え ば 、 また 別途 の検 索 が 必要 にな って くる。 一 番

良 い のは まだDate(日 付)を 使 う検 索方 法 に よって文 献 を求 め 、スペ シィフ

ィケ ー シ ョンを進 め て い くの が 良 い とい うこ とで あった。

　 ORBITに 直 接 な い文 献 、例 え ば流 通 、衣 料 、小売 な どの デ ー タも、 う

ま く検 索 す れ ば 、 目的 の文 献 を 、 とり出す こ とが可 能 で あ る。

　 各 国 の政府 産 業 統計 が 入 って い るが それ らが 内部 で加 工 され統 一 され た 形

で の国 際比 較 の デ ー タ と しては 、 出力 され な い。 も し、国 際 比 較 して あ る文

献 が あれ ば 、それ を取 り出す こ とは 出来 る。

　 次 にSDCコ ン ピュ ー タへ の デ ー タの イン プ ッ トにつ い て質 問 した。

　 1週 間 に6,000文 献 が加 え られ るが これ には 、54の デ ー タベ ー スにつ

い て 、 オ リジナル デー タ を 供 給 す る 際 の 重 出 分 も含 ま れ る 。 この仕 事 は

か っ て デ ー タベ ー スに 経 験 の あ っ た人 が行 ってい るが 、更 にそ れ をSDCで

検 討 して イ ン プ ッ トす る。 ど うい う形 で も サー チで き る よ うにす るの がSD

C本 来 の 職 能 とい え るo

② 　業 務 分 野 とユ ー ザ

　 産 業 界 に お け るSDCデ ー タ ベ ー スの利 用 に関 して

　① 利 用状 況(頻 度)

　 ② 特 に ょ く利 用 され るデ ー タ ベ ー ス

　 ③ 利 用 上 の制 約

の 事柄 につ い て質 問 し たが機 密 的要 素 が強 い為 か 、有効 な 回答 は 得 られ な か

った。 ユ ーザ につ い ては使 用 者 の電 話 番号 と料 金 が わか るだけ で 、会社 名な

ど業 種 別 に リス トア ッ プは して いな い との こと で あ った。

　 SDC　 JAPANに つ い てはSDCデ ー タベ ー スの販 売 の み で 、SDC

の ノ ウハ ウは も ち こ まな い こ とにな って い る。

　 SDCの 営 業 販 売 は 大 き く次 の3つ の部 門に 分 かれ る。

　 ①SDC　 Service　 Grup
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　 ②SDC　 SystemsGr・up

　 ③SDC　 ProductGroup

　 ① が サ ー チ、 サ ー ビス を行 う部 門、② が シス テ ムを販 売 す る部 門 、 これ に

対 して③ は ハー ドウ ェア を販売 す る部 門 で あ るが 、現 在 の と ころ ハ ー ドウ ェ

アの販 売 は 行 って い ない との こ とで あ った。

　 売 上 高 の うち85%は ② の シス テ ムの販 売部 門が 占め 、 サ ーチ ・サ ー ビ ス

部 門 は15%で あ る。 シス テ ム開 発 は宇 宙 関 係 、新 聞社 、保 険会社 、医療 関

連 の シ ステ ムな ど い ろい ろ で あ る。

(3)シ ス テ ムの研 究 開発

　 SDCに お け る シ ステ ム研 究開 発 事 業 の概 要 を以 下 に紹 介 す る。

　 な お この種 の シ ステ ムを開発 す る ため に 、SDCは 年 間1,200万 ドルの

研 究 ・開発 の費用 を投 じて い る。 本 年 度研 究 ・開 発 の テー マは 次 の よ うな も

ので あ る。

O

O

O

O

O

O

O

Information　 Management

Computer　 System　 Architecture

Man-machine　 Interface

Networks&Distributed　 processing

Image&Signal　 processing

Data　 Security

product　 Development

(4)I　 　 SDCシ ス テ ム 開 発 事 業 の 概 要

　 SDCは 同 社 専 有 の 情 報 シ ス テ ム に つ い て 研 究 開 発 を 行 う ほ か 、 顧 客 と の

契 約 下 で 特 定 の シ ス テ ム 開 発 を 行 っ て お り、そ の 業 務 は 大 き く 分 け て 次 の

カ テ ゴ リー に沿 っ て い るo

　 。　　 System　 Analysis　 &　 Design

　 。　 System　 Development
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　 。　 Operati　 o'n'&　 Maintena'.nce　 '

　 　 　 　 　 (顧 客 に 対 す る サ ー ビ ス)

　 具 対 的 に 、 現 在SDCが 焦 点 を 当 て て研 究 開 発 に 努 め て い る主 要 分 野 は 、

次 の8分 野 で あ る。

(a)　 Command　 Control　 &　 Communication　 System　
,

　 　 本 来 は 、 戦 術 、 戦 略 の た め の 軍 事 シ ス テ ム に 基 づ くも の で あ る が 、 今 日

・で は マ ネ ー ジ メ ン ト ・イ ン フ ォー メ ー シ ョ ン ・シ ステ ム と し て 、 広 く ビ ジ

　 ネ ス 分 野 に 活 用 され る シ ス テ ム と な っ て い る。

　 　 開 発 例 と して はTechnical　 Information　 Processing　 &

　 InterPretation　 System(TIPI)、 及 び ・・一 ド ウ ェ ア と し て

　 1秒 当 り28,800万 の 指 令 をOutputす るPEPE　 Super　 Computer

　 な ど が あ る。

(b)　 Computer　 Service

　 　 顧 客 の も つ コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る 操 作 お よ び 関 連 ソ フ ト ウ ェ ア 面 で の

　 サ ー ビ ス で あ る。

　 　 米 国 の 環 境 保 護 局(Enviroumental　 Protection　 Agency)の た

　 め のPollution　 Control　 モ ニ タ ー ・プ ロ グ ラ ムな ど 、　NASA、 陸

　 軍 、 海 軍 な ど に 各 種 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を 提 供 し て い る6

(c)　 Space　 System

　 　 主 と して 空 軍 の衛 星 コ ン ト ロー ル 施 設 の た め の ソ フ トウ ェ ア お よび デ ー

　 タ ・ シ ス テ ム で あ る。 開 発 例 と し て ロ ケ ッ ト追 跡 用 自動 計 測 電 送 装 置 と し

　 て のTelemetry　 Integrated　 processing　 System(TIPS)

　 な ど が あ るo'

(d)　 Information　 System　 　　　　　　　・

　 　 一 般 企 業 に と っ て は 、 そ の 装 置 す る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の コ ス ト回

　 収 が う ま くい くか 、 あ る い は 所 与 の 機 能 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

　 を 開 発 す る こ と が う ま くい く か は 常 に 問 題 とな る もの で あ る。
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　 　 こ う したInformation　 Systemの 開 発 に つ い て は 、 顧 客 の 設 置 す る.

　 コ ン ピ ュ ー タ の た め の シ ス テ ム を開 発 し 、 ま た そ の た め の 大 型 の ス タ ン ダ

　 ー ド ・シ ス テ ム を 開 発 す る も の で あ る。

(e)　 Energy　 System

　 　 石 油 資 源 の 減 少 に 伴 い 、 そ の 代 替 資 源 の 開 発 が 緊 急 に 求 め られ て い る

　 が 、SDCは そ れ らテ ク ノ ロ ジ ー の 最 前 線 に あ っ て 大 陽 熱 、 水 力 あ る い は

　 原 子 力 発 電 、 深 海 パ ィ ブ ラ ィ ン技 術 、 環 境 工 学 の 開 発 、 向 上 に 努 め て い る。

(f)　 Banking　 &　　 Financial　 Institutions

　 　 金 融 関 係 の 各 企 業 は 既 に コ ン ピ ュ ー タ化 を実 現 して い る が 、 な お 、 チ エ

　 ヅク 、 ク ー ポ ン.証 書 等 の ベ ー パ ー に 大 き く依 存 して お り 、 これ らペ ー パ

　 ー 処 理 の コ ス トは.上 昇 の 一 途 に あ る。

　 　 こ の 分 野 の 事 務 処 理 合 理 化 の革 新 的 テ ク ノ ・ ジ ー と し て 、Electric

　 Fund　 Transfer(EFT)POSシ ス テ ム(Point　 of　 Sales)

　 な ど の 開 発 を行 っ て ぬ る 。

(g)　　 Health　 　　Service

　 　 患 者 の記 録 、 食 事 サ ー ビ ス 、 医 療 そ の他 の 在 庫 管 理 、 患 者 の 管 理 、 医 療

　 費 支 払 い 等 、 今 日 の 病 院 は 膨 大 な 情 報 処 理 を 迫 られ て お り 、 こ の 分 野 の 情

　 報 管 理 シ ステ ム の 開 発 もSDCの 主 要 な ア プ ロ ー チ で あ る。

(h)　 Printing　 &　 Publishing

　 　 印 刷 界 の オ ー ト メ ー シ ョ ンは ス タ ・ トし た ば か りで あ る が 、SDCの

　 Electronic　 Publishing　 Systemは 、 既 に 国 際 的 な30紙 以 上 で

　 利 用 され て い・る。 こ の ほ か 、 印 刷 ・・出 版 業 に お け る 各 種 シ ス テ ムの 開 発 も

　 行 っ て い る。
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4.2　 ロ ッ キ ー ド 社

所 在 地

訪問月 日

面 接 者

3251　 Hanover　 street,　 paloAlto

California,　 　94304・

1979年11月27日(火)

Mr.　 Thomas　 M　 Crawfofd

　 　 (Manager,　 Customer　 services　 )

1.概 　 　要

(1)組 織 概 要

　 　DIALOGシ ス テ ム を運 用 して い る 、　 Lockheed　 Palo　 Alto・Re-

　 search　 Laboratoryは 、 図4-1に 示 す とお り 、Lockheed　 Inc.を 親

会 社 と す る ロ ッ キ ー ド企 業 群 の 中 のLockheed　 Missile　 &　 Space

Companyの 一 部 とな っ て い る。 更 に 、　 Lockheed　 palo　 Alto　 Rese-

　 arch　 Laboratoryは4つ の 事 業 分 野 に 別 れ て お り 、.DIALOGシ ス テ

ム の 運 用 は そ の 一 部 と な っ て い る 。

●

せ

ockheed

　 lnc

'L

ockheed

Missiles&

Space　 Company

paloAlto

Resea』rch　 IＬabo・

－JETI)LAN

Government

BIOLOGY

Waste

Tkeament

OTE℃

DIALOG

図4-1　 ロ ッキー ド企 業 群 の組 織
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　 OTECの 分野 で は 、海 水 温 度差 利 用 に よる発 電 の研 究 、太 陽熱 利 用 の研

究 等 エ ネルギ ーに関 す る研 究 開 発 を行 って い る。

　 以 下 　 DIALOGを 中心 に詳述 す る。

2.詳 　 　論

(1)DIALOGの 概 要

　 　 ロ ッ キ ー ドのDIALOGシ ス テ ムは 、　 SDC(System　 Developme-

　 nt　 Corp・)のORBITシ ス テ ム と並 ぶ 米 国 の 二 大 商 用 オ ン ラ ・fン 情 報 検

　索 シ ス テ ム で あ るo

　 　そ の 沿 革 は 、 つ ぎ の よ う で あ る が 、頭 初 か ら、 商 用 オ ン ラ イ ン を 目指 し て 、

　開 発 し た シ ス テ ム で は な く、 ロ ッキ ー ド企 業 群 の 研 究 開 発 を 支 え る情 報 シ ス

　 テ ム と し て 開 発 し た も の を 応 用 して い る。

1964

1965

1969

1970

1972

1976

1977

1979

オ ン ライ ン会 話型 情 報 検 索 シ ステ ムの 開 発 に着 手

政 府機 関 向 オ ン ライ ン サー ビスの開 始

NASA実 稼 動

産 業 界 、 学 界等 特 定 ユー ザ に サー ビ ス開始

商用 サ ー チ サ ー ビ ス開始

35の デ ー タ ベ ー ス をサ ー ビ ス

51〃 　　　　　　〃　　　　　　"

97〃 　　　　　 〃　　　　　 "

　 DIALOGシ ス テ ムの魅 力 の大 きな部 分 は 、世 界 中 の著 名 な デ ー タ ベ

ー ス を網 羅 してい る こ とで あ る。 収録 デ一 夕 ベ'一スは・ 年 々20程 度 増 加 ・

追 加 され て お り、 そ の大 部 分 は書 誌 的 事 項(ビ ブ リオ グ ラフ イ ッ'ク)に な っ

てhるo

　 収 録 デー タ ベ ー ス の 分野 は 、つ ぎ の ように非 常 に 多岐 に 亘 って い る。

　 　 ① 学 際的 デ 一 夕 ベ ーース

　 　 ② 　科 学
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　　 ③ 応 用科 学 、テ ク ノ ・ジー

　　 ④ 社 会 科 学 、人 文 科 学

　　 ⑤ ビジ ネ ス ・経 済

　　 　 (詳 細 は表4-1参 照)

　 DIALOGシ ステ ムの運 用 に従 事 して い る社 員 は約100名 で あ る。

(2)　 DIALOGの ユ ー ザ

　 DIALOGシ ステ ムの ユ ーザ は 、現在 世 界 の約30カ 国 、数 千 の ユ ーザ

が この シス テ ム を利 用 して い る。

　 DIALOGの ユーザに対する考 え方は電 話 回 線 の あ ると ころ 全て が ユ ーザ に

な り得 る もの と考え てお り 、世 界中 にユ ー ザ を拡 大 中で あ る。

　 また.ユ ー ザの範 囲 も非 常 に広 く、産業 界 を中 心 と して大 学 政 府 機 関公 共

図書 館等 に広 が って い る。

　 更 に ユー ザ を広 げ る試 み と して 、高校 生 を対 象 と して、DIALOGシ ス

テ ムの利 用 をテ ス ト中で あ る。

(3)海 外 で の 拡張 計 画

　 DIALOGと しては 海 外 に コン ピ ュー タ セ ン ター を設立 し運 用 す る考 え

は 全 くな い が 、 日本 、 ヨー ロ ッパに は 、未 だDIALOGに 収録 して い な い

優 秀 で興 味 深 い情 報 が 多 く存 在 して い る と思 わ れ るので 、 それ らの情 報 を積
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

極 的 に取 り入れ て 、;一　一 ザの ため に 、DIALOG情 報 の 質 ・量 と もに高 度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぴ

化 し、利用 を促進で きれば と考えて已.る。

　 日本か らのDIALOGシ ステムめ 直接の利用 については、技術 的な問題　　　　　　　　　　　　　　　 /

は 全 くないが魂 治的'経 済的な軸 か ら・現時点では子 可能で ある・ し

　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 ㌘'/か し1980年
の 春 頃 に は;全 て の 問題 が 解 決 す る もの辿 期 待 して い る。

(4)ユ ーザへ の デ ー タ提供 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　　 「l

　 DIALOG自 身 で は 、 デ ー タ ベ ー ス を作 成 してい る わけ で は な くデ ー

タ ベ ー ス提 供 業者 か ら、そ の使 用 権 を得 て い るの にす ぎず 、販 売 権 は持 っ

てい な い ので 、デ ー タ ベ ー ス そ の もの を ユー ザ に提供 す る こ とは で きな い。
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　 ユ ー ザは 、電 話 回線 を通 じて 、DIALOGシ ステ ム に収録 され て い るデ

ー タ ベ ー ス を 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る とい う こ と で 、 デ ー タ ベ ー ス を

自 ら保 有 す る こ とな く 、 必 要 な 時 に 必 要 な 情 報 を 入 手 す る こ と が 出 来 る よ う

に な っ て い るo

　 DIALOGシ ス テ ム の 利 用 に つ い て は 、 デ ー タ ベ ー ス ご と に 設 定 して

あ る オ ン ラ イ ン ・ コ ネ ク ト タ イ ム ・レ ー ト、 オ ン ラ イ ン ・プ リ ン ト ・レ ー

トと 、 通 信 回 線 使 用 料 の 単 価 で 、 使 用 実 績 に よ っ て 、 清 算 す る こ と に な っ て

い るo

　 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス提供 業 者 との 間 には 、デ ー タ ベ ー ス ご とに契 約 を

締 結 してい るが 、 こ の契 約 につ い ては 、種 々の 契 約形 態 が あ るが 、基本 的 に

は 、 図4-2の よ うに な ってiハる。

4

データベー ス

提供業者

契　　約 DIALOG 契　　約 ユ ー ザ

〈…　　　　　　　　　　　 〉

　　デ ー タベ ー ス及び

　　データベースの更新　　　　　　　　　　　 〉

ζ　　　　　　　　　　≧

　　 デ ータ利 用

使用料金料　　 金
< <

図4-2 契約の形態

　 デ ー タ ・ベ ー ス提 供 業者 は 、契 約 に 基づ い て 、 デ ー タベ ー スの作 成 、デ ー

タ ベ ー スの 更新 等 に あた って は 全責任 を持 ち 、完 全な もの をDIALOGに

納 入 す る。

　 DIALOGは 、 シ ステ ム を提供 して 、 ユ ー ザに これ らの デ ー タベ ース を

開放 しそ の利 用料 金 を 、 ユー ザか ら受 け とる。 ユ ーザ か ら受 け とった利 用 料

金 の 中 か ら、DIALOGは 、 デー タ ベ ー ス提 供 業 者 に そ の 契約 に基 づ い て 、

そ の何%か をデ ー タベ ー ス便 用料 金 と して支払 うこ とに な って い る。

　 した が って 、 ユ ーザ が デ ー タ ベ ー ス提供者 に 直接 そ の利 用 料 金 を支 払 う こ

とは な く、ユ ー ザ とデ ー タ ベ ー ス提 供 業者 との 間 に は何 ら関 係 は生 じな い よ
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うに な って い る。

(5)　 コ ピー サ ー ビスの計 画

　 DIALOGシ ステ ムで検 索 で き る情 報 は 、書 誌 的事 項 で あ り、 タイ トル、

著 者 、論文 掲 載詩 名 、発 行 年 月 日、及 び 内容 の抄録 で あ る。 した が っ て 、 ユ

ー ザ は 、検 索結 果 に よって 、更 に詳 細 な情報 を得 よう とす れ ば 、何 らかの方

法 で文 献 そ の も の を入 手 す る必要 が生 じる。 現 在 は 、 ユ ー ザ 自身 が 、 出版 社

な り、 図書 館 な りへ 、手続 き を して 、当該文 献 を入 手 してい るわけ で あ るが

そ の間 の手続 き を 、DIALOGが 行 い 、　 ユ ー ザの便 宜 をは か ろ う とす る

プ ラ ンを持 ってい る。

コ ピーサー ビス

)

(㌶ 金16↓ ㌫)

図4-3 コ ピ ー サ ー ビ ス

(6)DIALOGシ ス テ ムの普 及

　 DIA.LOGシ ステ ム の普及 につ い ては 、当然 大 いに 力 を傾 注 してい るが 、

日本 的な 意 味 に おけ る営 業 活動 とは若干 異 なる よ うであ る。

　 　 ① 図 書 館員 、 イ ン フ ォー メー シ ョン ・スペ シ ャ リス ト、研 究者 等 の会

　 　　 議 に は 、 セ ール ス マ ンを派 遣 して 、DIALOGシ ス テ ム活 用 の メ リ

　 　　 ッ トをPRす る。
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② セ ール ス機 能 の 中心 を担 ってい るの は 、各 種 図書 館 の ラ イ ブ ラ リア

　 ンで あ る。 彼等 は 、DIALOGか ら何 の報 酬 を得 て い るわ けで は な

　 い が 、彼 等 の 口こみ に よるDIALOGシ ステ ムの普 及 が盛 ん で あ る。

　 　 これ は 、DIALOGシ ステ ムの ター ミナル導 入 が 、彼 等 の従 来 か

　 らの仕 事 に比 べ て 、そ の処 理 す る仕 事の 量 ・質 の高 度化 を促 し、 それ

　 が 、 図書館 ラ ・fブラ リ.アンの イ ン フ ォー メー シ ョン ・スペ シ ャ リス ト

　 と しての評 価 を高 め 、必 然 的 に 、彼 等 の地 位 の 向上 をも た らす こ とに

　 よる もの と思 わ れ る。
金
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表4-1 DIALOG収 録 の デ ー タ ベ ー ス

File

No.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態 態.
・A・A・A・・』輌 　 　 　 竃 犠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A ち　●

舌　　文

1 ERIC　 IEduco↑ior、ol　 Resources　 lnformo↑ion　 Cen↑e「} $25/Hr 10¢
2 †CA　 CONDENSATES　 1970-1971{Americon　 Chemicol 35 8

So⊂ie↑y}

3 †CA　 SEARCH　 1972-1976{Americon　 Chemicol　 Socie↑y} 45 16
4 †CA　 SEARCH　 lg77-presen↑{Americon　 Chemicol　 Socie↑y} 45 16
5 BlOSIS　 PREVIEWS|9ア4-presen}〔Biobgicol　 Abs↑rods、 ・lnc,} 45 10

6 NTIS〔Nωionol　 Technicol　 lnb.　 Servi⊂e,　 U.S,　 Dep↑.　 ol 35 10

7

Commerce}

SOCIAL　 SCISEARCH◎{lns,i↑u↑e　 br　 Scien†i}ic　 ln{ormoWon} ア0 10

8 COMPENDEX〔Engineering　 lndex,　 lnc.} 65 10

9 A「M/ARMにenrer　 br　 Voco↑ionol　 Educofio司 25 10

10 AGRICOLA〔Nα1.　 Agricul↑urol[lbrory.∪.S.　 Dep↑.　 o}Ag,} 25 5
ll PSYCHOLOGICAL　 ABSTRACTS{Americon　 Psychologicol 65 lO

AssocJ
|2 lNSPEC　 1969-19771hs`i↑u↑ion　 ol　 Eledricol　 Engineers} 55 10

13 1NSPEC　 l978-presen†pnsfiMion　 ol　 Eledrico|Engineers} 55 10

14 1SMEC〔D引o　 Courier,　 lnc.1 75 15

15 ABI/INFORM旧o↑o　 Courier,}ncJ 75 15
|6 PTS　 PROMT　 IPredicos↑s,}nc.1★ 90 20

17 PTS　 WEEKLY(Predicos↑s,　 lncJ 90 20
|8 PTS　 F&S　 INDEXES　 1976-presen↑ 〔Predicos↑s,　 lnc.ド 90 20
19 †CHEMICAt　 INDUSTRY　 NOTES{Americon　 Chemico| 60 20

Socie↑y}

20 PTS　 FEDERAUNDEX{Predicos`s,　 lnc.} 90 20

21 PTS　 FEDERAいNDEX　 WEEKLY{Predicgs↑s.　 lnc.} 90 20

22 日SINDUSTRIAL　 PtANTS{Economic　 lnformo↑ion　 Sysfems. 90 50

23

24

1…}　 ,
M,　　　 　　　 /CHEM

　 1950-1970【 旧/Plenum　 Do↑o　 Compony}†αAIMS　　　 　　 T
M†αAIMS　　　 　　　 /U
.S.　PATENTS　 l971-presen↑{IFI/Plenum　 Doto

95

95

15

15

25 †㌫ 蹄,αASS　 I1。/Plenum　 D。 。,。.,.,yl 90 10

26 FOUNDATION　 DIRECTORY〔The　 Foundg↑ion　 Cen↑eり 60 30

27 FOUNDATION　 GRANTS〔The　 Founddion　 Cen↑er} 60 30

28 OCEANIC　 ABSTRACTS(Do`o　 Courier,　 lnc,} 75 15

29 †METEOROLOGICAt　 ABS.{Am.　 Me↑eorologicol　 Soc.　 ond 50 10

31

NOAA}

†CHEMNAMEτM 60 12

32 METADEX{Americon　 Society　 lor　 Me`ds[ 80 12

33 WORLD　 ALUMINUM　 ABSTRACＴS　 IAmericon　 Socie↑y　 br 50 10

34

Me曾ds}

SC|SEARCH⑧ 　1978-presen↑{lnsfi↑u↑e　 lor　 Scien↑ilic 70 10
lnlorm。 ↑ion}

35 COMPREHENSIVE　 DISSERTAT旧N　 ABS.〔Xerox　 U. 55 12
Micro{ilms}

36 †LANGUAGE&LANGUAGE　 BEHAVIOR　 ABS.{Sodologicol 55 15
Abs.,　 lnc]

37 SOCIOtOGICAL　 ABSTRACTS　 ISociologicol　 Abs†roc↑s,　 hc,} 55 15
38 AMERICA;　 HISTORY&　 UFE{ABC-Clb,　 lnc.[ 65 15
39

40

H|STORICAL　 ABSTRACTS{ABC-Clio,　 hc,}

ENVIROLINE⑧(E・vi・ 。・m・ ・↑1・bm。ti。 ・C・ ・↑・・,1・c.}

65

90

15

20
41 POLLUT10N　 ABSTRACTS{Dαo　 Courier,　 lncJ 75 15
42 PHARMACEUTICAL　 NEWS　 NDEX旧 ωo　 Courier,　 lnc,} 75 15
43 †CA　 PATENT　 CONCORDANCε{Americon　 Chemicol 45 8

Socie↑y}

44 †AQUAT|C　 SCIENCE&FISHER[ES　 ABSTRACTS【NOAA} 35 10

45 APTl⊂{Air　 Pol「u訂ion　 Te⊂h,　 lnlo.　 C↑r.　ond　 The　 Fronklin 35 |0
lns加 倒

46 †NICEM{Nωbnol　 ln{ormo↑ion　 Cen↑er　 lor　 Educo↑ionol 70 20
Medbl

47 MAGAZIN臼NDEX{ln{ormo↑ion　 Access　 Corp.1 45 10
48 P|RA　 〔Reseorch　 Assoc,{or　 Poper　 &　 Boord,　 Prin†ing　 & 55 15

Po⊂koging　 lndustry)

49 PAIS　 INTERNATIONAL{PubliピAfloirs　 ln{ormo†ion　 Service、 60 15
hc.}

50 COMMONWEALTH　 AGRICUtTURAL　 BUREAUX 65 15
ABSTRACTS{Commonweolfh　 Agricu|↑urol　 Bureoux}

51 FOOD　 SCIENCE　 AND　 TECHNOLOGY　 ABSTRACTS 65 |5

〔ln↑erno↑iorlo[Food　 |nforrnotion　 Service)
54 EXCεPTIONAL　 CHItD　 ED.　 RESOURCES　 ICounci日or 25 10

Excep1.　 Children}

55 BlOSIS　 PREVIEWS　 1969-1973{Biologicol　 Abslroc↑s,　 lnc.} 45 10
56 ART　 MODERN〔ABC-Clio,　 lnc,} 60 15
57 PH|LOSOPHERS　 INDEX〔Phibsophy　 Documen↑otion　 Cen↑er}' 55 15
58 GEOARCHIVE{Geosys↑ems; 70 20
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No,

一 　 膿 ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕　　亀

59

60
61

62

63

64

FROST&SUttlVAN　 DM2{Fros†&Su川von、 　ln司

CURRENT　 RESEARCH　 INFORMATION　 SYSTEM{USDA}

†USA　 lleorned　 lnformo↑ior)L↑d・}

†鴛鵠 ξ;i品 ㌻㍑ 、,鶉:耀 。h　1・.m.・…S・Mce・
CHILD　 ABUSE&NEGtECT{No↑ionol　 Cen↑er　 for　 Ch"d

90

40

50

35
45

35

25

10

10

10
10

10

65

Abuse　 ond　 Negledl

SSIE　 CURRENT　 RESEARCH　 ISmi↑hsonion　 Science
90 20

66

lnformo↑ion　 Exchonge)

GPO　 MONTHLY　 CATAtOG{U.S.　 Govemmen†Prin↑ing 35 10

67

68

69

70

OHice}

WORtD　 TEXT旺S{Shirley　 lns↑Me}

EPB　 IEn∨iror⑱men↑ol　 S↑udies　 {nsti↑u↑e[

ENεRGYLINE⑧{Environmen日n{ormo↑ion　 Cen↑er,　 lncJ

†MCSEM/NIMIS　 IN。 ↑b・ 。l　l・1。・C・ ↑・・1。・Sp・dd

55

60
90

35

10

15

20

10

71

72
73

Educo`bn　 Mo↑eriols}

MLA　 8旧tlOGRAPHY　 IModem　 Longuoge　 AssocioWon}

EXCERPTA　 MEDICA{Excerp↑o　 Medico}

EXCERPTA　 MEDICA　 IN　 PROCESS{Excerp↑o　 Medic句

55
55

55

15

15

15

74 lNTERNATゆNAL　 PHARMACEUTICAL　 A8S.{Am.　 Soc,　 ol 50 15

75 ぱi悲 朧 漂8.,,NTS⑯{M。,。 、。m。,,　C。,。,・、, 55 10

ア7

78

79

81

82

83

86

lncJ

CONFERENCE　 PAPERS　 INDεX　 ID耐o　 Courier,　 lnc.}

NATIONAL　 FOUNDATIONS{The　 Foundωion　 Center}

FOODS　 ADLIBRA{K&M　 Publko↑ions.　 lncJ

PTS　 U.S.　 STATISTICAt　 ABSTRACTS{Predicos,s,　 lnc,ド

PTS　 U,S.　 ANNUAt　 TIME　 SεRIES　 IPredicos↑s,　 lnc.}★

PTS　 U,S.　 REG}ONAt　 TIMES　 SER}ES{Predicos↑s,　 lncJ

PTS　 INTERNATIONAL　 STATISTICAL　 ABSTRACTS

75

60

55

90

90

90

90

15

30

10

20

20

20

20

87
〔Predic・s`s,1ncJ★

PTS　 INTERNATIONAI　 ANNUAI　 TIME　 SERIES{Predicos↑s,
90 20

90

lnc.}★

ECONOMICS　 ABSTRACTS　 INTERNATIONAUDu↑ch 65 20

92 曽;iCさぷC㌫iε ㍑宗 と,STABUS,M・N・S 90 50

93
lEconomic　 h}o.　 Sys↑ems,　 bcJ
U.S,　 POtlTICAt　 SC{ENCE　 DOCUMENTS{Uni∀,　 ol 65 15

94
95

Piけsburgh　 Cn↑r.}or　 ln↑erno↑ionol　 S↑udies}

SCISEARCH　 1974-1977{lns↑itu†e　 lor　 Scientific　 lnlormotion[

†RAPRA　 ABSTRACTS　 IRubber　 orld　 Plostics　 Reseor(=h　 Assr1・o}

70
65

10

|5

96

Gre。 ↑Brit。i吋

BHRA　 FtUID　 ENGINEεRING{Bri↑ish　 Hydromechon}cs 65 15

97

Reseorch　 Assn.l

RILM〔G・y　 U・ive・sity。f　 N・w　 Y。 ・k,呵 ・mωi。 ・。I　RItM 65 15

98

99
100

101

102

104

Cen↑er)

PTS　 F&S　 INDEXES　 1972-1975{Predicos†s,　 lnc,ド

WEtDASEARCH{The　 Welding　 lns↑i↑u樹

DISCLOSURE　 pisclosure　 lncorporαed[

CIS/}NDEX{Congressiono川n}ormotion　 Service,　 lnc,}

AS川Corlgressiono川n}ormotion　 Service,　 lncJ

POPUtATION　 BIBtlOGRAPHY　 IUniversify　 of　 North

90
65
60
90
90
55

20

15

25
15

15

10

111

Corolmo,　 Corolino　 Populo↑ion　 Cen↑er}

NATゆNAL　 NεWSPAPER　 INDEX{hlormo↑ion　 Access 75 10

201

204

231

Corpor加ion}

ONTAP　 ERIC

ONTAP　 CA　 SEARCH　　　　　　　　　　　　 †M

ONTAP　 CHεMNAME

15

15

15

n/o

n/o

n/o

(出 所lFind　 your　 information　 fast　 1979.4.)
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所 在 地

調査月 日

面 接 者

国 際 連 合 統 計 部

New　 York,　 N.Y.10017　 U.S.A.

1979年11月29日(木)

Mr.　 Sydney　 Cashtoコ

重 　松 　 敏 　男 　 　氏

河 　村 　 鑑 　 男 　 　氏

町 　 田　 　 　登 　 　氏 他

1.概 　 　要

　 国 連 に お い て は 各 国 政 府 か ら の 報 告 に 基 づ く各 種 統 計 の 作 成 を統 計 部(St-

atistical　 Office　 of　 the　 United　 Nations)が 行 い 、 統 計 作 成

の 流 れ の 中 に お け る い わ ゆ る デ ー タ 処 理 の 部 を情 報 シ ステ ム部(Electronic

Data　 Processing　 　and　 Information　 Systems　 Division)

の 下 部 組 織 で あ る ニ ュ ー ヨ ー ク ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス が 行 っ て い

るo

　 国 連 の 統 計 部 は 国 連 事 務 局 中 の 「国 際 経 済 社 会 問 題 局 」 に 属 し 、 そ の 組 織 概

要 は 図4-4の と お り で あ る。

　 ま た 、情 報 シ ス テ ム部 は 行 政 管 理 局 に 属 して お り 、 国 連 の 本 部 や 支 部 用 の 基

本 的 な シ ス テ ム の 開 発 や ポ リ シ ー の 策 定 、 標 準 化 の 推 進 とい っ た 業 務 が 中 心 で

あ る。
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2.詳 　 　論

(1)統 計 の種 類 と提 供 体 制

　 　(a)統 計 の種 類

　 　 　 　国 連 を構 成 す る各種 の機 関 も大 な り小 な り統計 を 行 っ て い る(例 、

　 　 　FAO・=国 際 食 糧 農 業機 関)が 、国 連 本部 の い わゆ る統 計 部 の行 ってい

　 　 るも の は次 の 通 りで あ るぴ

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 (出 版 物 名)

　 　 ① 人 口統計(「Demographic　 Year　 dook」)

　 　 ② 社 会 統計

　 　 ③ 登録 統 計

　 　 ④ 産業 統 計(「Yearbook　 of　 Industrial　 Statistics」-2巻)

　　　　(
　 　 　 　 VolumeI=General　 Industrlal　 Statlstlcs

　 　 　 　 Volumell=Commodlty　 Productlon　 Data

　 　 　 　 　 但 し、 産 業 とは 次 の 五 業 種:鉱 業 、 工 業 、 電 気.ガ ス 、 水 道

　 　 　 　 　 ま た 、本 統 計 内容 の 定 義 、 概 念 等 に つ い て は リ コ メン デ ー シ ョン の

　 　 　 　 　 　 形 で 他 に 出版 物 が あ る。 こ れ は も ち ろ ん 各 国 か らの 報 告 に 国 際

　 　 　 　 　 　 比 較 性 を持 た せ る 為 で あ るo

　 　 ⑤ 国 民 所 得 統 計(「Yearbook　 of　 National　 Accounts　 Sta-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tistics」=2巻)

　 　 ⑥ エ ネ ノレギ ー 統 計(「W・rld　 Energy　 Supplies」 し か し本 統 計 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1980年 よbrYearbook　 of　 Energy　 Stat-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 istics」 と 名 称 変 更 の 予 定 。)

　 　 ⑦ 貿 易 統 計(「Yearbook　 of　 International　 Trade　 Stati-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 stics」=2巻)

　　　　〈u
　 　 　 　 　 olume　 I=trade　 by　 country

　 　 　 　 　 olume　 n=trade　 by　 com　 modity,　 Commodlty　 matrlx

　 　 　 　　 　 　 　 　　 tables
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　 　 　 また 、分 類 につ い て は 「国 際標 準 商 品 分類 」 、「国 際 標準 貿 易 分 類」

　 　 　 　等 が あ る。

⑥ 運 輸統 計

⑨ 建 設統 計(「Yearbook　 of　 Construction　 Statistics」)

⑩ 価 格 指 数統 計

　 な お 、 これ らの統 計 の作 成 フ ローは概 要 次 の 通 り。

　 　 各国 へ の質 問 状 の発 送(最 大200カ 国 位)

　 　 　 　 ↓

　 　 質 問状 の 回収

　 　 　 　 ↓

　 　 コ ーデ ィ ング

　 　 　 　 ↓

　 　 イ ン ・プ ッ ト

　 　 　 　 ↓

　 　 ス タ ン ダー ド化 され た デー タベー スの 作成(磁 気 テー プ)

　 　 　 　 ↓

　 　 印刷 物 の 作成

　 以 上 の統計 の うち 、建 設統 計 を除 い ては 現 在 全て コン ピ ュ三 夕に入 っ

て お り、従 って 出版 物 も建 設統 計 以 外 は コ ン ピ ュー タか ら作 成 され てい

る との 事 で あ っ た。

　 な お 、 コ ン ピ ュー タには 出版 され て い る もの よ りも1～2年 先 まで の

デ ー タが 国 に よ っては 入 ってい るが 、 全 ての国 の デ ー タが そ ろ うの には

時 間 が か か る為 、結 果 と して2年 程 度 の遅 れ が 出て い る との 由で あ った。

　 また、前記 統 計 作 成 フ ロー の うち 、貿 易統 計 に つ い ては 磁気 テ ー プベ ー

スで デ ー タ が国 連 に到着 して い る との事 で あ る。
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　 　 　 　 　〈 貿易統 計 の場 合 〉

　 　 　 各国 より磁 気 テ ー プの着

　 　 　 　 　　 ↓

　 　 　 ス タ ンダー ドな フ ォーマ ッ トへ の変換

　 　 　 　 　　 　 　 (商 品 コー ド、 度量 衡 の統 一 等)

　 　 　 　 　　 ↓

　 　 　 国 連 の2ヵ 所 の コ ン ピ ュー タ セ ンタ ーで処理

　 　 　 　 　　 　 　 (ニ ュー ヨー ク及 び ジ ュネー ブ)

(b)統 計 の販 売

　 イ、 出版 物 の販 売

　 　 　 前項 の ような手 続 きで集 め られ た統 計 は 前記 の年 鑑(出 版 物)の 形

　 　 で 一般 に販売 され てい る。 しか し、貿 易統計 につ い ては 前記 の ものの

　 　 他 に 「世界 貿 易年 鑑(World　 trade　 Annual)」5巻 とそ の補 遺

　 　 (Supplement)5巻 及 び 「商 品貿 易統 計 年鑑(Commodity　 Tr-

　 　 ade　 Statistics)」 が あ るo'

　 ロ 、磁 気 テー プの販 売

　 　 〔1〕　テー プ使 用上 の制 限

　 　 　 　 一 般 に磁気 テ ー プの購 入 は 政府 、 民間 を問わ ず 自由 で あ る が.し

　 　 　 か しそ の横 流 し(無 断 複 写 の 意?)は 禁止 され て い る。

　 　 〔ii〕　貿易統 計 の 磁 気 テー プ(MT)

　 　 　 　 MTで の購 入 が 可能 で あ り 、MTで の販 売 が一 番 進 ん で い る統 計

　 　 　 で ある。 表4-2に リス トの 一部 を掲 げ る。

　 　 　 　 な お.こ れ らの 価格 は次 の 通 りで あ る。
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表4-2 国 連 貿 易 統計 の磁 気 テー プ リス ト
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＼ 民間に売 る場合 政府 に売 る場合

空

リ

1一

ル巻

は15

全 ド

て ル

。1カ 国1期 間当 り85ド ル

　 　 (先 進 国 の もの)

。1カ 国1期 間 当 り35ド ル

　 　 (発 展途 上国 の も の)

。　 1カ 国1期 間 当 り65ド ル

　 　 (先進 国 の もの)

"　 1カ国1期 間 当 り25ド ル

　 　 (発 展 途 上 国 の もの)

　 　 また、上記 の他 に貿 易統 計 の抜 粋 テ ー プ7本 が あ る。 これ は国 別 貿

　 易 テ ー プ(カ ン トリーテ ー プ)の 内容 の約98%を 納 め た もので 、

　 価 格 は 一本 当 り85ド ル、 空 リー ルは15ド ル で あ る。

Cii〕　そ の 他 の磁 気 テー プ(MT)

　 　 貿易 統 計 以外 の テー プも一 般 に 販売 が行 われ て い る ようで あ るが

　 以 下 の件 を除 い ては 詳細 は 不 明 で ある。

　 　 。　 エ ネル ギ ー統 計(2本):販 売 中

　 　 　 　 　 　 　 (価 格=1本 当 り85ド ル十 リール代15ド ル)
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　　　　　　　なお本テ ープtt　UNSIS(国 連統合情報処理 システム)に

　 　 　 　 　 　使 え る よ うに標 準化 済 の もの で あ る。

　 　 　 　 　 。　 運 輸 統 計:磁 気 テ ー プで の販 売 は 現 在行 って いな い が近 日中

　 　 　 　 　 　 には 販 売 の 予定 で あ る。

(2)情 報 処理 シス テ ム

　 国 連 の情 報 シ ステ ム部 が最 近 開 発 し一部 運 用 を行 って い る シ ステ ムがUN

SIS(United　 Nations　 Statistical　 Information　 System)

で あ る。 図4-5は こ のUNSISを 旧 シ ステ ム との比 較 におい て一 覧 と し

た もの で あ るが、 以 下は 同 図 に沿 って み た国 連 に お け る情 報 処理 体 制 の概 要

で あ るo　 　　　　 　　　 '

　 (a)　 旧 シス テ ム(個 別 シ ステ ム)

　 　 　 新 シ ス テム との対 比 か ら"旧 シ ステ ム"と したが 、本 シ ステ ムは現 在

　 　 の国 連 の 情報 処理 体 制 下 に あっ ては な お基本 で あ り、 ス タ ンダ ー ドな も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ

　 　 の で あ る と され て い る。 この シ ステ ムは も ち ろん国 連 が コン ピュー タ を

　 　 導入 して以来 の シ ステ ムで あ り、 各国 か ら到 着 した デ ー タを ス タ ンダ ー

　 　 ドな もの に変換(コ ンバ ー ジ ョン)し た後 、 マ スタ ー フ ァ イル の更新 や

　 　 各種操 作 の ス テ ップ を経 て→ プ リン ト→ 出版(各 種 の統 計 年鑑 等)に い

　 　 た るも ので あ る。 そ して この シ ステ ムでは 各 分 野 毎 に別 々 の プ ログ ラム

　 　 があ り、 マ ス ター フ ァ イル も別 な らコー ド等 も別 とい う もので あ る。 し

　 　 た が って こ の シ ステ ムで は無 駄 も多 く、各 フ ァ イル の整 合 性 も プ ログ ラ

　 　 ム の互 換性 もな い とい う こ とか ら、いわ ゆ るDBMS(Data　 Base

　 　 Management　 System)を 中心 に おい た統 合 シ ス テ ム と して のUNS

　 　 ISが 構想 され て きた も の で あ る。

　 　 　 な お現在 、国 連統 計 に は 約2年 程 の遅 れ が で て い るが 、 これ は各 国 デ

　 　 一 夕の コンバ ー ジ ョンに問題 が あ る とい うこ とで は な く、 あ くまで各 国

　 　 政 府 か らのデ ー タの 到着 が そ ろわ ない こ とに よる も ので あ る との事で あ

　 　 った。また、国 連 統計 で は一 般 に貿 易統 計 は 分類 の標 準 化 も進 み,フ ォー マ
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図4-5 国連 にお け る情 報 処 理 シス テ ムの新 旧 一覧



　 　 し た が っ て 国 連 か らデ ー タ を(MTで)入 手 し よ う と す る人 に は 是 非 、

　 　 ① コ ー ドに 関 す る磁 気 テ ー プ 、 と

　 　 ② 注 釈 の 磁 気 テ ー プ が あ る場 合 は そ の テ ー プ の 入 手 方 を 、

　 薦 め た い と の 事 で あ っ た 。

　 　 な お 、 価 格 は 共 に 一 巻50ド ル(政 府 ・民 間 を 問 わ ず)で あ る。

(b)新 シ ス テ ム(統 合 シ ス テ ム)=UNSIS

　 　 各 プ ロ グ ラ ム に 互 換 性 を 持 た せ る為 、 全 て の デ ー タ を一 つ の デ 一 夕 ベ

　 ー ス に 統 合 し よ う と し た の がUNSISで あ る。 即 ち 、 図 中 の 「DAT

　 AMANAGER」 が い わ ゆ るDBMSで あ り 、 本 シ ステ ム の 中 心 で あ

　 る。 つ ま りDATAMANAGERは そ れ 自身 が ソ フ ト ウ ユア で あ り 、

　従 っ て イ ン プ ッ トや ア ウ トプ ッ トの 処 理 を 全 て こ こで 行 う と共 に 、 あ ら

　 ゆ る デ ー クは こ こ を 通 らな け れ ば な らな い も の な の で あ る。

　 　 図 中上 段 の 「Data　 File」 に あ た る と こ ろ に は 、 エ ネ ル ギ ー 統

　計 や 各 種 の 産 業 統 計 が 別 個 に 入 り 、 「Data　 Base　 Definition」 は

　 デ ー タ ベ ー ス の 定 義 と か フ ォ ー マ ッ トや コ ー ドに 関 す る デ ー タ ベ ー ス で 、

　 「Reglster」 は 国 名 等 の コー ド ・ リスbを 収 め た も の で あ る。 一 方

　 「Foot　 Note」 は 注釈 関連 の データベースであり、「Publication　 Definト ー

　 ti6n」 は 出 版 に 必 要 な 定 義 等 の デ ー タ を集 め た も の で あ る。

　 　図 中 三 段 目 の 「Data　 Base　 Administration」 は デ ー タ の 更 新

　や デ ー タQ使 用 等 に 関 す る 担 当 者 等 を 決 め た 保 全 に つ い て の 機 能 で あ り.

　 「Load　 unload」 は デ ー タ を プ ロ グ ラ ム に 入 れ 、 デ ー タ マ ネ ー ジ ャー

　 を 通 し て デ ー タ ベ ー ス に 出 し入 れ す る も の で あ り 、また 「Online　 Us-

　 erfacility」 は 本 シ ス テ ム をCRTで 利 用 す る場 合 の も の で あ る。 な

　お.　 「Puflication　 Editor」 はPublication　 definition

　 に よ り、Degister　 Data　 Base　 Definition等 を 用 い て 必 要 な

　情 報 を 全 て ピ ック ア ッ プ し、 出 版 に つ な げ る も の で あ る。また 、「User

　 Program」 は ユー ザ の プ ロ グ ラ ム をUNSISに つ な い で デ ー タ ベ ー ス
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を利 用 す る場 合 の も ので あ る。 最後 に 図中 の下 段は 、 三 段 目の機 能 に関

す る イン プ ッ トとア ウ トプ ッ トの説 明 で ある。

　 な お最後 に 、本 シ ステ ム の現状 と将 来 で あ るが 、現在 当 シ ステ ムでは

エ ネ ル ギー に関 す るも の のみ を完 全 に入れ て シス テ ム 全体 と して使用 し

てい るが 、他 は部 分的 な 使用 に とど ま って い る との こ とで あ った。 しか

し、Publication　 E.ditorの 部 につ い ては統 計 年 鑑 中 の農 業 に関 す

るも の 、そ の他 に よ く利 用 してい る との由で あ った。また本 シ ステ ムの将

来 につ いては 、各 国 か ら.各 国 内 の タ ー ミナル に より直i接国 連 の コ ン ピ

ュー タに ア ク セ スす る こ とは技 術 的 には可能 で あるが 、 コス ト等 の面 か

ら早 急 には 無理 で あ り、将 来 の課 題 と したい と の事で あ った。
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4.4

所 在 地:

調査 月 日

面 接 者

チ ェー ス ・エ コ ノ メ トリ ッ ク ・ア ソ シ ェ イ ツ 社

555City　 Line　 Avenue,　 Bala　 cynwyd,　 Pennsylvania

19004　 　TEI」(215)　 667-6000

1979年1・1月30日(金)

Howard　 J.　 Howe

Mary　 Austarco

Telex　 831609

■

s

1.概 　 　要

　 チ ェ ー ス ・エ コ ノ メ ト リ ッ ク ・ア ソ シ ェ イ ツ社(以 降 、略 称 チ ェ ー ス を 使 用)

は チ ェー ス ・マ ン ハ ッ タ ン 銀 行 の 子 会 社 で 、 世 界 の 主 要 企 業 に 対 して 経 済 予 測

サ ー ビ ス 並 び に コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス を提 供 して い る。

　 チ ェ ー ス は.経 済 分 析 能 力 に お い て 、 世 界 最 高 た らん と努 力 して い る 会 社 で

あ り 、 顧 客 の経 営 効 率 に 焦 点 を合 わ せ て サ ー ビ ス を行 っ て い る。 経 済 分 析 は 、

計 量 モ デ ル を 使 用 して い る。

　 チ ェ ー ス は 、 顧 客 に デ ー タ バ ン ク の オ ン ラ イ ン利 用.各 種 モ デ ル 、 ソ フ ト

ウ ェ ア 、 各 種 予 測 を 提 供 し て い る が 、 全 て の オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス は 、 同社 の

姉 妹 会 社 で あ るoIDC(Interactive　 Data　 Corp.)又 は 独 立 して い る

ADP(Automatic　 Data　 Processing,　 Inc.)の オ ン ラ イ ン'`サ ー ビ

ス機 能 を 通 じ て行 っ て い る 。

2.詳 　 　論

(1)　 チ ェー ス の組 織

　　チ ェー スの ス タ ッフ達 は 、 エ コ ノ ミス トで あ るば か りでな く、実社 会 で の

　勤 務 経 験 を有 し、100名 を超 え て い る。 組 織 図 を示 す と図4-6の ように

　な るo
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　 業 務 部 門 は 、 地 域 経 済 等9つ に 分 か れ て い て.各 部 門 の 責 任 者 は バ イ ス ・

プ レ ジ デ ン ト(副 社 長)で あ る。

　 全 業 務 部 門 の 統 轄 責 任 者 と して 、 チ ー フ ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・オ フ ィ サ ー

が 居 る。 チ ー フ ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・オ フ ィ サ ー とは 別 に チ ー フ ・エ コ ノ ミ

ス トが 居 り、 マ ク ロ経 済 サ ー ビ ス の デ ィ レ ク タ ー と して ア メ リ カ経 済 活 動 の

予 測 及 び 分析 に 対 して 全 責 任 を負 っ て い る。

'

,
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(2)業 務 分 野

　 業務 分野 は 大 き く7つ に分 かれ てい て 、各 分野 にお け る計 量 経 済 の分析 ・

予測 業 務 の内容 は ・ ア メ リカにお い て も一 際 す ぐれ た ノ ウハ ウを有 して い る。

る。 業務 分 野 の概 略 を述 べ る と以下 の ように な る。

　 (a)農 　 業

　　 　 国 際 的.国 家 的 、地 域 的 及 び州 全体 の農 業経 済 の 分析 ・予 測 を行 って

　　 い るo

　 (b)国 際経 済

　　 　西 欧 、 ラテ ン ・ア メ リカ.ア ジア及 び 北 ア メ リカの個 別 経 済 に対 す る 、

　　広 範 囲 の経 済 的 、 政 治 的 分 析 を行 っ て い る 。 ま た 、世 界 の 外国 為替 レ

　　 ー トの 予測及 び 分 析 を行 ってい る。

　(c)エ ネル ギー

　　 　世 界 にお け る石 油 ・石 炭 ・ガ スの需 要 と供給 の政 治 的 及 び経 済 的 分析

　 を行 って い る。また、他 の エ ネル ギ ーの調 査 ・研 究 を行 ってい る。 特 に.

　　北 ア メ リカ の電 力 に注 意 を向 け てい る。

　(d)　 ア メ リカ経 済

　　 　 ア メ リカ経 済 及 び将 来 形成 す る軍 隊 の詳細 な 分析 や予 測 を あ らゆ る 分

　　野 につ い て論 評 してい る。

　{e}産 業 経 済

　　 　生 産 、販 売 、最 終 需要.雇 用 及び 投 資 に関 して200業 種 以 上 、分 析

　　及 び 予 測 を行 って い る。

(f)地 域 経 済

　　 　 50州 及 び 全て の都 市 地域(SMSA:標 準 都 市統 計 指 定地域)に 関

　　して 、雇 用 、人 口.収 入 、財 政 ・産 業 ・消 費者 の支 出 、 エ ネ ル ギー価 格

　　の分 析 と詳 細 な予 測 を行 ってい る。

(g)金 属 ・鉱 物

　　 世 界 的 な金 属 ・鉱物 市場 の 分析 と予 測 を行 ってい る。特 に 、鉄 鋼.合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一137一



　 　 金 鉄 、非金 属 及 び産 業 鉱 物 の範 囲 につ い て分 析 ・予測 を行 って い る。

(3}　 コ ン ピ ュー タの サ ー ビス分 野

　 コ ン ピ ュー タの サー ビ ス分 野 は 、経 済 デ ー タ ベ ー ス の質 ・量 の充 実.経

済 デ ー タ ベ ー ス を用 い た オ ン ラ イ ン ・サー ビス 、計 量経 済 モデ ルの シ ミュ

レー シ ョン ・サー ビス等 の範 囲 に 分か れ て い る。 他 企 業 と比 較 した場 合 、 チ

ェー スの特 徴 的 な業 務 と して は 計量 経 済 モ デ ル の シ ミュ レー シ ョン ・サー ビ

ス 分野 で あ る。 以 下 に 、 サ ー ビス分野 の概 要 を述 べ る。

　 (a)　 デ ー タ ベ ー ス

　 　　 チ ェー スで は 、 商務省 統 計 局 、州政 府 機 関 、連 邦政 府 機 関 、外 国 政府

　 　 機 関 、私 的 ・公 的 の調査 ・研 究 機 関 、 金 融機 関 及 び 産業 の調 査研 究 プ ロ

　 　 ジ ェク トの広 範 囲 か らデ ー タ を収 集 し、デ 三 夕 ベ ー ス を作 成 してい る。

　　 これ らのデ ー タ ベ ー スは、時系列的に集積 されていて、多 くは月次 ベ

　　 ー スで メンテナンスが行われている。

　　　 時系列デ ー タ ベ ー スと しては 、以 下の ものが ある。

　　①　地　域

　　　　 州及び都市 における詳 細な経済デー タ

　　② ア メリカ経 済

　　　　 詳細なマ クロ経済 、金融及び産業変数

　　③ 　市場展望

　　　　 米国人 口統計

　　④ 　生産価格 指数

　　　　 2700商 品の月次生産価:格指数

　　⑤ 消費者物価指数

　　　　 4000商 品の月次 消費者物価指数

　　⑥ 　エネルギー

　　　　 州.米 国及び世界のエネルギーの需給統計
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　⑦ 　 農 　 業

　 　 　州 、米 国 及び 世 界 の農 業 製 品 の価 格及 び 需 給

　⑧ 　 自動 車

　 　 　 自動 車 産業 の月 次 の販売 実 績

　⑨ 　国 際経 済

　 　 　 100カ 国 に関 す る経 済 デ ー タ

　⑩ 　金 　 融

　 　 　米 国 金 融 に お け る500以 上 の財務 指 標

　⑪ 　 財源 の流 れ

　 　 　 米国 内 にお け る金 融 の流 通

　⑫ 　 OECD

　 　 　 OECD加 盟 国25カ 国 の経済 デ ー タ

　⑬ 　 CSO

　 　 　 英国 の マ ク ロ経 済 デ ー タ

　⑭ 　金 　 属

　 　 　 金 属週 報 のデ ー タ

(b)　 コ ン ピュー タ ・サー ビス

　 　 オ ンライ ン ・サー ビスは 、IDC及 びADPを 通 じて行 って い る。　 I

　 DCは 、チ ェー ス ・エ コ ノ メ ト リック ス と同 様 に チ ェー5・ マ ン ・・ッタ

　 ン銀 行 の子 会 社 で あ る。IDCは 、米国.カ ナ ダ、 ヨ■・・一ロ ッパに22の

　 事 務 所 を持 っ てい るo

　 　 ADPは 、米 国 にお け る独 立系 コ ン ピュー タ ・サt－ ビス最 大 の企 業 で

　 あ り、バ ッチ処 理 サ ー ビス が主 な 業務 で あ る。

　 　 コン ピュー タ ・サ ー ビス業 務 と しては 、

　 ① デ ー タ ・マ ネジ メン ト

　 ② 一般 デ ー タの 分 析

　 ③ 　 計 量経 済 分析

一139一



　 ④ 計 量 経 済 モデ ル の作 成 及 び シ ミュ レー シ 。ン

　 ⑤ 　報 告 書 の作 成

　 ⑥ 　 グ ラ フ化

　 ⑦ 顧 客 の ア ブ リグ ー シ ョン

　 が あ るo

(c)計 量 経 済 モデ ル の シ ミュ レー シ ョン

　　 ユ ーザ は 、 分析 の 目的 で チ ェース の デ ー タ ベ ー スを ア ク セス す る こ

　 とに より、計 量 経 済 モデ ル を シ ミュレ ー トで きる。 そ して、 そ の モ デ ル

　 は ユ ー ザ 自身 の 仮説 に基 づ い て 、様 々な予 測 を行 う こ とが で き る。

　　 利 用可能 な 分析 技 術 と しては.

　 ① スク リー ン化 と分 類

　 ② 現 金 割 引 の流 れ 、企 業 内 の収 益率 及 び様 々な 財務 指標 の計 算

　 ③ 　回 帰 分析

　 ④ 特 殊 な経 済 処理(自 動 回帰 修 正等)

　 ⑤ ボ ック ス ・ジ ェン キ ンズ時 系 列 分析

　 ⑥ 　 指数 平 滑

　 ⑦ 季 節 調整(12種 類 の セ ンサ ス局 法 一11)

　 ⑥ 最 小 二 乗近 似

　 が あ るo.

(d)分 析 と予 測

　　 チ ェー スに お け る 分析 ・予測 サ ー ビスの す べ ては 、定期 的(短 期 、長

　 期)に リポ ー トを発 行 す る。

　　 チ ェー ス にお け る予 測 ・分析 サ ー ビスは 、

　 ① 　 マ ク ・経 済

　 ② 　 金　 融

　 ③ 　長 期 の米国 内産 業

　 ④ イ ン フレ ー シ 。ン ・プ ランナ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -140一



⑤　国際経 済

⑥　保　険

⑦　農　業

⑧　肥　料

⑨　地　域

⑩　鉄　鋼

⑪ 　軽金 属

⑫ 　卑金属

⑬ 　 自動車

⑭ 　 トラック

⑮ 　外国 為替

があ るo

　長 期予測 の例 と して、次の2つ の興味深 い話を してもらった。

① 発 展途上国の債務の長期 見通 し

　　発展途上国 におけ る経済成長 を推測 し、債務 の長期 見通 しを行 うも

　 の で あ る。 予測 手順 の流れ を簡 略化 す る と次 の ように な る。

　　　　　　　　　　　　　各国経済成長の予測

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　　　　　　　　　輸入の需要

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　　　　　　　　　 輸出能力

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓

経営収支がどれ だけ赤字にな るか

↓

累積債務 がどれだ け蓄積され るか

↓

(金 利 、減価
　　　償却)

そ の国の返済能 力はどの位 か
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　 ② イ ランの宗 教 問 題 の 予測

　 　 　 革 命政 権 誕 生 の予 測 を 、 ハ ドソン・・リサーチ 社 の デ ー タ、新 聞 ・論

　 　 文 の デ ー タ、対 イ ラン貿 易統 計 の デ ー タ を収 集 ・分析 して行 った。

(e}相 談 業 務

　 　 チ ェー ス に お け る相 談 サー ビスは 、

　 ① 裁 判 所 に お け る公 平 な 立 場 で の専 門家 の証 明

　 ② 　現 在 の政策 や 係 争 中 の法 律 に関 して 、議会 委 員 会 が開催 され る前 に

　 　 証 言 す る こ とo

　 ③ 　将 来 の 需給 、価 格 等 に つ い ての論 争 の際 、仲 裁 人の立 場 で の発 言

　 が ある。

(f)　 ア プ リケー シ ョン

　 　 チ ェー ス にお け る経 済.金 融等 の ア プ リケー シ ョン と しては 、次 の も

　 の が あ る。

　 ① 　生 産 ライ ン予 測

　 ② 資本 金 の予 算計 画

　 ③ 合 併 や 吸収 の研 究

　 ④ 　収 益 分析

　 ⑤ 長 期 計画 の シ ス テ ム

　 ⑥ 　資 金 管理

　 ⑦ 予 算 管理 シ ステ ム

　 ⑧ 長 期 の財務 政 策

　 ⑨ 買取 りに対 す る リー ス の分析

　 ⑩ 市 場 の シ ェア分 析

　 ⑪ 　 原 価 予測

　 ⑫ 将 来 の市 場 分析

　 ⑬ 　政 策 分析

　 ⑭ 政 府 収 入 の 予測

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　142一



　 　⑮ プ ラ ン ト設 置 場 所 の研 究

(4)デ ー タ交換

　 チ ェー ス が所 有 して い る デ ー タ ベ ー スは大 き く時系 列 デ ー タ ベ ー スと

予 測 デ ー タ ベ ー スの2種 類 に分 け られ る。 一 部 の デ ー タ(チ ェー ス で所 有

権 を持 って いな い デ ー タ)を 除 い て.日 本 の業 界 団体 と のデ ー タ交 換 は可 能

で あ り、 チ ェー ス自 身非 常 に積 極 的 で あ った。 また 、現 在 、米 国 内 にお い て

チ ェー ス の デ ー タ と外 部 企業 の デ ー タ との交換 の話 が進 ん で い る。

(5)　 日本 の業 界 団体{・cおけ るデ ー タの利 用 制 限

　 業 界 団体 が チ ェー スの デ ー タを交換 又 は購入 して、 会 員 企 業 に 対 して情 報

処 理 サー ビス を行 う場 合 の 制限 は特 に ない との こ とで あ っ た。
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4.　5　 商 務 省 統 計 局

(U.S.Department　 of　 Commerce,Bureau　 of　 Census　 )

所 在 地1

調査月 日

面 接 者

14th&　 Constitution　 Avenue,　 N.W

　 Washington　 D.C.20230

1979年12月4日(火)

Larry　 W.　 Carbaugh

(Chief,　 Customer　 Services　 Branch,

　 Data　 User　 Services　 Division　 )

1.概 　 　要

　 統 計 局 は.1790年 か ら実 施 され てい る国 勢 調 査 の 遂行 及 び そ の他 の統 計

収 集 を 目的 と して 、1902年3月 に設 立 され た もの で 、当 初 は 内務 省 の 中 に

置 かれ た が 、1913年 に商 務 省 に 移管 され 今 日に至 って い る。 連 邦政 府 に は 、

主 な統 計 機 関 と して労 働 統 計 局(Bureau　 of　 Labor　 Statises)、 教

育統 計 セ ンター(National　 Center　 for　 Education　 Statistics)

等 が ある が 、商務省 統 計 局 は 、取 扱 って い る統 計 が広 範 な 点や 作 成 提供 デ ー タ

が 多 い点 で 連 邦政 府 最 大 の情 報 収 集 並 び に提 供 機 関 とな っ てお り、連 邦政 府 の

統 計 局 と云 う機能 を果 してい る。

　 統 計 局 の主 な情 報 収 集 機 能 と して は 、次 の もの が ある。

　 ①10年 目毎 の人 口 ・住 宅 セ ンサ ス

　 ②5年 日毎 の農 業 、製 造 業 、鉱 業 、商業 、建 設 、運 輸 政 府 機 関 の各 セ ンサ

　 　 ス

　 ③ 　 上 記 セン サ スに 関 す る週 、 月 、4半 期 、年 毎 の調査

　 ④ 貿 易(輸 出 、輸 入 、船 積)統 計
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　 これ らの情報 に 基づ き、統 計 局 では.農 業 、経 済 、一般 、地 理.政 府 機 関 、

人 口 ・住 宅 の 各 デ ー タ を作 成.提 供 してい る。

　 な お経 済 デー タ と しては、 次の もの が作 成 され て いる。 この う ち、経 済 セ ン

サ ス は5年 毎 に 調 査 が 行 わ れ る 。 また 、 セ ンサ ス に よ ら な い 関 連 経 済 デ ー タ は

年 次 調 査(一 部 に つ い て は 月 次 調 査)が 行 わ れ て い る。

　 ① 経 済 セ ン サ ス(E・ ・n・mi・C・nsuse・)

　 　 イ.製 造(Census　 of　 Manufactures)

　 　 ロ ・ 鉱 業(Census　 of　 Mineral　 Industries)

　 　 ハ.小 売 業(Census　 of　 Retail　 Trade)

　 　 二.特 定 サ ー ビ ス業(Census　 of　 Selected　 Service　 Indus-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tries)

　 　 ホ ・ 輸 送(Census　 of　 Transportation)

　 　 へ ・ 卸 売 業(Census　 of　 wholesale　 Trade)

　 ② 関 連 経 済 デ ー タ(Related　 Economic　 Data)

　 　 イ.製 造 年 次 調 査(Annual　 Survey　 of　 Manufactures)

　 　 ロ・ 建 設 統 計(Construction　 Statistics)

　 　 ハ.産 業 実 態 調 査(Country　 Business　 Patterns)

　 　 二.貿 易 流 通 調 査(Transportation　 of　 U.S.　 Foreign　 Tra-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 de)

　 　 ホ.外 国 貿 易 統 計(Foreign　 Trade)

　 米 国 の 政 府 機 関 は 、 デ ー タ ベ ー ス の 作 成.磁 気 テ ー プ(MT)に よ る 提 供

を通 して 、米 国 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスの発 展 に 多大 の貢 献 を して き て い

る。 とりわ け 、統計 局 は 、デ ー タ提供 活動 に は極 め て活発 で 、提供 デ ー タ を従

来 の報 告書 か らMTベ ー スに 重点 を移 し、　MTの 利 用 、 と りわ け 、 民間 に よ る

利 用 を積 極 的 に推 進 してい る。

　 な お 、 統 計 局 で は 、MT化 、 マ イ ク ロ ・フ ィ ッシ ュ化 を1970年 か ら着 手

して い る が 、 マ イ ク ロ ・ブ イ ッ シ ュ につ い て は 、 公 表 して い る刊 行 物 の み な ら
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ず 、未刊 行 の デー タにつ いて も行 ってい る。

2.詳 　 　論

(1)統 計 局 の組 織

　 　 　統計 局 の機 構 は 、次 の6部 門か らな って い る。

　 　① 経 済統 計部(Economic　 Field)

　 　② 人 口統計 部(Demographic　 Field)

　 　③ 統計 基準部(Statistical　 Standards　 and　 Method。1。gy)

　 　④ 情 報 開発部(lnformati・n　 Technol・gy)

　 　⑤ 統計 調整部(Field　 OPeration)

　 　⑥ 　管 理部(Administration)

　 　 この うち、経 済 デ ータ を取 り扱 って い る① の統 計 経 済部 は 、外 国 貿 易統 計 、

　商 業統 計 、工 業統 計 、建 設統 計 、農 業統 計 、政府 機 関 統計.経 済 調 査課 の7

　つ の課 と、経 済 セ ン サ ス ・ス タ ッフか らな って い る(図4-7の 組 織 図参 照)

　 　統 計 局 の職 員数 は 、 約2,500人 で ある が 、調査 に よって 臨 時雇 員 を増 や

　 す場 合 には.約3,000人 に な る。 なお 、 コ/ピ ュ一 夕関係 の職 員 は約30

　 0人 で あ るo
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図4-7　 統計局組織図 (1979年6月21日 現 在)



　 現 在 、統 計 局 が所 有 してい る コ ン ピュー タは3台(UNIVAC　 1110

2台 、1138　 1台)で .セ ンサ スの計 算 に用 い てい る。

　 MTや フ ァイル の作 成 には 、商 務省 のIBMを 用 い て い るが 、機 種 は統 計

局 用360-40、 商務 省 用360-65.そ の他 の連 邦政 府 及び タ イ ム ・

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 {
シ ェア リング用370-145と な ってい るoタ イ ム ・シ 、。ア リング用 の コ
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ・　　　　 　 ]
ン ピ ュー タは 、機 密 デ ー タの公 共 デ ータへ の転換 や 、 内部 の コ ン ピュー タ処

理 に用 い られ て い る。

(2)デ ー タ提供 体 制

　 統 計 局 の デ ー タ提 供 は 、 貿易 統計 デ ー タ を除 き 、国 内 向 け を主 体 と して い

るo

　 経 済 デ ー タに つ い てみ る と、貿 易 デー タ は刊行 物(月 別.年 別)、MT(

月別 、年 別)、 マ イ ク ロ ・ブイ ッシュ(年 別)を 提 供 してい る。 産 業 デ ー タ

は 、刊 行 物(月 別 、年 別)、MT(年 別)で 提 供 して い る。 当該MTに つ い

ては 小規 模 の サ ン プル調 査 に 基 づ くデ ー タは 月別 に 出す 場 合 も あ るが 、 ただ

し地域 別 の細 か いデ ー タは な い。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 統計 局 の デー タ提 供 は 、 直 接 オ ン ライ ンに よる もの は ない が、 次 の2つ の

政 府機 関 が統計 局 の デー タを用 い て オ ンラ イ ン ・サー ビス を行 っ てい る。

　 ① 労働 省(Department　 of　 Labor)

　 　　 労 働 統計 を議会 、大 統 領 府 に サー ビ ス して い る。LABSTADシ ス

　 　 テ ム と呼 ばれ て い る。

　② 　 商務 省統 計 政 策 基準 局(Office　 of　 Statistical　 Policy

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　&　　Standard　 )

　 　　 デ ー タ をグ ラ フや 地 図 に お きかえ て各政 府 機 関 に提供 してい る。

　 　 Domestic　 Information　 Display　 System　 と呼 ばれ る。

　 　　 な お 、 この グ ラフ ィ ック ・デ ィ プ レイ方 式 は 、統計 局 が航 空宇 宙 局(

　 　 NASA)と 合 同 開発 した もので あ る。

　商 務省 で は 、連 邦 政府 機 関 の情報 をNTIS(National　 Technical
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Information　 Service)と して デ ー タ を一 元 化 して フ ァイル してい るが 、

今後は 商 務省 自身で も省 内 の オ ン ライ ン ・サー ビスを実施 す る こ とを計 画 し

てお り、 将来 は外部 に も提供 す る こ とを考 慮 してい る。

(3}デ ー タ販売 政 策

　 米 国 で は 政府 機 関 の作 成 デ ー タは 原 則 と して公 開す る こ とと してお り、 サ

ン プル調 査 につ いては 作 成 方法 を公表 す る こ とにな って い る。 従 っ て、統 計

局 も公 共 デ ー タは 、 プ ラ イバ シー に抵 触 しな い限 り、積 極 的 に 販売 して い る。

と りわ け統 計 局 は 、 民間 のデ ー タ利 用 を積 極的 に 推進 してい る。

　 統 計 局 の デ ー タ販売 促 進 は 、 デ ー タ ・ユ ーザ ・サー ビス課(Data　 User

Service　 Division')が 担 当 して い る が 、そ の主 な促 進策 は次 の通 りで

あるo

　 ① セ ンサ スそ の他 の 調査 に基 づ い て作 成 され た刊行 物 デ ー タにつ い ては

　 　 PR刊 行 物(「 ニ ュー ズ ・レ ター」(月 刊 、 「ユー ザの ため の ガイ ド」

　 　 等)を 配 付 す る。

　 ② 印刷 物 では な いMT、 マ イク ロ ・フィ ッシ ュの利 用 を促 進 す る。(M

　 　 Tの 販 売 価格 は 、官 民統 一料 金 で 、1・巻 当 り80ド ル で あ る)

　 ③ 特 別 に作 成 す るタ ビュ レー シ 。ン ・デ ータ の利 用 を促 進 す る。

　 ④Systems&Software　 Groupを 課 内 に設置 し、一般 化 され た

　 　 チ ー タの プ ログ ラムの 開発 や情 報 処理 に関 す る ソフ ト化 の支援 を行 う。

　 ユ ー ザが統 計 局 の デ ー タ を購 入 し、 これ を加工 、販 売 す る こ とにつ い て は 、

統計 局 と しては 何 らの規 制 を してい な い。

　 む しろ 、統計 局 と しては.提 供 デ ー タの二 次 加 工利 用 を奨 励 してお り.そ

の一 環 と してStates　 Data　 Centerを 通 じて積極 的 にデ ー タ提供 を行

って い る。 な お 、統 計 局 の推計 に よ る と、米国 に は現在 約80の 二 次 加工 業

者 が あ る模 様 で あ る。

　 ち なみ に 、統 計 局 の販 売 実 績 をみ る と次 の通 りで ある。(期 間1971～

1976年)
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　 　 　 　 　　 　 　 　 デ ー タ別 販 売 実績

　磁 気 テー プ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19,000本 　 　 　 　 　 　 　1,425ド ル

　 セ ンサ ス ・マ ップ　 　 　 　 　 　 130,000枚 　 　 　 　 　200,000ド ル

　 そ の他 デ ー タ　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,000点 　 　 　 　 　 25,000ド ル

　 (マ イク ロ ・フ ィル ムを含 む)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3,500ド ル

　 タ ビ ュレ_シ ョン 　 　 　 　 　 　 　200件 　 　 　 　 　 '3,500　 ドル

　 これ を顧 客 別 に み る と、 シ ェアは 次 の通 りで あ るが.1979年 には 業 界

の シ ェアは50%近 くに達 した とみ られ て い る。

　 業 　界 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30%

　 大 　学 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 27

　 政府(州 、地 方 庁)　 　　 　　　 　 12

　 連 邦 政府 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　19

　 その 他(非 営 利 団体.個 人 等)　 　 12

　 　 (注)タ ビ ュレー シ ョンの販 売 を除 く

{4)プ ライバ シー問題 とデ ー タの取 扱 い

　 統 計 局 は 、作 成 デ ータ の公 表 及 び そ の利 用 には 極 め て積 極 的 で 、 しか もで

き るだ け細 かい デ ー タ を提 供 す る よう心 が け てい る。 この ため 、 プ ラ イバ シ

ー問 題 に抵 触 す るお それ もあ る。 統計 局 と して は プラ イバ シー につ い て.規

定 してい る法 典U.Sコ ー ドMa　13の ガ イ ドライ ンを遵 守 す るこ とに よ り当

該 の 問題 を回避 して い る。

　 この ため 、作成 デー タの公 表 に 際 しては 、例 え ば 次 の よ うな 点 を心 がけ て

い るo

　 ① 人 口 ・住 宅統 計 につ い て は 、25万 人 以上 の単位 を公表 の対 象 とす る。

　 　 高額 所得 者 の発表 は 、何 万 ドル以 上 と云 う こ とで 、特 定 の個 人 が明 らか

　 　 にな る こ とを防 ぐ。

　 ② 人 口統計 につ い て は 、年 令 、性 別 の公表 は5人 以 上 を1つ の 単位 とす

　 　 るo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -　150　一
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③ 経 済 統計 に つい て は 、州 の次 の郡(Coun　 ty)を 最 も細 かい公 表 単 位

　 とす る。

④ 個人 な い し法 人 の実 態 が 明 らか にな る場合 は公 表 単 位 を大 き くす る。

⑤ 公 表 して い ない デ ー タ につ い ては 、要請 が あれ ば 機 密 を充 分 チ ェ ック

　 の上 、編 さん して 提供 す る。(た だ し.特 別 料金 を課 す)。

ぱ
㌻

/
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付 属 資 料

　 1.　 Euronet　 DIANEサ ー ビス の概 要

　 (1)DIANE・ 序

オ ン ライ ン とは?

　 非常 に豊二か で あ りなが ら余 り活 用 され て い ない ヨー ロ ッパ の科 学 ・技 術 情 報 資

源 をマー ケ ッテ ィ ングす る新 しい試 み が、 欧 州 共 同体 内で間 もな く開 始 され る こ

とに な りそ うだ。

　 Euronet　 D　I　ANEと 呼 ば れ る この新 しい サー ビスは、 比較 的 新 しい オ ン ラ イ

ン情 報検 索 技術 の応 用 分 野 をさ らに拡大 す る こ とに な るだ ろ う。

　 この サー ビス を使 うこ とに よ って、研 究 者 は 、 単 に オ フィ スの電 話 を廻す だ け

で、 コ ン ピ ュー タの メモ リー に 直 接 ア ク セスす る こ とが で き る よ うに な るの だ。

問合 せ は、 付 属 装置(電 話 の受 話 器 を セ ッ トす る)を 備 えた低 コス トの ポー タ ブ

ル ・ター ミナ ル を使 って、 または ビデ オ ・ター ミナ ル を通 じて、 遠 隔地 か ら送 ら

れ るこ とに な る。

　 その 信号 は電 話 回線 を通 じて コン ピュー タに 送 られ 、そ の答 が 再 び電 話 回 線 を

通 じて受 け取 られ る こ とに な る。 ター ミナ ルは、 そ の答 を プ リン ト ・ア ウ トした

り ある いは画 面 に表 示 した りす る。

　 こ う した技 術 と歩 調 を合 わせ て、科 学 、 技 術 、 社会 、 法律 、 経 済 分野 の情 報

(STIと 略称 す る)を コ ン ピュー タ ライ ズ され た フ ァイル に記 憶 し、 既存 の通

信 設備 を使 って商 用 ベー スで サー ビスす る試 み が増 え て きて い る。

　 Euronet　 DIANEプ ロジェク トで は、 この2つ の 分野 の 先進 技 術 が 融合 さ れ

よ うと して い る の で あ る。DIANEはDirect　 Information　 Access　 Network

for　 EurOPe(ヨ ー ロ ッパ直 接情 報 ア クセ ス ・ネ ッ トワー ク)の 略 称 で あ り、　E

Cの 資金 援 助 の も とで研 究 開発 が進 め られ て い る。

　 この プ ロジ ェク トには 、 ホス トと呼 ば れ る ヨー ロ ッパ の先 進 的 なSTI情 報 提
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供 業 者 の グルー プが参 加 して い る。 これ らの ホス トは、 新 しい デー タ通信 ネ ッ ト

ワー クEuronetを 通 じてそ の サ ー ビス を提 供 す る こ とに な る。　Euronetは 、 欧

州gカ 国 のPTTに よ って 現 在建 設 が進 め られ て い る。 実 際 の建 設 を請 け 負 って

い る のは、SESA/LOGICA社 に よって代表 さ れ る コン ソー シ ャ ムで あ る。

　 Euronetは 、各 ホ ス トをそ れ ぞれ の 国の公 衆 電話 ネ ッ トワー クを通 じてSTI

ユ ー ザ(企 業 、 政 府 機 関 、 大 学、 病院、 研 究 所 等 で 働 く情 報 科 学者)に 結 ぶ こ と

に な るo

　 Euronetで は、最 新 の パ ケ ッ ト交 換 技術 が採 用 され て い る。 メ ッセー ジは、 パ

ケ ッ トと呼 ば れ る小 片 に分 割 され、 そ れ ぞ れ独 立 に、 空 い て い る最 適 の ルー トを

通 じて 目的 地 に送 られ る。 受 け 取 られ た パ ケ ッ トは 目的 地 に お い て再 び も との メ

ジセー ジに組 み立 て られ る こ とに なる。

　 この 過程 は、 ユー ザ か ら見 え る わけ では ない が、 通 信 回線 を有 効 に共 用す る こ

とを可 能 に して お り、 規模 の経 済 を達成 で きる よ うに して い る。

　 DIANEは 近 々 稼 働 が 予 定 さ れ て い る が、 稼 働 時 に は、 距 離 に 依存 しな

い とい う特 別 な料 金 規定 が、 メ ンバー9カ 国 に等 しく課 せ られ る こ とに な って い

る。 これ は、 これ ま で の 国 際電 話 料 金 と比べ て は る か に安 い 料金 を実 現 す る こ と

に な るだ ろ う。

　 この よ うに簡 単 に 使 え て しか も安 い ア クセ ス手 段 が提 供 され る こ とに なれ ば、

ヨー ロ ッパ のSTIの 利 用 は飛 躍 的 に拡大 す る こ とが 期待 され る。 またそ れ ば か

りで な く、 強 い情 報 ニー ズ を も って い るに もか かわ らず、 これ ま で経済 的 な理 由

か ら こ う した サー ビス を利 用 で き なか った、 中小 企 業 お よびそ の 他 の 中小 機 関 に

も、 大 きな可能 性 が もた らさ れ る ことに なるの であ る。

　 この よ うに して、 情 報 サー ビス市場 が拡大 して ゆ くこ とに なれ ば、 各 ホ ス トも

そ れ に応 え て、 これ ま で以 上 に 広範 囲 の デ ー タ ベ ー ス(文 献 参 照 ファ イル)や

デ ー タバ ンク(事 実 や数 値 か ら成 る)を 整 備 して ゆ くこ とが 期待 され る。

　 長 期的 な視 点 に立 った場 合 、 公 平 な アク セ ス と公 正 な競 争 をベ ー ス に した共 通

の情 報 市場 の形 成 は、 商業/産 業 分 野 の革 新 を促 進 し、 ヨー ロ ッパ全 体 の 経済 発
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展 に大 き く寄 与 す る こ とに な る だろ う。

(2)　 Euronet　 D　1　ANE－ 欧 州 の 情 報 サ ー ビス ・ネ ッ トワ ー ク

{情 報 ・ 一 ト ・

　 DIANEは 、 ヨー ロ ッパ 直 接 情 報 ア ク セ ス ・ネ ッ トワー ク(Direct　 Infor-

mation　 Accese　 Network　 for　 Europe)の 略 称 で あ る。

　 ECで は 、 ヨー ・ ッ パ全 体 のSTI(科 学 ・技 術 情 報)デ ー タ ベ ー ス に 対 す る

オ ン ラ イ ン ・ア ク セ ス の 実 現 とそ の 商 用 化 を め ざす プ ロ ジ ェク トを推 進 し て い る

.が、DIANEは こ れ を代 表 す る 名 前 と し て つ け られ た もの で あ る。

Euronet　 D　I　ANEは 、 基 本 的 に 次 の2つ の 部 分 か ら成 る。

O　 EC共 同 体 内 の 先 進 的 なSTIオ ン ラ イ ン情 報 サ ー ビス業 者(ホ ス ト)

　 一(DIANE)

○　 各 ホ ス トを共 同 体 内 の数 多 くの ユー ザ に結 ぶ新 しい デー タ通 信 ネ ッ トワー ク

　 　 (Euronet)

この新 しい サ ー ビスは、STIの 利 用 者 を拡 大 す る とい う点 で非 常 に大 きな イ ン

パ ク トを もた らす こ とに な るだ ろ う。 特 に、9カ 国 の 中小 ユー ザ に もた らす 影 響

は 大 きい で あ ろ う。

　 当 面 の ユー ザ と考 え られ るの は、 公 共 機 関、 産 業 分 野、業 界団 体 、保 健 医 療 分

野、 大 学、 情 報 産 業 の情 報 ス ペ シ ャ リス トや研 究 者 で ある。

　 提 供 さ れ る デー タベー スの 中 で最 も関 心 が集 ま る と思われ る分 野 は 科 学 ・産 業

分野 で あ り、 との 分野 の 内容 と しては、 薬 剤、 石 油、 冶金、 宇 宙 工 学、 食 品、 農

業 科 学 、 電 子 工 学、 電 気工 学 、 医学、 獣 医 学、 特 許情 報 な どが カバ ー され てい る。

　 DIANEの サー ビス

　 Euronet　 DIANEは 、 ヨー ロ ッパ の 主要 なSTIホ ス トの サー ビス を提 供 す

る。 これ は共 通 の サー ビス と、 高 速 ・低 コス ト ・高信 頼性 の 通 信 ネ ッ トワー クに

よ って サ ポー トされ てい る。

　 共 通 の サー ビスの設 計 、 サー ビス運 用 時間 の 設定 、 デー タベ ー スの準 備 等 に 関
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しては、 ヨー ロ ッパ の ユー ザ の ニー ズが 特 に重 視 され てい る。

　 す で に、 加入 を希 望 す る い くつ か の ホ ス トがECと 契 約 を交 わ してto　b、 運 用

条 件 、 技 術 サ ポー ト、 ユー ザ ・サ ポー ト等 につ い て取 り決 め を交 わ して い る。

　 これ らの ホス トの 多 くは、 既 存 の 通信 設 備 を使 って これ まで に も サー ビス を提

供 して き てい る。

　 現在 、 共 通 の サー ビス と機能 の開 発 が 進 め られ て い るが、 各 ホス トが提 供 す る

機 能 や デ ー タに関 して は 中央 か らは 特 別 な規制 は与 えて い な い。 これ は、 各 ホ ス

トの間 の 健全 な競争 を促 進 す る こ とに よって、 ユー ザ の選 択 の幅 を広 げ、 独 自の

ニー ズに あ った最 適 な サー ビス を選 ぶ こ とが で きる よ うにす る ため の配 慮 か らき

てい る(勿 論、 ホス ト相 互 の間 で 多少 の サー ビスの オー バー ラ ップ が生 じる こ と

もあ るか も しれ ない が)。

　 Euronet　 :　ネ ッ トワー ク

　 現 時 点 で は、 ホ ス5とEuronetの 接 続 を テ ス トす る機 能 がす で に完 成 され てい

る。

　 ネ ッ トワー クは、ECの 資金 援 助 の も とで、9カ 国 のPTTお よびSESA/

LOGICA社 を中心 とす る コ ン ソー シ ャ ムの手 に よって建 設 が 進 め られ て い る。

　 ネ ッ トワー クは、 最 も先 進 的 な技 術 で あ るパ ケ ッ ト交 換方 式 を採 用 してお り、

デー タ通 信 設 備 を共 用 で きる よ うに設 計 され て い る。 また、 ス ピー ド、 信 頼性 、

伝 送 容量 の点 で優 れ た技 術 的 特性 を提 供 してい る。 ま た、 他 の 国際 ネ ッ トワー ク、

各 国 の ネ ッ トワー ク、 お よび広 範 囲 な既 存 の ユー ザ ・ター ミナル との 間 で ほ とん

ど完全 な整 合 性 が保 たれ て い る。

　 Euronetの 最 も大 きな利 点 は、 距 離 に依 存 しな い特 別 な料 金 体 系 を採 用 して い

る点 にあ る。 これ に よ って、 共 同体 全 体 を通 じて ア ク セ スの公 平 性 が保 証 され る

こ とに な る。 この料 金 体 系 で は、 料 金 は 、主 と して伝 送 され た デー タの量 と接 続 時

間 に 基づ いて課 せ られ る こ とに な る。

　 場 合 に も よるが、 ダ イアル ・ア ップ 戸コー ル の料 金 は、 これ ま での 国 際 ダ イア

ル ・ア ップ料 金 よb65%か ら85%安 くす る こ とが可 能 で ある。 これ らの 要 因
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は 、 当 然 の こ と な が ら、 特 に 中 小 ユ ー ザ に 大 きな メ リ ッ トを も た らす こ と に な る

だ ろ う。

　 大 て い の 場 合 、 ユー ザ は 、 国 内 のEuronetの 入 口 点 に ダ イ ア ル ・ア ッ プ す る こ

と に よ っ て 、 ホ ス トに ア ク セ ス す る こ とに な る 。 予 定 で は、 フ ラ ン ク フル ト、 ロ

ン ド ン、 パ リ、 お よび ロ ー マ に 主 パ ケ ッ ト交 換 局 が 設 け られ る こ と に な っ て い る。

ま た 、 ア ム ス テ ル ダ ム 、 ブ リ ュ ッ セ ル、 コ ペ ン ハ ー ゲ ン、 ダ ブ リ ン、 ル ク セ ン ブ

ル グ に は リモ ー ト ・ア ク セ ス ・ポ イ ン トが 置 か れ る こ と に な って い る。

　 ECの 役 割

(1)　 ヨー ・ ッパでSTI文 献 デー タベー ス を提 供 す る ホス トの数 を増 やす よ うに

　 努 力 す る。ECは 現 在 この分 野 で 主導 的 な役 割 を果 た してお り、 す で に数 多 く

　 の新 しい ホ ス トを育 て て い る。 また、 別 の 形 の サ ポー トとして ホ ス ト ・オ ペ レ

　 一 夕相 互 の コンタク トを促 進 したb、Eurenetと の 接 続 に必 要 な技術 援 助 を与

　 え た り、 推 進 チー ムを送 り込ん で 技術 士 、 マー ケ ッテ ィング上 の 援 助 を行 った

　 り してい る。

(2)共 同体 内の 国 の差 異 、 言 語 の差 異 に起 因す る問題 を解 決 す る た め に必 要 な、

　 共 通 の オ ン ライ ン ・サー ビス機 能 の研 究 開発 を進 めて い る。 現 在 研 究 中 も し く

　 は 実 用 段階 に達 してい る プ ロ ジ ェク トには 次 の よ うな もの が あ る。

　 ・共 通 の コマ ン ド言 語(多 くのDIANEホ ス トで オ プ シ ョン と して提 供 され

　 　 る こ とに な る)o

　 .ガ イ ダ ンス ・シス テ ム(ユ ー ザに適 切 な ホス トを推 奨 す る)

　 ・ユー ザ ・マ ニ ュ アルの 整 備 と教 育 シ ステ ムの 開発

　 ・多国 語 エ イ ド

　 ・優 れ た文 書 配 布 サー ビス機 能 の 開発

　 ・問 合 せ シス テ ム

　 ・会 計 シス テ ム

　 ・マー ケ ッテ ィ ングの共 通条 件

(3)オ ン ライ ン情 報 検 索 の 利 点 を説 きユー ザの 意識 を高 揚す る。 現 在 オ ン ラ イ ン ・
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　 サー ビス を提 供 してい る既存 の ホス トを ユー ザに 広 く知 らせ る。 ネ ッ トワー ク

　 が一 般 に 開放 され た と きに、Euronetの 利 用 を促 進 し、　D　I　ANEホ ス トの 利 用

　 を進 め る。

　(3)Euronet　 DIANE　 　 そ の開 発 の動 機

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 情 報 ノ ー ト2

　 ヨー ロ ッパの 知識 資源

　 欧 州共 同体 は、2億5000万 を越 え る人 口 を擁 し、 結 成 さ れ て か ら今 日に到 る

まで相 互 の経 済発 展 の た めに メ ンバ ー 国の協 力 と努 力 が 続 け られ て きた。

　 基本 的 には そ れ ほ ど豊 か な資源 を も って い な い こ と、 ま た最 近 に な って国 際経

済競 争 が ます ます 激 し くな って きた こ とな どの要 因 を背 景 に、ECで は、持 って

い なが ら余 り活用 され てい ない 資源 を もっ と有 効 に利 用 す る こ とに 目 を向 け る よ

うに な って きた。 知 的 資 源 もそ の1つ で ある。

　情 報 一 貴重 な財 貨

　現 在、 ヨー ・ ッパで使 用 で きる(又 は 収 集 さ れ て い る)科 学 ・技 術 及 び そ

の他 の情 報 資源(そ の 多 くは コス トをか け た研 究 開発 の成 果 で あ る)は 、 潜 在 的

に非 常 に豊 か な資源 と して の価 値 を もってお り、 大 きな発 展 の可 能 性 を秘 め て い

るo

　 これ らの情 報 資 源 を最 大 限 に活 用 す る た めに は、 最 新 の 技術 、 す な わ ち コ ン ピ

ュー タの記 憶 能 力 とオ ン ラ イン検 索技 術 を使 って、 そ の 蓄積 、 管 理 、 配 布 を効 率

的 に行 う手 段 を導 入 しなけ れ ば な らない♂。

　情 報 検 索 とデー タ伝 送 一 新 しい技 術

　 コ ン ピ ュー タ技 術 、 情 報 科学 、 お よび通 信 技術 の こ こ数 年 の発 展 は一 体 とな っ

て、 情 報 の 記憶 、 処 理 、検 索 の 分野 に新 しい技 術 を生 み 出す こ とに な った。

　 た とえ ば、 何百 万 とい う リフ ァ レ ンス を コ ン ピュー タの メモ リー に記 憶 し、 そ

の 中の特 定 の1つ を数 秒 足 らず で検 索 す る こ とが可 能 に な ったの で あ る。

　 また、 これ らの ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タに対 す る アク セス も、特 定 の 組織 内 の一

握 りの研 究者 に限 られ る とい う こ と もな くな った。 リモ ー ト ・ア ク セス ・ター ミ
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ナ ル か ら電 話 回 線 ま た は ネ ッ トワー ク を 通 じて 通 信 す る こ とに よ り
、 ど の よ う な

遠 隔 地 か らで も 自 由 に ア ク セ ス す る こ と が で き る よ う に な っ た の で あ る 。

　 ま た 、 簡 単 で わ か り易 い 、 コ マ ン ド言 語 を使 っ て ユ ー ザ は、 会 話 モ ー ドで、 迅

速 に し か も柔 軟 に デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス で き る よ う に な った 。

　 オ ン ラ イ ン ー ヨー ロ ッパ は ま だ 遅 れ て い る

　　 ヨー ロッパ は、科 学、 技 術 、 社 会、 法律 、 お よび 経 済 分野 に わ た る広範 囲 なデ ー

　 タベー ス をす で に1,100余bも 現 有 して い る。 しか し、 この 内オ ン ラ イ ンで利

　用 で きる もの は ま だ全 体 の%に しかす ぎず、 す べ て の対 象 分野 が カバー さ れ て い

　る とは いい難iい の で あ る。

　　 ヨー ・ ッパの 文 献 デー タベー スに 関 す るオ ン ラ イ ン ・サー チ件数 は1971年 時

　点 で約2,000、 また1977年 は約300,000と 推 定 され てい る。

　これは1977年 の 米 国 の実 績 の、 ま だ拓 の水 準 に す ぎない(米 国 では1967年 頃

　か ら実 用化 が 始 ま って い る)。 また、 ヨー ロ ッパ か ら出 され た サー チの 約半 分 は、

　・ ッキー ド、SDC等 の 米 国 の デー タベー スに対 して 向け られ てい るの で あ る。

　　 した が って、 ヨニ ロッパは 、情 報 資 源 の開 発、 デー タベー ス お よび ホス ト ・サー

　ビスの 開発 、 お よびオ ン ラ イ ン検 索技 術 の利用 とい った面 で、 まだ米 国 にか な り

遅 れ を と っ、て い る とい え る。 そ の理 由 の1つ は 、 ヨー ロッパ では、 新 しい通 信 技

術 の開発 が ス ロー ・テ ンポ で進 め られ て きた こ とに あ る と い って よい だ ろ う。

　　Euronet　 DIANEの5つ の ね らい

　　Euronet　 DIANE(Direct　 I　nf　ormation　 Access　 Network)の 開発 には

次 の5つ の ね らい が含 まれ て い る。

① ホス ト ・コン ピュー タに蓄 わ え られ た情 報 を ヨー ロ ッパ全 土 か ら経 済 的 に ア

　 ク セス で き る よ うにす る。

② 情 報 サ ー ビス の可 能性 と信頼 性 を改 善 す る。

③ 　通 信産 業 に おけ る 国際 標 準化 を推進 す る。

噛④ 　 重 要 な分 野(商 業
、 経済 等)に おけ るデ ー タベー スの整 備 を促 進 す る。

⑤ オ ン ラ インで利 用 で きる情 報 を増 や し、 そ の利 用 を促 進 す る。
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　共通の情報市場　　　　　　　　 .ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　さい

　 Euronet　 DIANEプ ロ ジ ェク トの 目標 は、　 「共 通 の情 報 市場 の 形成 」 とい う

形 で説 明 さ れ てい る。 す な わ ち、 他 の産 業 分野 の活 動 と同 じ よ うに、 公正 な競 争

環境 を設 定 し、 ア クセ ス の公 平性 を 実現 す る こ とに あ る。

(

　 (4)Euronet-DIANE　 そ の 経 違

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　情 報 ノ ー ト3

　 1971年6月24日

　 EC閣 僚理 事 会 は、 科 学 ・技術 情 報(STI)分 野 の 活 動 に関 して メンバー 国

が相 互 に協 力 す る こ とを正 式 に決 定 し、 そ の 基本 方 針 を決 議 した。

　決 議 内容 は 次 の よ うな もの だ。

　 "　 　 　 　 経済 、 科 学、 技術 分野 の発 展 を期 す た め に は、 科 学、 技術 、 経済 、

お よび社会 分野 の文 書 や デー タ を、 そ れ を必要 とす る あ らゆ る人 々に対 して、 最

新 の 手法 を使 って、 ま た ス ピー ドや経 済 性 の面 で最 も好 ま しい条 件 の もとで、利

用 で きる よ うにす る こ とが重 要 だ。"

　 1975年3月18日

　 EC理 事 会 は第1次3カ 年計 画(1975～1977年 の3カ 年 計 画)を 導 入 し、

す べ ての メ ンバー 国 に広 が る国 際 デ ー タ通 信 ネ ッ トワー ク をEC委 員 会 の も とで

開 発 す る こ とを決定 した。 これ はEuronetと して知 られ てい る もの だ。

EC委 員 会 とそ の 諮 問機 関、 科 学 技 術情 報 ドキュメンテーション委 員 会(CIDST－

各国 の 政府 代表 か ら成 る委 員 会)の 協 同 立案 に よ る同 プ ラ ンには、 新 しい デー タ

ベー スお よび サー ビス を選 択 的 に 開発 す る計 画、 主 要 な情 報源 に対 す る アク セ ス

を改善 す る計 画 も含 まれ てい る。

　 これ らの 目標 を達成 す る た め に、 同 プ ラ ンで は 関連 の あ る業 界・ 団体 に協 力 を

要 請 し、EC委 員 会、CIDSTを 中心 に、 情 報 サー ビス業 者(ホ ス トと呼 ば れ

て い る)、 デー タベー ス ・プ ロデ=・一一 サー、9カ 国 のPTT、 オ ン ラ イ ン ・ユー

ザ か ら成 る協 力体 制 を確 立 した。
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　 同 プ ラ ンに充 当 さ れ た総 予算 は 約880万 ドルで あ る。 こ の 内400万 ドルは

EC委 員 会 か ら出 て お り、 ネ ッ トワー クの建 設 に向 け られ て い る。 これ は、 ネ ッ

トワー クの総 工 費 の 約%に 相 当 して い る。 残bは9ヵ 国 のPTTか ら出 され て い

る0

　 1975年12月15日

　 9カ 国 のPTTの 代 表 と して、 フ ランスPTTは 、 ネ ッ トワー クの建 設 に関 し

てEC委 員 会 と正 式 に契 約 を交 わ した。

　 1977年6月29日

　 PTTは 、 ヨー ロッパの ソフ トウェア企 業 の コンソー シャム(フ ランスのSESA社

と英 国 のLOGICA社 が 中心)と 契 約 を交 わ し、 ネ ッ トワー クの イ ン プ リメ ン ト

を開 始す る こ とに な った。 ～これ には、 フ ランス のTRANSPAC公 衆交 換 ネ ッ ト

ワー ク(1978年 末 に稼 働 予 定)と 同 じパ ケ ッ ト交 換技 術 が 採 用 さ れ る こ とに

な った。 また、 ユー ザ ・ター ミナ ルお よび他 の計 画 段 階 の ネ ッ トワー ク との互 換

性 を考 慮 して、 適 用 で きる範 囲 で、 な るべ くCCITTの 国 際 標 準 を導 入 す る方

針 が と られ て い る。

　 1977年7月13日

　 EC委 員会 か ら第2次3ヵ 年 計 画(1978年 ～1980年)の 草案 が 閣僚 理 事 会

に提 出 され る。

　 1977年10月12日

　 ル ク セ ン ブル グで、Euronetユ ー ザ ・フォー ラムの第1回 総 会 が 開 かれ る。 同

フ ォー ラムは、Euronet　 ・一 ザの 意 見 の交 換 の場 であ り、　E　C委 員 会 に必 要 な勧

告 をす る役 割 を もって い る。

　 1978年3月17日

　 欧 州 議会 は 、第2次3カ 年 計 画 に対 して 基本 的 に賛 成 の意 を 表 明 し、 これ をさ

らに次 の よ うに補 っ たσ,

　 "中 小 ユー ザ が も っ と容 易 に情 報 を利 用 で きる よ うに し、 科 学 ・技 術 情 報 に関
　 　 ロ　　　コ

す る共 通 の市場 を形 成 す る。 こ こで い う共 通 とは 次 の2つ を意 味 す る。 す な わ ち
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1つ は、 企 業 競 争 に 関 して公 平 な環 境 を形 成 す る こ とで あ り、 も う1つ は あ らゆ

る科 学 ・技 術 情 報 資 源 をで きる だけ 多 くの 利用 者 の生 産 活動 に役立 て る こ とに よ

り、 公共 の利 益 を もた らす こ とに あ る。"

　 中小 ユー ザの 便 宜 を重視 す る とい う観 点 か ら修 正 案 が作 成 さ れ理事 会 に提 出さ

れ た。

　 1978年3月3日

　 ル ク セ ンブ ル グ でEuronet　 =・　一 ザ ・'フォー ラムの第2回 総会 が開 か れ る。

　 1978年9月14日 ～15日

　 ル ク セ ンブ ルグ で、Euronetホ ス ト ・グ ルー プの最 初 の総 会 が開 か れ る。 これ

に は、 ヨー ロ ッパ の主 なSTI、16業 者 が参 加 し、 技 術 士、 サー ビス上 の 問題

に つ いて議 論 が もたれ た 。

　 1978年10月9日

　 閣 僚理事 会 で第2次3ヵ 年計 画 が正 式 に承 認 され た。 同 プ ラ ンの主 要 な 目標 は

次 の とお り。

(1)　 Euronetを 公共 の デー タ伝 送 ネ ッ トワー ク と して運 用 す る。

(2)科 学 ・技 術情 報 分野 で"共 通 の市 場"を 形 成 す る。

③ 　 情報 サー ビス を改 善 す る た めの技 術、 手法 の研 究 ・開発 を促 進 す る(特 に

　 Eur'onetを ベー ス とす る情 報 サー ビスに 関 して)。

　 第2次3カ 年 計 画 の総 予 算 は 約1,150万 ドル で あ る。

　 1978年11月28日

　 第3回Euronetユ ー ザ ・フ ォー ラムが開 催 され る。

　 1978年12月

　 将 来 の ネ ッ トワー クの テ ス ト設 備 が ホス トお よび 装 置 メー カに対 して開放 され

る0

　 1979年2月1日

　 ル ク セ ン ブ ル グ で ホ ス ト ・グ ルー プの 第2回 総 会 が 開 か れ る。 この 時 点 で 全 部

で15の ホ ス トカ『、 基 本 約 定 覚 書 に 調 印 し、Euronetを 通 じて 情 報 サ ー ビス を提
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供す る上 で の基本 的 な約束 を交 わ した。

(5)Euronet　 DIANE推 進 チ ー ム

情 報 ノ ー ト4

　 Euronet　 DIANEの 開 発計 画 を通 じて、　 ECとCIDST(科 学 技 術情 報 ドキ ュ

メン テー シ ョン委 員 会)は 、 こ う した広範 囲 な プ ロ ジ ェク トを管 理 す る上 での 問

題 を検 討 して きた。

　 そ の結 果 、 約50項 目に わ た る管理 業務 は、Euronetの 建 設 を担 当 して い る9

カ国 のPTTの 責 任 範 囲(ま たは 他 の適 切 な団 体)と す る こ とが 適 切 だ と判 断 さ

れ た。

　 しか し、 運 営 上 の い くつ か の問題 につ い ては、 専 門 のチー ム を結 成 し、 同 チー

ム を通 じてEuronet　 DIANEユ ー ザお よび情 報 提 供 業者 に マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー

ビス を実 施 して ゆ くの が妥 当 と判断 され た。

　 チー ムの性 格 に 柔軟 性 を もた せ る意 味 か ら、 そ のす べ て の機 能 は規 定 され て い

ない。 そ の本 質 的 な役 割は 、 技術 士 の問題 、 利 用 上 の 問題 を解 決 す る こ とに よ っ

て、Euronet　 DIANEの 利 用 を、サー ビス開 始 後、 で きるだ け早 く拡 大 す る こ と

に あ る。

　 同 チ ー ム の主 な 活動 は次 の よ うな点 が 中心 に な って い る。

・マー ケ ッテ ィン グ:新 しい 地域 に サー ビス を拡大 し よ うと して い る情 報 提 供 業

　 者 に対 して、Euronet　 DIANEサ ー ビスの 利用 をす す め る。

・ユー ザ ・サ ポー ト:ユ ー ザ が技 術上 の問 題 に 直面 して いる場 合 は、 ユー ザ に相

　 談 相 手 と なる適 切 な機 関 を紹 介 す る。

・ユー ザ か らの ネ ッ トワー クに 関 す る問合 せ に対 して答 え る
。

・プ ロ ジェク トに とって意 味 を もつ よ うな、 各種 団 体(国 外、 国 内)と 協 力 関 係

　 を結 ん で い く。

　 チー ムの マ ネ ジ ャー はBarry　 Mahon氏 で あ る。同 氏 は ダ ブ リン市、産 業 研 究/

標 準研 究 所 の情 報 シス テ ム部 の責 任 者 で あ る。
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2.CRONOS　 システ ムの 概 要

(1)　 システ ムの ね らい

　 　 CRONOSシ ス テ ムは、 時系 列 統計 デー タ(一 定 の 時 間 々隔 で記 録 さ れ た デ

　 一 夕)か ら成 るデー タベー ス を管 理 す る シス テ ムで あ る。 同 システムは、EC内

　 の各 部 門 が、 経済 、 社 会動 向 に関 す る主要 な情 報 を、効 率 的 か つ、系 統 的 に利 用

　 で きる よ うにす るた め に開 発 さ れた もの で あ る。

　 　 CRONOSは 、 大 規 模 な デー タベー スの構 築 を可 能 に して お り、 ユー ザ は、

　 特 別 な プ ログ ラム ミング教 育 を受け な くて も、 シス テ ムの 提 供 す る各 種 の 処理

　 機 能 を容 易 に使 うこ とがで き る。

　 　 シス テ ムは、 デー タベー スに蓄 わ え られ た情 報 に 関す る問 合 せ に対 して迅 速

　 に応 答で きる よ うに 設計 され て い る。 そ の情 報 は、 原 デー タの場 合 もあ る し、

　 デ ー タベー ス内 に記憶 され 定 期 的 に更 新 され る よ うな処 理 デー タの場 合 もあ る

　 し、 ま た特 定 の要 求 に合 わせ て加工 され た デー タで あ る場 合 もあ る。

　 　 シス テ ムは、 複 数 の ユー ザに よる同 時 利 用 が可 能 に な って い る。 各 ユー ザ は、

　 従 来 の バ ッチ処 理 の 形 で利 用 す る こ と もで きる し、 また端 末 か らオ ン ライ ン ・

　 ア クセ ス(ま た は会 話 モー ド利 用)す る こ ともで きる。

(2)　 デー タベー ス管 理 シ ステ ム

　 　 デー タベー ス 管理 システ ムは、 コ ン ピ ュー タの記 憶 媒 体(磁 気 テー プ、 デ ィ

　 ス ク等)に 蓄 わ え られ た デー タ と、 デ ー タベー ス の作 成 、 更 新、 問合 せ に使 わ

　 れ る プ ログ ラムの集 りか ら成 って いる。

　 　 デー タベー スは、 数 多 くの ユー ザ が そ れぞ れ 個別 に管 理 す る(作 成 、 更 新、

　 問合 せ等)デ ー タを含 ん で い る。 デー タを1つ の デー タベー ス で統合 的 に扱 う 、

　 こ とに よ って、 デ ー タの冗 長化 を避 け る こ とが で き、 ま た情 報 の交 換 も円滑 化

　 さ れ る こ とに な る。 デー タベ ー ス は、 論理 的 な構 造 と して定 義 され た情 報 を受

　 け入 れ る こ とが で きる。 す なわ ち、 シス テ ムは、 そ れ を ユー ザ か らは 見 え な い

　 形 で、 物理 的 な記憶 構 造 に マ ッ ピングす る こ とに な る。
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したが って、 ユー ザ は デー タ ・アク セ スに 際 して そ の テ クニ カル な詳 細 に煩 わ

され る こ とが な くな るわけ で ある。

　管 理 シス テ ムに は デー タベ ー スの作 成、 更新、 問合 せ に必 要 な一 連 の プ ・グ

ラ ムか ら構 成 され る。 これ らの プ ・グ ラムは、 デー タベー スに対 す るい くつ か

の標 準 的 な操 作 に対 応 す る論理 機 能別 に グルー プ化 され てお り、 専 門 の プ ログ

ラマー を必 要 とす る こ とな しに、 エ ン ド ・ユー ザ が 直接利 用 で きる よ うに な っ

てい る。 特 に、 ユ ー ザは簡 単 な言 語 を使 ってデ ー タや処理 内容 を定 義 で きる よ

うに な って い る。

↓↓↓

㊥

(デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム)

(3)デ ー ベ ー ス の 概 要 .

　 　 CRONOSデ ー タ ベ ー ス は 、 基 本 的 に 時 系 列 の 集bか ら構 成 さ れ て お り、 こ

　 れ は ド メ イ ン と呼 ば れ る単 位 に 分 け ら れ て い る。 ドメ イ ンは 、 統 計 の 主 な カ テ

　 ゴ リー(経 済 統 計 、 国 民 所 得 統 計 、 エ ネ ル ギ ー 統 計 な ど)に 対 応 して い る 。 各

　 ドメ イ ン に はSEF(Subset　 of　 Files)と 呼 ば れ る 記 憶 ス ペ ー ス が 割b振 ら

　 れ て い る。1つ のSEFは 、150,000系 列(月 次 系 列 の 場 合)ま た は300,000
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系 列(年 次 系列 の場 合)を 収容 す る ことが で きる。

　 時系 列 は そ れ ぞれ 数 字 のID(識 別子)に よ って識別 され る。 時 系 列 は、 一

定 の時 間 々隔 ご と(月 単 位、 四 半期 単 位、 半 年 単 位、 年 単 位)の 現 象 の変 化 を

表 現 す る項 また は数 値 の集 りか ら構成 され る。 時 系 列 に対 して ラベ ル や パ ラ メ

ー タを対応 づ け る こ と もで きる よ うに なっ て い る。

　 系列 には 次 の2つ の タ イ プが あ る。

・1次 系 列(primary　 series)　 :そ の各 項 が ユー ザが 用意 した 原 デー タか ら

　 成 る もの。

・2次 系 列(derilied　 series)　 :一 定 の 計 算 式 に基 づ い て シス テ ムが計 算 ま

　 たは 加 工 を加 え た デー タ列 か ら成 る もの。 計 算 式 は、 ユー ザ が計 算 言語 を使

　 って定 義 で き る よ うに な って い る。

　 デー タベー スの容 量 は、 使 用 で きる コ ン ピュー タ資源 に よって決Aる 。EEC

の デー タベー スは 約600,000時 系列 を収 容 で きる よ うに設 計 され てfo　b、

1975年 末 の時 点 で そ の 内 の300,000系 列 が実 際に 使 用 され てい る

2次 系列

1次 系 列

SEF1

CRONOSデ ー タ ベ ー ス
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(4)管 理 シス テ ムの概 要

　 ユー ザ が ア ク セ スで き る シ5テ ム機能 は、 次 の2つ の機 能 カテ ゴ リー に 分 け

られ てい る。

・管 理 機 能:デ ー タベ ー ス の内容 を修 正 す る機 能。　 　 ,

　 　　 　 　 　 　　 デー タベ ー ス の作 成、 更 新 に 使 わ れ る。

・問合 せ 機 能:デ ー タ ベー ス 内の デ ー タを参 照 す る機 能。 デー タベ ー スの 内

　 　　 　 　 　 　　 容 を変 更 す る こ とは ない。

　 セ キ ュ リテ ィ の配 慮 か ら、管 理 機 能 は、 認 め られ た特 定 の ユー ザ しか 使 え な

い よ うに な っ噛て い る。 機 密 デー タが扱 われ る場 合 には、 問合 せ 機 能 の 利 用 も制

限 さ れ る場 合 が あ る。

　 管理 機 能 は バ ッチ ・モ ー ドで使 用 され る。 問 合 せ 機能 は、 バ ッチ ・モ ー ドで

も会 話 モー ドで も使 用 で きる よ うに な って い る。

　 バ ッチ ・モ ー ドで使 用 され る どの機 能 に 関 して も、そ の デー タは 会 話 モ ー ド

で一 括 して入 力 で き る よ うに な ってい る。 この場 合 、 デー タは 直 ちに チ ェ ック

され、 必 要 に応 じて修 正 が 加 え られ た 後 に、 バ ッチ処理待 ち行 列 に 入 れ られ る。

これ らの 機 能 は デー タ入 力機 能 と呼 ば れ る。

　 ま た、 ユー ザ は ター ミナ ルか ら直接、 ジ ョブ処 理 要 求 を入 力す る こ とがで き

る。 この要 求 もチ ェ ック され た後 に処理 待 ち行 列 に入れ られ る。 この 機 能 は、

コマ ン ド入 力 機 能 と呼 ばれ る。

　 この よ うに シ ステ ム機 能 は、 管理 機能 、 問 合 せ 機 能、 デ ー タ入 力 機 能 、 及 び

コマ ン ド入 力機 能 か ら成 って い る。

析

ヒ
ヒ
ム
目
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機
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バ
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鵠富

　 問合 せ機 能

(バ ッチ)1(会 話 モード)

コマン ド入 力

(会 話 モー ド)
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5.Cronosシ ス テ ム の デ ー タ ベ ー ス

(1)序

　 　当 マ ニ ュア ルは、CRONOSシ ステ ムに よ って管 理 され て い るEC委 員 会 の

　統計 デー タベー スの 内容 につ い て記 した もの で あ る。

　 　 また、 当 マニ ュア ルは 読者 が 、CRONOSシ ス テ ムの一 般 的 特 徴 と技 術 用語

　 を記 載 した マ ニ ュア ルUO(序)を 知 ってい る こ とを前提 と して 書 か れ てい る。

　 CRONOSベ ー スが カバー してい るデー タを調 べ たb、 それ らを演 算 に利 用 す

　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 コンサルテーション'

　 る手順 につ い ては、 マ ニ ュア ルU20:Consultaton　 を参 照 され た い。

(2)デ ー タベー ス の内 容 に 関 す る情 報 マ ニ ュア ルの発 行 と配 布

　 　 CRONOSデ ー タ ベ ー ス の 内 容 に 関 す る 情 報 マ ニ ュ ア ル は 、 デ ー タベ ー ス ・

　 マ ネー ジ ャー に よ っ て 発 行 さ れ る 。 詳 細 に 関 す る 問 合 せ 先 は 以 下 の 通 り。

　 　 デ ー タ ベ ー ス ・マ 不 一 シ ャー

　 　 Mr.　 Byk,　 Jean　 Monnet　 Builcling　 B3/076,　 Tel.2048

　 　 Luxembourg　 　ま た は 、

　 　 Head　 of　 the　 Data　 Shop　 in　 Brussels

　 　 M・.H・ ・u・y,　 Berl・ym・n・B・ildi・g・6/ll、 　T・1.・8・5

　 　 シ リー ズ の 除 去 や 追 加、 識 別 子 の 変 更 な ど、 統 計 デ ー タ ベ ー ス に は 変 更 が 発

　生 しや す い た め、 読 者 に は 最 新 版 の マ ニ ュ ア ル と付 録 を利 用 す る よ うお 勧 め る。

　 CRONOSマ ニ ュ ア ル の 配 布 先 リ ス トは 、

　 　 Miss.Keenan,　 Jean　 Monnet　 Building　 B/082、

　 　 TeL　 3228,　 Luxembourg,に よ っ て 管 理 さ れ て い る。

(3)デ ー タベ ー ス 概 要

　 　 CRONOSは 、 時 系 列 の 統 計 デ ー タ を 含 む デ ー タ ベ ー ス を 管 理 す る た め の シ

　 ス テ ム で あ るo

　 　時 系列 の シリーズは、 国 家会 計、 エ ネル ギー、 外 国貿 易 な ど とい つ た主 要 な統

　計 の カテ ゴ リー別 に 構 成 さ れて い る。SEF(フ ァ イルの サ ブ セ ッ ト)と して
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　知 られ る記 憶 スペー スは、 各 カテ ゴ リー ご とに配 置 され て い る。 種 々の専 門 分

　野 は別 と して、CRONOSはICGと 称 され てい る経済 お よび一 般 情 報 を含 む

　一 般 の カテ ゴ リー を優 先 させ て お り、 この カテ ゴ リー には、 デー タベー ス が会

　話 モー ドの コンサ ル テー シ ョン用 に開放 され て い る間 な らい つ で もア ク セ スす

　 る こ とが で きる(但 しZRGIは 例 外)。

(4)1979年1月 に開放 され る カテ ゴ リー一 覧

ト⇔
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 シリーズ　　　　 内　 　 　 　 　 容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当局　電 　話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番　号

経済 お よび一般情報　　　　　　　　　50,000　 　Byk　 2048Lx

農業予測　　　　　　　　　　 　　　　(以下省略　原文P.3)

銀行業務お よび財務統計

分野別情報のためのデー タベース

財務会計

国際貿易関係 ファイル

年 次産業調査

利害調整のされ ていない経済 指標

OECD主 要経済指標

農業価格お よび会計

民間消費者物価

NIMIXE統 計:主 要農業生産

国際収支

ACP諸 国の外国貿易

国家会計、総計

国家会計、ESAの 財 貨サー ビス報告 書

エネル ギー総計

農業生産物

開発途上国の全体 的な経済指標

研 究開発(R&D)
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　 ZRG1　 　地域 別 統 計

　 　以 上合 わ せ て 約6,0　O　O,000の 時 系 列 シ リー ズ が含 まれ て い る。 特 殊 な カテ ゴ

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 親シリーズ　
リー に含 ま れ る時 系 列 シ リー ズの ある もの(Parent　 Series)は 、　 I　C　Gの 中

　に も含 ま れ て お り、 そ こ で 自動 的 に 更新 され る(Son　 Series)。

　 　会 話 モ ー ドに よる コ ンサ ルテー シ ョンの間、 多 くの カテ ゴ リー の 中 か ら必 要

　な系 列 を ス トア した り、 そ れ らの 系 列 を計 算 に利 用 した り、 あ るい は表 や図 形

　を表 示 す るた め に、 場 合 に よっては ワー キ ング スペー ス を利 用 す る こ と もで き

　る(マ ニ ュア ルU20:コ ンサ ル テー シ ョンを参照 せ よ)。

　 　以 上 の 各 カテ ゴ リー ご との概 要 を以 下 の各 章 で紹 介 す る。 さ らに、 各 カテ ゴ

　 リー につ い ては、 別 冊 の付 録 の 中 で も触 れ て い る。 この 付録 には そ の 他 に、 時

　系列 シ リー ズの 分類 シス テ ムや 内容 に 関 す る詳 しい説 明、 ある いは 方 法 論 に関

　す る情 報 が含 まれ て い る。

(5)1979年1月 に 開放 され る各 カー テ ゴ リー の概要

(a)一 般 経 済 情 報(ICG)

　 ICGが カバー す る範 囲は19の 分 野 に 分 か れ る。 各 分野 は統 計 部 門 に よ っ

て 管理 さ れ て い る。

　 デー タベー ス ・マ ネー ジ ャー のByk氏 は、 これ らの19の 分野 を受 持 つそ れ

ぞ れ の部 門 の仕事 を統 合 し、ICGが カバ ー す る範 囲 を 分類 す る シス テ ムに も

責任 を持 つ。CRONOSシ ス テ ムに お け るICGの 特 権 的 な性 質 に つ い ては3

章 で述 べ た通 りで あ るo

　 ICGの 目的 は、ECにk－ け る最新 の 経済 動 向 に関 す る全 般 的 な統 計 デー タ

を提 供 す る こ とで あ る。ICGに は米 国 お よび 日本 に関 す る時 系列 シ リー ズ も

含 まれ て い る。 デー タは 主要 分 野 の統 計 、 す なわ ち人 口お よび雇 用、 産業 、 農

業、 国 内動 向、 サー ビス、 運 輸、 外 国 貿 易、 物価 、 財務 、 国 際収 支 お よび 国家

会 計(多 くの参 考 資 料)な どを カバ ー して い る。

　 ICGに 含 まれ る デー タは、 統 計 局 が 次 の よ うな出版 物 を作 成 す る場 合 に使

用 され る。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　-170一
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　 ユーPスタティスティックス
ーEurostatistics

-Monthly　 external　 Tracle　 Bulletin(日 刊 外 国 貿 易 公 報)

-Industrial　 Short-Tenn　 Trends　 (最 新 産 業 動 向)

-Monthly　 Tables　 of　 T　ransport　 Statistics(日 刊 運 輸 統 計 表)

　 ICGに は 次 の 事 柄 に 関 連 し た デ ー タ も含 ま れ て い る。

一 短 期 の デ ィ レ ク テ ィ ヴの も と に 編 集 さ れ た 統 計(統 計 局 に よ っ て 管 理 さ れ て

　 い る)

一 工 業toよ び 建 設 部 門 に 関 す る 事 業 調 査(DGIIに よ っ て 管 理)

-QUIC経 済 動 向 シ リー ズ(DGIIに よ っ て 管 理)

(b)農 業 予 測(AGFO)

　 AGFOは 、"農 業"総 合 理 事 会 の う ち の"'総 務"理 事 会 に よ っ て 管 理 さ れ

て い る。 そ の 中 に は 長 期 予 測 の た め のCLEOモ デ ル に 利 用 さ れ て い る 歴 史 的

系 列 が 含 ま れ て い る。 こ の デ ー タ ベ ー スへ の ア ク セ ス は 、 前 も っ てMildon氏

(ブ リ ュ ソ セ ル 、Te1.3224)の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

(c)金 融 お よ び 財 務 統 計(BIF・1)

　 BIF1が カ バ ー す る 利 害 調 整 の は か られ た 金 融 デ ー タ の 大 部 分 は 、 機 密 性

が あ る。 従 っ て、BIF1へ の ア ク セ ス に は 前 もっ てGlatze1氏(JMOB2/

39、Te1.2022)の 認 可 を得 な け れ ば な ら な い 。

BIF1は3つ の セ ク タ ー に 分 け られ る 。 す な わ ち、

一 信 用 協 会(Credit　 institution)の 総 合 決 算(4半 期 ご と
、 信 用 協 会 の 資 産

　 と負 債 に 関 す る情 報 を 提 供 、 中央 の 金 融 当 局 を 含 む)

一 経 済 の 流 動 資 産(各 国 の 定 義 お よ び 利 害 調 整 の 定 義 に 従 っ た 貨 幣 供 給 に 関 す

　 る 月 間 の シ リー ズ、 流 動 資 産 を供 給 す る 財 務 証 書 と財 務 セ ク タ ー に 分 か れ る)

一 経 済 の 流 動 資 産 の 相 対 物(経 済 の 流 動 資 産 に 対 立 す る も の と して の
、 上 記 財

　 務 セ ク ター の 資 産 に 関 す る 四 半 期 ご との シ リー ズ)

(d)各 セ ク タ ー 別 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス(BISE)

BISEは 、 特 別 部 門E3"短 期 産業 統 計"に よb管 理 され て い る。 この デ
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一 夕ベ ー ス は 年 次 お よ び 四 半 期 ご との2つ の シ リー ズ か ら成 り、 次 の セ ク タ ー

の 製 品 を総 数 お よ び 追 加 数 ご と に カ バ ー して い る 。 こ れ らの セ ク ター は ・ 天 然

繊 維 、 合 成 繊 維 、 衣 料 、 は き 物 ミ 紙(約140製 品)で あ る 。BISEに は さ

らに 、 こ れ らの 製 品 の 外 国 貿 易 を 総 数 、 追 加 数 お よ びEAU(ヨ ー ロ ピア ン ・

ユ ニ ッ ト ・オ ブ ・ア カ ウ ン ト)ご とに ま と め た シ リー ズ と、NACE-CLIO

に よ っ て 定 義 さ れ 、EUAで 表 わ さ れ た 外 国 貿 易 に 関 す る シ リー ズ も収 め られ

て い るo

(e)　 財 務 会 計(FINA)

　 FINAは 統 計 局B1デ ィ ビ ジ ョ ン"国 家 会 計 に よ り管 理 さ れ て い る。 こ の

デ ー タ ベ ー ス に は 加 盟 国 経 済 に お け る 資 金 の 流 れ に 関 す る年 次"シ リー ズ が

1970年 以 降 か ら カ バ ー さ れ て い る。

ESA(European　 System　 of　 Integrated　 Economic　 Accounts)の 約16

の セ クター に お ける 借 款 は30種 類 の 財 務 報 告 書 に 分 け られ 、 これ は さ らにESA

シ ス テ ム に よ っ て 分 類 さ れ て い る。

(f)国 際 貿 易 関 係 の フ ァ イ ル(FRIC)

　 FRICは 特別 部 門F3"対 外 貿 易 分析foよ びACP諸 国 お よび 非 加盟 国 に

関 す る一 般 統 計"に よ り管 理 され て い る。

　 この シ リー ズは、ECと そ の 他 の全 諸 国(国 別 に分 類)と の外 国 貿 易 を分析

す るた めに利 用 され、 次 の点 に関 す る内容 と な って い る。

一 各 セク シ ョン別 の 貿 易(SITC):四 半 期 ご との シ リー ズ、 加盟 国k・ よび

　 共 同体 の累 積値 別 輸 出入

一 製 品 別 貿易(STABEX製 品 を含 む):四 半 期 ご・との シ リー ズ、 共 同体 に

　 関す る金 額 お よび数 量 別 の輸 出入 、 これ まで の 累積 を示 した もの と、 そ うで

　 な い もの

一 貿 易 全 体:月 ご と の 累 積 シ リー ズ、 加 盟 国 お よ び 共 同 体 の 金 額 別 輸 出 入

　 これ らの 統 計 は 、"ACP諸 国k・ よ び 地 中 海 南 部 諸 国 と のEC貿 易(E.C・

Tracle　 with　 the　 ACP　 states　 and　 the　 South　 Mediteranean　 States)"
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の ベー ス とな って い る。

.回 　年 次産業 調査(INDE)

　 INDEは デ ィビジョンE4"　 k業 構造 、 サ ー ビスお よび環 境 統 計"に よb管

理 され てい る。

　 INDEは 年 次 シ リー ズで、117のNACEヘ ッデ ィン グお よび 加盟9カ

国 に 関す る18の 経 済 変数(総 売上 げ 高、 生 産 高、 付 加価 値 な ど)を カバー し

てい る。 デー タは 主 な産 業 活動 ま たは経 済 活 動 の各 単 位 ご とに 分類 され、20

名以 上 の 従業 員 を抱 え る企 業 を対 象 と してい る。

(h)利 害 調整 の され てし(ない経 済 指標(INNA=Non-harmonijed　 econo－

mic　 indicators)

　 INNAは 統 計 局 デ ィ ビジ ョンA1"情 報 の(伝 達)方 法 、 命 名 法、 研 究 お

よび普 及"に よ り管 理 され て い る。 経 済 の デ ー タベー スの うちの利 害調 整 の さ

れ て いな い国 のデー タが含 まれ てい る。 現 在 そ ろつ てい る シ リー ズは 西独 とイ

タ リアの もの で あるo

(i)OECD主 要 経 済 指標(OCDE)

　 OCDEは 、"主 要経 済 指 標"とOECDのtt四 半 期 ご との国 家会 計"の 歴

史 的 系 列 に よって構 成 され てい る。

(j)農 業 価 格 と会 計(PACO)

　 PACOは デ ィ ビジ ョンD1"農 業会 計 お よび農 業 構造"に よって 管理 され

てい るo

　 この シリーズには農業経済会 計、お よび農産物の価 格 と農 業i生産手段 が記載

され てい る。 会 計 に 関 す る(年 次)シ リー ズは1967年 か ら1977年 まで

にわ た って お り、 これ らの シ リー ズは、 農 業 会計 に利 用 した総 計 や生 産 物 に関

連 した もの で あ る。 各 加盟 国 に つ いて は各 国 の通 貨 とEUAで 表 示 し、 共 同 体

に つい て はEUAだ け で表 示 して いる。

　 農 産 物 の販 売価 格 と生 産 手 段 の 買取 り価 格 に 関す る シ リー ズ ー 年 次 お よび

月 間 一 は、1969年 ま で さ かの ぼ る。 ～これ らは 各 国の通 貨 とEUAの 両 方
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で表示 され てい る。

　 PACOに 含 ま れ る シ リー ズは 、 種 々の 出版 物 の ベー ス と して使 わ れ てい る。

す なわ ち、

一畜 産 物 の 販売価 格

一野 菜 製 品 の販 売 価 格

一 生産 手 段 の 買取 り価 格

一 農業 経済 会計

(kl民 間消 費者 物 価(PAPI)

　 PAPIは デ ィ ビジ ョンA2"t消 費者 物価 お よび購 買力 パ リテ ィ"に よ って

管 理 され てい る。 これ は 加盟9カ 国 並 び にECに 関 す る物 価 指数 に 関 す る年

次(1971年 か ら)及 び 月 間(1975年 か ら)の シ リー ズ を含 ん で い る。

この シ リー ズ は、ESA(European　 System　 of　 Integrated　 Economic　 Acca-

unts)で 利 用 され て い る命 名 法 に 従 って分類 され てい る消 費 の主 な もの につ い

て記 載 してい る。

(1)NIMEXE統 計:主 要農 業 製 品(SNAG)

　 SNAGは 、 統計 局 デ ィ ビジ ョンF2t'外 国貿 易統 計"に より管 理 され て い

る。 これ には 、NIMEXEの 見 出 し(ヘ ッデ ィン グ)に 基 い て選 ばれ た 農 産

物(チ ー ズを除 く乳 製 品)の 、 加盟 国 お よび共 同 体 か ら第 三 国へ の 輸 出 に関 す

るデ ー タが、1977年1月 か ら月間 シ リー ズ で収 め られ て い る。 これ らの統

計 デー タは(月 間 の)数 量 別 お よび これ まで に 累積 され た数 量別 に ま とめ られ

て い る。

回 国 際収 支(ZBP1)

　 ZBP1は 、 統 計 局 デ ィ ビ ジ ・ンB1"国 家会計"に よ り管理 され て い る。

これ に はEC諸 国 、 米 国 、 日本 の国 際収 支 が年 次 シ リー ズで収 め られ て い る。

この シ リー ズは1960年 ま で さか のぼb、 地理 別 に 分類 され て い る。

　 ZBP1に 含 まれ るデ ー タは、 年 刊 の"国 際収 支"及 び"地 域別 国際 収 支"

の 中 で 使 わ れ て い る 。
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(n)ACP諸 国の 外 国 貿 易(ZCA1)

　 ZCA1は 統 計 局 特 別 部 門F3"ACPお よ び 非 加 盟 国 に 関 す る 外 国 貿 易kS

よ び 一 般 統 計 の 分 析"に よ り管 理 さ れ て い る。 これ に は 、1962年 以 降 の

ACP諸 国 の 外 国 貿 易 に 関 す る デ ー タ が 、CSTの 主 な 見 出 し(CST5)

に 基 づい た輸 出入 の 品 目(CST3)別 に 、 年 次 シ リー ズ で 収 め られ て い る。 さ

らに 、MAGHREBお よ びMASHREQ諸 国 に つ い て は 、1968年 以 降

の セ ク シ ョン ご と の デ ー タ が あ る 。

こ の シ リー ズ はACP年 鑑 、　 Foreign　 Trade　 Statistics　 (外 国 貿 易 統 計)

に 利 用 さ れ る。

(o)国 家 会 計 一 総 計(ZCN1)

　 ZCN1は 統 計 局 デ ィ ビ ジ ョ ンB1"国 家 会 計"に よb管 理 さ れ て い る。 こ

れ は2セ ッ トの 年 次 シ リー ズ に よ り構 成 さ れ る。 す な わ ち、

a)統 計 局 年 鑑"'National　 accounts-Aggregates　 1951-72(国 家 会 計

　 一 総 計1951-72)"の 中 に 含 ま れ る、 国 家 会 計 の 以 前 の シ ス テ ム に 準 拠

　 した 国 家 会 計 の 主 要 総 計

b)統 計 局 年 鑑"National　 accounts-ESA-Aggregates"に 含 ま れ る、

　 ESAに 基 づ く国 家 会 計 の 主 要 総 計

　 こ れ らの シ リー ズ は1960年 ま で さ か の ぼ っ て い る。

(p)ESAの 財 貨 サ ー ビ ス 報 告 書 に お け る国 家 会 計(ZCN2)

　 ZCN2は 統 計 局 デ ィ ビ ジ ョ ンB1"国 家 会 計"に よb管 理 さ れ て い る。 こ

の 中 に は 、 分 野 、 製 品 、 機 能 別 に 分 け られ た 財 貨 サ ー ビ ス に つ い て の 基 調 報 告

書 に 関 す る デ ー タ が 、1970年 以 降 年 次 シ リー ズ で 収 め られ て い る 。 デ ー タ

は ヨー ・ ッパ ・シ ス テ ム の 統 合 的 経 済 計 算 書(ESA)に 基 づ い て編 さん され て

お り、 基 本 的 に は 統 計 局 年 鑑"National　 Accounts　 ESA-　 Detailed　 tables

(国 家 会 計ESA－ 詳 細 表)"を 参 考 に して い る。

(q)エ ネ ル ギ ー 統 計(ZCN1)

　 ZCN1は 統 計 局 デ ィ ビ ジ ョ ンE1"エ ネ ル ギ ー に よb管 理 さ れ て い る 。 こ
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の 中には 、1960年 以 降 の エ ネル ギー の(需 給)バ ラ ンス に関 す る年 次 デー

タお よび エ ネル ギー生 産 と生 産条 件 に関 す る月 間 デー タが収 め られ てい る。

　 これ らの デ ー タは、 以 下 の 統計 局 出版 物 の編 さん に 利 用 され て い る。

一 エ ネル ギー 一 統 計年 鑑

一 エ ネル ギー 　一 全 体 の バ ラ ンス ・シー ト

ー 電気 エ ネル ギ　 ー 月 刊公 報

一石炭 　一 日刊 公 報

一炭化 水 素　一 月刊 公 報

(r)農 業 生産 物(ZPA1)

　 ZPA1は 統 計 局 デ ィ ビジ ・ンD2"農 業 の バ ランス ・シー トk・よび農 業 生

産物"に よ り管理 さ れ て い る。 これは2セ ッ トの シ リー ズ か ら成 る。 す なわ ち、

イ)　 1964年 以 降 の家 畜 数 と"牛 乳、 卵、 肉"な どの 製 品。 この種 の情 報 は

　 以 下 の統 計 局 出版 物 に利 用 され て い る。

　 一食 肉 に関す る月 刊 統計

　 一牛乳 に 関す る月 刊 統計

　 一卵 に 関す る月 刊 統 計

　 一畜産 物生 産

　 一牛 乳 お よび乳 製 品

・)1960年 以 降 の 畜 産 物 の供 給 バ ラ ンスtoよ び1973年 以 降 の野 菜類 の

　 供給 バ ラン スo

　 この種 の 情 報 は、 統 計 局 発行 の"Supply　 balances(供 給 バ ランス)"の 中

　 で使 われ てい る。

(s)開 発 途 上 国 の全 体 的 な経 済 指標(ZPVD)

　 ZPVDは 統計 局特 別 部 門F3"ACPk・ よび非 加 盟 国 に関 す る外 国 貿 易 と

一 般統計 の 分析"と 、 デ ィ ビジ ・ンA1"加 盟 国 政策 の基 本計 画 と調 整"DG

珊 に よ り管 理 され て い る。

　 デー タは 主 な統 計 分 野 を カバー して い る。 そ の 分 野 とは、 人 口統計 学 、 経 済
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社 会 指標 、 地 理 、 食料 政 策 、 国 家会 計 、 運 輸、 外国 貿 易、 財 務 の流れ(フ ロー)

と負債 、 物価 、 金 融、 工 業生 産 お よび農 業 生産 で ある。 これ らの シ リー ズは、

"ACP　 Statistical　 yearbook"(ACP統 計年 鑑)の 基 礎 とな って い る。

(t)研 究 開 発(ZRD1)

●

　 ZRD1は デ ィビ ジ ョンA3"ブ リ ュ ッセ ル の 委 員 会 との 連 絡k・ よび 共 同 研 究 の

た め の 事 務 局"に よ り管 理 き れ て い る。 こ の 中 に は 、NABS(Nomenclature

for　 the　 analysis　 and　 comparison　 of　 S　cientific　 programmes　 and

budgets=科 学 プ ロ グ ラ ム とそ の 予 算 の 比 較 分 析)の1975年 の 見 解 に 基 づ

い た 研 究 開 発 に 関 す る 予算 支 出 に つ い て の シ リー ズ が 収 め られ て い る。

　 ZRD1に 含 ま れ る デ ー タは 、CRESTレ ポ ー ト"EC諸 国 に お け る 研 究

開 発 の 政 府 財 政"に 利 用 さ れ て い る。

(u)地 域 別 統 計(ZRG1)

　 ZRG1は 統計 局 部 門B2"地 域 別統 計k・ よび地 域別 会計"に よb管 理 さ れ

て い る。 この 中 に はEC諸 国 の レベ ル1お よびll地 域 の人 口統計 学 お よび これ

らの 地域 が受 け て い る財 政 援 助 に関 す る シ リー ズ が収 め られ て い る。

,
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4.国 連 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス(NYCS)の 概 要

(1)　 国 連、 運 営 管 理 部 門、 デー タ処 理 ・情 報 シス テ ム政 策 局

　 国連 では 、 国 連 内部 お よび関 連 機 関 の情 報処 理 ニー ズ を満 たす 目的 か ら、

1965年 に 国 際 コ ン ピュー テ ィン グ ・セ ン ター を設 立 した。 これ は 後 に、 ニ ュ

ー ヨー ク ・コ ン ピュー テ ィ ング ・サ ー ビス(NYCS)と 改称 さ れ、 現 在、 広 範

囲 な コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・サー ビス を各部 門 お よび 関連 機 関 に提 供 して い る。

　現 在提 供 され て い る主 な ア プ リケー シ ョンに は、 統 計 デ ー タ収 集 ・分 析、 経 済

予測 、 情 報 検 索、 国連 開発 援 助計 画 の レポー ト ・分析、 会計 、 予算 計 画 、 給与 計

算、 人事 管 理、 刊行 物 の 予 約 ・配 布 管 理、 切 手 の 販 売管 理 等 が あ る。 ま た、 この

ほ か にuNicEF、 年 金 基金 、　UNDP、 　uNFPAに 対 して定 期 的 に計 算 処理 サ

ー ビス を提 供 してい る。

　 現 在設 置 さ れ てい る セ ン ター ・コ ン ピュー タはIBM3032(主 記憶 容 量600

万 バ イ ト)で あ る。 大 部 分 の ア プ リケー シ ョン ・シ ス テ ムはCOBOL、 　FORT

RAN、PL/1と い った 高 水準 言語 を使 って作 成 され て い る。 また、 そ のほ か

に い くつ か の プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジが活 用 さ れ て い る。 対 話 型 の ア プ リケー シ

ョンは、 ター ミナ ル ・モ ニ タ リン グ ・シス テ ム(INTERCOMM)に よって サ ポ

ー トされ て い る。 入 力 デー タの 準備 は、 キー ・ツー ・デ ィス ク ・シス テ ム をベー

ス に して行 なわ れ て い る。

　 コ ン ピ ュー タ資源 の共 同利 用 に 関 しては 、 他 の 国連 機 構(ILO、FAO、

UNESCO、 　 ITU、 　 ICAO、 お よび ジ ュネー ブの 国 際 コ ン ピ ュー テ ィ ング ・

セ ン ター)と も密 接 な協 力関 係 を保 って い る。

　 NYCSは 、1971年 の総 会 で デー タ処 理 ・情 報 シス テ ム政 策 局 が設 立 され

て 以 来、 同政 策 局 の 中枢 的 な部 分 と して 機能 して きてい る。 デー タ処 理 ・情 報 シ

ステ ム政 策 局 は 、 国 連 の情 報 シス テ ムを効果 的 に統 合 化 す る こ とを ね らい に、 必

要 な指導 、 政 策 決 定 を行 な って お り、 国 連 の情 報 シス テ ムに関 す る代 表 窓 口に な

って い る。 また、NYCSの 基本 的 な政 策 決 定 も同政 策 局 が行 な って い る。
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　 31回 の総 会 で は、 現 行 の すべ て の ア プ リケー シ ョンお よび今 後 の 情 報処 理 関

連 活動 を評 価 す る 目的 か ら情 報 シス テ ム委 員 会(ISB)が 新 た に 設 立 され た。

同委員 会 では 、 現 在 お よび将 来 の ア プ リケー シ ョン ・システ ムが 国 連 の 実 際 の 活

動 に促 した もの に な って い るか ど うか、 使 わ れ てい る情 報 資源 が そ れ に見 合 った

成 果 を生 み 出 してい るか ど うか、 国連 内の 各 システ ムが全体 と して 無 駄 の ない 調

和 の とれ た シス テ ムに な って い る か ど うか とい った 点 を 中心 に評 価 活 動 を進 め て

い る。 こ こで紹 介す るア プ リケー シ ョン ・シス テ ム もすべ て同 委 員 会 の評価 を経

て洗練 され た もの に な って いる。 以 下 では、NYCSが サ ポー トしてい る主 なア

プ リケー シ ョン分 野、NYCSの セ ンター 設備(・ ・一 ドウ ェァ 資源 、 ソフ トウ ェ

ア 資源)の 概 要 を紹 介 す る。

◆

(2)二L－ ヨー ク ・コン ピ ュー テ ィ ング ・サー ビス ー 本 部 の 各 部 門 の 主 な ア プ

　 リケー シ ョン ー

(a)経 済 ・社 会 問題 担 当部 門

　 ●　 開 発 計画 ・予 測 ・政 策 セ ン ター

　 　　 統計 デ ー タ ・バ ンク を使 って、 経 済 、 統 計情 報 の分析 を行 ない、 計 量 経 済

　 　モ デ ル の構 築、 経 済 プ ロセ スの シ ミュ レー シ ョン等 を行 な って い る。

　 ●　 統 　計 　 局

　 　　 国 連 加盟 国 、 各 国 か ら寄 せ られ た統 計 デー タの処理、 各種 統 計 資料 の作 成

　 　 を行 な って い る。 扱 われ てい る主 な分 野 は、 国 際貿 易、 国 民経 済 勘定 、 鉱 工

　 　業 生 産 、 人 口統 計、 エ ネル ギー 生 産 、 物 価 指数 な どで あ る。また統計 デー タ ・

　 　バ ンク の開 発 も行 な ってい る。

　 　　特 に、 次 の 資料(刊 行 物)は 、 コン ピュー タを使 って作 成 さ れ て い る。

　 　⑧ 　国 民 経 済 勘 定年 鑑(2巻)

　 　⑤ 　商 品 貿 易統 計(Dシ リー ズ)

　 　◎ 　世 界 貿 易統 計 年 鑑
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　 ③ 人 口統計年鑑

　 ⑥ 　国際貿易統計年鑑

　 ① 　エ ネルギー統計年鑑

　 ⑧ 　世 界産業成長統計

　　　これ らの統計 デー タお よびそれに関連 した分析 内容 は、 要請に基 づいて、

　 国連の他の部門、 加盟 国の政府機 関、 および他 の機関に配布 されている。

　●　 人 口管 理 局　 `

　　　出生率や死亡率等の基本的 な人 口特性 の分析、人 口予測等 が行 なわれてい

　　るo

　　 　 「世 界人 口予測 」等 の刊 行 物 は コ ン ピ ュー タを使 って作 成 され て い る。

　 ●　 公 共 行 政 ・財 務 管理 局

　　 'すべ ての 加盟 国 の公 共 行 政 担 当 機 関 の メイ リング ・リス トを、 組 織 タ イ プ

　　別 に 管理 してお り(国 名 に よる相 互 参 照 もで きる)、 コ ン ピュー タに よる メ

　　 イ リン グ ・ラベ ル の 自動 作 成 に よ り、 公 共 行 政 に関 す る情 報 を各 国 に迅 速 に

　　 配布 で きる よ うに して い る。

(b)'開 発 技 術協 力(TCD)担 当 部 門

　　 各種 のTCDプ ロ ジ ェク トの運 営 、 管理 情 報 の管理 ・レポー テ ィ ン グを行 な

　 う財務 管理 ・レポー テ ィン グ ・シス テ ムが運 用 され て い る。 この シス テ ムは 、

　.TCDの ニー ズ を反映 して1975年 に改 良が 加 え られ、 プ ロ ジ ェク トに 関連

　 した 資材 の在 庫 管 理 ・レポー テ ィン グ機 能 が追 加 され た。

(c)国 際協 力 セ ン ター ・

　　 現在 、 同 セ ンター の活 動 をサ ポー トす る新 しい情 報 シス テ ム の設 計 ・開発 が

　 進 め られ て い る。1978年 に は 同 シス テ ムの 中枢 部 分 とな る協 力 活動 プ ロ フ

　 イー ル ・シ ステ ムが 完成 さ れ、 第一 段 階 の運 用 に 入 ってい る。 次 の段 階 と して

　 は、 国 際協 力、 契約 の法 的 問題 を扱 うシ ステ ム ・コ ン ポー ネ ン トの開 発 を予 定

　 して お り、 第3段 階 と して は 国 際協 力 の あ らゆ る分 野 に関 連 した文献 情 報 を扱

　 うシス テ ム ・コン ポー ネ ン トの 開 発 が予 定 され て い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -180一
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(d)法 的 問 題 担 当室

　 ●　 条 約 関係 セ ク シ ョ ン

　 　　 条 約お よびそ の 他 の 国 際的 同 意 に開運 した デー タを扱 う対 話型 シス テ ム、

　 　 国 連条 約情 報 システ ム(UNTIS)が 運 用 され て い る。UNTISは 、 国

　 　 連 事務 総 長 に よって承 認 され た条 項 、 国 連 憲章 第102条 に基 づ い て登 録 さ

　 　 れ た条 項等 、 あ らゆ る情 報源 か ら集 め られ た条 約、 国 際 的 同意 に 関 す るデー

　 　 タを統合 管理 してい る。

(e)会 議 サ ー ビス担 当 部 門

　 　 国連 内部 で発 生 した 文 書情 報 の作 成、 修 正 、 編集 、 プ リン トを総 合 的 に扱 う

　 文書 情 報 シ ス テ ムの 研 究 開 発 が進 め られ て い る。 そ の最 初 の ステ ップ と して、

　 1978年 に ワー ド・プ ロセ ッシ ング装置 が導 入 され、NYCSの バ ック ア ソ

　 プ ・ス トレー ジと リン ク され た。80年 代 を通 じて さ らに シ ステ ムの高度 化 を

　 図 って ゆ くこ とが計 画 され て い る。

　 ■　 翻 訳 サ ー ビス担 当室

　 文 書 ・用 語 サー ビス の一環 と して各 国 の専 門 用 語 を一 覧 した 用語 録 を定 期

的 に刊 行 してい る。

●　 ラ イブ ラ リー ・シス テ ムUNBIS

　 　NYCSと 図 書 室 のス タッフが協 力 して、国 連文 献 情 報 システ ム(UNB　 I　S)

の研 究 開 発 を進 め て い る。 同 ジス テ ムは、 国連 の資料 、 刊 行 物 お よび そ の他

　の一 般 資料 に 関 す る情 報 、 索 引、 文 献 情 報 を オ ン ライ ンで サー ビスす る こ と

　を大 きなね らい に して い る。1978年 か ら実 際の 開 発 が 進 め られ、1979

年 に は国 連 の資料 に関 して サー ビス が開 始 され た。

●　 ラ イブ ラ リー ・シス テ ム、UNDIS

　 UNDISは 、特 定 の 国連 資 料 に 関す る索 引 や参 考 資料 を検 索 した り、 特 定

の 機 関 の刊 行 物 を検 索 した りす る こ とが で きる文 書 検 索情 報 シス テ ムで ある。

コン ピュー タを使 って、 英 語、 仏語 、 露語 、 ス ペ イン語 の 索 引 を年 に2回 定

期 的 に作 成 して い る。 索 引 にはUNDEX主 題 別 索 引 とUNDEX国 別 索 引 が
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　 　 用 意 され て い る。1979年 後 半 にはUNIDISとUNBISの 統 合化 が進 め

　 　 られ る こ とに な っ て い る。

　 ●　 出版 ・会 計 担 当 セ ク シ ョン

　 　　 同 セ ク シ ョンで は、 各種 刊 行 物、 資料 の販 売 お よび 配 布 を管理 す る会 計 シ

　 　 ス テ ム、 出荷 管 理 シ ステ ムが運 用 され て い る。

(f)財 務 サ ー ビス担 当 部 門

　 ●　 会計 担 当室

　 　　 国 連 の 内部 組 織 活 動 に伴 な う、 財 務 関連 業 務(資 産、 負 債、 収 入/支 出の

　 　管 理)を 扱 う統 合 化 され た 予算 ・財 務 ・会 計 シス テ ムが運 用 され て い る。 主

　 　 な システ ム ・コン ポー ネ ン トに は、 会計 シ ス テ ム、 元 帳管 理 シス テ ム、 給 与

　 　 シス テ ムが あ る。 特 に給 与 シス テ ムは、 人 事 シス テ ム、 所 得 税 シ ステ ム、 年

　 　金 管 理 シス テ ム、TCDプ ロジ ェク ト管理 シス テ ム等 の他 の シ ス テ ム と完 全

　 　 に統 合 化 され た もの に な って い る。

㎏)人 事 サー ビス担 当 部 門

　 　 国連 の す べ て の ス タ ッ フ(UNDP、 　UNHCR、 　UNICEF、 　UNITRA、

　 UNRWA、 　 ITC、 　 ICSC、 　UNU、 　ICJ等 を含 む)に 関 す る21項 目の情

　 報 を含 む職員 フ ァ イル の管 理、 運 用 が行 なわ れ て い る。

(h)一 般 サ ー ビス担 当 部 門

　 ●　 国 連 郵 政部

　 　　 国 連 切 手 の受 注 管理 、 在 庫 管理 、 出荷 管理 をオ ン ライ ン ・シス テ ムで運 用

　 　 して い る。

　 ●　 購 売 ・輸送 サー ビス

　　　統合化 された購 売 ・会計 ・在庫管理 システ ムの研究 開発が進あ られてい る。

　 ●　 通 信 サー ビス

　 　　 電 話 会 社 か ら毎 月 テー プで届 け られ る料金 デ ー タか ら、 内部部 門別 の 請 求

　 　 書発 行 を行 な うシス テ ムが運 用 され て い る。
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(i)公 共 情 報 サ ー ビス部 門

　 ●　 経 済 ・社会 情 報 セ ン ター

　 　　 約6000名 の値 入 の メイ リング ・リス トを管 理 してお り、 経 済 ・社 会 関係

　 　の情 報 を提供 して いる。

●

セ ン ター の利 用 状 況(1979年1月 ～6月)

　 79年1月 か ら6月 まで の統 計 では、1ケ 月 間 の平 均運 用 時 間 は508時 間、

平 均 ジ ョブ処 理 件 数 は13,500ジ ョブ、 平 均 総 出力は4300万 行 と な って い る。

各 分野 別 の利 用 状 況 は下 記 の よ うに な って い る。

CDPP(開 発 計 画 ・予 測 ・政 策 セ ン ター)

Statistical　 office(統 計 局)

CTC(国 際 協 力 セ ン ター)

TCD(開 発 技 術 協 力 担 当 部 門)

Treaty　 Section(条 件 関 係 セ ク シ ョ ン)

Library(ラ イ ブ ラ リー ・シ ス テ ム)

Accounts(会 計 担 当 室)

Budqet(予 算 担 当 室)

Personnel(入 事 サ ー ビ ス 担 当 部 門)

UNPA(国 連 郵 政 部)

Other(そ の 他)

UNICEF

Pension(年 金)

UNDP

Reimbursable　 Services(償 還 サ ー ビ ス)

全体 の利用 に占める割合

　　　　　 (%)
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セ ン タ ー の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

カー ド ・リーダ ー/パ ンチ

800カ ー トン努 ×　1

プ リンター

CPU:IBM3032

メモ リー:630万 バイ ト

、

オンライン ・デ ィスク ・ス トレー ジ

2000Lpm高 速 プリンター ×2

シ ュ 不 一 フ

RJEワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

パ ッチ ・ター ミナル(1Vフ ェーズIV./40)

ワー ドプロセッサー(Wangモ デル25)

＼

IBM33

総記憶

　 MT

　　 ノ

1600/

800/1・6

V/40)

ル25)

タ ー ミナ ル

各部門 に約88台 の ター ミナルが

分散設置されている。

　　 　 　　 40ス ピンドル ×20

総記 憶容量127億 バイト

1600/6250bpi装 置 ×8

80()/1600bpi装 置 ×　2
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セ ン タ ー の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

　 オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム はOS/VS2-MSEIPOリ リー ス2.1を 使 用 し

て い る。 ア プ リ ケー シ ョ ン用 に 約800万 バ イ トの 仮 想 記 憶 が 用 意 さ れ てk・ り、

15本 の バ ッ チ ・ア プ リケ ー シ ョ ン の 並 行 処 理 とTSOユ ー ザ ー が サ ポ ー トさ れ

て い る。 主 な ソ フ ト ウ ェ ア 資 源 は 下 記 の と お り。

　 1.ANSCOBOL、 バ ー ジ ョ ン2　 修 正 レ ベ ル78(qB-545)

　 2.OS/VS　 ANS　 COBOL、 プ ロ グ ラ ム番 号 　 5740■CB1

　 3.FORTRAN　 IV-G1、 プ ロ グ ラ ム番 号5734=・LM1

　 4.OS　 PL/1最 適 化 コ ン パ イ ラー 、 プ ロ グ ラ ム番 号5734-PL3

　 5.基 本 ア セ ン ブ ラー

　 6.　 IBM　 SORT、 プ ロ グ ラ ム番 号5740-SM1

　 7.TSOデ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィー ・プ ロ グ ラ ム、 プ ロ グ ラ ム番 号

　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　5734-UT1

　 8.　 リ ソー ス ・ア ク セ ス ・コ ン ト ロー ル 機 能(RACF)、 プ ロ グ ラ ム番 号

　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　5748-× ×9

9

α

エ

2

3

4

5

a

7

&

　

1

1

1

1

1

1

1

1

1

19.

SPFバ ー ジ ョ ン2.2

PCF　 バ ー ジ .ヨン2

VS/BASIC(対 話 型 デ ー タ 管 理 機 能 付)

INTERCOMM　 タ ー ミ ナ ル ・モ ニ タ リン グ ・シ ス テ ム、 リ リー ス8.O

MARK　 IV、 　 リ リー ス7.0

テ ー ブ ル 生 成 言 語(TPL)、 バ ー ジ ョ ン3.5

TAB　 68

LIBRARIAN-VS

SPSS

EPIC　 :SOCRATES

EPIC　 :FAST

OPTiMiZER

MAPPER

　 　 　　　 　　　　　　　　　 　　 -185一
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22.

INQUIRE

SORiPT/VS、 プ ロ グ ラ ム 番 号5748-× ×9

ド キ ュ メ ン ト ・ラ イ ブ ラ リー 機 能 、 プ ロ グ ラ ム番 号5748-× ×E

フ ル ・ス ク リー ン3270サ ポ ー ト ・サ ブ ル ー チ ン、 プ ロ グ ラ ム番 号

　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 5796-AGH

b

'

一186一



b

`

5.チ ェ ー ス ・エ コ ノ メ トリ ッ ク社 の デ ー タ ベ ー ス

(1)　 イ ンター ナ シ ョナル ・デー タベー ス

(a)外 国 貿易:シ リー ズA(OECD)

　 　 この デー タ ベー ス には 、OECD加 盟 国 の貿 易 の流 れ を仕 出 国、 仕 向 国、 主

　 要 品 目に分 析 した 月間 の 比 較 統計 調 査 が収 め られ て い る。 これ らの デー タに は

　 標準 的 な国 際 貿易 分類(SITC)の 枠 内で 主要 貿 易 品 目 ご とに加盟 国 の外 国

　 貿易 の 相 関的 な重要 性 が示 され て い る。 主要 なSITCカ テ ゴ リー に 関 す る量

　 お よ び平 均値 の貿 易指 数 は、 選別 さ れ た物 価指 数 と同 じく提 供 され る。

(b)主 要経 済 指 標(OECD)

　 　国民 所 得、 国 民生 産 、 生 産、 在 庫 、 受渡 しお よび貿 易、 労働 お よび 賃 金、 建

　設、 内部 取 引、 物 価、 金 利 お よび株 価、 国 内財政 、 外 国 財政 、 貿 易 お よび 国 際

　収支 を含 む加 盟25か 国 お よび全 域 の マク ロ経済 学 的 指標

(c)産 業 活動 指 標(OECD)

　 　この デー タベー ス には 、 加 盟国 の各種 産 業 にお け る経 済 開 発全 体 の定 量 的概

観 が収 め られ てい る。International　 Standard.rndustria1　 Classifications

　 (国 際 的 標 準 産業 分 類)に 従 って分 類 され た統 計 は、 受 渡 し、 雇 用 、 工業 生 産 、

新規 の受 注 と手 持 受 注 、 お よび生 産 者物 価 を カバー す る指数 と して み な され る。

(d)四 半期 ご との国 民所 得 勘 定(OECD)

　 この デー タベー ス は、 加 盟 国 が独 自の会 計 システ ムに基 づいて算 出 した 主 な国

民経 済 計 算 に関 す る最 近 の 情 報 を提 供 す る。 年 次 お よび四 半期 ご との デー タに

は、 国 民 総生 産、 個 人 お よび国 家 の消 費 支 出、総 資本 形 成 、輸 出 と輸 入、 貯 蓄、

間接 税 、 価 格 デ ・ レ一 夕が含 まれ て い る。

(e)年 次 国 民所 得 勘 定(OECD)

　 この デー タベ ー ス には 国 連 の会 計 ンス テ ムに従 っ て標 準 化 され た、 加盟25

ヵ国 論 よびそ の全 域 の 年 次 国 民所 得 勘定 が 収 め られ て い る。 大 半 が現 在 価 格 と

固定 価 格 で示 され 、 米 ドル に換 算 さ れ、1人 当bの 所 得 が算 出 され た、 国 民所
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得 勘 定 の詳 細 な分析 も この 中に含 まれ てい る。

(f)英 国 中央統 計 局(CSO)

　 この デー タベー スは英 国 の主要 な経 済 デー タを収 めた もの で あ る。 この中 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆

は、 工 業 生産 、 国 民所 得 お よび 国民 支 出、 国際 収 支、 賃 金 お よび所 得、 人 口 お

よび 労 働 人 口、 小 売 りお よび卸 売 り価 格 に 関す る詳 細 なデー タ が含 まれ てい る。

(g)鉄k・ よび鉄 鋼 の輸 入(米 国統 計局)

　 400以 上 にのぼ るTSUSAコ ー ドに関 す るFAS(積 出地本 船 渡 し値 段)

お よびCIF(着 地 渡 し値 段)fO・ よび数 量 をベー ス と した仕 出国 お よび通 関 申

告 地 区 別 の 月間 輸 入 デー タ が収 め られ て い る。 そ れ 以 外 の詳 細 につ い て は、F

AS、CIF、 お よび数 量 をベー ス と した 一般 輸 入高 と消費 輸 入 高 に 関す る デ

ー タ に よって示 され る。 基 本 的 な輸 入 デー タは、TSUSA　 (Tarriff

Schedules　 of　 the　 U.S.annotete1)の 中 の商 品分 類 に基づいて、米 国統 計

局 に よ り編纂 され る。 鉄foよ び鉄 鋼 に関 す る7デ ィ ジ ッ トのTSUSAコ ー ド

　 (計400以 上)の そ れぞ れが この デー タベー ス に含 まれ て い る。

(h)国 際 金 融統 計(IMF)

　 　185か 国以 上 とそ の全 域 の金融 情 報 に焦 点 を あ て た この デー タベ ー ス に は、

為 替 相 場 、 金、 外 国 為 替、 貨 幣 お よび銀 行 業 務、 金利 、 物価 、 生 産 、 国 際 貿 易、

政 府 財 政、 お よび国 民所 得 が含 まれ て い る。 さ らに、 この デー タには 主 要 生 産

国 別 に、 輸 出 され て い る主 な商 品 に 関 す る卸 売 り物 価 指 数 お よび 単位 原 価 も表

示 さ れ てい る。 この デー タには 、185か 国 とそ の全 域 で、 世 界 中 に輸 出 して

い る主 な商 品 が、 仕 出国 別 に掲 載 され て い る。

(i)国 際 収 支(IMF)

　 　115か 国 に 関す る、 国 際 間 の経 済 的取 引報 告 書 と も言 え る国 際収 支 の年 次

お よび 四半 期 ご との報 告 書。 標 準 的 な報告 書 は当 座 勘 定(商 品 、 サー ビス、 収

入、 お よび実 質 的 トラ ンス フ ァー と して結実 しな い不 完全 な トラ ンス フ ァー に

つ い て)お よび 資本 勘 定(貨 幣的 資産 借 方、 貸 方 に つい て)別 に分 類 され て い

る。 各 国 間 の比較 が で きる よ うに、 国際 収 支表 は す べ て最 も安 定 して い る計算
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●

　 単 位 とみ なされ て い るSDR平 価 で表示 さ れ て い る。 また、 このデ ー タベ ー ス

　 には そ の た め に利 用 され る為替 相 場 お よび 交換 レー トも表示 され て い る。

(j)ワ ー ル ド・テー ブル(世 界 銀行)

　 　 この デー タベー スは、 開 発 途上 国 お よび工業 国100か 国 に 関す る マ ク ロ経

　 済学 的 な オ リエ ンテー ショ ンを提 供 す る もの で、 国 民所得 勘定 、 物 価 の 変 動、

　 国 際 収支 、 対 外 的 な公共 負 債、 お よび中 央政 府 の財 政 が カバ ー され て い る。 こ

　 の デー タベー ス に含 まれ る国 民所 得 勘 定 は、 国連 の国 民所 得 計 算 システ ムに準

　 拠 して い る。

　(k)世 界 の負 債(世 界銀 行)

　 　 この デー タベ ー ス には開 発途 上 国96か 国 とそ の全域 に 関す る年 間 の 対外 公

　 共 負 債 お よびそ の 関連 デー タの詳 細 な分 析 が収 め られ てい る。 予 想 され る引 出

　 しお よび返 金 の予 定 に基 づく対外負債 の 見積 り もこ の 中に含 まれ る。 さ らに平 均

　 的 融 資期 間、 未 払 金 の比 率 に関す る情報 も収 め られ て いる。 対 外 的 な公共 負 債

　 は 、 負 債の 種 類(買 掛金(Outstandiny)、 支 払 金(Commitments)、

　 現 金支 払 、 元 金 支 払、 ネ ッ ト・フ ロー、 金 利 の 支払 お よび未 払 金 合計)と 公 共

　 お よび民 間 の 貸 し方 に分 け て、 米 ドル で表 示 さ れ てい る。

(1)商 　 　品

　 　 この デー タベー スには 、 コー ヒー 、 砂 糖、 ゴ ム、 銅toよ び錫 の5つ の 商 品市

　 場 に っ い て全 世 界 の諸 国 お よび その 全 域 の主 な需給 変数 が記 載 され て い る。 こ

　 れ らの5品 目につ いて、 生 産、 ス トック、 消 費v取 引 、価格 お よび収 量 の表 示

　 が ある。

(2)歴 史 的 デー タベー ス

(a)U.S.経 済

　 　産 業 デー タ、 国 民所 得 お よび 国民 生 産 勘定 の詳 細 な内訳 に重 点 を置 い た、 米

　 国 経済 の 全 局 面 を マ ク ロ経 済 学的 に カバー した もの。雇 用、 生 産、 物 価(消 費

　 者 お よび生 産 者)、 国 民 所 得勘 定 、 建 設、 在 庫 、 出荷 品、 注文 、 金 融 統 計 お よ

　 び 住宅 供 給 な ど、 大 部 分 の カテ ゴ リー を完全 に カバー する10,000以 上 の シ
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リー ズ が含 まれ てい る。 この デー タベ ー スは、 労 働 統計 局 に よって 開発 され た、

周期 的 な景 気 指 標 と総 合 指 標 を含 む 　 Business　 Conditions　 Digest

デ ー タへ の アク セ ス も提 供 して い る。

(b)財 　 　 　務

　 連 邦 準備 施策 お よび銀 行 や連 邦 準 備 区 の週 間 の 活動 に重 点 を置 いた 、 米 国 に

関 す る5000以 上の主 要 財務 指 標 。 主 なデー タ ソー スは 、 財務 省 、FHLBB、

連 邦 準 備 局 、 二=一 ヨー ク、 セ ン トル イ ス の 連 邦 準 備 銀 行 、　 Moody's

Investors　 Service,お よびWall　 Street　 Journalで あ る。

(c)資 金 循 環

米 国 経済 の多 くの 金 融活 動*訳 注(金 融 的流 通)を たが い に 直接 、 統計 学 的 に

関連 付 け る た め に、 ある いは 金 融 活 動以 外 の利 益 を生 む活 動 や生 産 活 動*訳 注

　 (産 業 的 流 通)の た め に設 計 さ れ た、 連 邦 準備 局 の 会計 シス テ ム。 各 計 算 書 ま

た は 報 告 書 は4半 期 ご との フ ロー お よび ス トック また は レベ ル と して計 算 され

てhるo

(b)農 　 　 　業

　 物 価、 畜 産物 の需給 、収穫 物 、 肥 料、 お よび農業 経 済 活 動 に重 点 を置 く。

(e)USDA

　 米 国 農 務省 の デー タは、 全 国 、 地 域、 国 際 レベル に おけ る石 油 製 品、 食 肉お

　よび魚 肉 、酪 農 生産 物 、果 実、 野 菜 お よび穀物 に関 す る詳 細 な需 給 に関 す る も

の で ある。 農 産物 の輸 出入、'お よび世 界 の総 収穫 高 に 関 す るデー タも含 まれ て

　い るo

(f)乗 　 用　 車

　 　産i業、 区 分(セ グ メ ン ト)、 会 社 、 お よび 自動 車 の製 品 ライ ンに 関 す る詳 細

　な デー タを含 む 乗 用車 の 月 間 売 上 げ 高。 また、 産業 お よび 分野 別 に四 半期 ご と

　の 売上 け デー タが、 業 績 お よび価 格 に関す る デー タ と一 緒 に含 まれ て い る。

(g)消 費 者物 価 指 数

　 　 28の 大 都 市部 、米 国全 体 、 地 方 、 お よび人 口別 に 出 した詳 細 な月 間 消 費者

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一190　一

■



`

物 価指 数(1967=100)。 　各項 目は、 全 都 市 の 消 費者 、 賃金 所 得 者toよ び

事 業従 業 者 をベ ー ス と して労 働 統計 局 が 設 け た もの であ る。

(h)生 産 者 物価 指数

　　 2700以 上 の商 品 に つ い て加 工 の段 階別 に示 した 月 間生 産者 物価 指 数(1967

=100)。 　 この 中 に は季 節 ご とに物 価 指数 が 調整 され る もの とさ れ な い もの が

　あ る。

(i)MARKETSCAN

　 国勢 調 査 局 のCurrent　 Population　 Surveys(最 新 人 口調 査)を 基 に した 、

全米 、 調 査対 象地 域 お よび各 州 の入 口学 的特 徴 と所 得 分布 。 家族 、 世 帯 、 個 人

は人 口学 的単 位 、 収 入 単 位、 お よび地 域単 位 と して 分類 され て い る。

(j)エ ネ ル ギー

　 国、 地 域、 国 際 レベ ル にお け る主 要 エ ネ ル ギー(石 油類、 天 然 ガス、 石 炭、・

油、 電 気)に 関す る詳 細 な需 給 統計 。 この広 範 囲 なデー タベー ス は、 エ ネル ギ

ー に関 す る主要 な 資料 をす べ て使 用 して い る
。

(k)地 　 　域

　 各 州 お よび2デ ィ ジ ッ トSICコ ー ド産 業 に関 す る経 済 デ ー タは 、 雇 用 、 出

荷 、 在庫 、 お よび 支 出 な どの 項 目を含 ん で い る。 各 州 の マ ク ロ経 済 的 なデ ー タ

　と して は、 値 入 所 得、 雇 用、 住宅 供 給、 エ ネ ル ギー 統計、 卸 売 り、 そ の 他等 の

カテ ゴ リー が あ る。260以 上のSMSA(=　 standard　 metropolitan　 statis--

　tical　 area)に 関 す る マ ク ・経 済 的 なデー タには、 個人 所得 、 雇 用 、 住 宅 供 給、

人 口、 消 費者 物価 指数 、 お よび百 貨店 売上 げ等 が含 まれ て い る。

(1)商 　 　品

　 国別 の コー ヒー、 砂 糖 、 ゴム、 銅 、 錫 に 関 す る需 給 変数 。 この デー タベー ス

は 主 な ソー スに よ って編 纂 され てお り、 各商 品 の生 産、 消 費、 取 引、 在庫 お よ

び価 格 に 関 す る デー タが含 まれ て い る。

㈲ 国 際金 融統 計

　 通 貨 お よび金 融 、 世 界の 主 な商 品の 輸 出、 為 替 レー トお よび 国 際 流動 性 に焦
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点 をあ て た185か 国 お よびそ の全 域 の 国 際通 貨基 金(IMF)統 計

(n)国 際 収 支

　 　 IMFに よ り編纂 。 これ らの デー タは経 済 機構 の 国 際経 済 報 告 書 を意 味 す る。

この計算 書 は、SDR(特 別 引 出 し権)に 基づいて表 示 され た資 本 勘 定toよ び当

座 勘定 ご とに 分け られ て い る。 工 業 国 お よび開発 途 上 国 合 わせ て115か 国 に つ

い て記 載 され て い る。

(o)』世 界 の公 共 負債

　 　これ らの デー タは世 界銀 行 に よ り編 纂 され、 国 外 の公 共 負 債 な らび に関 連 デ

ー タが、 公 共 負債 の カテ ゴ リー お よび債 権 者 の種 類 ご とに 分類 され て い る。

　 96か 国k・ よび全 国 の デー タが11,000時 系 列 に収 め られ て い る。

(P)産 業 活 動 指標

　 　 OECDの これ らの デー タに は、 加 盟17か 国 の32の 産業 に お け る経 済 開

　発 の数 量 的 な デー タが収 め られ て い る。 産 業別 の項 目に は、 工 業 製 品、 雇用 、

　引渡 し、 受注 、 お よび生 産 者 物 価 が含 ま れて い る。

(q)主 要経 済 指標

　 　 OECD加 盟25か 国 とそ の全 域 に関 す る主 要経 済 指 標 が、 各 国 の通 貨 単 位

　 で記 載 され てい る。 国 民 所 得、 生 産、 物価 、 労 働 お よび賃 金、 貿 易 お よび金 融

　 な どの項 目が含 まれ て い る。

(r)四 半 期 ご との国 民所 得 勘定

　 　 OECD全 加盟 国 に つ い て 四半 期 ご とに ま と めた現 行 価 格 と固定 価 格 に よる

　 総 国 民所 得 勘定 。 こ の勘 定 書 は 各 国独 自の計 算 システムに基 づ いて作 成 さ れ て い

　 るo

(s)年 次 国 民所 得 勘定

　 　 OECD加 盟25か 国 お よびそ の全 域 に関 す る、 現 行 価 格 な らび に 固定 価 格

　 にお け る国 民所 得 勘 定 の詳 細 な内訳 。 これ らの勘 定 書 はU.N.　 System　 of

　 National　 Accounts(国 連 の国 民所 得 勘 定 シス テ ム)に 従 って標 準 化 さ れ て い

　 るo
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(t)英 国 中央 統 計 局

　 　 英 国 の主 要 経済 指標 には 、 鉱 工業 生 産、 国民 所 得 お よび支 出、 国際 収 支、 物

　 価 、 賃 金 お よび 所 得、 入 口お よび労 働 人 員 に関 す る統計 が収 め られ て い る。

(3)予 測 デー タベー ス

(a)マ ク ロ経済 学

　 　 所 得 、 物価 、 投 資、 財務 変数 お よび産 業 変数 な ど600項 目以 上 の、10四

　 半期 、10か 年 に お よぶ 四 半期k・ よび 年 間 の プ ロジ ェク シ ョン。 主 な指 標お よ

　 び項 目には、 消 費者 お よび 生産 者 物 価、 国民 所得 勘定 、金 利 、 投 資支 出、 貿 易 、

　 住 宅 供 給、 雇 用、 鉱工 業 生 産、 そ の他 が 含 まれ て い る。 完全 な シ ミュレー シ ョ

　 ンが 可 能 で あ る。

(b)財 　 　務

　 　 主 な金 利、 準 備 金 の 割金(reserve　 measures)、 　 国家 財 政委 員 会 の 活動 、

　 貨幣 ス トック、 信 用 、公 社 債 お よび抵 当 証 券 に関 す る、24か 月 に わ た る月 間

　 プ ロ ジ ェク シ ョン。 完 全 な シ ミュ レー シ ョンが可 能 。

(c)保 　 　険

　 　 生 命、 財物 一 責 任保 険会 社 に影 響 を与 え る主 要 変 数 の 四半 期 お よび年 次 の

　 プ ロジ ェク シ ョン(15四 半 期、15年 に わた る)。 広範 囲 の事 業 お よび財 務

　 変 数 に は、 消 費、 投 資、 貿 易、 金 融 指標 、 お よび 消 費者 指数 が含 まれ る。 保 険

　 会 社 の変数 に は、 保 険料 の受 取 り、 営 業 経費、 準 備 資金 お よび剰 余金 が 含 ま れ

　 るo

(d)国 　 　際

　 　 英 国、 西独 、 カナ ダ、 日本 、 フ ラン ス、 イ,タ リァ、 ベル ギー、 ス ペ イ ン、 メ

　 キ シ コ、 ブ ラジル、 米 国、 オ ラ ンダ、 ス ウ ェー デ ンに 関す る、 四半 期(9四 半

　 期 に わ た る)k・ よび年 次(9か 年 に わた る)の プ ロ ジェク シ ・ン。 各 国 につ い

　 ては、 実質 お よび金 融 分野 の 両方 に わた って カバー され てい る。 ユー ロダ ラー

　 市場 、 銀行 間 為 替相 場 、k・ よび 世 界指 数(world　 indices)も 含 まれ て い る。

　 完 全 な シ ミ}レ ー シ ョンが可 能。
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(e)外 国 為 替相 場

　 以 下 の 通 貨 に関 す る為 替 相場 を、 そ れ を説 明す る変数 が9四 半 期 に わ た り予

測 され てい る。 英 国 ・ボ ン ド、 フランス ・フラン、ベルギー ・フラン ・ イ タ リー ・

　リラ、 独 ・マルク、 オ ランダ ・ギルダー、 日本 ・円、 カナ ダ ・ ドル・ ブ ラジル'ク

ル ゼ イ ・、 ス イ ス ・フ ラ ン。 完 全 な シ ミュレー シ ョンが 可 能。

(f)日 　 　 本

　 鉱 工業 生 産、 外 国 貿 易、 拾 よび主要 産 業 の 資本 形 成 を含 む 日本 の先 行 指 標 に

関す る、8四 半 期 に わ た る、 四半 期 ご との予 測。 そ の他 の主 要 項 目は、 労 働 市

場 変数 、 国民 所 得 の 分 配、 総 合 さ れ てい な い 消費 お よび物 価 。

(9)農 　 　業

　 主要 な収穫 物 お よび 畜 産 物 の 需 給teよ び 予想 価 格 に 関 す る四半 期(10四 半

期 にわ た る)お よび年 次(10か 年 に わた る)の プ ロ ジ ェク シ ・ンお よび 農業

　資金 フ ロー 変 数 の プ ロ ジ ェク シ ョン。 完 全 な シ ミュ レー シ ョ ンが可 能。

(h)'イヒ　学 　月巴　料

　 　窒 素、 燐 酸k・ よび カ リ化 合 物 の3つ の主 要 な肥料 な らび に伝 統 的 な肥 料 に関

　す る需 要、 生産 、 在 庫、 お よび価 格 に関連 した重 要 な変 数 のす べて が 四半 期

　 (8四 半 期 に わ た る)toよ び年 次(8か 年 に わた る)の プ ロ ジ ェク シ ョンに収

　め られ てい る。 完全 な シ ミュ レー シ ョンが可 能 。

(i)地 　 　域

　 　各 州 お よびSMSAご との主 要 変数 に関 す る今後9か 年 に お よぶ 四半 期 ご と

　の予 測。 州 の 変 数 に は 雇 用、 個 人所 得、 消 費 者 支 出、 融 資お よび 供 託金 、 住 宅

　供 給 の 開始 、 人 口お よび 相対 価 格 が 含 まれ てい る。SMSAの 変 数 には 、 個 人

　所 得、 雇用 、 消費 者 支 出お よび住 宅 建 設 が含 まれ る。

(j)イ ンフ レー シ ョン ・プ ラン ナー

　 　 きわ めて特 別 な セ ン ト/ポ ン ド価 格 お よび8デ ィ ジ ッ トの 生産 者 物価 か ら総

　物 価指 数 に至 る ま で の220に の ぼ る物 価 に 関す る 四半 期(8四 半期 にお よぶ)

　 toよ び年 次(10か 年 に お よぶ)プ ロ ジ ェク シ ョン。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 -194一
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(k)長 期 の産 業 連 関

　 産 業別 の産 業 製 品、 個 人 消 費 支 出、 輸 出入、 産 業 の総 生 産 物、 生 産者 の耐 久

財、 雇 用、 生 産 性、 建 設 お よび物 価 指数 に関 す る プ ロジ ェク シ ョン を示 す今 後

　10か 年 の年 次予測 。 完 全 な シ ミュ レー シ ョンが可 能。

(1)鉄 お よび鉄 鋼

　 米 国、 日本 をは じめ とす る鉄 鋼 生 産 国 の需 要、 在 庫、 生産 、 コス ト、 貿 易、

物 価 お よび 政策 的 要 素 に 関 す る 四半 期(8四 半 期)お よび年 次(10か 年 に お

よぶ)の プ ロ ジ ェク シ ョン。 完 全 な シ ミ ュレー シ ョンが 可能 。

θ 非 鉄 金 属

　 鉛 、 亜 鉛、 銅 、 ア ル ミニ ウム、 ニ ッケ ルお よび錫 の需 給、 生 産 、 在 庫、 市場

価 格 に関 す る、8四 半 期、10か 年 にわ た る四 半期 拾 よび年 次 の プ ロ ジ ェク シ

　ョン。 完 全 な シ ミュ レー シ ョンが可 能。

(n)リ ポー ト ・サー ビス

　 農 業 、 金 融、 国 際的 な マ ク ロ予 測 サー ビスに 関 す る最 新 の エ グゼ ク テ ィブ ・

サ マ リー の即 時 ア ク セ ス を提 供 す る。 週 間 の金 利、 貨 幣、 準備 金、 信 用 お よび

将来 の金 利toよ び 貨幣 の 増大(money　 grarth)に 関す る詳細 な表 はFINREPリ

　ポー ト・サニ ビス に よ り提 供 され る。 政府 の 主 な公 報 す べ て の本 文 お よび表 の

　サ マ リー はINSTATリ ポー ト ・サ ー ビスに よb、 公報 発 行 後数 時 間以 内 に、

　入 手 す る こ とがで きる。Revision　 Report　 Serviceは 増補 お よび修 正 に 関 す

る新 しい 情 報 を全CEAIタ イ ム シ ェア リング ・プ ロダ ク トに 供 給 す る。

一195一



6.マ ー ケ ッ ト ・リサ ー チ 社(MRCA)に お け るパ ネ ル調査 の概 要

(1)調 査 票 の 記 入 指導 、 回 収、 集 計 、 分 析、 レポ ー ト等 の調 査 実施 状 況

(a)調 査対 象 世 帯(household)数

　 　調 査 対 象 地域 は ア ラス カ、 ハ ワ.イ各 州 を除 く全 米 と しそ の地域 を カバ ーす

　 る様 に地 域 分 布 を考 慮 した7,500世 帯 を選定 し、 そ れ ら各 世 帯 は 当社 と契

　 約 し登録 され て い る。

(b)登 録 世 帯 の 内容

　 　 当社 では登 録 世 帯 の内 容、 分 布 状 況 を収 録 した一連 資料 を デモ グ ラ フ ィ ッ

　 ク ・デ ー タ(demographic　 data)と 呼 ん でk・ り、 調査 を実 施 す る上 で米 国

　 々民7,490万 世 帯(ア ラス カ、 ハ ワイを 除 く1978年 推 定値)を 代 表 す

　 る もの で なけ れ ば な らな い。

　 　 そ こで 当社 に 登 録 され る世 帯 内容 を ま ず収 録 して い る。

　 　 そ れ ら内容 に は、 世 帯 の規 模(家 族 構 成)、 戸 主 の職 業、 主婦 の 身 分(共

　 稼 ぎか否 か)、 戸主 の学 歴 、 年 令、 人 種、 所 得 、 子 供 の数 、 家屋 所 有 者 か賃

　 借 か、 居 住 地等 々の基 礎 デー タに加 え、 ペ ッ ト(犬 と猫)の 有 無 とそ の数 、

　 庭 園 の 有無 、 マ イ ク ・ウ ェー ブ ・オ ブ ンや皿 洗機 の所 有 の有 無 、 外 国 生 れ か

　 の有無 、 信仰 してム る宗教 等 も当社 シ カ ゴの オ ペ レー シ ョ ン ・セ ン ター に 収

　 録 され コ ンピ ュー ター に記 録 され て い る。

(c)登 録 世 帯 の 分布

　 　 当社 の デ モ グ ラ フ ィ ック ・デ ー タで重 要 と な って い る全米 へ の 登録 世 帯 の

　 分 布状 況 は、 米 国 人 口調 査 局(U.S.Bureau　 of　 the　 Census)公 表 の世 帯

　 分 布状 況 を下 敷 に し、 そ の分 布 比 率 に沿 う よ うに登録 世 帯 が 分 布 して い る。

　 　 以 上 の 他 に も数 多 くの デモ グ ラフ ィ ック ・デ ー タが 収録 され て い るが ク ラ

　 イア ン トか らの要 求 を調 査 分析 す る上 に必要 な情 報 と して可 能 な限 り セ ンサ

　 スに沿 っ て慎 重 な米 国本 土 の ミニ チ ュア地 図 が用意 され てい る。

(d)調 査 票 へ の記入 方 法
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　 　 シュナ イダー マ ン氏 の説 明 に よれ ば 「記 入 す る上 で各 人 の 「思考 」を要 す

　 る記 入欄 は 一 つ も用意 さ れて は い ない。 従 っ て例 え ば シャ ツを買 った場 合 に

　 は 商 品 に添 付 され て い る価 格 ラベ ルや、 プ ラス チ ックの包装 で あれ ばそ れ も

　 捨 て ない で持 ち帰 って も らい、 記 入欄 に事 実 の ま ま を各 ラベ ル表 示 に従 っ て

　 記入 して くれ れ ば 良 い 」と云 う事 で機 械 的操 作 を強張 して い る。

　 　 しか し機 械 的 とは 云 え、 か な り細 分 化 した見 方 と注 意 力 が記 入者 に要 求 さ

　 れ て い る。 例 え ば、 記 入 す る上 で商 品 に つ い て次 の事柄 を把 握 しなけれ ば な

　 らな い。 一 タイプ種類、素 材 配 合、 ニ ッ トか ウー ブ ンか、 色 と柄 、 ブ ラ ン ド名 、

　 サ イズ、何 才 用 か、 買 い求 め た入 の年 令 、 輸 入 品 か国 産 か、 パー マネ ン ト・

　 プ レス か等 。

　 　 次 に購 入 時 点 の 情報 が要 求 され(商 品 の価 格 、 店 舗名 と種 類等)百 貨店 か デ

　 ィス カ ウ ン トス トアか等 、 数量 、 購入 日、 セー ル で買 った の か、 贈 答 品 か、

　 カタ ログ ・セー ルか等o

(e)回 収

　 　 登 録 者 は毎 月1回 、 調査 票 を シカ ゴの オ ペ レー ショ ン ・セ ンターへ 郵 送 す

　 る事 が義 務 づ け られ る。

　 　 返 送 日は 当 社 が 指定 した 日に全 米 の登 録 者 は い っせ い に ポ ス トに投 函 しな

　 けれ ば な らず、 そ の指 定 日は毎 月末 に決 め られ て い る。 シュナ イ ダー マ ン氏

　 は 回収 状 況 につ い て 説 明 して くれた が100%の 回収 は や はb困 難 な様 子 で

　 ある 由の 内 状 を伝 え て くれ た。100%の 回収 と云え ば7,　500世 帯 か らの

　 7,500通 の 回収 で あ るが 「実 質 回収 は7割 強 」と述 べ てい る。

　 　 回 収 に際 し、 登 録 世 帯 で何 に も買 わ な か った 月 も当然 出 て くる が、 そ の場

　 合 に は口No　 Purchases　 have　 been　 entered　 in　 this　 diary.の 項

　 目にO印 を つけ て返 送 して くれ れ ば良 い と述 べ てい る。 「買 わ なか った と記

　 入 して くれれ ば そ れ な りのデ ー タは確 実 な資料 と な るが、返 送 して くれ なけ

　 れ ばそ の 事情 も分 らない 」と シ ュナ イダ ー マ ン氏 は述 べ 、更 に続 け て 「但 し、

　 この"買 わ なか っ た"の 解 答 が同 じ世 帯 か ら3ケ 月続 い た ら、 これ は 少 々k・
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　 か しい 訳 で 、 何 に も買 わ な か っ た 等 と 云 う事 は ま ず 信 じ られ な い 。 そ の 時 は

　 シカ ゴの オ ペ レー シ ョ ン ・セ ンター か ら危 険 信 号 の 旗 が そ の 世 帯 に 発 せ られ る 」

(f)　 集 計 ・分 析

　 　 全 米 か ら回 収 され た 調 査 票 は シ カ ゴ、 オ ペ レー シ ョ ン ・セ ン タ ー に 常 勤 す

　 る約200名 の 仕 分 け 係 が担 当 す る 。

　 　 仕 分 け さ れ た 情 報 を20名 程 の プ ロ グ ラ マ ー が コ ン ヒ=一 夕ー に イ ン プ ッ

　 ト出来 る 様 に プ ロ グ ラ ム編 成 が 行 わ れ る。

　 　 こ の 場 合、 調 査 票 の ナ シ ョ ナ ル ・コ ン シ ュ ー マー ・パ ネ ル(National

　 Consumer　 Panel)に 表 記 さ れ た登 録 パ ネ ル番 号 に よ っ て、 デ モ グ ラ フ ィ

　 ック ・デ ー タ ー が 組 入 れ られ るo

(9)　 レ ポ ー ト

　 イ)　　Subscription:

　 　 　 当 社 が 用 意 して い る定 期 購 読 レ ポ ー トは 品 目 コー ド別(例 え ば シ ャ ン、

　 　 ジー ン ズ 、 ジ ャ ケ ソ トと 云 っ た 特 定 品 目)に 制 作 さ れ 、 ク ラ イ ア ン トの ニ

　 　 ー ズ に 応 じた レポ ー トを 或 る 期 間 毎 に 購 読 で き る もの 。

　 　 　 "期 間 毎"と は 当 社 が 準 備 発 刊 で き る4種 の 期 間 レ ポ ー トで ・ 週 刊 レポ

　 　 ー ト、 月 刊 レ ポ ー ト、 ク オ ー タ リー(年 四 回)、 年 二 回 が 選 べ る。

　 　 　 定 期 購 読 レ ポ ー トの 内 容 は12項 目 に 分 類 さ れ てk-b、 縦 に 年 令 別 、 横

　 　 に 各 種 の 情 報 ブ レー ク ・ダ ウ ン が な さ れ た 数 量 、 金 額 入 り の チ ャ ー トが 基

　 　 本 形 を な して い る 。

　 　 　 横 の 情 報 例 で は 「 ど の 店 で 買 っ た か 」に つ い て 店 名 　 Sears,　 J・C・

　 　 Penney,　 K-mart,　 etc.　 と 云 っ た具 体 的 な 名 が並 び 、 何 才 か ら何 才 の

　 　 年 令 層 の 者 が シ ャ ツ をK-martで1ケ 月 何 着 、 金 額 と云 っ た 流 通 ア ウ ト

　 　 ・ レ ッ トが 判 明 す る チ ャー トや 、 「何 ん の ブ ラ ン ド名 の も の を 買 っ た か 」

　 　 (Van　 Heusen,　 BVD,　 etc・)、 「素 材 は 」(Cotton　 100%,

　 　 Polyester　 65%/Cotton　 35%,　 Poly　 50%/Cotton　 50%,　 etc.)、

　 　 「 カ ラー は 」 「輸 入 品 か 国 産 か 」等 々の 資 料 レ ポ ー トを 定 期 的 に 購 読 で き
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　 購 読 料 は3,000ド ルか らで あるが 年間8,000ド ル平 均 の レポー トが

平 均 して 多 い と伝 え てい る。

ロ)　Custom　 Trade　 Research:　 　　　　　　　　　　　　 ・

　 定 期 購 読 レポー トでは あ き た らぬ ク ラ イア ン トの為 に 用意 され てい る も

の で、・ク ラ イア ン トが最 も知 りた い ニー ズに従 って情報 を提 供 す るサ ー ビ

スで あ るo

　 この他、 シ ュナ イ ダー マ ン氏 の説 明 で は、 テス ト ・マー ケ ッ ト調査 が 出

来 る と述 べ てい る。 メー カー が新 商 品 を発 売 す る以 前 の反 響 調 査 で、 果 し

て売 れ る か否 か を調 べ る。

　 ま た小 売 市場 の み に限 らず メー カー ・レベ ルの ア ンケ ー ト調査 もや っ て

い る と述 べ てい る。

ハ)Menue　 Census:

　 メニ ュー ・セ ンサ ス とは ど う云 うもの か と云 うと、 米 国 消費 市場 が特 定

期 間 に どの様 に変 化 したか を把 握 す る事 を 目的 と した もの で、2年 に1回

行 うもので1978年 ～1980年 の間 に変 化 した 消費 者 の動 向 を浮 彫 り

に す る。

　 当 調査 コ ス トは、12万5000ド ル と伝 え てい る。

二)　 Full　 Tape　 Service:

　 大 手会 社 に な る と社 内 にR&D部 門 を併設 し、 専 門 分 析 家 を多 く容 して

い る場 合 が 多 いが 、 こ う した会 社 では 独 自の手 法 で、 自社 の ニー ズに 合 致

させ た分 析 が必 要 と な り、 ま た分 析 デー タの社 外機 密 を保 持 し なけ れ ば な

らない。 そ こ で分析 を他 に ゆだ ね るの で は な く分析 す る為 の全 べ ての 回収 、

集 積情 報 をそ の ま まそ っ くb譲b受 け る もの。 当社 が容 す る7,500世 帯

が年 間45万 品 目を購 入 した 回収 情報 に加 え、 各世 帯 の デ モ グ ラフ ィ ック

・デー タが これ に加 え られ て ク ライア ン トに渡 され る
。

　 コ ス トは 年 間$60,700.一 で あ る。
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(2)調 査対 象へ の反 対 給 付 と ク ラ イア ン トか らの対 価

　(a)　調査 対 象 へ の反 対 給 付

　　 　当 調査 に協 力 して くれ る登 録世 帯 に対 して の現 金 給付 は原 則 と して行 わ な

　　いo

　　 　 シュ ナ イダー マ ン氏 の 説 明 では 「一 種 の トレー デ ィ ング ・ス タ ンプ

　　 (Trading　 Stamps)方 式 を採用 して い る 」と述 べ てい る。

　　 　つ ま リスー ポ ー マー ケ ッ トで買物 した際 に も らえ る ス タ ンプを集 め て 欲 し

　　い商 品 と引替 え て も らえ る方 式 を こ こに採 用 して い る。

　　 　ス タ ンプの か わ りに 「ポ イ ン ト数 」を収 集 させ る方 式 で あ る。 例 え ば調 査

　　票 を、 買 って も買 わ な くと も、 きちん と回収 期 間 内 に返 送 して も らわ ない と

　　当 社 と して も困 る訳 だが、 返 送 して も ら.う段 階 で3つ の条 件 を 出 して い る。

　　 同 じ返 送 す るの で も、 この3条 件 を1つ で も欠 く場 合 に は ポ イ ン ト数 が少 な

　　 くなる様 に計算 され てい る。.そ れ だ けに 当 社 が いか に回 収 に苦 労 して い るか

　　 が うか が え るの だ が、 そ の3条 件 とは とにか く、.月間 調査 票 を返 送 して くれ

　　 れ ば、15ポ イ ン ト(point)差 し上 げ ます。 次 に回 収 期 間 内(当 社 指 定

　　 の期 間 内)に 返送 して くれ た人 に は更 に追 加 して、45ポ イ ン トの加 算(こ

　　 の ポ イ ン ト数 が 一 番大 きい)、 また 「当調 査 票 の記 載 品 目は、 調査 期 間 中 に

　　確 か に求 め た 品 に相異 あ りませ ん 」と云 う保 証 サ イ ン を して くれ た人 に更 に

　　 10ポ イ ン トが加 算 され る様 に な っ てい る。 全 べ て を果 せ ば、70ポ イ ン ト

　　 /月 が得 点 と なる。

　　 　以 上 の如 くポ イ ン ト数 が増 えれ ば欲 しい 商 品 が供 与 さ れ る。

(3)　利 用状 況 ・評価

　　 シュナ イダ ー マ ン氏 の説 明 では 「評 価 が良 い一 つ の証 拠 に は、 当社 設 立19

　 61年 以 来 、 続 行 して い る ク ライ ア ンbが 現 在 も続 け て ク ラ イア ン トで あ る事

　 で あ る 」と述 べ た。

　　 現在 、 約250社 程 の 当社 の利 用 者 が存 在 し、 説 明 に よれ ば大半 が 大手 業 者

　 で 占め られ て い る。
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　　 利 用 者 は、 テ キス タイル、 衣 服 業界 の メー カと小 売業 者 で 占め られ て い る。

(4)　 ク ラ イ ア ン トの'リ ス ト

　 　 概 略 の ク ラ イ ア ン ト名 を 提 供 して くれ た が そ れ は 次 の 様 な 社 名 で あ る 。

　 　 　 　 Burlington　 Industries

　 　 　 　 Springs　 Mills,　 Inc.

　 　 　 　 West　 Point-PepPerell

　 　 　 　 ScovillMfg.

　 　 　 　 Du　 Pont　 De　 Nemours　 E　 I&Co.

　 　 　 　 Hanes　 Corp.

　 　 　 　 General　 Mills,　 Inc.

　 　 　 　 U・S・Industry

　 　 　 　 The　 Proctor&Gamble　 Co.

　 　 　 　 Monsanto　 Co.

　 　 　 　 General　 Foods　 Corp.

　 　 　 　 Sears,　 Roebuck&Co.
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